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			第一章　猫も歩けば騒動に当たる

			　


			　ハイエルフの歴史研究者、ウィロー・マグナス著、「神話伝承考察」より一部抜粋

			


			　さて、邪神とはどのようなものなのか？

			　悪しき神？　神々と戦った神？　確かに、それらは間違っていない。だが、真実の多くを言い当ててもいない。邪神というものに関する、ごく一部を上げているにすぎないだろう。

			　まず、邪神を知るには神々から知らなくてはならない。

			　あまり広く知られている話ではないが、この世界の神々は、元々は違う世界の神々であったらしい。

			　これは、神託スキルを持っている者や、極まれに降臨される神々のお言葉を律儀に書き残していた者たちから得た様々な情報を元に、私が導き出した結論である。

			　なんでも、元の世界では八百万もの神がいたというから驚きだ。

			　神が増え過ぎて手狭になってしまった元の世界を、新天地目指して飛び出したのが我らの世界の神々であるらしい。村を出るのにも大騒ぎの人と違い、神ともなると世界を飛び出すというわけである。旅立った神の数は八九柱。まさに我らの知る神々だ。

			　この先は多くの方々が知るところではあるが、一応簡潔にまとめておこう。

			　他に神のいない新たな場所にたどり着いた神々は、早速新たな世界を創り始める。

			　大地神が自らの体を大地に変え、他の神々が様々な物をその大地に足していった。

			　大地そのものである大地神は大地に、海である大海神は海に棲み、太陽神は太陽に座した。そして他の神々は大地神の負担を少しでも軽くするために、銀月神が創り上げた月へとその住処を移した。銀月神が創った大月には子神たちが、その周囲を回る月には大神たちがそれぞれ住まわれているのだ。

			　この世界創生にあたり、大きな役割を果たさなかった神がいる。それが戦いの神だ。彼は自らの加護を与えるのは世界創造の最後だと語り、他の神の補佐をし続けた。そして、自分以外の神が世界創造のために力を使い果たした瞬間、反旗を翻したのである。狙っていたのか、魔が差したのか、それは神々にしかわからない。分かっているのは、邪神に堕ちた戦神の力は強く、弱まった他の神々では相手にならなかったということだ。

			　それでも一致団結した神々により邪神は打ち取られ、体を分断されて世界中に封印されることになる。だが、この時に封印が間に合わなかった邪神の肉体から邪人が生まれ、世界は彼らとの戦いを余儀なくされることとなったのだ。

			　これは嘘か真まことかは分からないが、神々と邪神の戦いのおり、ある神が元々いた世界から自らの名を冠した神剣を召喚して戦ったらしい。そしてこの剣が元となり、この世界でも神剣が造られるようになったという。

			　この伝承で重要なことは神剣がもたらされた事実だけではなく、異界とこの世界は案外簡単に繋がるという事だ。無論、神の真似をして神剣を召喚できるなどと言うつもりは毛頭ない。

			　だが、それ以外のものであればどうだろう？　例えば人などは？

			　絶対に無理？　何故そう言い切れるのか。そもそも、神々は異界からこの世界にやって来たのだ。

			　神以外の者が異界からこの世界にやってくる可能性は、ゼロではないだろう。

			


			　ジャンの研究所を出発した翌日。

			　ウルシの頑張りもあり、俺たちは目指していた港町ダーズを視界にとらえていた。

			　本当だったらとっくに到着していたはずなんだけどね。ジャンたちと共に浮遊島に行ったおかげで、予定が大幅に遅れてしまった。

			　このダーズから船に乗って、南の港町バルボラへ向かうのが俺たちの目的である。最終的にはそのバルボラから、ダンジョン都市であるウルムットへ向かうことが目標だ。

			『見えた！』

			「おおー」

			　町から少し離れた丘の上から、ダーズの全貌が見下ろせる。

			　青く輝く海と、風情のある港町。その港に停泊する大小様々な木造船たち。

			　いやー、まるで絵画みたいな風景だね。

			　町の規模は、俺がフランと出会ってから最初に訪れたアレッサの町よりも、少し小さいくらいだろうか。

			「オンオンオン！」

			『どうしたウルシ？』

			　ウルシが突然、興奮したように咆ほえだした。

			　最初は敵かと思って周囲を確認したが、どうやら違っていたようだ。

			「海見て喜んでる」

			『そういえば、ウルシは海を見るのが初めてか』

			「オウン！」

			　ウルシは目をキラキラさせて、海を見つめていた。生まれて初めて見るでっかい水たまりに、興奮が抑えきれないらしい。

			『じゃあ、あとで砂浜に行ってみるか？』

			「オン！」

			　俺の言葉に、ウルシが千切れんばかりに尻尾を振る。今は巨大化中なので、尻尾も当然デカイ。その尻尾が高速で振られて、ちょっとした扇風機状態だった。

			　フランも機嫌よさげに目を細める。

			「楽しみ」

			『フランもか？』

			「だって、砂浜いった事ない」

			　そうか、フランも奴隷として船に乗ったことはあっても、海で遊んだ経験はないのか。

			　それはいかん！　いかんよ！　海の楽しさの半分は砂浜にあると言っても過言ではないのだ！

			　よし、船に乗ってバルボラに出発する前に砂浜を堪能するとしよう。

			『じゃあ、ピクニックでもするか？　弁当持ってさ』

			「カレー？」

			『カレーはさすがにないだろ？』

			　海の家で食べる粉っぽいカレーは妙に美味いが、ピクニックにカレーは気分が出ない。

			『こういう時は、サンドイッチとかじゃないか？』

			「カレーサンド？」

			『……まあ、カレー味も用意するよ』

			　ドライカレー風にして挟み込むか、カレー粉で味付けをした肉でも挟むか。何か考えないとな。

			「ん！」

			「オオン？」

			　嬉しそうにうなずくフランを見上げながら、ウルシがアピールするように一鳴きする。

			『分かってるって。ウルシにも何か作ってやるから。骨付き肉とかでいいか？』

			「オオオン！」

			　ピクニックに喜んでいるのか、食い物に喜んでいるのか……。

			　フランもウルシも、完全に花より団子だからな。

			　まあ、まずは宿探しだ。確実に一泊はすることになるだろう。

			　船を探す手間も考えたら、数日はかかるかもしれない。

			　しっかり宿を探さないとね。

			『じゃあ、ウルシは小さくなっとけ。ここからは普通に歩いていくぞ』

			「オン！」

			　巨大魔獣がいきなり現れたら、パニックが起きるかもしれん。兵士とかが出動する事態にでもなったら色々と面倒だ。

			　犬モードになったウルシを従えて、フランは徒歩で丘を降りる。

			　すると、すぐに町へと続く道を発見した。

			　この辺りに来ると旅人の姿もあるな。だが、皆が俺たちを見ると慌てて道を空ける。中には露骨に道の端に避けて俺たちをやり過ごそうとする者もいた。

			　ちょっと感覚がマヒしてたけど、ウルシってば狼だったね。

			　本性を知ってる俺たちからしたら大型犬みたいなものだけど、普通の人から見たら黒くて顔の怖いまあまあ迫力がある狼だ。そりゃ、避けるよな。

			　首輪に縫い付けられた従魔証と、隣を歩くフランのおかげで背を向けて逃げるような人はいないが、周囲にかなりの威圧感を与えているらしい。皆さん、驚かせてごめんなさい。

			　周辺の旅人さんたちに無意識にプレッシャーを与えつつ、俺たちは町の入り口にたどり着いた。

			「え？　冒険者？　しかもランクＤ？　え？」

			　入り口で、フランのギルドカードを見せたら凄まじく驚かれる。

			　こんな小さい子が冒険者というだけでも驚きなのに、そのランクが中堅と認められるＤなのだ。目を疑うのも当然だろう。

			　ギルドカードを何度も見返した後、気を取り直した兵士は受付業務を再開した。

			　その後は、三〇〇ゴルド払って、従魔証を提示したら終わりだ。

			「通っていいぞ」

			　もっと色々と聞かれるかと思ったけど、結構すんなり通れたな。

			　アレッサもそうだったけど、町への入場は身分証さえあれば結構簡単らしい。

			『さてと、まずは宿を探すか』

			「海は？」

			『宿を取ってからだ。しかし、活気がある町だな』

			　町の大きさはアレッサより小さいが、人通りは倍くらいありそうだ。港町だからか？　やはり、商人や船乗りの姿が多いように感じられた。

			『良い宿があるといいんだけどな。町の中で野宿とか嫌だろ？』

			「もちのろん」

			『どこで覚えた……』

			「ん？」

			『はぁ、ギルドにも行きたいし、とっとと宿を探そう』

			　アレッサでもそうだったが、大通り沿いを歩いていれば宿はいくつも発見できた。あまり安過ぎても安心できないので、少し高めの宿を探したのだが……。

			「またダメだった」

			『なぜだ？』

			　五つの宿を巡り、一部屋も空いていなかったのだ。最初はフランが幼過ぎるせいか、もしくはウルシを連れているせいかとも思ったのだが、宿の人は嘘をついている様子はない。五軒目の女将さんには、本当に申し訳なさそうに頭を下げられてしまった。本当に部屋が空いていないらしい。

			　港町だから？　人の出入りが激しくて、常に宿が満員状態なのか？

			　でも、全ての宿が満室になるものだろうか？

			『仕方ない、先にギルドに行こう。そこで空いてそうな宿を教えてもらった方が早そうだ』

			「ん」

			　冒険者ギルドは、人に道を聞いたらすぐにたどり着けた。建物はアレッサのギルドよりは大分小さいな。

			「こんにちは」

			「らっしゃい！」

			　冒険者ギルドの扉を開けると、聞こえてきたのは威勢のいい男の声だった。

			　受付には、体格ガタイの良いマッチョマンがドンと待ち構えている。

			　額にはねじり鉢巻き、ムキムキの上半身にはランニングシャツ一枚という、たたき売り魚屋さんスタイルだ。港町だからか？　いや、まさかね。

			　にしても、アレッサは美人受付嬢なのに……落差がひどいな。哀れダーズの冒険者たちよ。

			「嬢ちゃん、冒険者ギルドに何か用か？」

			「素材を売りたい」

			「悪いな。ここじゃあ、冒険者からしか素材を買い取れないんだ」

			「問題ない。冒険者」

			　フランがカウンターにギルドカードを差し出す。男はフランが登録したての下級冒険者だと思ったのだろう。無造作にカードを受け取る。

			　だが、すぐにその顔色が変わった。

			「な、何ぃ？　ランクＤだと？」

			　フランが差し出したギルドカードを見て、仰天している。

			「作り物？　いや、どう見ても本物だ……。ち、ちょっと待ってくれ」

			　町の入り口にいた兵士と同じ反応だな。

			　男は難しい顔でフランのギルドカードを水晶にかざした。

			　冒険者登録をしたときに使った水晶にそっくりだ。まあ、こっちの方が大分小さいが。この水晶はギルドカードの情報を読み取ったりもできるらしい。

			　フランのカードの情報を読み取った水晶の表面に、フランの名前やランクの情報が映し出されている。つまり、本物であるということだ。

			「ほ、本物だ！　本当にお嬢ちゃんがランクＤ冒険者だっていうのか！」

			　マッチョが立ち上がって驚いている。その叫び声が聞こえたのだろう、ギルド内にいた冒険者が集まってきた。

			　ここのギルドは中に酒場が併設されているタイプで、かなりの数の冒険者がギルド内にいたらしい。

			　あっと言う間に二〇人ほどの冒険者に囲まれたぞ。

			「おいおい、モッジ。何の冗談だ？」

			「どうせ作り物だろ？」

			　そんな反応だ。だが、モッジと呼ばれた受付が本当だと反論している。まあ、その眼で確かめたんだしな。

			　しかし冒険者たちの騒ぎのせいで話が全然進まんな。

			「買取りは？」

			「お、おお、済まなかった。問題なく買い取れる」

			「ん、じゃあ、あっちに出していい？」

			「お、おう」

			　フランは冒険者たちの騒ぎを完全スルーで、買取りカウンター向かった。

			　買取りスペースに敷いてある革のシートに、素材をどんどん積み上げていく。移動中に手に入れた下位魔獣の素材をいくつかと、ダンジョンでアンデッドからはぎ取った素材が少しだ。

			　アンデッド素材の中には調合に使える素材もあるそうなので、それらはジャンに売っておいた。なので、今ここに出したのは武具にしか使えない素材ばかりだ。

			　素材が積み上げられる度に、ギルドの中のざわめきが大きくなっていく。だが、ある一定のラインに達すると、今度は段々と静かになっていった。

			　最後にランクＤ魔獣の素材を取り出すと、もう誰も一言も話さない。

			　ギルドの中には、フランが素材を積み上げる音だけが響いていた。

			　冒険者たちの様子を見たら、クズ冒険者に絡まれるテンプレイベントは起こりそうもないな。これは面倒がなくていい。

			　毎回、冒険者たちの目の前で素材を売ったらいいか？

			　いや、それはそれで金目当ての馬鹿を引き寄せるだけか。

			「これで全部」

			「……」

			「？」

			「……」

			「ねえ」

			「……はっ！　すまねえ！　ちょっと驚いちまってな！」

			　フランがランクＤ冒険者だと分かってはいても、その姿のせいでどうしても子供という考えが抜けないんだろう。

			「あ、ああ。数が多いんで一時間くらいはかかるが……、待ってるか？」

			（どうする？）

			『今のうちに宿のことを聞いて、部屋を確保しちゃおうぜ』

			（わかった）

			　という事で、俺たちは受付のおっさん、モッジに空いてそうな宿の情報を尋ねたんだが……。

			　その返事は芳しくなかった。

			「この時期は難しいぜ？」

			　難しい顔でそう言われてしまう。

			「なんで？」

			「もう少しで月宴祭だろ？」

			「ん」

			「この町では普通に祝うだけだが、バルボラだと三月の月宴祭には毎年デカイ祭りが開催されるんだ。その祭りに船で向かう奴らがこの町に集まるんで、毎年この時期は宿が満員なのさ」

			「なるほど」

			　うーん、ヤバいかもな。本気で町の中での野宿を考えなきゃならないかも？

			　あと、月宴祭って何だ？　フランは分かってるみたいだから、こっちの世界じゃ当たり前の行事みたいだけど。

			『なあ、月宴祭って何だ？』

			（お祭り）

			『そりゃあ分かる』

			　何せ祭りってついてるしね。

			（月が全部見える日）

			『いや、月が全部見える日なんて、結構あるだろ？』

			（違う、全部が満月になるのはその日だけ）

			　その後、何度か似たやり取りをして、何とかフランの言葉を整理してみた。

			　月宴祭とは、三ヶ月に一度行われる祭りである。

			　この世界には巨大な銀の月と、その周辺を回る六つの小月があるが、銀の月と六つの小月全てが満月になり、なおかつ同時に見れるのはこの月宴祭の日だけらしい。

			　七つの月が全て満月になるのは三、六、九、一二月の最終日。つまり年に四日間だけなのだ。

			　今日は三月二五日。つまり、六日後には月宴祭ってことか。

			　モッジの言葉ではどれほどの規模なのかは分からないが、バルボラの月宴祭はかなり大きなお祭りらしい。それこそ、国中から人が集まる程に。

			「宿が取れない奴は結構いてな。酒場の隅で他の奴らと雑魚寝でいいなら、毛布くらいは貸してやるから」

			　うーむ。それはできれば避けたいな。

			　だが、素材査定の待ち時間にギルドを出て、モッジに空き部屋があるかもしれないと教えてもらった宿に行ってみたんだが……。

			　部屋を確保することはできなかった。

			　中には貴族が貸し切りにしているとかいう宿もあったし。まったく、迷惑極まりないな。さらに三軒ほどの宿を回ったのだが、全て空振りだった。

			『仕方ない。一度ギルドに戻って金を受け取ろう』

			「ん」

			　こりゃあ、モッジに言われた通り、ギルド酒場の片隅でも借りなきゃいけないかもな。

			「お、戻って来たか、どうだったい？」

			「ダメだった」

			「そうか。残念だったな。おっと、先に素材の代金を払っちまおう」

			「ん」

			　全部で一二万ゴルドか。まあまあの額だろう。

			　あとは宿が見つかれば完璧なんだが。

			「ごめんなさいねー。今日は満室なのー」

			　本日九軒目の空振りだ。

			　うーむ、宿が見つからない。どうすっかな。

			　他に宿がないかと探しているうちに、町の中心にある市場にたどり着いてしまった。

			　入り口の露店を軽く覗いてみると、港町特有の珍しい食材が揃っている。

			『気分転換に、軽く市場をのぞいて行かないか？』

			　海鮮なんかがあればぜひ手に入れたいしね。

			「ん。わかった」

			　市場の露店を巡ると、期待通り様々な魚介類が並んでいた。さすが港町、魚だけでも何十種類もある。

			　そんな市場の中でも特に目を引いたのは、真っ青な色をした塩だった。なんと高級品である白塩の十倍以上の値段がつけられている。

			　売り子のお姉さん（推定五〇歳）に話を聞いてみると、凄まじいマシンガントークで色々と教えてくれた。すぐに嫁や夫への愚痴へと向かいそうになる話を軌道修正しつつ、なんとか聞き出した情報によると、ダーズ近郊の海中にあるダンジョンで採取できる特産品なんだとか。

			　ダンジョンと聞いてフランのテンションが上がったが、詳しく聞くとあっと言う間に興味を失ったようだった。

			　何せ、全一階層。三〇分で深部に到達でき、青塩以外に特に目ぼしいモノもない。魔獣も雑魚しかいない上、出現する数も少ない。まさにランクＧダンジョン。フランが興味を失うのも尤もだろう。俺だって、潜りたいとも思わない。

			　水没していて水中戦ができるとかならまだ面白そうだが。到達するのに水中呼吸は必要だが、中には空気があって普通の洞窟と変わらないらしい。しかも、特産品の青塩は市場で買える。

			　まあ、今回はパスだな。

			　その後、俺たちは市場を歩き回りながら、色々と買い集めて行った。

			　道中でフランが興味を示した物を鑑定しては、詳細を教えてやる。

			「あれ、何？」

			『ピラゲニアっていう魚型魔獣だな。肉はそれなりに美味しいみたいだぞ』

			「あそこのは？」

			『カニの爪か？　しかしデカイな！』

			「クウン」

			『ウルシはこれが欲しいのか？』

			　それにしても、魚介類が安い。アレッサの町で売っていた川魚に比べて、半額以下だ。

			　いやー、良い買い物したわー。

			　だが、宿だけはどうしても見つからない。

			「すまんね。部屋が空いてないんじゃよ」

			　これで一〇軒目だぞ。どうなってるんだ。

			「ウルシー」

			「オゥン」

			　フランも飽きて来ちゃったかね？　ウルシの耳や尻尾を引っ張って遊び始めた。

			「師匠、海行きたい」

			　完全に飽きてるね！

			『だって、まだ宿確保してないぞ？』

			「ギルドに泊めてもらう。今は海」

			「クゥン」

			　ウルシもか！　二人してそんな目で見つめられたら、ダメって言えないじゃないか！

			「海─」

			「オウー」

			『はぁ、仕方ないな～』

			　宿探しは一旦止めて、海行くか。

			　フランたちの海コールを聞いたら、俺も海に行きたくなってきた。

			　だって、ちょっとだけアンニュイで、黄昏たそがれたい気分なのだ。

			『よし、海行くか！』

			「ん！」

			「オン！」

			　向かってみると、砂浜は閑散としていた。まだ寒い時期なので、砂浜で遊ぶ人はいないんだろう。貸し切り状態だ。

			　海を間近で見て、テンションが上がったらしい。フランたちは目をキラキラさせて、叫んでいる。

			「うみ！」

			「オンオン！」

			　フランは靴や外套を脱ぎ捨てると、海に向かって一直線に駆け出す。

			　ウルシもその後について海へと飛び込んでいった。

			　砂浜に残る二人の足跡。いい絵面だね～。

			　ウルシには毛皮があるし、フランは魔術を使えば多少水が冷たくても大丈夫だろうが……。

			『おーい、あまり勢いよく海に入ると──』

			「うあー」

			「キャイーン！」

			　だから言わんこっちゃない。波を被ったフランたちはペッペッと塩水を吐き出して、顔を盛大にしかめている。

			　そして──。

			　ザバーン。

			「がぼぼ」

			「ヒャイーン！」

			　二人は大きな波に飲まれ、浜辺にうち上げられた。全身びしょ濡れで砂の上にゴロゴロ転がっている。

			　うーん、まるで土ど佐ざ衛え門もんだな。

			　ステータスが人の限界を超えているフランと、ダークネスウルフのウルシをあんな状態にするとは、大自然の力強さを感じるぜ。

			『海は全部塩水なんだから、口に入れたらしょっぱいぞ！』

			「知らなかった」

			「クゥン……」

			　砂まみれで起き上がったフランたちのテンションは最低だ。あんなに楽しみにしてたのに。

			「それに、なんか気持ち悪い……」

			「クウゥゥ」

			　フランとウルシが顔をしかめて、足元を見つめている。

			『どうした？』

			「足が、吸い込まれる」

			「オウ……」

			　ああ、波打ち際ってそんな感じあるよね。砂と一緒に海に引きずり込まれるような感覚だ。フランたちはそれが気持ち悪いらしい。

			『もういいのか？』

			「ん……」

			「オン……」

			　水を滴らせながら、二人がトボトボと戻ってきた。まるでお通夜のようなローテンションだ。

			　俺はまずは魔術で真水を生み出して体と毛を洗うように指示した。

			　そうしないと、全身ベトベトのジャリジャリになっちゃうからね。

			　特にウルシ。数日はジャリジャリするのを覚悟してもらわねばなるまい。

			　砂をできるだけ取り除いたら、最後は髪を乾かして終了だ。

			　ただ、フランたちの表情はすぐれない。

			　体育座りでボーっと海を眺めるフランと、その横に座って遠い目をするウルシ。

			　海が期待外れだったことが、余程ショックだったんだろう。

			『まあまあ、飯でも食って気持ちを切り替えようぜ』

			　本当は海に行く前に宿を確保して、弁当を作ってから海に来るつもりだったんだけどな。

			　仕方ないから、次元収納の中に作り置きしてある料理を出すしかない。

			「カレー……？」

			『まあ、弁当は用意できなかったし、ここはカレーにしとくか』

			「ん」

			『ウルシにはこれな』

			「オン」

			　ウルシにはデカイ肉塊を出してやった。

			　これで少しは元気を出してくれるといいんだが……。

			　サワサワと吹き付ける潮風と、雲一つない青空。こんな風に浜辺で食べる食事は、フランも初めてだろう。

			　そもそも、フランたちはまだ海を全然楽しんでないし。これはいかんと思うのですよ。

			　海の楽しみ方は水遊びだけではないと教えてやらねば。

			　まずは、これだ。

			「釣り竿？」

			　そう、俺のお手製の釣り竿だ。まあ、ちょうどいい長さの竹に、糸と針を付けただけだが。フランもこれまでの旅の中でこの竿を使って川や湖で釣りをしたことはある。だが、磯釣りはまた別だと思うんだよね。

			『あっちで釣りをするぞ』

			　砂浜が途切れた場所からは磯っぽくなっていて、釣りができそうだった。これは見逃せん。

			　という事で、食事を終えたフランは静かに釣りを始めた。

			　俺も分体を創り出して釣り竿を握る。

			　考えてみたら、俺はこっちの世界で釣りをするのは初めてだ。普段はスキルでお手軽ゲットだからな。ふっふっふ、腕が鳴るぜ。

			「大きい魚を釣る」

			『おう、頑張ろうぜ！』

			「オンオン！」

			


			　一時間後。

			「うおー」

			「オンオンオンオン！」

			『よっしゃ、引け引け！』

			　全然釣れないからマジで焦ったぜ。このままじゃ、海＝つまらない場所と言う、最悪のメモリーが残ってしまうところだった。

			　フランの竿にかかってくれたお間抜けな魚さん、ありがとう！

			「やった」

			「オーン！」

			『結構デカイじゃないか』

			　ちょっとグロテスクだが、八〇センチくらいはあるだろう。文句なしに大物だ。

			　え？　俺？　フランが釣ったんだから、俺の釣果なんかどうでもいいじゃないか。はっはっはっは。

			『じゃあ、この場でさばいて食っちゃおう！』

			　魚を食べるには、釣りたてを料理するのが一番なのだ。

			「ん！」

			「オンオン！」

			　砂浜に戻って、俺は早速調理に取りかかる。土魔術で作りだした竈かまどに、魔術で火を熾おこす。俺にかかれば何もない砂浜も、キッチンに早変わりだぜ。

			『料理してる間に砂遊びでもしてていいぞ』

			「砂遊び？　砂で遊ぶの？」

			　どうやら砂遊びをしたことが無いようだ。海が始めてなのだし、仕方ないが。

			『おう』

			「……砂をぶつけ合う？」

			『ああ、砂合戦ね……って、おい！　そんなハッチャけた遊びは許しません！　砂でお城を作るとか、穴を掘るとか、そんな感じだよ』

			　砂には石や貝の破片が混ざっているから、ぶつけると結構痛い。フランレベルの冒険者が投げ合ったら、絶対にどちらかが怪我をするだろう。

			　いやー、さすがワイルド少女フラン。考える遊びがなかなかバイオレンスだ。

			「なるほど……分かった。やってみる。ウルシ、行こう」

			「オン」

			　俺の言葉で砂を使った遊びの何たるかが分かったらしい。コクンと大きく頷くと、ウルシと一緒に砂浜に駆けて行った。

			『あんま遠くには行くなよ！』

			「ん！」

			　さて、俺は何を作るかね。刺身はデフォルトだろ？　あとはアラ汁に、シンプルに塩焼きでも作るか。

			　グロテスクフェイスの魚を鑑定してみると、ちゃんと食用にできるようだ。魔獣じゃなくて、普通の魚扱いである。とりあえず三枚おろしにしてみると、身は上品な白身だった。脂も乗ってて、程よく弾力がある。

			『まずは刺身だな』

			　プリッとした身がなかなか美味しそうだ。剣である俺は食欲がないので、あくまでも前世基準で、ではあるが。

			　塩焼きにはさっき手に入れたばかりの青塩を使ってみよう。

			『ふむ、味は普通に塩だな』

			　分体だと味見ができるからいいね。まあ、舌の感覚も大分鈍いので、慎重に味見をしないと塩辛過ぎちゃうのが欠点だ。

			　アラ汁には、さっき市場で買ったアサリっぽい貝と、カニの爪を入れてみる。味付けはもちろん味噌だ。料理スキルによって得た知識によると、日本の味噌よりも大分甘いようだ。だが味噌汁に使うには問題ないだろう。出汁は十分過ぎるほどだし。

			『よし、できた！』

			　三〇分後。

			　料理を作り終えた俺はフランたちを呼ぼうとしたんだが……。

			『は？』

			　思わず間抜けな声を出してしまった。いや、料理作りに集中し過ぎてたけど、あれって俺のせいか？　俺の監督不行き届きか？

			　ちょっと離れた場所に、五メートルを超える巨大な西洋風の城が作り上げられていた。

			　勿論、犯人はフランだ。

			　土魔術と風魔術を使って、成形と掘削を行っているらしい。いや、城を作れって言ったけどさ……。

			　もはや砂遊びの域を超えている。サンドアートの領域だろう。

			　人がいない砂浜で本当に良かった。というか、精巧過ぎないか？　フランは芸術の才能があるかもしれない。これはそっち方面のスキルを伸ばしてあげるのも保護者の務めかもしれんな。

			　フランが城の作製に使っている大量の砂は、横でウルシが掘った穴から出た物だろう。こっちもやりすぎだ。めっちゃデカイ、クレーターみたいな穴ができている。

			　近づいてみると、ウルシが一心不乱に穴を掘り続けていた。そう言えば、犬って穴掘るの好きだったな。

			「ワフワフワフワフ──」

			　めちゃくちゃ楽しそうに、穴を掘り続けている。

			　顔も体も砂まみれにして。

			　せっかく洗ったのに、また洗わなくちゃいけないじゃないか。

			　いや、そもそもこの穴、そのまま放置じゃまずいよな？

			『どうすりゃいいんだこれ？』

			


			　三〇分後。砂浜を堪能した俺たちは宿探しのため、町へ戻ってきていた。

			　砂の城？　もちろん残してきたよ。だって、壊そうとしたらフランが涙目になるのだ。

			　ウルシの掘った穴は、魔術で埋め戻しておいたけどね。

			　砂浜で思ったよりも時間を取られてしまった。もう日が傾きかけてるし、大通りの宿は諦めて、路地裏の安宿を攻めてみるか。

			　そうして、宿を探して裏通りを彷徨っている時だった。

			（師匠）

			『おう』

			　フランも気づいたようだな。

			　裏道に入った辺りから跡をつけられている。

			　つかず離れずの距離で、男が二人だな。気配丸出しで、練度も低そうだ。

			　軽く確認してみると、隠れきれずに物陰から体がはみ出ているし、鑑定するとハッキリ言って弱かった。ゴブリンよりちょっと強いくらいだろう。

			（やっちゃう？）

			『そうだな……。でも、まだ完全に敵対してるわけじゃないし……』

			　単に裏通りに入って来た人間を、このあたりを縄張りにしているチンピラたちが監視しているだけという可能性もある。

			　ちょっと確かめてみるか。

			『もう少し人気のない方へ向かおう』

			「ん」

			　これで何か悪い事を考えているのであれば、行動に移すだろう。

			『ウルシは影の中で待機な』

			（オン）

			　フランが道を曲がると、都合良く行き止まりだ。

			　案の定、フランが人気のない道に入り込むと二人の青猫族の男が姿を見せた。誘われたのだとも知らず、馬鹿な奴らだ。

			「お嬢ちゃん、迷子かな？」

			「俺たちが道を教えてやるよ」

			　手慣れた感じで声をかけてくるな。いきなり逃げられないように、優しい言葉で油断させる気なんだろう。

			「だいじょうぶ」

			「まあまあ、そう言わずに」

			　男たちを再度鑑定してみる。

			『やはり雑魚だな』

			　ステータスもスキルもフランには遠く及ばない。職業は戦士と商人となっているが、スキルの中には、掏す摸り、捕縛、暗殺、拷問などがある。

			　スキル構成からしても、堅気じゃないだろう。

			「この辺は迷いやすいぜ」

			「余計なお世話」

			「……まあまあ」

			　危機察知が反応する。これで顔が怖いだけの善人説は完全に消えたな。

			「それ以上近づいたら、敵とみなす」

			「はぁ？」

			「無事じゃ済まない。逃げるなら今」

			　フランがそう告げた直後だった。

			　善人の仮面を脱ぎ捨て、男たちが品のない笑い声をあげる。

			「ぎゃははははは！　威勢がいいなぁ！」

			「うるせえんだよ！　いいからこっちこい！」

			「おい、傷つけるなよ。売値が下がるからな！」

			「わかってるよ！」

			　青猫族っていうのはこんなのばっかりだな。今まで出会った青猫族は、一〇〇パーセントの確率でクズなんだが。

			　フランが無言で俺を構えた。

			「なんだぁ？　やる気なのか？」

			「ガキが粋がってんじゃねえよ！」

			　フランを馬鹿にした顔の男たち。

			　今のうちに余裕ぶってればいいさ。すぐにその余裕をぶち壊して、命乞いさせてやる。

			　フランを売るとか抜かすこのクズどもに、俺も怒り心頭なのだ。

			「警告はした」

			　その台詞を合図に、俺は魔術を唱えた。並列思考スキルのおかげで二つ同時詠唱は問題ない。

			『──ストーン・ウォール』

			『──サイレンス』

			　土魔術で作り出した壁で、男たちの背後の道を塞ぐ。両側には壁があり、男たちは逃げられない。さらに風魔術で防音も施した。これで、何があっても周囲にはばれないだろう。

			　そう、何があっても。

			　男たちは突然の魔術に困惑したままだ。

			「な、なんだぁ？」

			「え？　え？」

			　身構えてさえいない。所詮、弱い相手を甚いた振ぶることしかできない雑魚だからな。お粗末なものだ。

			『殺すなよ？』

			（なんで？）

			　奴隷にすると言われて、フランもかなり怒っているらしい。殺すなと言われて不満げだ。

			『ちょっと聞きたいことがあるんでな』

			（わかった）

			　そして、フランが一気に駆けた。

			「ふっ」

			「がはっ！」

			「しっ」

			「え……？」

			　はい、終わり。

			　両者とも意識を刈り取られ、地面に転がっている。

			「どうするの？」

			『とりあえず縛っちまおうか』

			　俺は魔糸生成スキルで糸を作り出し、それで二人を縛り上げた。

			　それ程強度のある糸を作れるわけじゃないが、量を作って何重にもすれば麻縄程度の強度は確保できるだろう。最初に足首、次に両腕を前で組ませて手首を縛り上げる。

			　俺が気になったのはこいつらの背後関係だ。

			　さっきのフランを売るという台詞に、青猫族という事実。こいつらは人をさらって無理やり奴隷にする、無認可の闇奴隷商人の関係者だろう。フランを捕まえていた奴らと同じだ。

			　そしてここは港町。クランゼル王国中から誘拐してきた闇奴隷たちはここに集められて、船に乗せられるんじゃないか？　フランも船で運ばれたと言っていたからな。

			　青猫族の闇奴隷商たちは、フランにとっても仇敵である。俺にとっても敵認定の相手だ。

			　いつか本格的に事を構えるかもしれない相手の情報は、いくらあっても良い。ここで情報を仕入れられるのであれば、仕入れておきたかった。

			『という訳だ』

			「なるほど」

			　じゃあ、俺が分体で話を聞くから、フランは外で見張りかな──とか思ってたら、フランが男たちをいきなりゲシゲシと足蹴にした。

			「おきろ」

			「ぅぅ……なんだ、こりゃ」

			「一体何が……」

			　蹴られた衝撃で男たちが目を覚ます。だが何が起きたのかまでは理解できていないようだな。一瞬で倒されたし、無理もないが。

			「あ、おいガキ！　こりゃなんだ！」

			「てめえ、何しやがった！　殺すぞ！」

			　状況が全く分かっていなそうなのに、怒鳴り散らせるのはある意味凄いな。

			　だが、フランは男たちを無視してウルシを呼び出した。

			「ウルシ、出てこい」

			「オン」

			「ひぃ！」

			「うわぁ！」

			　三メートルの狼がいきなり目の前に現れたら、そりゃビビるよな。直前までの威勢は消え去り、男たちは必死の形相で逃げようとしている。だが足と腕を糸で縛られて、立ち上がることさえできない。

			「お前たちに聞きたいことがある」

			　ウルシにビビッていても、フランに命令されるのはカチンとくるらしい。

			「て、てめぇ！　調子こいてんじゃねーぞ！」

			　この期に及んでフランに対して凄んだ。こういう空気を読めないところが、所詮は三下って感じだな。

			「お、俺たちにこんなことして、生きてこの町を出れると思うな──あげ！」

			　うわぁ、フランの蹴りが、喚いていた商人の顔面をモロに抉った。まじの鼻血ブーだ。あんな勢いで噴き出す鼻血、初めて見た。

			「うるさい。聞かれたことにだけ答えろ」

			　容赦のないフランに、男たちは恐怖を覚えたようだ。途端に大人しくなった。

			　フランさん、これは静かに怒ってるね。考えてみたら、俺なんかよりもフランの方が何倍も青猫族の奴隷商人たちを敵視しているはずだった。憎んでいると言ってもいいだろう。

			　冷たい目で男たちを見下ろしながら、再度質問を口にする。

			「おまえたちは闇奴隷商人？」

			「な、何のことだ？　知らねーな」

			「ぜ、善良な商人だぜ？」

			　はい、ダウト。虚言の理がその言葉が嘘だと教えてくれている。いや、これだけ分かりやすかったらスキルなどなくても分かると思うけどね。

			『フラン、間違いない。こいつら闇奴隷商の一味だ』

			「この町に、捕まえて来た奴隷を閉じ込めている場所がある？」

			「だから、知らねーって」

			『これも嘘』

			　往生際が悪いねぇ。

			「ん。他にも闇奴隷商の仲間がいる？」

			「いや、だからそんなもん知らないんだよ！」

			『うん、嘘』

			　フランの圧を受けても嘘をつけるのは感心するね。

			　まあ、そのせいで五体満足では済まないのが確定してしまったわけだが。

			　フランの眉間に僅かに皺が寄っており、かなり不機嫌なのがわかるのだ。

			「洗いざらい喋れば、酷いことはしない。かも？」

			「だから、何言ってるのか分からないな？」

			「そうだぜ？　今なら許してやるから、俺たちをとっとと解放しろよ？」

			「……ウルシ」

			「グルルルルル！」

			「ひっ」

			　ウルシの巨大な咢あぎとを目の前にして戦おののく男たちに、フランが淡々と伝える。

			「この狼は人間が好物。特に、生かしたまま肝を貪るのが好き」

			「グルゥ！」

			　フランの言葉に従って、ウルシがノリノリで戦士の顔をベロリと舐め、喉を鳴らした。まるで、「こいつの生肝は美味そうだ」とでも言っているかのようだ。

			　男たちもそう思ったようで、青い顔で震えている。

			「生きたまま食べられたくなければ、全部話したほうがいい」

			「だから、何のことか──ぎゃあ！」

			　それでもとぼけようとした戦士の太腿に、フランが俺を突き立てた。そして、少しばかりグリグリと抉ったりしている。

			「ぎゃああああ！」

			「おい、大丈夫か！　このガキ──げは！」

			「学習能力ゼロ？」

			「ほひぃ……」

			　商人の顔面に再び蹴りが入る。鼻は完全に砕けたな。

			「──グレーターヒール」

			「え？」

			「上位の回復魔法、だと？」

			　フランが戦士の足から俺を引き抜くと、回復魔法で傷を治す。一瞬で穴がふさがり、傷が消えた。それを見た男たちの顔にわずかな希望の表情が浮かぶ。

			　この少女は自分たちを殺したくないんだ。そうだよな、こんな子供が進んで人殺しをしたいわけがない。そんな、妄想交じりの都合のいい希望を抱いたんだろう。

			　だが、フランの次の言葉が彼らの希望を打ち砕く。

			「良かったね。簡単には死なないよ？」

			「え？」

			「例えば、こんな事されても──ファイア・アロー」

			「うぐああがあぁぁぁぁぁぁ！」

			　フランの火魔術を食らい、戦士が絶叫を上げた。

			「──グレーターヒール」

			　再び唱えられた回復魔術によって、炭化した戦士の手首から先が一瞬で完治する。

			　手首の糸も一緒に燃えてしまったが、もうこいつらが逃げる心配はないだろう。

			「簡単には、死ねないよ？」

			「──ああ」

			「──ひぃ」

			　男たちの口から出たのは、絶望の溜め息だ。この少女から逃れられない。回復魔術がある限り、死ぬことすらできない。永久の責め苦が待っている。

			　そう理解してしまったのだろう。

			「な、なあ、取引をしよう！　金ならあるんだ！」

			「いらない」

			「じゃあ、何なら──」

			「馬鹿なの？　情報を喋ればそれでいい」

			「だはら、俺たひは──ごぼ！」

			　三度目の蹴り。商人の前歯が全部折れた。

			「質問に答えろ。余計な言葉はいらない」

			　二人はもはやどうにもならないと悟ったようだった。フランの質問に素直に答え始めた。

			　やはり、この町には闇奴隷商人たちが使っているアジトがあるそうだ。クランゼル中から非合法に集めて来た闇奴隷はここを通して他国に送られる。以前はバルボラを使っていたらしいのだが、そこは五年ほど前に手入れがあって潰されたらしい。

			「お、同じ国内で売るのは、あ、足が付きやすいから……。レ、レイドス王国に持っていくと高く売れるんだ」

			「れ、れも、ひまは──」

			　ちょっと商人の顔面を痛めつけ過ぎて滑舌がヤバい事になっているが、なんとか男たちの話を聞き終える。

			　最終的な目的地はレイドス王国だが、敵対しているこのクランゼル王国から直接レイドスに向かう事は難しい。なので、途中でシードラン海国という国を経由して、レイドス王国に送られるらしかった。

			「シードラン……。聞いたことがない」

			「ち、小さな島国だ。最近、王が変わって、混乱してるから。俺たちみたいな人間が動きやすいんだ」

			　なるほど、代替わり直後なのか。

			　それまではクランゼル王国の巡視船の目を逃れるために、危険な外洋を航海していたらしい。外洋は大型のモンスターが出るので、小さな船では危険なんだとか。だが、デカい船じゃ目立つし、小さい船じゃないと巡視船に発見されてしまう。

			　俺の推測だが、フランは他国で奴隷にされ、船でバルボラに運ばれてきたんだと思う。そして、バルボラのアジトに捕えられている最中に国の手入れがあり、一旦クランゼル国内の他のアジトに移され、ダーズへ向かって運ばれている最中に俺と出会ったんじゃないだろうか。

			　アレッサ周辺で売りさばかれる予定だった可能性もあるが、レイドス王国は奴隷を高額で買ってくれるため、ここ一〇年程はかなりの数の奴隷がダーズへ送られるらしい。フランもそっちルートだった可能性は高いだろう。

			　男たちからアジトの場所と、構成員の数、捕まっている奴隷の数を聞き出す。

			　この町で攫さらって来た孤児や、子供たちが一〇人程捕まっているそうだ。

			「な、なあ。話したんだし、助けてくれるよな？」

			「心を入れ替える！」

			　男たちはそう言っているが……。

			『ウィンド・カッター』

			　俺は風の魔術で二人の首を斬り裂いた。

			　ここで逃がしたら、フランのことが闇奴隷の組織に伝わってしまうじゃないか。裏組織に狙われ続けるなどという事態は、絶対に避けなくてはならない。

			　どうせ、子供をさらって売り払うようなクズどもだし、ここで消しておく方が世のため人のためだろう。

			　死体はとりあえず収納しておく。

			　なんか、次元収納の中が段々とカオスになってきたな。

			「ん、師匠ありがとう」

			『何もしてなかったし、このくらいはな』

			「これからどうする？」

			『フランはどうしたい？』

			「もちろん、大掃除」

			　だよな。フランの性格ならそう言うと思った。

			　本当はフランにはどっかで待機してもらい、俺とウルシで殲せん滅めつに行くのが安全なんだが……。浜辺で長時間料理を作った時にカモフラージュで使ったせいで、明後日まで複数分体創造が使えないんだよね。

			　それに、フランの性格だったら絶対に自分で奴隷商人どもを叩きたいだろう。

			『やるなら夜を待ってだな』

			「ん」

			『その前に、宿だけは決めたいよな』

			　その後、何とか安宿の一室を確保した俺たちは、襲撃の時を静かに待つのだった。

			


			　住民が完全に寝静まり、酔客さえ帰途についた深夜。

			『いくぞ』

			「ん」

			　俺たちは、例の二人組から聞き出した闇奴隷商人のアジトの脇にいた。

			　ウルシの闇魔術と隠密隠蔽術を併用しているので、おいそれと発見されることはないだろう。一応フランは覆面で顔を隠しているし、準備は万端である。

			　アジトは港湾地区に面する、一階が倉庫、二階が住居の地味な建物だ。

			　だが、内部にはかなりの人数がいる気配があった。

			　様子を窺ってみると、入り口の見張りは二人だけである。

			　片方が快楽拷問者、片方が快楽殺人者となっている。本当にろくでもないな。

			『時間をかけてたら気づかれるぞ』

			「速攻」

			「オン」

			『ああ、まずは見張りだ』

			「ん！」

			　そして、フランが動き出す。

			　俺が風魔術のサイレンスで音を消し、フランが速攻で近づいて見張りたちを斬り捨てた。

			　彼らはフランの影さえ目にすることはなかっただろう。そして、死体は即座に収納だ。

			　地面の血はどうしようもないが、夜だったらそこまでは目立たないだろう。

			　だが、建物の中では少し考えないといけないかもな。

			『上の階からいくか』

			「わかった」

			　馬鹿正直に正面から突入することもない。

			　フランは空中跳躍を使い、音もなく屋根に駆け上がった。リッチとの戦いの最中に、アナウンスさんによって操風スキルに統合された空中跳躍だが、一見すると問題なく操れている。実際、使っているフランは発動した感覚にそれ程の違いは感じていないだろう。

			　ただ、魔力の消費が以前よりも大きい。複数のスキルが統合されて高位のスキルに生まれ変わった代わりに、制御がより難しくなってしまったのだ。

			　これも少しずつ慣れていくしかないな。

			　全身のバネを使って衝撃を吸収しつつ、四つん這いで着地することで、スキルを使うまでもなく音を全く立てない。さすが猫の獣人だ。

			『フラン、まずはこの部屋だ』

			（わかった）

			　屋根裏部屋の窓を斬り裂き、内部に侵入する。勿論、サイレンスで音を遮断してだ。

			　中にあるベッドでは誰かが眠っているが、こちらに気づいた様子はなかった。

			　鑑定してみると、闇奴隷商人の一味である。

			　脅迫と詐術のスキルを持ち、称号には詐欺師と闇奴隷商人。完全に黒だった。

			『敵だ』

			（ん）

			　フランは無造作に俺を、寝台に横たわる闇奴隷商人の心臓に突き立てる。

			「──！」

			　男は激痛に目を覚ますが、サイレンスの効果のせいで声も出せなかった。そして、心臓を貫かれた男はそのまま息絶える。

			　血が噴き出す間もなく死体と寝具を収納すれば、証拠も残らない。完全にアサシンプレイだな。

			『さて、奴隷は地下らしいが……』

			「まずはこの階を掃除する」

			『まあ、奴隷を助けるにはその方がいいだろう』

			　汚物は消毒だ！　という事で、俺たちは暗殺者と化し、奴隷商人たちを殺戮して回った。

			　まあ全員寝ていたから、何の苦労もなかったけどね。

			　アンデッドの巣窟で成長した俺たちだったら、正面から戦ったって問題ないだろう。隠密行動を取っているのは、あくまでも騒ぎを大きくしないためだった。

			　纏まって抵抗されたら面倒だし、逃げられても面倒だ。最悪、助けに来た子供を人質に取られたりするかもしれないからな。

			『ここが最後だ』

			　八人程をサクッと葬り、二階で最後の部屋の前までやってきた。この間五分だ。

			　ただ、この部屋からは灯が漏れている。

			　中の気配は一人だけだが、どうやら起きているようだ。

			　サイレンスで音を消して突入する方法だと、異常に感づかれるかもしれない。

			『ウルシ、やれるか？』

			（オン！）

			『静かにな』

			（オウ──）

			　数十秒後、ウルシが戻ってくる。

			『早いな。もう終わったのか？』

			（オン！）

			　さすが闇に生きる狼。待っている間、ほとんど物音がしなかった。

			　中に入ってみると、他の部屋と感じが違う。どうやら書斎のようだった。

			　執務机に寄りかかるように、青猫族の男が事切れている。ウルシの暗黒魔術で音もなく命を奪われたらしい。

			　ここまで葬って来た奴隷商人たちと違って、少し質が良さげな服を着ているな。どうも、幹部クラスのようだ。

			『ふむ。こいつの机をちょっと漁ってみるか』

			　何か情報が得られるかもしれない。

			　引き出しを開けて中を調べてみると、様々な書類や、資料が出て来た。レイドス王国へ送った奴隷の数なんかが記されているな。あとは、シードラン海国との取引情報だろうか？　スアレスやユリウスといった人名っぽい物が並び、その横に一〇〇〇万とか二〇〇〇万とか書いてある。もしかして賄賂の金額か？　凄まじい金額だが、もしかしたらかなりの大物たちの名前なのかもしれない。

			　これは思ったよりも重要な書類なんじゃないか？

			　できればしかるべきところに持ち込みたいが……。

			　まあ、今はとりあえず仕舞っとこう。

			　それ以外には、魔力の込められた羊皮紙が七枚ほど出て来た。これには見覚えがあるぞ。忌々しい奴隷の契約書だ。すでに誰かの名前が記されてしまっている。このアジトにあるんだ、無理やり契約を結ばされた、憐れな闇奴隷の物に違いない。これも持って行こう。

			　あと、部屋の隅には小型の金庫も置いてあった。鉄製の、いかにも貴重品が入ってそうな金庫だ。男の死体を探ると懐に鍵が入っている

			　金庫から魔力は感じられないし、罠の類もなさそうだ。

			「これが鍵？」

			『多分な。開けてみよう。一応離れてろ』

			　罠感知は反応しないが、念のためにフランには離れてもらって、俺が念動で金庫を開ける。

			　やはり罠の類はなく、普通に開いた。

			『おおー』

			「お宝」

			　フランが興味なさげに呟く。高価な物だとは理解できても、それ以上の興味が湧かないんだろう。

			　現金が一〇万ゴルド程。あとは宝飾品類が入っていた。まさしくお宝だ。

			『盗賊のアジトみたいなものだし、い、いただいても構わんだろう？　な？』

			「ん」

			『だよな～』

			　俺はいそいそと金庫の中身を次元収納に仕舞い込んだ。

			　フランが興味を示さない分、俺がしっかりしないといけないからね。決して、宝石の輝きにやられた訳ではないのだ。

			『二階にはもう誰もいないな』

			（ん）

			　さて、次は一階なんだが、人の気配も多く、起きている見張りもいるだろう。

			　しかも倉庫らしいし、身を隠す場所も少ないかもしれない。一番まずいのは、フランの顔を見られた上で逃げられること。できれば襲撃者が子供だと知られることも避けたい。

			　犯罪組織のアジトを一晩で潰せるような子供は、そうはいない。フランがこの辺で活動していることは少し調べればすぐに特定できてしまうだろう。そうなれば、その子供とフランを結びつけて考えるのは難しい事ではなかった。

			　なので、正体を知られずに行動することを一番に考えなくてはならない。

			『うーん。どうするか』

			　捕まっている奴隷がいるという情報があるので、広範囲殲滅はできなかった。地下には脱出用の隠し通路があるらしく、大きな騒ぎを起こしたらそこから逃げ出す奴もいるだろう。全方位察知、全存在感知を駆使して、階下の情報を調べる。

			『む……』

			　こちらもアナウンスさんによって統合された上位スキルだが、やはり扱いづらかった。情報が多過ぎて取捨選択しないと訳が分からなくなるのだ。

			　分かりやすく言うと、音を探ろうとしたら、何十種類もの音が聞こえてきてしまい、その中から目当ての音だけを聞き分けなくてはいけないような状況だった。

			　分割思考スキルによって情報処理能力が上がっていなければ扱いきれなかっただろうな。

			　多少時間はかかったが、一階にいる人間の位置を把握する。

			　間取りは、倉庫として使っていると思しき大部屋が一つ。奥に管理人室のような小部屋が三つあった。

			　一番厄介なのは、大部屋にいる五人だな。こいつらは最後にしよう。あとは三つの小部屋に、二人、一人、一人で分かれている。

			『外から回り込もう』

			（ん。わかった）

			　俺たちは一旦外に出ることにした。そして、一階の部屋の窓の外にこっそりと回り込む。

			　この中には男が一人いるだけだ。

			　俺がサイレンスで音を消し、フランが窓を斬り裂いて侵入する。その後、叫び声を上げようとして口をパクパクしている男の喉笛にウルシが噛み付いて止めを刺した。

			　同様の方法で、残った一人部屋と、二人部屋を片づける。

			『じゃあ、このまま一気に殲滅しちまおう』

			　一階に残るは五人だけ。地下にどれくらいいるかはまだ分からないけどな。

			『基本はサイレンスと、ウルシの闇魔術ブラック・ベールだ』

			「オン」

			　ブラック・ベールは闇を操って一定の空間を覆う術だ。これで視界を奪い、逃げられる前に一気に倒す。

			　無音の暗闇の中、男たちの動揺する気配だけが伝わってくる。

			　そんな中を、気配察知を持つフランと、生命感知を持つウルシが好き勝手に暴れ回ったのだ。男たちは何が起きているか分からぬうちに皆殺しである。

			『一、二階は制圧完了だな』

			「あとは地下」

			『昨日聞いた構成員の総数は二四名。つまり、あと四人はいる可能性があるってことだ』

			「ん。了解」

			　忍び足で地下への階段を下りる。どうやら地下牢になっているみたいだ。

			　その入り口に見張りが二人いたが、これは瞬殺だった。そもそもやる気なさげにカードゲームをしていたし。

			　残りの二人の姿は見えない。気配もないし、アジトの外に出ているようだ。

			『あとは捕まっている子供を助けるだけだな』

			　事前の情報通り、七人の子供が牢の中に捕えられていた。すでに奴隷の首輪が嵌められてしまっている。出会った頃のフランの姿を思い出し、改めて闇奴隷商人に怒りが湧いてきた。

			『助けてやろう！』

			（ん。当然）

			　フランはゆっくりと牢に近づく。

			「……誰だ？」

			　突然、見知らずの子供が現れて驚いているのだろう。七人の中で最年長と思われる少年が、こちらを見て恐る恐る声をかけて来た。かなり良い身なりをしている。貴族かな？　後ろに庇っている少女と顔がそっくりだ。双子なようだった。

			


			

			


			「正義の味方」

			「え？」

			「助けに来た」

			「だが、上には人さらいたちが……」

			　さすがにフランが闇奴隷商人の一味とは思わないらしいが、まさかフランが商人どもを殲滅してやって来たとは想像だにしないらしい。こっそり忍び込んで来たと思ったのだろう。

			「もう倒した」

			「は？」

			　フランの言葉を聞いてキョトンとした顔になる少年。

			「建物の中にいた奴隷商人たちは倒した」

			「お、お前が倒したのか？」

			「ん」

			「……」

			　少年少女たちが顔を見合わせる。うん、そりゃ信じられないよな。下手したら自分たちよりも年下の少女が、二〇人以上の犯罪者たちを倒したって言ってるんだから。

			　だがフランは少年少女たちの困惑した空気を読まず、牢にトコトコと近づいた。その手は背負った俺の柄にかけられている。

			「離れて」

			「え？」

			「危ない。檻から離れる」

			「あ、ああ」

			「ふっ」

			　キィキィン！

			　フランが一気に抜き放った俺を振るい、檻をあっさり切断した。

			「えぇ？」

			「うそ？」

			　床に転がる鉄製の檻を見て、呆然とする子供たち。どう反応していいのか分からないようだ。

			　考えてみたら、斬鉄って剣の奥義みたいなものだしね。そりゃあ、現実味がないのも仕方ないだろう。

			　だがフランはそんな空気を読まずに、牢の中に足を踏み入れた。

			「怪我してる？」

			　子供の一人が、足を怪我しているようだ。布を巻くだけの雑な手当てをされており、このままでは感染症を引き起こすかもしれない。

			『治してやった方が良さそうだな』

			「ん」

			　フランがその少女に回復魔術をかけてやる。

			「――ミドルヒール」

			「え？　治った？」

			「魔術師？」

			「すごい」

			　子供たちがざわつくが、フランは彼らの方を見ていなかった。

			『フラン！』

			（ん！　誰か来た）

			　誰かが建物に侵入してくる気配があったのだ。奴らの仲間が帰ってきたか？　まずい、異変に気づかれる前に倒さなくては。

			「ど、どうした？」

			「中に隠れてて」

			「え？　え？」

			「戻るまで、出ちゃダメ」

			　突然天井を見上げて黙ってしまったフランを見て、不安そうな子供たち。フランは彼らを牢の奥に押しやると、急いで階段に引き返した。

			『一階をウロウロしているな』

			「何かを探してる？」

			『仲間を探してるんだろ。それよりも、覆面を忘れるなよ？』

			「ん」

			　階段を上がり、気配の主をそっと盗み見る。

			　うーん、完全武装の男なんだが、かなり強そうだな。少なくとも、俺たちが殲滅した他の闇奴隷商人たちとは比べものにならないだろう。

			　気配の消し方も悪くない。俺たちは複数のスキルを併用しているから気配を感じ取れるが、そうでなければ建物へ入ってきたことも気が付かなかっただろう。

			　鑑定してみる。

			


			　　名称：サルート・オーランディ　年齢：55歳

			　　種族：人間

			　　職業：闇騎士

			　　Lv：31／99

			　　生命：１６９　魔力：２８８　腕力：２３６　敏捷：１２７

			　　スキル：暗黒耐性６、暗殺４、威圧５、隠密３、鑑定妨害６、気配遮断３、剣聖技１、剣技10、剣聖術２、剣術10、宮廷作法３、盾技７、盾術８、尋問４、毒耐性４、毒魔術３、暴風耐性６、捕縛５、麻痺耐性４、闇魔術５、気力操作

			　　固有スキル：暗黒気

			　　称号：誓いを捨てし者、守護者

			　　装備：暗黒の上質ミスリルロングソード、黒塗りのミスリルの盾、黒塗りミスリルの全身鎧、黒天虎のマント、魔術耐性の腕輪、絆の指輪

			


			　やはり強い。そして、やはり敵っぽいな。何せ職業が闇騎士だぞ？　暗殺、尋問、捕縛という、闇家業っぽいスキルもあるし。称号は誓いを捨てし者だ。闇奴隷商人に直接関わりそうなスキルは尋問と捕縛だけだが、戦闘専門の用心棒なのかもしれない。

			　鑑定妨害スキルを所持しているが、天眼スキルを持つ俺の鑑定の方が威力が強いようだな。普通に鑑定できてしまっている。

			「くそ、どこだ！」

			　闇騎士は妙に殺気立っている。仲間がいないことに気づかれたようだな。

			『フラン、かなりの強敵だ、気を付けろ』

			（ん）

			『ウルシは、いつでも奇襲できるように隠れて待機』

			（オウ！）

			　観察していると、男がこちらに背を向けた。その一瞬に、フランが飛び出す。

			（いく！）

			　男はやはりかなりの手練れのようで、いきなり現れたフランの気配にいち早く気が付き、すぐに戦闘態勢を取りやがった。場馴れもしているようだ。

			「何奴だ！」

			「しっ」

			「くっ！　名乗りもせずに、卑怯者め！」

			「はぁっ！」

			　フランは相手の言葉を無視して攻め立てるが、男は剣と盾を巧みに使い、フランの攻撃をなんとかいなしていく。さすが剣聖術を持っているだけある。

			「ぬぅりゃあぁ！」

			「はぁ！」

			　それどころか、斬り返してきやがった。剣だけで言えばフランの方が上手いが、相手は盾も使う騎士だ。その守備はかなり堅い。しかも戦闘経験は圧倒的に男の方が上だろう。簡単に勝てる相手ではない。

			　思わぬところで、思わぬ強敵と出会ったな。ウルシの奇襲攻撃か、俺の念動カタパルトを使えば勝つことは難しくないだろうが、できれば殺さずに捕らえたかった。これだけの腕を持っているんだ、下っ端ってことはないだろう。尋問できれば色々と情報を得ることができるはずだ。

			『フラン、なんとか殺さずに捕まえるぞ』

			（ん。わかった）

			「ぬりゃあ！」

			「はぁ！」

			　フランと闇騎士の男が剣を打ち合わせ、火花が散る。激しい金属の音が鳴り響く。

			「ぬおおぉぉ！」

			「はっ！」

			　殺せないフランと、仲間の救援狙いなのか、防御に重点を置く闇騎士。

			　剣だけじゃ長引きそうだな。しかも、男には生命力を削る代わりに短時間だけ戦闘力を爆発的に上昇させるという暗黒気という奥の手スキルまである。使われる前に勝負を決めたかった。

			　よし、まずは剣を奪おう。

			「は！」

			「ぬあっ？」

			　操風スキルと、属性剣・雷鳴を同時に使用する。凄まじい衝撃が相手の剣を握る手を襲っているだろう。

			　案の定、手の痺れに抗えず男は剣を落としてしまった。

			「くぬぅ！」

			　しかし男は諦めないな。盾で剣を防ぎつつ、呪文の詠唱を始めた。

			「──ダークアロー！」

			　まあ、意味ないんだけどね。俺たちは悪魔から頂いた暗黒無効スキルを持っている。

			　黒騎士の放った漆黒の矢はフランに当たる直前、見えない壁に阻まれるかのように雲散霧消してしまった。

			「馬鹿な！」

			　剣の腕では俺たちに勝てず、暗黒魔術は無効化される。フランと闇騎士じゃ相性が悪かったな。

			「隙あり」

			「ぐあ！」

			　驚きのせいで動きの鈍った男の隙を、フランは見逃さなかった。剣の腹で、男の足を叩き折る。

			　そして片膝をついた男の首筋に俺を突き付けた。勝負あったな。男は悔しげにフランを見上げている。

			「……無念っ！」

			「何者？」

			「貴様のような者に名乗る名など無いわ！」

			　元気なおっさんだな。とりあえず痛めつけて、情報を聞き出すか。

			『ウルシ、出てこい』

			「グルルルルゥ」

			「ぬお！　な、なんだ？」

			　ふふん、ビビってるな。ウルシで脅しつつ、まずは腕の一本も斬り落として──なんて考えていたら、いつの間にか子供たちが上がってきてしまっていた。

			　貴族の双子を先頭に、階段の入り口からこっちを覗いている。

			　まあ、放置されて不安になるのも分かるが。戦闘中じゃなくて良かった。

			「危ないから、来ない方がいい」

			　フランが警告すると、七人の子供たちは多少怯えを含んだ表情で足を止める。だが、先頭にいる貴族の少年は、闇騎士を見て驚きの表情で叫んだ。

			「サルート！」

			「王子！　ご無事でしたか！」

			　は？　王子？　この少年が？

			「助けに来てくれたの……」

			「姫様も！」

			　あれ？　もしかして敵じゃないのか？　完全に足が折れちゃってるんだけど……。

			　とりあえずヒールかけとく？

			


			　一〇分後。

			　騎士の怪我を治してやった俺たちは、彼らの説明を聞いていた。

			「王子様とお姫様？」

			　フランの言葉に、闇騎士がうなずく。

			「うむ。フィリアース王国の第六、第七王位継承者であらせられる！」

			「そして、護衛？」

			「そうだ」

			「王族を誘拐されて、助けに来た？」

			「そ、そうだ」

			　どうやら王子様たちがこっそり抜け出して、そこを誘拐されたみたいだ。この人を責めたら可哀想だろう。

			「しかし忌々しい賊どもめ！　殿下たちにこのような物を嵌めおって……、お労しい！」

			　王族が奴隷の首輪嵌められたら、そりゃあ問題だよな。この人の首だって危ういかもしれん。

			「それに、このような年端もいかぬ子供たちまで奴隷に……。少女よ、感謝する。お主がいなければ、これほどすんなりと王子たちの奪還は叶わなかっただろう」

			「別に、自分のためだから」

			「それでもだ。お主のおかげで殿下たちを助けることができたのだからな。して、奴隷商人たちはどうしたのだ？　死体さえないが」

			　やっぱりそこを突っ込まれるのか。何て説明しよう……。

			　俺が悩んでいると、フランが普通に答える。

			「片づけた」

			「少なくない数の賊どもの死体をどうやって……」

			「ん？　スキル」

			「それは……いや、深くは聞くまい。スキルを無理に聞くのはマナー違反だからな」

			「ん」

			「お主の腕前であれば、嘘ではなかろう」

			　ありがたいな。どうやらフランが幼いという以前に、自分よりも強い戦士という事で、対等の相手だと見ているらしい。

			　捕まっていた子供たちは保護対象だと考えているようで、明らかに子供扱いなんだけどね。

			『なあ、とりあえずここか出よう。奴らの仲間が戻ってくる可能性があるし』

			「ん」

			『ただ、奴隷商人と鉢合わせたら面倒だから、首輪は外したいな』

			　子供の数は七人。先程手に入れた奴隷契約書も七枚だ。やってみる価値はあるだろう。

			　フランは契約書を取り出す。

			「そ、それは？」

			「上で見つけた」

			　サルートは見ただけでこの羊皮紙の束が何なのか分かったらしい。目を見開いて、フランの手に握られた契約書を見つめている。

			　フランが少年たちに尋ねると、色々な言葉で脅されて契約書にサインをさせられたらしい。

			　やはりこの七枚の契約書は、ここにいる少年少女たちの奴隷契約書であるらしかった。書かれている名前が全員一致している。

			『やっちまえ！』

			「ん！」

			　名前を確認したフランは契約書をバッと宙に投げると、俺を連続で振り抜き、契約書をバラバラに斬り裂いた。

			　直後、子供たちの首に嵌まっていた奴隷の首輪が、パキンという音を立てて真っ二つに割れる。

			　フランを奴隷から解放した時と全く同じだな。

			　まさかこんなに簡単に外れるとは思ってもみなかったのだろう。サルートも含めて、全員が驚きの表情でフランを見ている。ただ、すぐに喜びに変わったようだ。

			　そりゃあそうだろう。これから闇奴隷として最悪の人生を送るかもしれないと絶望に震えていたら、あっと言う間に助け出されて、奴隷の首輪まで外されたのだ。

			　王子と呼ばれた少年がフランの手を握り、喝采を上げた。

			「感謝するぞ！」

			　これだけ喜んでくれると嬉しいね。嬉しいんだが──。

			「ん。とりあえず、ここを出る」

			　フランは分かっているようだが、まだ完全に安全ではないのだ。さっさと逃げないと。

			「そ、そうだな」

			　王子様もその事に気づいたのか、すぐに真面目な顔で頷いた。

			「では、我らの泊まっている宿に避難しよう」

			「は！　では某それがしが先導いたします」

			　王子様たちは、貸し切りにしている宿の一室を提供してくれるらしい。

			　王族が泊まってるんじゃ、警備のためにも貸し切りにした方がいいよな。

			　まあこういう貴族がたくさんいたせいで、俺たちは宿探しに苦労した訳だけどね！

			　フランとウルシとサルートで子供たちを護衛しながら、アジトを脱出して、王子たちの宿に向かう。

			　かなり警戒していたんだが、残党に出くわすこともなかった。

			　最初ウルシを見た子供たちは相当怖がっていたが、その人懐っこい姿を見ているうちに慣れたらしい。宿に着くまでの間に仲良くなり、最後の方には撫でている子もいた。

			「皆、宿まではもう少しだ。大丈夫だな？　頑張るんだ」

			「がんばってくださいね」

			　王子は王族なだけあって偉そうなんだが、その辺のクズ貴族とは違っている。庶民の子供たちを気遣い、率先して先頭を歩く度量もある。幼いながらも、王族としての責務を果たそうとしているようだった。

			　王女はかなりおっとりとした感じだ。所作は丁寧で、子供たちに対しても優しく話している。

			　まあ、宿を抜け出して闇奴隷商人に捕まったりはしているので、どちらにも子供としての我が儘な部分もあるみたいだけどね。今は反省中だから、大人しいのかもしれない。

			　到着したのは貴族御ご用よう達たしの、超豪華な宿屋だった。さっきは宿が見つからないのは王子様たちのせいとか思ってすまん。こんな宿、最初から泊まろうとも思ってなかったよ。

			　子供たちも、尻込みしているようだった。

			「え？　ここに入るの？」

			「でっけー」

			　門の前で騒ぐ、明らかに身なりの良くない子供たちを、門番が変な目でこっちを見ているな。

			　ただ王子たちの顔を知っているのだろう。特に声をかけてくるようなことはなかった。

			「どうした、早くこい」

			「さあ、どうぞ？」

			　王子様とお姫様が子供たちを促して、宿に入っていく。お貴族様には逆らえない子供たちは、恐る恐る宿の入り口をくぐった。

			「これはこれは、お帰りなさいませ」

			　すると深夜なのに、並んで出迎えられた。支配人っぽいおじ様や、メイドっぽいお姉さま方まで、二〇人程が綺麗に並んでいる。王族相手だし、このくらいのことは当たり前なのかね？

			　支配人が年下の王子たちに、恭しく頭を下げる。

			　だが、さすがにその後ろについて入って来た子供たちには困惑しているようだった。

			「こちらの子供たちは……？」

			「少々あってな、彼らの分の部屋と食事を。それと、湯あみの準備もな」

			「いや、しかし……」

			「無論、彼らの分の宿泊料も全て支払おう。問題はあるか？」

			「無理を言ってごめんなさい」

			　おおー、さすが王子様。大人相手でも威厳たっぷり！　そして、お姫様は相変わらず腰が低い。飴と鞭というか、いいコンビなのかもな。命令と懇願の波状攻撃で、支配人はこれ以上何も言えないようだった。下手したら、分かっていて役割を分担しているんだろうか？

			「分かりました。すぐに準備いたします」

			　宿の人間が支配人と共に去ると、今度は王子のお付きの人間がやって来た。

			　白い髭を生やした、神経質そうな老人だ。来ているローブのような服にはゴテゴテと装飾や刺し繍しゅうが施され、それなりに高位の人間であると見ただけで分かる。王族のお付きなわけだし、この老人自体も貴族なのかもしれない。

			「これは何の騒ぎですか！」

			「セリド、今帰ったぞ」

			「おお、王子！　心配致しました！」

			「うむ。すまなかったな。少々道に迷ってしまってな」

			「道に迷った……ですか？」

			「ああ、サルートが迎えに来てくれたゆえ、戻ってこれたがな」

			　奴隷商人に捕まって、奴隷の首輪を嵌められてましたとは言えんよな。王子たちのお気に入りっぽいサルートが罪に問われることになる。

			「して、この子供たちはどうしたのです？　奴隷でもお買いになられたのですか？」

			「違う。迷っていた我らの案内を頼んだのだ」

			「はあ、さようですか」

			　セリド老人はそう言いつつ、子供たちを蔑んだ目で見回した。

			「では、もう用済みですな。おい、駄賃をやるから、すぐに去るが良い」

			　このセリドという男は、がちがちの貴族野郎みたいだな。

			　一刻も早く、小汚い子供たちと王子様を引き離したいのだろう。まあ、自分が一緒にいたくないだけかもしれないが。とにかく嫌悪感を隠そうともせず、言い放つ。

			　だが、そのセリドを王子様が不快げに叱責した。

			「黙れセリド！　彼らは客人としてもてなす。口を慎め」

			「な！　そのようなこと、許しませんぞ！　何を考えておられるのですか！　このような薄汚い者共──」

			「黙れと言っている。我らの恩人だぞ？」

			「ぐ……！」

			　ざまあみろ！　こっちには双子が付いてるんだぜ！

			　セリドは憎々しげな顔でこっちを睨むと、踵を返して去って行ってしまった。

			　子供たちも、あまり気にしてないみたいだ。むしろ、貴族としては普通の反応だろうし、あんなものじゃね？　的な様子だった。

			「我らの侍従が済まぬ」

			「別にかまわない」

			「有能なのですが、融通が利かないのです」

			　下々に優しいタイプの王女様にまでそう言われるって、どんだけ融通が利かないんだよ。

			「お主はどうする？　良ければ、泊まって行ってもらいたいが」

			　王子様が是非にと誘ってくれた。

			（どうする？）

			『どうせ風呂もない安宿だし。こっちに泊めてもらおうぜ？』

			　散々探し回ってやっと確保した宿ではあるが、ベッドにダニが湧いてそうなボロ宿だ。

			　こんな高級宿に泊まれるものなら、こっちにフランを泊めてやりたかった。

			「ん。世話になる」

			　フランが頷くと、王子と王女が喜びの声を上げる。

			「おお、そうか！　では、早速部屋を用意させよう！」

			「お礼の機会を与えてくれて嬉しいわ」

			　という事で、俺たちは王子たちが貸し切りにしている高級宿に一泊することになったのだった。

			「では、まずは風呂に入って汗を流してくるといい」

			「案内させますね」

			


			　お風呂は広くて豪華だった。

			　真っ白な雪大理石という石に、湯口は竜の彫刻になっており、浴室の四方には観葉植物が植えられている。どこの植物園だよっていう感じだ。さらに壁や天井には神話をモチーフにした壁画が描かれ、風呂桶などは腐らないように魔術付与が施されている。極めつきは、魔法薬を配合した超高価なソープ類だろう。芸術的なガラス瓶に、シャンプーやボディソープが詰められていた。

			　本当に貴族の邸宅も真っ青な豪華さである。いや、見たことないから完全なイメージだけど。

			　なんで俺がそこまで詳しく風呂の中のことを分かっているのかと言えば、フランと一緒に浴場にいるからだった。

			　なんと、フランが俺を洗ってくれるというのだ。本当に優しい娘だね！　世界一と言っても過言ではないかもしれん。

			　うん？　いくら剣とはいえ、元男の俺がフランと一緒に風呂に入るなんてけしからん？

			　いやいや、俺は保護者だから！

			　そもそも剣だし？　性欲もないし？

			　何の問題もないのである！

			「ウルシ、じっとする」

			「オウー」

			『尻尾振るなって！』

			「クゥン」

			　まずは二人がかりでウルシを洗う。

			　最初は背中、次に俺が後ろ足、フランが前足を擦ってやり、最後は仰向けに寝かせて腹をゴシゴシと洗っていく。

			　気持ちいいらしいんだが、そのせいで尻尾がブンブン動く。その度に泡が飛び散って俺やフランにかかっていた。

			　その後、全員が泡まみれになりながらも、何とかウルシを洗い終わる。

			「オフン」

			『おわ！』

			「ウルシ……」

			「クゥン……」

			　ウルシのブルブル爆弾によってフランは、毛と泡にまみれている。髪の毛もボッサボサで、本当に暴風雨にあった直後のようだった。

			　フランに半眼で睨まれたウルシが、スッと視線を逸らすと逃げるように湯船に飛び込む。それでまたお湯が盛大に飛び散って、フランに睨まれたのは言うまでもない。学習しない奴め。

			「オフー」

			　浴槽の縁に顎を載せて、グデーッと体の力を抜いてくつろぐウルシは、まるで湯船に浮かぶ長毛絨毯のようだ。お湯にユラユラと揺れる黒い毛は海藻っぽくも見えるな。

			『じゃあ、次はフランだな。こっち座れ』

			「ん」

			　次はフランの番だ。俺はスポンジで背中をゴシゴシと洗ってやる。

			『どこか痒いところはないか～？』

			「ん……へいき。気持ちいい」

			『じゃあ次は頭洗うぞ～？』

			「ん」

			『ほい、ゴシゴシと』

			「あぅ、目に入った」

			『なぬ！　ちょ、動くなって！　ほら、これで目洗え！』

			「うー」

			　剣で斬られても動じないのに、シャンプーが目に入っただけで大騒ぎだった。

			　でも、こういう子供っぽいところを見せてくれるとちょっとホッとするな。

			『今度はちゃんと目を閉じてろよ？』

			「ん。ギュッてしておく」

			　宣言通り、目をギュッと閉じているフランの頭を、丁寧に洗ってやる。

			　目に沁みたのが余程応えたのだろう。最後にお湯でシャンプーを流すまで、フランは全力で目を閉じ続けていた。

			「終わった？」

			『おう、終わったぞー』

			「じゃあ、次は師匠の番」

			　という事で、攻守交代だ。

			　フランがスポンジを使って、俺の刀身をゴシゴシと擦ってくれる。

			　低レベルでも鍛冶スキルを持っているおかげか、とても気持ち良かった。フランが一生懸命、俺のために頑張ってくれているからだろう。何ていうんだろう。肩叩き的な感じである。

			『ああーそこそこ』

			「ここ？」

			『そこもいいねー』

			　しばしフランのスポンジさばきに酔いしれる。

			　そうやって互いを流し合った俺たちは、一緒に湯船に浸かった。俺じゃなかったら確実に錆びてしまうだろうな。

			　フランが肩まで浸かると、ザパーンと音を立ててお湯が湯船から溢れる。

			　さすが高級宿。湯をケチっていないね。

			「ふ～」

			　湯船の縁に顎を載せてリラックスモードのフランが、目を細めて息を吐く。

			　折りたたんだタオルを頭に載せ、本当に気持ち良さそうだ。

			『どうだ？　気持ちいいか』

			「ん～」

			「オフ～」

			　結局、フランとウルシはのぼせる寸前まで湯船を楽しんでしまったのだった。

			


			『風呂も驚きだったけど、食事も凄いな』　

			　深夜だというのに、宿の食堂にはそれなりに豪華な食事が用意されていた。

			　具だくさんの海鮮スープ、柔らかいバターパン、大振りの鶏もも肉のステーキ、色とりどりのフルーツ類。

			　風呂から上がったら、この夜食が用意されていたのだ。突然増えた子供たちにもこのもてなし。侮れんな高級宿。

			　元々おっさんの俺からしたら、ちょっと重た過ぎないかと思ったが、腹を減らした少年少女たちにはちょうど良かったらしい。最初は遠慮していた子供たちも、一口食べれば止まらなかった。皆一心不乱に食事をしている。

			　そんな時でも、双子の気遣いは見事だった。

			　子供たちに帰る場所はあるのか尋ね、あれば明日には家に送ると約束し、無いという子供には悪いようにはしないと安心させてやる。普通の一三歳にはなかなかできない気遣いだ。

			　そして、自分たちを救い出したフランに対しては、キチンと頭を下げることもできる。

			「今日は本当に助かった」

			「ありがとうございました」

			「ん」

			　王子の名前はフルト。王女の名前はサティア。二人とも揃って頭を下げる様は双子だけあって息があっているな。

			　フランも彼らを気に入ったようで、質問にも短いながらもきちんと受け答えをしていた。いやー、嬉しいね。フランが同年代の少年少女と仲良く喋っている。それを見れただけでも、彼らを助けた甲斐があったぜ。

			　その後、フランに宛がわれたのは豪華な個室だった。前世でもこんな豪華な部屋に泊まったことないぞ。シャンデリアに、天蓋付きのベッドに、フッカフカの絨毯。一泊どれくらいするのか。

			「やわらかー」

			「ワフー」

			　あ、こら！　フランもウルシもベッドに飛び込むな！　汚して弁償なんてことになったら、どれだけ取られるか分からないんだぞ！

			　はしゃぐ気持ちは分かるけどさ。というか、俺だってその布団で寝てみたいぞ！

			「おやすみー……」

			「オン……」

			　すでに目をシパシパさせていたフランたちは、高級寝具の魔力に抗えず、あっと言う間に眠りに落ちて行った。

			『はいよ、お休み』

			


			　一時間後。

			　はい、現場の師匠です。今、私は高級宿の屋根裏部屋からリポートしています。

			　私の目の前には、気配を消してコソコソと動き回る鼠がいますねー。鑑定してみると職業は暗殺者。完全に黒ですねー。私には全然気付いてませんねー。

			　という事で、サイレンスからの風魔術でサクッと意識を刈り取り、身柄を確保する。気配察知スキルもあるが、さすがに無機物である俺の気配は察知できなかったらしい。

			　そのまま、フランに宛がわれた部屋へと暗殺者を連れ込んだ。

			『捕まえたぞー』

			「大物」

			　色々な意味でな。

			『まずは背後関係をしゃべらせてから、王子たちに引き渡すか』

			「ん」

			　こいつは人間だし、闇奴隷商人たちとは関係なさそうだが、とりあえず話を聞いておく。万が一、青猫族と関係があったら、色々聞きたいし。

			　フランが暗殺者の頬を何度かはたいて、覚醒させる。

			　力入れ過ぎじゃない？　両頬が真っ赤だよ？　眠っているところを起こされて、ご機嫌斜めなのは分かるけどさ。

			「うぁ……？」

			「目が覚めた？」

			「！　俺に何をした！」

			「気絶させて、縛った」

			「いつの間に……！」

			　暗殺者は咄嗟に逃げ出そうとするが、俺の生み出した魔糸からは逃れられない。

			　気づいたら縛られていたという状況に、暗殺者は混乱しているようだった。

			「くそっ！」

			「いくつか聞きたいことがある。素直に話せば痛くしないよ？」

			「グルルルル」

			　身動きがほとんどとれない上、目の前に剣を突き付けられた状態だ。しかも、巨大な狼が見下ろしている。

			　どうしようもないと悟ったのだろう。

			「──っ」

			『あ！　こいつ毒飲みやがった！』

			　奥歯に仕込んであった毒を飲み込んだようだった。しかし、本当にこんなことするんだな。漫画でしか見たことなかったぜ。

			　それにしても、なんか奥歯に仕込んだ毒って間違えて飲んじゃいそうじゃない？　それも訓練するのかね？

			　鑑定してみると、凄い速さで生命力が減少していく。なかなかやばい毒を仕込んでたみたいだ。

			『──ミドルヒール』

			「──アンチドート」

			　だが、俺たちを前にしたらそんな物、無意味だけどな。

			　毒も消え、生命力も回復した。

			「残念。無理」

			「馬鹿なっ……。王毒を無効化するだと……？」

			「回復魔術は得意なほう」

			「ぐ──」

			　諦めないね。今度は舌を噛み切りおったよ。

			「──ミドルヒール」

			「くそっ！」

			「痛い目、みとく？」

			「ひっ……」

			　結局、暗殺者は知ってることを吐いた。死ぬ覚悟はあっても、拷問をされ続ける覚悟はなかったようだ。

			　やはり闇奴隷商人たちとは無関係だった。フリーの暗殺者で、依頼に基づいて王子と王女を暗殺しに来たらしい。

			　依頼者は知らないが、侵入経路などの指示は事前に受けており、簡単に宿の中に入り込めたという。

			　依頼料は前金でもらっており、依頼主に関しては詳しいことは知らなかった。

			『俺たちにはあまり意味ない相手だったな』

			「ん」

			『サルートに引き渡そう』

			「ウルシ、見張ってて」

			「オン！」

			　暗殺者の意識を失わせてから一階にある王子たちの部屋に向かう。

			　部屋の前には全身フル装備のサルートと、兵士たちが歩哨に立っている。もうすぐ明け方だが、寝ずに番をしていたみたいだな。

			「フランよ、このような時間に如何したのだ？」

			「鼠を捕まえた」

			「ほう？」

			　それでサルートには通じたらしい。

			　兵士たちにその場を任せると、そのままフランのあとについて来る。そして、フランの部屋に転がされた、簀巻き状態の暗殺者を驚いたように見つめていた。

			「こやつが、暗殺者なのか？」

			「ん」

			　という事で、サルートによる暗殺者への尋問が行われる。

			　もう諦めの極致なのか、大概の質問に素直に答えた。

			「ふむ……嘘ではなさそうだな。いったい誰の差し金なのか……」

			　サルートの頭の中では、様々な可能性が検討されているのだろう。俺たちには分からない、色々な容疑者を思い描いているに違いない。

			「とりあえずこの男は引き取ろう」

			「ん」

			　そうしてくれるとありがたい。このまま捕まえていても仕方がないし。明日には、彼らがダーズの衛兵に突き出してくれるらしい。

			「今後のことは明日話そう。謝礼も出すゆえ、楽しみにしていてくれ」

			　暗殺者の捕縛に対して謝礼を払ってくれるらしいな。太っ腹だね。まあ、フランは全く興味がないみたいだが。

			「それよりも、朝ごはんが楽しみ」

			「はっはっは。食べ放題だからな、好きなだけ楽しんでくれ！」

			


			　翌日の昼。

			　昨夜のバタバタのせいで遅く起きたフランは、朝食と昼食を同時に食べるという荒業を披露し、皆を驚かせている。

			　猫じゃなくてリスの獣人なのかと思うほど、頬にパンパンに料理が詰め込まれていた。まるで次元収納に放り込むみたいに、食事が消えていく。サルートも目を丸くしているな。

			　そんなフランに双子が話しかけてくる。

			「フラン、今後の予定はどうなっているのだ？」

			「？」

			「どこか、目的地があるのですか？」

			「ふゅふゅむゆ」

			「……申し訳ない。質問は食事の後にしましょう」

			「にゅ」

			　そして、フランが一〇人前近くを腹に収め、膨れた腹をポンポンしていると、フルト王子が改めて口を開いた。

			「フランは旅をしていると聞いたが、目的地がある旅なのか？」

			「ん。ウルムット」

			「では、船で？」

			「ん。まずはバルボラ」

			「そうか……」

			　王子はフランの言葉に何やら考え込む。そして、改めて口を開いた王子から、衝撃の事実を聞かされるのだった。

			「船の手配は済んでいるのか？　月宴祭に向かう者たちが多いゆえ、客船は既に埋まってしまっていると思うが」

			「まじ？」

			「バルボラの月宴祭は、クランゼルでも屈指の規模だからな」

			「王都よりも賑やかなのですよ？」

			　知らなかったぜ。じゃあ、あと数日はバルボラに向かえないってことか。宿が埋まっている時点で、想像しておくべきだったな。

			　国屈指の規模の祭りとか、ぜひフランに見せてやりたかったが……。これは無理そうか？

			「知らなかった」

			「ただ、船に乗る方法があるぞ？」

			「？」

			「我らの護衛として雇われないか？　バルボラまででいい」

			「報酬は払います。私たちの目的はバルボラの月宴祭ですから、お祭りには間に合いますよ」

			　フルト王子とサティア王女が口々に提案してくる。

			　これは悪い話じゃないんじゃないか？

			　今から船を探してもまともな船を見つけられるか分からんし。それに、せっかく知り合ったフランと同年代の相手だ。ここで別れるのは惜しい。

			「特にお願いしたいのは、魔獣への備えです」

			「サルートもいるのに？」

			「実は──」

			　どうやら、近海で大型の魔獣の姿が確認されたらしい。平時であれば問題ないが、大型の魔獣となると少々不安なのだという。

			　なので、念のために腕の立つ戦力を確保しておきたいらしい。そして、サルートよりも腕が立ち、暗殺者である恐れがないフランに白羽の矢が立ったという訳だった。

			「殿下！　勝手をされては困ります！　このような氏素性の分からぬものを護衛として雇うなど！」

			　侍従のセリドは何も聞かされていなかったのだろう。突然のことに怒りの声を上げている。

			「おい小娘！　どうやって殿下に取り入った！」

			「黙れ！　フランは我が友だ。無礼は許さないと言ったはずだな？」

			「ぐ……！」

			　セリドは王子たちに睨まれて、悔しげに黙ってしまった。めっちゃ睨んでるね。

			（師匠、受けていい？）

			　おお、フランはやる気だ。フランも、仲良くなった同年代の子供たちとここで別れるのは寂しいらしい。

			『いいんじゃないか？　船に乗れるのはデカイ』

			「ん。受けてもいい」

			「おお、助かる」

			　フルト王子もサティア王女も嬉しげに手を打っている。身分の差はあるが、フランは全く気にしないし、王子たちもあまり気にするタイプではないようだ。これは、ぜひ仲良くなってほしいね。フランには同年代の友人が必要なのだ。

			「後悔しても知りませんぞ！」

			「べー」

			　捨て台詞を吐いて去っていったセリドの背に、フランが舌を出している。それにしても嫌われたな。船に乗っている最中は、できるだけ顔を合わせないようにしとこう。

			「よろしく頼むぞ」

			「一緒に旅ができるのは嬉しいわ」

			「ん」

			　という事で、俺たちは王族の護衛をすることになったのだった。

		

	
		
			第二章　海の厄介者

			　


			『うーん、いい天気だ』

			「ん」

			　青い海、白い雲、果てしない水平線。ベタベタする潮風、お肌を傷めつける紫外線。これぞ海！

			　俺たちは今、王子たちの雇った船に乗っていた。大きさは中程度なのだが、さすがに王族が貸し切るだけあり、内装は豪華客船並みだ。部屋も高級宿と変わらぬレベルである。さらに、魔導機関を搭載しており、スクリュー並みの推進力もあるのだ。

			　フランはそんな船のデッキで、ヌクヌクと日向ぼっこをしていた。海風に当たりながら、ウッドチェアの上でグデーンとしている。横にはトロピカルな色のフルーツジュースが置かれ、完全にバカンス状態だな。

			　船の護衛はどうしたって？　勿論ちゃんとやってるぞ？　ウルシが。

			　ほら、今だって船に近づいてきた魚型の魔獣を倒して戻ってきた。空中跳躍と闇魔術があるので、戦闘をしてもほとんど濡れていない。獲物を咥えて引き上げる時に、顔だけは濡れちゃっているが。

			　いや、フランだって働いてるよ？　ウルシが魔獣の相手をしてる時、逆側から襲われたりしたときは、フランが魔術で吹き飛ばしたりしているからね。

			　それ以外ではバカンス状態だが。

			「オンオン！」

			「ウルシお帰り」

			『魔獣の肉は仕舞っとくから。あとで何か作ってやるよ』

			「オン！」

			『魔石も結構溜まってきたな』

			　ウルシが五匹、フランが二匹。出航して数時間でそれだけの魔獣を仕留めている。

			　皆の前で魔石を吸収するわけにはいかないので、未解体のまま次元収納に仕舞いっぱなしだった。

			　船長さんたちには、これだけ魔獣に出くわして船が無傷なのは奇跡だってお礼を言われたよ。

			　最初はダラけるフランに厳しい視線を向け、面と向かって仕事しろとイヤミを言ってきていた侍従のセリドも、これだけの魔獣を仕留める俺たちに何も言ってこなくなった。

			　まあ、歯ぎしり状態で睨むのは止めてないけど。

			　あいつ本当にウザいんだよね。食事中も、いちいちマナーだ何だとケチ付けてくるし。

			　むかついたから宮廷作法スキルで完璧なマナーを披露してやったら、悔しそうに黙ってたけどね。

			　サルートと仲が悪いようで、彼と仲が良い俺たちを敵視しているみたいだった。

			（師匠、おやつ）

			　フランさんが甘味を所望である。

			『はいはい、何がいい？』

			（うーん、クッキー）

			　俺はアレッサで買いこんでおいたクッキーを出してやる。

			　まだ菓子はあまり沢山は作れてないから既製品が多いんだよな。普段はパンケーキばかり作っている。

			　このクッキーなんかも、貴族御用達の店のお菓子だから美味しいらしいんだけどさ。やっぱ地球製のお菓子の方が美味しそうではある。そのうちケーキやプリンを大量生産してやるぜ。

			「うまうま」

			「クーンクーン」

			『ほれ、ウルシにはこっち』

			「オン！」

			　来る魔獣は雑魚ばっかりだし、フランとウルシはリラックスしてるし、良い依頼を受けたよな～。

			　しばらくダラダラしていると、サティア王女が近づいてきた。

			　潮風にたなびく金髪が、太陽を反射して輝いてるね。サティア王女は、黒髪で黒目のフランとは対照的な、長い金髪に青い瞳をした西洋系の顔立ちだ。二人が並ぶと太陽と月って感じだった。今は可愛い系の顔立ちだが、将来は絶対に美人さんになるだろう。

			「フランさん、皆が釣りをすると言っていますが、ご一緒にどうですか？」

			「ん。行く」

			　デッキの後ろに向かうと、フルト王子と三人の子供たちが、釣り竿を手にワイワイとしていた。

			　少年が二人に、少女が一人。フランに助け出された子供たちの中で、元々浮浪児として生活しており、帰る場所のない子供たちだ。

			　王子たちはこれも何かの縁だからと、彼らを使用人見習いとして連れ帰ることにしたらしい。

			　ただ、まだ正式な雇用関係ではないので、道中は同年代の友として接するように子供たちに言っていた。

			　だからだろう。子供たちは身分の差にも物おじせず、双子とあっと言う間に仲良くなっていた。ちょっと見ただけなら、本当に友達同士に見える。侍従のセリドなどは忌々しげに小言を言ってくるが、あんなの無視だ無視。

			「フランも釣りをするか？」

			「ん。大得意」

			　あれ？　そうだったっけ？

			「ほう、そうなのか？」

			「じゃあ、皆で勝負ですね！」

			「釣った魚はみんなで食べるぞ！」

			　渡された竿にリールが付いているのには驚いたな。魔法で糸を巻ける最高級品らしい。竿も魔法で強化されているようだ。さすが王族御用達の最高級品だ。

			　子供たちはその価値も知らず、皆で甲板から釣り糸を垂らす。

			　すると、すぐに皆に当たりが来始めた。

			「やった！　釣れた！」

			「でっかいぞ～！」

			「すごーい！」

			　子供たちは釣った魚を見せ合い、誰のが大きい、誰のが珍しいと楽しげだ。

			　釣りに参加していない王女もニコニコと皆を見守っていた。

			　今のところ当たりがないのはフランだけだ。王子と子供たちがからかいの声を上げる。

			「大得意ではなかったのか？」

			「釣れてないのはフランだけだぞ！」

			「俺なんか三匹釣っちゃったもんな！」

			「まあ、私たちの魚を分けてあげるから！」

			　子供たちの言葉に、どこか楽し気に言い返すフラン。

			「ふふん。わたしは雑魚は無視。大物を釣る。ほえ面かかせる」

			「ははは！　楽しみだな！」

			　俺は普通に釣りをすれば良いと思うんだがな。

			　フランは巨大な獲物を狙うと言ってきかなかった。

			　エサは次元収納の中に余らせていたロックワームを使っている。以前、アレッサの町周辺で討伐した雑魚魔獣だが、魔石以外に使い道が全くなく、ずっと仕舞いっぱなしになっていたのだ。臭くて硬くて食べられないし、皮は乾くと脆くなり防具にも使えない。精々、砕いて粉末にすると肥料になるくらいだろう。

			　フランはこれを一メートル程度にぶつ切りにして、超巨大な釣り針の先に付けて釣り餌として使っていた。

			　鮫か魔獣か鯨か。そのクラスじゃなきゃ口にも入れられないサイズだ。フランは何を釣り上げようというのだろうか。

			　まあ、フランがこれで良いと言ってるんだし、楽しめればそれで良いんだけどさ。

			　そうして一時間ほど釣りを楽しんだだろうか。子供たちにはそれぞれ一〇匹程度の釣果があったのだが、フランだけ未だ釣果無しだった。

			　最初はからかって笑っていた子供たちも、段々と気遣う顔になってきている。きっと、どうかフランにも当たりが来てくれと祈っているのだろう。

			　フランは和気あいあいとした雰囲気を楽しんでいるので別に不機嫌でも何でもないのだが、無口無表情のせいで機嫌が悪いと勘違いされているみたいだった。

			　だが、ついに皆が待ち望んでいたその時が来る。

			「ん！」

			「おお！　引いてるぞ！」

			「すげーしなってる！」

			「大物だ！」

			　皆が自分のことのように喜んでいた。

			　しかし、メチャクチャ竿がしなっているな。一番頑丈な竿を貸してもらっているはずなのに、今にもボキッと折れてしまいそうだ。

			　カジキマグロでも釣れたんじゃなかろうか。

			「むむ」

			「頑張れ！」

			「巻け巻け！」

			「ん！」

			　フランが全力で巻いているのに、糸はガンガン出ていく。あれだ、世界を釣る的なテレビ番組で見たことがある光景だ。

			「んんん！」

			「がんば！」

			「ばらすなよ！」

			　フランは額に汗をかきながら、必死にリールを巻いている。

			　俺が手を貸せば簡単な話だ。こっそり海中から獲物を弱らせたり、眠らせたりすればいい。でも、それは無粋だろう。やるにしても、フランが自分でやらなきゃな。

			　それから三〇分。かかった魚は抵抗を続けており、一向に釣り上げることができないでいた。フランにも疲れが見え始めている。

			　本当にトローリングみたいになってきた。フランも全然釣り上げられない獲物にしびれを切らしてきたらしい。遂にスキルを使い始めた。

			　属性剣・雷鳴で釣り竿を通して電撃を叩きこむ。そして、水流操作、水魔術で獲物を船に引き寄せる。肉体操作法スキルと補助魔術で腕力もあげて、ラストスパートだ。魚相手に本気だね。

			　一〇分後、水面近くに巨大な魚影が見えていた。

			　いや、でか過ぎじゃね？

			　ウルシよりは確実に大きい。全長一〇メートル近いんじゃないだろうか。

			「ぎゃー！　なんだアレ！」

			「フ、フラン！　平気か？」

			「やばいよやばいよ！」

			　子供たちが騒ぎ始めるが、フランは構わずリールを巻き続けた。

			　巨大魚の尾が水面を叩き、海水がシャワーのように甲板に降り注ぐ。

			　時々、パチパチと光が弾けているのは、属性剣を使っているからだろう。それでもこれだけ抵抗するなんて……。どう考えても普通の魚じゃないよな？

			


			　　名称：艦砕マグロ

			　　種族：魔魚

			　　Lv：29

			　　生命：３５６　魔力：１０９　腕力：２０７　敏捷：１０８

			　　スキル：硬化６、水流操作６、遊泳５、嗅覚強化、甲殻硬化

			　　説明：頭部がミスリル並みに固い衝角に覆われている。名前の由来は超高速で突進し、頭部の衝角で船さえ粉砕することから。ステータスは脅威度Ｅ程度だが、海における厄介さから脅威度はＤ。その身は非常に美味で、超高級品と言われている。魔石位置：頭部

			


			『フラン！　魔獣だぞ！　しかも結構強い！』

			「ん！」

			　フランは風魔術と腕力で、水面近くに浮き上がってきた艦砕マグロを一気に跳ね上げた。

			　その巨体が凄まじい勢いで宙を飛ぶ。

			「うわぁ～！」

			「きゃーっ！」

			「げー！」

			　船に向かって落ちてくる巨大な魔獣。

			　子供たちだけではなく、甲板の船員たちからも悲鳴が上がっている。

			　うーん、パニックだね。

			『フラン、このまま落としたら船がやばいぞ？』

			　この巨大なマグロが甲板で暴れたら、確実に船体にダメージが入るだろう。というか、落下して来ただけでも結構危険かもしれん。

			「ん！　仕留める！」

			　フランは俺を構えて、振りかぶる。そして、魔力感知で探し出した魔石に向かって、思い切り俺を投擲した。

			『ヒャッハー！』

			「ギィィィィ！」

			　風の魔術で加速した俺が、艦砕マグロの魔石を正確に貫く。

			　如何に鱗が固かろうと、俺の刃を防げる程じゃなかったな。

			　止めを刺した魔獣をフランが風魔術で受け止め、そっと甲板に着地させる。

			　全長は一〇メートルを超えているだろう。船の横幅をオーバーし、尾鰭が甲板からはみ出してしまっていた。大きめのジンベイザメを一本釣りしたようなものだ。地球じゃ考えられん。

			「釣り勝負は私の勝ち」

			「いや……その……」

			「そんな場合じゃ……」

			「ん？」

			　未だに大騒ぎの甲板だが、フランはそんな事お構いなしだ。今のフランにとっては、マグロの味や鮮度の方が重要であるらしい。

			『フランさん？』

			「ん？」

			　フランがその場で魔獣の解体を始めた。まあ、頭を落とし、内臓を取り出した後に三枚におろすだけだが。スキルを使えば一分もかからない。

			　以前、寿司屋でマグロの解体ショーを見たことがあるけど、こっちの方が百倍迫力があるな。

			『なんで解体してるんだ？』

			（釣った魚はみんなで食べる約束）

			『ああ、そーね……』

			　それにしても、この巨体をあっさりと解体するんだから、解体スキル恐るべしだな。

			　周囲の船員たちも、目を丸くしてフランの解体を見つめている。

			　一応高級品だっていうし、騒ぎが収まったら皆に振る舞うのも良いだろう。騒がせた迷惑料的な感じでね。

			　その騒ぎがいつ終わるか分からんが。

			　にしてもデカイな。握り寿司が何百人前握れることか。

			　こっちの世界に来て魔獣の巨大なブロック肉や、一メートル近い鳥の卵を見た時にもテンションが上がったが、今はそれ以上だ。だって、目の前に数百人分はありそうな巨大な大トロのブロックがデンと置いてあるんだぞ？

			　白いサシの入った巨大大トロを見ているだけで、日本人の血が騒ぐのだ。いや、もう血は流れてないけど。魂にインプットされたマグロ大好きソウルは、剣の体であっても消えることはないのだ。

			　頭も巨大だった。これで兜焼きを作るには巨大な窯が必要だろうな。もうここまで大きいと兜というかテントだ。

			「嬢ちゃん、何をしているんだ？」

			　船員の一人が先程の俺と全く同じ質問をして、「釣った魚を皆で食べる」という返しをされて黙り込んでしまう。

			　フランの底知れぬ食への欲求に恐れをなしたのか、高級品である艦砕マグロを食べられると知って止める気がなくなったのか。船員たちはスパパパと超高速で解体されるマグロを遠巻きに見ている。

			　結局、騒ぎはフランが頭部や骨を収納して、艦砕マグロの刺身と握りを作り終えた頃にようやく収まったのだった。

			　いや、すぐに寿司を巡って大騒ぎが始まってしまったが。

			「うめー！」

			「こ、これが艦砕マグロ？」

			「一生分食いだめするんだ！」

			「フランが強いことは知っていたが、これほどとはな……」

			「本当にサルートより強いのね。凄いわ」

			　手の空いた船員にもマグロ料理を振る舞った結果、船上はお祭り騒ぎだ。先程までのパニックとは違い、今度は良い意味での騒ぎである。急に全員に超高級食材が振る舞われたわけだしな。仕方ないだろう。

			　舌が肥えているはずのフルト王子とサティア王女が笑顔になるレベルだ。味も相当良いらしい。これを食べることができる皆が羨ましーぜ。

			「やあ、ご馳走になっているよ？」

			　なんと、船長までもが礼を言いに来た。

			「私はレンギル。お名前を伺ってもよろしいかな？」

			「フラン」

			「冒険者なのですか？」

			「ん。ランクＤ冒険者」

			　フランがギルドカードを見せると、船員たちから「おおー」というどよめきが起きた。

			　この年齢でランクＤというのが驚きなのだろう。

			「さすがですね。いや、艦砕マグロを狩っているのですから、当然と言えば当然ですか。むしろ、もっと高くてもおかしくない……。いや、この出会いに感謝ですね」

			　レンギル船長が懐から何かを取り出した。それをフランに渡してくる。

			「これは？」

			「それは、私の所属するルシール商会の紋章の描かれたコインです。バルボラに本店があるのですが、そのコインを見せれば色々と便宜を図ってもらえますよ」

			「凄いではないか！　ルシール商会と言えば、クランゼル王国でも一、二を争う大商会だぞ。その幹部に気に入られるとはな」

			　王子の言葉で、このコインが結構凄いものだと分かった。大商会の支援が受けられるなら、かなり便利だろう。しかしフランに目を付けるなんて、見る目があるなレンギル船長。

			「いいの？」

			「ええ。将来性のある冒険者と縁を結べるのであれば、安いモノです」

			　そして、船員たちが再度「おおー」とどよめく。レンギルにそこまで言われるのは珍しいってことなのだろう。

			「あの船長に気に入られるなんて！」

			「あの年でランクＤなんだ、当然だろ」

			「艦砕マグロもあっさり倒してたしな！」

			「しかも可愛いし」

			「おまえロリコンかよ！」

			「ち、ちげーし！」

			「バルボラに着いたら、ぜひ一度立ち寄ってほしい」

			「ん」

			　船長が再度頭を下げて去ると、船員たちも入れ代わり立ち代わりやってきては、フランに礼を言ってきた。その様子を見ていた子供たちが、フランに羨望の眼差しを向けている。

			「フラン凄いな！」

			「ふふん。当然」

			「俺もお前くらい強くなりたいぜ！」

			「がんばれ」

			「ねえ、コイン見せて～！」

			　すっかり友達だな！　この時間がずっと続けばいいのに。でも、数日後にはバルボラに到着して、そこでお別れである。

			『本当に残念だな』

			　だが、俺の想いは、悪い意味で裏切られることとなる。

			　その日の夕方、時し化けに巻き込まれて、身動きができなくなってしまったのだ。

			『うおー、船が超揺れてるな』

			「ん。ゴロゴロする」

			「オウン」

			　船の揺れに合わせて、フランとウルシはベッドの上を行ったり来たりしている。

			　この嵐では甲板に出る訳にもいかず、船室で待機するしかなかった。

			『すぐに止めばいいんだけどな……』

			　船、沈んだりしないよな？

			


			　明け方。

			　ゴウゴウゴウ──。

			　船室の中にいても、激しい風の音が聞こえて来る。

			　ギシギシギシ──。

			　波に翻弄され、揺れる船体の軋む音が一向に鳴り止まない。

			　不安になる音だよ。

			　しかもその揺れの凄まじい事。某遊園地の海賊船くらい揺れている。

			　とは言え、これでも昨晩よりはかなりましなのだ。揺れも音も半分くらいだろうか？　雨も降っていないし、今は単なる嵐っていう感じだからね。昨晩のは雨も風も桁違いの超大嵐だった。

			「すーすー」

			　こんな中で熟睡できるフランはさすがだよ。

			　まじで尊敬するぜ。

			　だが、しばらくすると、フランがパチッと目を覚まし、ベッドから上半身を起こした。同時に、ウルシも目を覚まして立ち上がる。

			　まだ明け方だけど、どうしたんだ？

			『フラン？　ウルシ？』

			「何か来る……」

			「グルル……」

			『なに？』

			　フランの言葉に、誰かが部屋に侵入しようとしているのかと思ったが、そんな気配は微塵もない。

			　だが、フランたちに僅かに遅れて、俺にも感じ取ることができた。

			　巨大な生物の気配が、かなりの速さで船に近づいて来ている。

			　寝ていながら俺よりも早く気づくなんて……。フランとウルシの野性的勘には驚かされるな。

			　いや、今はそんなことに感心している場合じゃない！

			『なんだこのデカさは！』

			　この船よりもさらに大きかった。

			『鯨か……？　いや、違う！』

			　そんなに小さくない！

			　近づいて来る気配の巨大さに、俺は戦いた。

			　細長いと言っていいのだろうか？　そのフォルムはミミズや蛇に近いだろう。だが、その胴回りだけでもこの船と同じくらいある。長さは──正直どれくらいかは掴み切れない。多分、一〇〇メートル以上あるだろう。

			　そんな巨大な怪物が、この船目がけて近づいてくるのが分かった。

			『やばい！　フラン、ウルシ！　皆に警告しろ！』

			「ん！」

			「オン！」

			　フランたちが部屋から飛び出して行った。ウルシが居住区画を走り回りながら、最大限の音量で咆え続ける。とにかく皆を起こさなくてはならないからな。

			　フランはレンギル船長の部屋に走る。船長の部屋には魔導伝声管があり、船中に警告を発することができるはずだ。

			　ドンドンドン！　ドンドンドン！

			　フランはレンギル船長の部屋の扉を思い切りノックする。

			　おお、返事を待たずに突入しないなんて、学習したな。

			「な、なんだ？」

			　中から船長の驚く声がする。起きたようだ。

			　ガチャ。

			「船長、魔獣！」

			　結局、レンギルの応答を待たずに扉を開けてしまった。まあ緊急事態だしね。今回は許してください。

			「フランさん？　魔獣……ですって？」

			「ん！　この船よりも大きな魔獣！　船に向かってきてる！」

			「わ、分かりました！」

			　フランのような小娘の言葉に、即座に反応して魔導伝声管に飛びつく船長。艦砕マグロを釣り上げたことから、その実力を認めてくれているんだろう。

			　艦内に船長の声が響き渡る。

			『超大型魔獣接近中！　繰り返す！　超大型魔獣接近中！　総員、緊急配備！』

			　その警告の直後であった。

			　ガオゥン！

			　大きな振動が船体を襲う。

			「ぐくっ！」

			「むっ？」

			　船長とフランが壁などに手をついて体を支えなくては、倒れそうになるほどの振動だ。

			『魔獣の仕業か？』

			　階下の船員たちの叫び声を総合してみると、魔獣に船側を破壊されたらしい。ちょうど食料品を詰んでいた辺りに大きな穴が開いたようだ。

			　穴から海に流出した食品を追って行ったのか、魔獣が一旦離れて行く。中には魚ぎょ醤しょうのような匂いの強い物も多いからな。嗅覚が優れていれば、釣られる可能性もあるだろう。

			『急げフラン！』

			「ん！」

			　俺たちは大急ぎで甲板に向かった。

			　辺りはまだ、朝焼けの淡い光が差し始めたばかりで薄暗い。

			　水平線から太陽が頭を出す直前なのだ。あと三〇分もすれば、完全に朝がやって来るだろう。

			『あそこだ！』

			　船から五〇メートル程度の距離を、長く巨大な影が体をうねらせながら泳いでいるのが見えた。

			　夜の闇と高い波に紛れていたせいで、見張りも気づかなかったんだろう。

			　実際、船は今も水面に浮かぶ木の葉のように大きく揺れていた。

			　相手はこの船よりも巨大な魔獣である。再度接近されたら危険だ。

			「フ、フランさん！　どうなっていますか！」

			「船長。あれ」

			　フランが指差す方を見て、甲板に上がって来たレンギル船長が真っ青な顔で呟く。

			「ミ、ミドガルズオルム……」

			「知ってるの？」

			「う、海の厄介者と言われる、大魔獣です！」

			　うーむ、強そうだな。下手に攻撃して注意を引くのは得策ではないかもしれない。

			「生きた天災とも呼ばれ、過去には大国の海軍さえも全滅させられたことがあるそうです……」

			「船長、今のうちに逃げれない？」

			「この波ですし、無理です。ミドガルズオルムの方が速いですから」

			　という事は、戦うしかないのか？

			　迷っているうちにミドガルズオルムとの距離が縮まって来ているのが分かった。

			「どうやら、この船を追ってきているようですね」

			　レンギル船長の言葉通り、その頭は確実にこの船の方を向いているようだ。

			　やはり逃げられないか……。

			『フラン、やるしかなさそうだ』

			「先手必勝」

			『おう！　最大の攻撃を叩きこむぞ』

			「ん！」

			　ただ、海中にいる相手に攻撃が届くか？　届いたとしても、海面に衝撃や熱が吸収されてしまい、威力が減衰することは確実だろう。

			『ウルシ、奴を挑発して、海面におびき出せるか？』

			「グルルルゥ！」

			　おお、やる気だ。フランといいウルシといい、本当に好戦的だよな。やる気があるのは良いことだけどさ。

			　その間に、俺とフランは攻撃の準備をしないといけない。あの巨体相手に出し惜しみは無しだ。

			『一撃必殺──念動カタパルトだ。フランは風魔術と投擲、属性剣で威力の上乗せを頼む』

			「了解」

			　まずは形態変形だな。より威力を高めるように、その姿を変形させる。

			　イメージは弾丸。余分な部分をそぎ落とし、螺旋状の溝をその身に刻む。なんか、弾丸と言うよりは細長いドリルっぽくなってしまったか？　まあ貫通力は高そうだし、いいか。

			　次いで、属性剣・火炎、風魔術、操風による超振動、硬化を発動させる。並列思考のおかげで、複数のスキルも問題なく同時発動できていた。

			　魔力がガンガン減っていくが、ここは出し惜しみして良い場面じゃないからな。

			『フラン、準備は良いか？』

			（ん。いつでも）

			『よし！』

			　俺の準備もオーケーだ。

			　今にも飛び出していきそうな勢いのフランを見て、船長が大慌てで声をかけてくる。

			「フランさん！　何をするつもりですか！」

			　その顔には「まさかあれに戦いを挑むわけじゃないよね？」と書いてあるな。だが、フランはあっさりと頷いて見せる。

			「あのニョロニョロを倒す」

			「ほ、本気ですか？」

			　船長からしてみたら、あの巨大な魔獣に挑むなど考えもしなかった話であるらしい。

			　その存在についての知識を持ち、絶対に敵わない災害のような相手だと認識しているせいだろう。

			　だが、俺たちにはそんな常識はない。敵なら倒せ。シンプルだろ？

			「ん」

			　フランがレンギル船長の言葉に頷いた直後だった。

			　ついにその時が来る。

			「ギャギャガガガガオオオオォォオ！」

			「ウルシがやった」

			　水面からちょっかいをかけていたウルシが、魔獣を釣り出すことに成功したのだ。空中跳躍で上昇していくウルシを追って、海中から巨大な生物の首が飛び出してきた。シロナガスクジラくらいは簡単に丸呑みできそうな大きさだ。

			　姿形は海蛇っていうよりは、ミミズっぽいかな。口は、牙が並んだイソギンチャクみたいなグロテスクな形だった。

			「いく！」

			『おう！』

			　大きな隙を晒したミドガルズオルムの頭に向かって、フランがスキルと魔術を使い全力で俺を投擲する。それだけでも、レッサーワイバーン程度なら貫通するほどの威力を持っているだろう。

			　だが俺は溜めに溜めた念動を解放して、さらに加速する。

			『うおおおぉぉぉぉ！』

			　直後、凄まじい衝撃と共に俺は魔獣の肉体に着弾した。首？　頭？　まあ、頭部の辺りに直径一〇メートルほどのクレーターが穿たれている。

			　本当は貫通するつもりだったんだがな……。分厚い皮膚と、分厚い筋肉の壁のせいで、思った以上に念動カタパルトの威力が殺されてしまったらしい。

			『どうだ？　やったか？』

			　俺はミドガルズオルムに衝突した衝撃で、空中に弾き飛ばされていた。刀身は半壊し、残った部分にも細かくヒビが入っている。やはりスキルと魔力全開での特攻は負担が大き過ぎるようだ。

			　だが、俺には自爆ダメージを嘆いているような余裕はなかった。

			『馬鹿な、なんだこいつ……！』

			　魔獣の鑑定結果が衝撃的過ぎたのだ。

			


			　　名称：ミドガルズオルム

			　　種族：海蛇

			　　Lv：60

			　　生命：３５９９１／３８７０９　魔力：５３１　腕力：４０１９　敏捷：３０２

			　　スキル：吸収２、再生２、捕食

			　　説明：無限に成長するとさえ言われる、海の厄介者。知能は低く、本能だけで生きている。動く物はなんでも口に入れ、飲み込んでしまう。特殊な能力はなく、ただただ巨大なだけだが、その巨大さが最も厄介で危険。島を飲み込んだという逸話も残っている。複数の心臓を持ち、殺しきることは難しい。脅威度はＡ。魔石位置は心臓。

			


			　生命が３００００オーバー？　あの傷で一割も削れてないとか……。しかも脅威度Ａだと？

			　スキルは少ないし、そこだけ見れば下級魔獣並みである。デカイだけの単細胞だ。

			　だが、そのデカさが規格外過ぎる。

			『ちぃっ！　厄介な！』

			「ギュオオオオオオォォォッ！」

			　ミドガルズオルムがこっちを見ていた。ミミズっぽい頭部のどこに目があるかは分からないが。確かに視線を感じる。俺が自分の体を傷つけたのだと理解しているのだろう。

			　互いに目も持たないのに、睨み合う。

			


			

			


			『改めて見ると、でけーな……』

			　海面から出ている部分だけでも、三〇メートル以上ある。

			　刀身の破損を回復しつつ、奴を観察した。

			『もう傷がふさがり始めてやがる』

			　再生のレベルは高くないが、元の生命力が高い分、回復する値も大きいんだろう。

			「ギャガルオォォォ！」

			『うお！』

			　突如ミドガルズオルムが何かを吐き出した。どうやら、消化液を砲弾のように吐き出したみたいだ。船に穴を空けたのもこれだろう。狙いも正確で、回避しなければ直撃していたはずだ。

			『まだまだ元気って訳か』

			　威力が殺されたとはいえ、頭部に大穴が空いてるんだぞ？　それでも、全然動きが鈍る気配がないな。

			　正直、こいつの生命を削りきるのは難しそうだ。

			　だが、生命力を奪うだけがこいつを倒す唯一の方法ではない。

			　例えば、急所を潰すとかね。

			　できれば魔石を破壊したいところだが、この巨体から魔石を探し出すのは難しそうだ。しかし、もっと簡単に潰せる急所が目の前にある。

			『うおらぁ！　その脳天、ぶっ潰してやらぁ！』

			　俺は再び魔力を過剰に込めたオーバーブーストで、念動カタパルトを放った。

			　凄まじい衝撃が俺を襲い、刀身が再び砕け散る。

			　だが、奴の頭にも二つ目のクレーターが穿たれた。フランの手助けがない分、少々威力が半減しているが、それでも直径五メートルほどの穴が開いている。

			『これでどうだ！』

			「ギュウウウゥゥ！」

			『ちっ。まだ動くか』

			　ならば我慢比べだ！

			　俺は砕けた刀身を復元しながら、再び念動を練り上げた。魔力はまだ七割は残っている。回復に使う分を考えても、あと五発は打つことができる計算だった。

			『食らえぇ！』

			「ギュアアァァァァ！」

			『はぁぁぁ！』

			「キョオオォォ！」

			『どりゃぁぁ！』

			「ギュウウ！」

			　まじで丈夫な野郎だ。すでに頭部の半分が削り取られているというのに、まだ平気で動きやがる。

			　鑑定してみると、ミドガルズオルムの生命はまだ八割以上残っていた。こいつ、頭が弱点じゃないのか？

			　いや、とりあえずもう一、二発ぶち込んでみよう。

			『死ねぇぇ！』

			「ギョギャァァァァ──」

			　そして、ミドガルズオルムの頭部が完全に消滅した。もう口も脳も残っていない。残っていないんだが……。

			『なんで死なないんだよ！』

			　普通に動いてやがる。いや、動きが鈍ったのは確かだが、死ぬ気配はない。それどころか吹き飛んだ頭部の断面の肉が盛り上がり、再生し始めたではないか。

			　これだからファンタジー生物は！　頭潰されたら死ねよ！

			　この巨大さに、異常な生命力と再生力──。

			『ふ、不死身かよ』

			　単調に攻撃を続けても倒せそうにないな。

			　このままじゃジリ貧だし、俺は一度フランの元に戻ることにした。

			　奴を倒す手段も思いついたしね……。

			　できればこの手段は採りたくないんだが、背に腹は代えられない。本当に嫌なんだけどな……。

			　俺は船に向かって飛ぶ。

			　そして、フランの手に引き寄せられたような動きを演出しつつ、その手に納まった。俺がインテリジェンス・ウェポンであることは隠したいので、フランが操っているように見せたのだ。

			（師匠、どうだった？）

			『念動カタパルトで仕留めきるのは無理だ』

			　あの不死身にも思える超魔獣を仕留めるには、あと何百発必要になるか……。

			（そんなに強い？）

			　フランが驚いている。過去、念動カタパルトが全く効かなかった相手は、リッチくらいである。あの巨大魔獣がそのクラスの相手であると改めて思い知ったからだろう。

			『だが、俺に考えがある』

			（どうするの？）

			『──』

			（師匠？）

			『──即死能力を持つ、魔剣・デスゲイズを使う……！』

			（なるほど）

			


			　　名称：魔剣・デスゲイズ

			　　攻撃力：８８０　保有魔力：６００　耐久値：４００

			　　魔力伝導率・B+

			　　スキル：即死（三パーセントの確率で斬った相手が即死）

			


			　これなら相手がデカかろうが、生命力が高かろうが、斬りつけさえすれば即死させる可能性がある。即死が発動する可能性は低いが、何度も攻撃していればいつか効果が発揮されるだろう。

			　苦渋の決断だがな……。

			　剣である俺が、他の剣に頼るなんて！

			　料理人が娘の結婚式の料理を自分よりも腕の良い料理人に頼むというか、脳外科医が親の心臓の手術を自分よりも有名な心臓外科医に頼むというか、とにかく負けた気持ちでいっぱいだ。

			　ただ、今はそんなことを言っている場合じゃない。

			　仕方ない……。仕方ないのだ。くそっ！

			（はい、師匠）

			　フランが次元収納からデスゲイズを取り出す。船員たちがそれを見て息を飲んだ。

			「そ、それは？」

			「なんか寒気が……」

			　闇のような真っ黒な刀身に、血管みたいな赤い線が走り、禍々しさ全開だしな。

			「魔剣デスゲイズ。即死能力がある」

			「なるほど、それで奴を倒すという訳ですな」

			　そう言うこった。だが、レンギル船長が難しい顔で考え込んでしまった。なんだ？

			「その即死剣ですが、あの魔獣には通用しないかもしれません」

			「なんで？」

			「これは聞いた話ですが、ミドガルズオルムは複数の心臓を持っているそうです。もしかしたら、即死能力でも殺しきれない可能性があります」

			　鑑定で見た説明にもそんなことが書かれていたな。確かに、即死がどこまで効くのか未知数だ。まあ、それでも心臓が何千個もある訳じゃないだろう。だったら、殺しきるまで攻撃してやるさ。

			（じゃあ、いく）

			『おう』

			　ということで、俺は再び出撃することにした。無論、俺自身が飛んでいるのではなく、フランが操っているように見せかけて。

			「操剣演舞」

			「おおー！」

			　適当な技名を呟いたフランが両手を突き出して、集中するような素振りを見せる。時おり捻ったり、「むむ」とか言ったりして、ノリノリだ。

			　まあ、実際は単なる振りで、俺がいつも通り念動で自分とデスゲイズを飛ばしてるだけだが。

			　はたから見れば、フランが謎のスキルで剣を飛ばし、自在に操っているように見えるだろう。結構無防備だがウルシが側で守っていれば問題ない。

			（師匠、がんば）

			（オン）

			『任せとけ！』

			　と言っても、ミドガルズオルムの攻撃を躱しつつ、即死が発動するまで斬りまくるだけだけどね。

			『俺の剣としてのプライドを曲げてまで、他の剣を使うんだ！　絶対に殺してやるからな！　このデカブツ！　このやろ！』

			「ギャオアァァァァァ！」

			　ちっ。単に切っただけじゃ、分厚い皮膚に刃が通らん。念動でそれなりに勢いを付けないとダメか。まあ念動カタパルトに比べれば微々たるもんだがな。

			　そうして魔力を込めたデスゲイズで二〇回ほど斬りつけた直後だった。デスゲイズの刀身が真紅に輝く。即死効果が発動したのだ。

			「ギャアアアアアアアア──」

			　ミドガルズオルムが、俺の刀身がビリビリ震えるほどの凄まじい咆哮を上げる。

			　そして、ミドガルズオルムの動きが止まった。

			『倒したぞ！』

			　だが、俺の喜びも一瞬だった。

			　くそ、俺の歓喜の叫びを返せ！

			「────グガガォォ」

			『な！　死んでねぇ！』

			「ギャオオオオオォォオ！」

			　レンギル船長の予想が的中してしまったらしい。即死では、複数心臓の魔獣を殺しきれないようだな。

			『なら、全部の心臓を潰してやる！　かかってこいや！』

			「ギョオオォォ……」

			『おい！　どうした？　俺はこっちだぞ！』

			「ギャオオオウウウゥゥゥゥゥ！」

			　なんと、ミドガルズオルムが俺を無視して、船に向かって泳ぎ出したではないか。

			『このデカぶつ！　ほら、敵はこっちだぞ！』

			　デスゲイズを巨体に叩きつける。だが、ミドガルズオルムが俺に向き直ることはなかった。

			　考えてみりゃ俺は無機物だしな。危険な無機物より、簡単に食える生命体の方がこいつの気を引いてしまうのは仕方がないのかもしれない。

			　何度もデスゲイズで攻撃していると、再び即死が発動した。一瞬、デカブツの動きが止まる。だが数十秒もすると、何事もなかったように泳ぎ出した。

			　しかもかなりの速度だ。船もすでにミドガルズオルムから逃げる針路をとっていたが、このままではあっと言う間に追いつかれてしまうだろう。

			　これは、ミドガルズオルムが船に追いつく前にデスゲイズで殺しきるのは難しいかもしれない。

			『くそ、どうする？　毒は効果が期待できんし』

			　デスゲイズでの攻撃に加えて、俺自身の魔毒牙での攻撃も行ったが、全然毒になる気配がない。毒耐性はないはずなのだが……。あまりにも巨体過ぎて、いくら強力でも少量の毒では意味がないんだろう。やはりここでも大きさの壁が立ち塞がる。

			『ちっ！　あの船にはフランが乗ってるんだぞ！　絶対に行かせるかよ！　この野郎ぉ！』

			　俺は焦りと怒りのままに、再び念動カタパルトを発動した。がむしゃらに突っ込む俺の刀身が、半ば再生しかかっているミドガルズオルムの頭部に叩きこまれる。

			『無視するな！　ほら！　敵はこっちだ！　こっちにいるぞ！』

			　俺は何度も何度も、無我夢中でミドガルズオルムに突進し続けた。怒りのあまりか、ドス黒い感情と共に妙に力が湧いてくる気がする。心なしか、俺の刀身に流れる魔力も黒い気がするぜ。俺は内に渦巻く激しい感情そのままに、全力をミドガルズオルムに叩きつけた。

			『くそぉぉっ！』

			　凄まじい反動と共に、俺の刀身が完全に砕け散ってしまう。その代わりに、今までよりもさらに大きなクレーターがミドガルズオルムの頭部に穿たれていた。

			　それでも俺は完全に無視だ。

			『他に手は……他に何かないのか？』

			　せめてこいつの足を鈍らせることが出来れば……。傷はすぐに治ってしまうし……。何か重りでも付けるとか？　いやいや、どうやって？

			　考えろ俺！　灰色の頭脳よ、フル回転だ！　まあ、俺に脳なんかないけどね！

			　そして、俺はあることを閃いた。

			『あれが使えるかもしれん』

			　正直、一か八かだがもう思いついたことは何でもやってみるしかない。

			『魔力障壁全開！　念動解放！』

			　俺はミドガルズオルムの前方に回り込むと、再び念動カタパルトを使用した。だが、標的はこいつの体ではない。狙うは再生しかかっている口。そしてその内部だ。

			『名付けて一寸法師作戦！』

			　外からがダメなら、中から攻撃してやろうって作戦だ。

			『うわ！　グロ！』

			　ミドガルズオルムの内部は内臓感丸出しで、メチャクチャ気持ち悪かった。

			　しかも凄まじい勢いで俺の耐久値が減少していく。体内では胃とか関係なく消化液が分泌されているようだった。魔力障壁が無ければ、あっと言う間に溶かされていただろう。

			　本当は内部で暴れまくってやりたかったのだが、とっとと目的を済ませて脱出しないと本気でヤバそうだ。

			　ただ、俺の考えた作戦を行うにはもう少し奥に進んだ方が良さそうだった。

			　俺は再度念動を全開にし、奴の体内を突き進む。

			　耐久値が半分を切ったな。本当はもっと奥に進みたいが、仕方ない。

			『ぶっ飛びやがれ！　次元収納発動！』

			　俺が次元収納から取り出したのは、落下する浮遊島を砕いて収納した巨石たちだ。俺は次元収納の中に大量に仕舞ってある巨石たちを、連続で取り出し続けた。

			　口の近くで岩を出しても吐き出されてしまうかもしれないので、できるだけ体の奥でやりたかったのだ。この位置であれば簡単には吐き出せまい！

			　以前から収納の肥やしになっていた毒池の水に関しては、ここでは使わないことにした。

			　大海原に比べればほんのちょっとの量だが、危険な真似はしない方が良いという判断だ。

			『うわ！　耐久値やば！　──ショートジャンプ！』

			　ミドガルズオルムの消化液と、その体内でゴリゴリと擦り合わされる巨石の圧力で、俺の耐久値の減りが加速していた。大慌てで時空魔術を唱えて転移する。

			　ザプン！

			　狙い通り、海中に出ることができた。

			　残り耐久値はおよそ一〇〇。本当にギリギリだった。

			『奴の腹を破裂させられれば良かったんだけどな』

			　ミドガルズオルムの腹の一部が一〇倍以上に膨れているが、そこから破裂するような気配はなかった。まあ、ヘビなんかは自分よりも遥かにでかい獲物を丸呑みしたりするし、こいつもこの程度なら問題にならないらしい。

			　だが、あれだけの数の巨岩が体内に存在しているのだ。動きが鈍るのは確実だろう。

			　海上から確認すると、泳ぐ速度は確実に遅くなっている。

			　これならあの岩石群を消化しきる前に、船で逃げられるはずだ。

			『よっしゃ、とっとと、この海域を離脱だ！』

			


			　皆さんは、一難去ってまた一難。もしくは踏んだり蹴ったりという言葉を知っているだろうか？　泣きっ面に蜂でもいいかもしれない。

			　何が言いたいのかというと──。

			「か、海賊船だー！」

			　という事です。

			　見張り台の船員が、カンカンと警鐘を打ち鳴らしながら叫んでいる。

			　今、俺たちは本来の南進航路から外れ、北を目指していた。

			　向かっているのはシードラン諸島という群島にある、シードラン海国という小国だ。

			　目的は、船の修理と物資の補給である。

			　ミドガルズオルムの襲撃で船に大穴が開いてしまった上、食料や水の大半を失ってしまったからな。

			　昨晩からの大嵐と、ミドガルズオルムのせいで本来の航路から大幅にずれてしまったということもあり、出発地であるダーズに戻るのではなく、シードラン海国へ向かうことにしたのだ。

			　場所的には、今まで俺たちがいたクランゼル王国などがあるジルバード大陸と、その北方にあるブローディン大陸、さらにはジルバードの西にあるクローム大陸を三角で結んだちょうど中間地点。ジルバードとブローディンの間にある魔海のやや南西側に存在しているんだとか。現在位置から見れば、やや北に存在する国だ。

			　少し気になるのは、闇奴隷商人たちがシードラン海国を中継地に利用していたことだが……。

			　国全体が犯罪に加担してるわけではないだろうし、こうなっては仕方ないだろう。

			「総員！　緊急配備！」

			　海賊船の姿が見えた直後、レンギル船長の叫び声が上がり、船員たちが慌ただしく動き出す。

			　ミドガルズオルムからようやく逃れ、艦砕マグロの寿司でお祝いをしていたのに。

			　楽しげだった子供たちも、再び不安そうな顔をしていた。フルト王子とサティア王女も同様だ。

			　くそっ。せっかくフランも楽しそうだったのに！　許さんぞ海賊どもめ！

			　すぐに双子の元に、レンギル船長とサルートが説明のためにやってきた。

			「海賊船団に捕捉されました」

			「船団？　相手の数は？」

			「四隻です」

			「逃げ切ることは？」

			　フルト王子の問いかけに、船長が首を横に振った。

			「無理です。今の船では全速が出せませんので……」

			「では、戦うしかないか」

			　王子が決意の表情でそう呟いたが、サルートがその言葉を否定する。

			「いえ、現在の状態で砲撃戦になれば、沈められる可能性もあります。ですが、海賊というのは余程の場合を除いて、降伏した相手を殺さないそうです。そうだな、船長？」

			「はい。海賊というのは確かに荒くれ者です。船を襲い、抵抗すれば命を奪う。ですが降伏した者を害することはないのですよ」

			「そうなのか？」

			「ええ。船を襲うというのは非常にリスクの高い仕事です。護衛の冒険者や傭兵に抵抗されることも多いですし、襲った船に何が積まれているかも不確定」

			　そうだよな。場合によっちゃ、収入より支出の方が多い可能性もあるだろう。

			「ですから彼らは人質を取り、身代金を要求します。その方が確実に収入がありますから。その代わり人質の無事は保証する。海賊に信用というのもおかしな話ですが、身代金の支払いは信用が大事ですからね」

			「なるほど」

			「ですが今回の場合は……」

			　レンギル船長がそこまで言って、表情を曇らせる。

			「何かマズいのか？」

			「今回は大幅に航路を外れております。普通、海賊というのは船の往来の多い、航路の近くに拠点を構えます。ですから、この場所で海賊に遭遇するというのは通常は有り得ないのです」

			「つまり、どういうことなんだ？」

			「あの海賊は、こちらの常識が通じない可能性があります。本当にこちらを傷つけず、身代金を要求しようとするかどうかも分かりません」

			　それは確かに判断が難しいな。

			　戦闘も危険、降伏も危険。どちらも王子たちの命を危険に晒す可能性があるってことか。

			「ですので、殿下がたには、脱出艇で逃げていただきます」

			「その脱出艇で全員逃げられないのか？」

			　王子の言葉に、サルートが首を横に振る。

			「数はありますが、海賊を引き付けておくために戦う者が必要です。殿下方と子供たち、あとは私を含めた数人のお付きと、脱出艇の操船に必要な船員だけで逃げていただきます」

			　シードラン海国は目と鼻の先なので、小型の脱出艇でも今日中に陸地にたどり着けるという事だった。だが、それを王子と王女が否定する。

			「その場合、残った者の生存は？」

			「ご安心ください。ある程度戦ったところで降伏させますので」

			　サルートがそう告げるが、王子たちは暗い顔だ。サルートも安心しろと言いつつ、その顔には厳しい表情が浮かんでいる。まあ、抵抗した相手の降伏を海賊たちが素直に認めるとも思えんし、見せしめに嬲り殺しにされる可能性もあるだろう。

			「ダメだ。臣下を残して我らだけで逃げ出すなど許さん」

			「そうです。逃げるなら全員で」

			　うーん。立派な志だ。普通に考えればここは部下を囮にして逃げるべきなんだろう。それが王族の務めだと思うし。この二人は甘すぎる。

			　でも俺はこの二人が気に入ったぞ。こういう甘々な王族がいたっていいじゃないか。

			「わしも反対ですな」

			　そう言って話に入って来たのは、いつの間にか現れた侍従のセリドだった。

			「セリドもそう思うか。やはり皆で逃げるべきだ」

			「いえ、ここは降伏するべきでしょう」

			「馬鹿な！　先程の説明を聞いていなかったのか！　降伏が受け入れられるかどうか分からないと言っているのだ！」

			「だが、この大海原に小舟で漕ぎ出して無事に済むとは思えんがね？　ならば、こちらの身分を明かして降伏する。奴らとて国を敵に回そうとは思わんだろう。ならば、身代金を払えば解放されるはずだ。そのためにも、無駄に抵抗するな。下手に抗戦して、相手を怒らせては交渉すらできなくなるかもしれん」

			　それはそれで一理ありそうだが……。そう上手くいくだろうか？

			「私は反対だ！」

			「分をわきまえろサルート。騎士如きが口を挟む問題ではない」

			「私はお二人の護衛だ！　こういった場合の裁量が与えられている」

			　相変わらず仲が悪いなこの二人。

			「殿下の護衛だからと増長しおって！」

			「増長などしておらん！　お二人のお命を守ることこそ我が使命！　そのために、全力を傾けているだけだ！」

			「王妃様に取り入っただけの他国人が！　その言葉が本心なのか怪しいものだな！」

			「セリド殿！　我を侮辱するか！」

			「わざわざ危険な策を押すのだ、疑いたくもなるわ！　レイドス王国を出奔したなどと言うのも本当かどうか！　大方、我が国の神剣を狙っているのではないのか？」

			「ん？　神剣があるの？」

			　神剣の言葉に反応したフランが、オッサンたちの言い争いに割り込んだ。よく今の二人に割り込んだな。

			「あ、ああ。我が国には神剣があるが」

			「貴様が我が国と言うな！　レイドス人！」

			「なんだと！」

			　またオッサン同士が言い争いを始めたな。うーん、不毛だ。というか、時間の無駄遣いな気がする。

			『フラン、面倒だし、とっとと片づけちまおうぜ？　そんで、神剣の話をゆっくり聞こう』

			（ん。そうする）

			『食事も途中だしな』

			（お寿司うま）

			『ウルシはここで王子様たちの護衛な？』

			（オン！）

			（あと、わたしの分のお寿司の確保も）

			（オオン！）

			『いや、そんな気に入ったのか？』

			（ん！　カレーの次に美味しい食べ物は、お寿司。堂々の二位にランクイン）

			　カレーには敵わないのか。

			　トコトコと船縁に向かうフランを見て、フルト王子が声をかけてくる。

			「フラン？　どこに行くのだ？」

			「ん？　ちょっと沈めてくる」

			「は？　ちょっと待つんだ！　無謀だ！」

			　王子が止めようとしてくるが、フランはその手をするりとかわして、船縁に足をかけた。

			「じゃあ、行ってくる」

			　そして、飛び出す。

			「きゃー！　フランさん！」

			「フラン！」

			　子供たちが慌てて駆け寄ってくる。海に飛び込んだと思ったようだ。いやいや、さすがのフランでも泳いで海賊船に乗り込むとか難しいから。

			　甲板から眼下を見下ろした彼らが見たものは、波間に漂う黒猫族の少女ではなく、不思議な力で宙を飛び跳ねるフランの姿だった。さらにフランは俺を前に放り投げると、宙に浮いたままの俺に飛び乗る。

			「うわぁ！」

			「すごい！」

			「フラン空飛んでる！」

			　そのまま俺の念動エアライドが発動し、フランは波に乗るように空を進んでいく。

			


			

			


			　三〇秒もかからず海賊船の上空に到達した。

			『旗にドクロって、こんなテンプレな海賊が生息してるんだな』

			「ん」

			　不謹慎だが、少しだけワクワクしてしまった。

			　ただ、なんかボロい。すでにどこかで戦闘をしてきたみたいに、船は傷だらけだった。

			　さらに観察してみると、大砲やカタパルトの類も見当たらない。船の横腹を見ても、大砲用の穴もないし。

			　どう見ても戦闘艦ではない。それどころか、このサイズにこの形状は──。

			『これって……元々漁船だったりしたんじゃないか？』

			　海賊たちを鑑定してみる。

			　すると、本当に本職の海賊ではなさそうだ。職業が漁師や船頭になっている上、スキル構成も釣りや投網ばかりである。戦闘に使えそうなのは投擲や槍投げくらいだろう。

			『どういうことだ？』

			「さあ？」

			『うーん、でも海賊旗を掲げてるし、武器も持ってるし。見逃すわけにもいかないよな』

			「一番大きな船を残して、後は沈める？」

			『どうすっか……海賊だけど、海賊じゃないし……』

			「殺さないように制圧する」

			『そうだな、それで行こう』

			「ん」

			　ということで、まずは旗艦と思しき船にフランは向かった。海賊たちは口を開けてポカーンとしてるな。

			「いく」

			『おう。殺すなよ』

			「ん」

			　フランが俺から飛び降りた。

			　俺はその後を追い、空中のフランの手に収まる。

			　そして、フランが海賊船団の旗艦に降り立った。

			「は──？」

			「あ──？」

			　突如現れた美少女の存在に、驚いて硬直している海賊たち。フランはそのまま周囲にいる海賊たちを、鞘に入ったままの俺を振るって瞬く間に叩きのめした。

			　顔面を殴打され、鼻血をまき散らしながら吹き飛ぶ海賊。手足を折られ、激痛にのたうち回る海賊。

			　一瞬で数人が戦闘不能に追い込まれた。

			「ぎゃぁぁ！」

			「ぐぅうぅ！」

			　殺すなとは言ったけど、大怪我をさせるなとは言ってなかったな。

			　まあ、骨の数本は覚悟してもらいましょう。

			「なにが……」

			　やはりこの海賊たちは素人だな。これだけの事態にもほとんど反応できていない。武器を構えることもせず、ただ目を見開いているだけだった。

			　あとは蹂躙の時間だ。

			　さらに数人が叩きのめされ、ようやく動き出した海賊たちだったが──。

			　放つ矢は魔力障壁で弾かれ、フランが攻撃に転じれば一撃で倒されていく。

			「な、何者だお前！」

			「冒険者」

			「く、非常識が！」

			「死ねぇ！」

			「そっちがね」

			　いやいや、殺さないから！

			「ぎゃぁ！」

			「ひぎぃぃい！」

			　あっと言う間に立っているのは船長だけになってしまった。

			「くそっ！　ば、化け物め！」

			　うーん、気に入らないな。気に入らないぞ。

			（師匠不満そう？）

			『だって、こいつの格好！』

			「？」

			　海賊といえば眼帯に義手とか、髑髏マーク入りの帽子とか、色々あるだろ！　理想はフック船長。次点でジャック・スパ〇ー。なのにこいつと来たら！

			『どっからどう見ても普通のおっさんにしか見えん！』

			　そう。この船長、普通の鎧に普通の兜という、全然面白味のない格好なのだ！　とてもではないが海賊の船長には見えない。鑑定が無かったら、船長だと気づかなかったかもしれなかった。

			「くそがぁ！　放せ！　放しやがれ！」

			　とか言っている間に、フランが船長を取り押さえた。小柄なフランが大男を簡単に押さえつけている姿は、かなり奇妙に映るだろう。

			『とっとと質問しちゃおうぜ』

			（まずは何聞く？）

			『こいつがこの船団のボスかどうかかな？』

			　さあ尋問の時間だ。フランが質問して、虚言の理で本当かどうか判断するだけだが。

			　他に仲間はいるのか？　アジトはどこか？　聞きたいことはいくつもある。

			　だが、他の船からこの船に砲撃が撃ち込まれ始めたため、尋問は中断されてしまった。ボスが捕まっているのに、バシバシ撃ってくるな。

			「あいつら、裏切りやがったな！」

			　ああ、よくある奴かな？　ボスが死ねば俺たちがボスだ！　的な？

			『まずは他の船を潰そう』

			「ん。はっ」

			「ぎゅげっ！」

			　フランが船長の首筋にチョップをかます。

			　いや、今の声ちょっとまずくない？　意識を刈り取られたっていうか、口から泡吹いて白目剥いてるんだけど。

			『今の何だ？』

			「？　かっこいいやつ。大成功。首にチョップで気絶させる」

			『……まあ、生きてりゃいいか。こいつは簀巻きにしとこう』

			「ん。じゃあ、いく」

			　フランは簀巻きにした船長を小脇に抱えると、再び俺に飛び乗った。こっちにも砲弾が飛んでくるが、的が小さ過ぎて当たる気配がない。

			「じゃあ、やる」

			　そして、他の船に乗り込んだフランが船員たちを次々と叩きのめしていく。

			　五分もかからず、四隻いた海賊船は全て制圧されていた。

			　ほとんどの海賊たちは意識を奪われ、甲板に寝転がったままだ。

			『とりあえず海賊の船長を連れて船に戻るか』

			「ん」

			


			「勝手な真似をしてくれたな！」

			　海賊船団を制圧して戻ってきた俺たちを出迎えたのは、セリドの怒鳴り声だった。

			「？」

			「誰が勝手に攻撃して良いと言った！」

			「全部制圧した。問題ない」

			「護衛の仕事を放り出して勝手に戦闘行動をしたのだ！　これは問題だぞ！　奴らがむきになって反撃して、殿下方に何かあったらどうするつもりだったのだ！」

			　フランが何をやったって気に入らないんだろう。もしかしたらこうやってけなして、手柄を貶おとしめる作戦なのか？　サルートも庇ってくれないし。

			『とりあえず謝っとけ』

			　こういう奴には適当に頭を下げておくに限る。それでもさらに文句を言って来るんだったら、その時は実力行使も考えればいいのだ。

			「ん。ごめんなさい」

			「ふん、分かれば良いのだ！」

			　勝ち誇った顔しやがって！　その顔に一発ぶち込めたらスカッとするだろうな～。

			「……うぁ？」

			「起きた？」

			　騒ぎのせいか、足元に転がっていた海賊船長が目を覚ました。

			「て、てめぇは！　ここは何処だ！」

			「船の上」

			「俺の部下たちはどうした？」

			　ここは少し脅しておくか。殺されないと分かったら、調子に乗るかもしれんし。

			『フラン、他の奴らは船ごと沈めたって嘘ついとけ』

			「沈めた。今頃海のもずく」

			『藻屑だ！』

			「ん、もくず」

			「ま、まじかよ……」

			　海賊は探るような表情で、フランを見上げる。先程その暴れっぷりを見たことで、その言葉が真実であると思ったようだ。

			　フランが海賊を脅して情報を引き出そうとしているのが分かったのか、レンギル船長もサルートも何も言わない。

			「いくつか質問がある。大人しく答えれば、仲間の後を追わずに済む」

			「だ、誰が言うか！」

			　強がりつつも、顔は青い。やはりフランに対して恐れを抱いているようだな。これはもう少し脅せばすぐに情報を喋り出すだろう。

			　だが、そんな気遣いをぶち壊す、空気の読めない奴がいた。

			「おい、何を暢気に話している！　海賊船を沈めたなどと、訳わからんこと言いおって！　奴らは健在ではないか！　とっとと拷問でも何でもせんか！」

			　海賊と話しているフランに、セリドが苛立ったように怒鳴ったのだ。

			　本当にこの野郎は……。こいつから海の藻屑にしてやろうか？

			　殺されないと分かったせいか、海賊の態度が目に見えてこちらを舐めた物になった。

			　こっちを甘いと思ったんだろう。

			　セリドのせいで面倒になっちまったじゃないか。

			　できれば拷問とかしたくなかったのに。

			『フラン、面倒だけど仕方ない』

			「ん。サルート、子供たちを下に連れて行って」

			「……分かった」

			　サルートも、フランがこれからしようとしていることが分かったんだろう。王子や子供たちを説き伏せて、甲板から船内へと下りて行く。フルト王子は王族としてこの手の行為の必要性も分かっているらしいが、ここはフランたちに任せると言って素直に従ってくれた。

			　これで心置きなく話を聞けるな。

			「さて……」

			「な、何だよ！」

			　海賊がフランに気圧され、顔をこわばらせる。フランの目は知らない奴からすると、まるで感情が無いようにも見えるからな。

			「他に仲間は何隻くらい？　アジトはどこ？」

			「い、言わねぇよ！」

			「そう」

			　そして、フランの尋問が始ま──らなかった。

			　元のサイズに戻ったウルシをけしかけつつ脅しを込めて頬を軽く切りつけたら、それであっさりと大人しくなったのだ。

			　やはりこの男たちは海賊ではなかった。

			　元々はシードラン海国の漁師だったが、重税を払いきれず国から逃げ出してきたらしい。

			　アジトと呼べるような物はなく、この辺の小島を転々としながら、漁と海賊行為で生計を立てていたようだ。

			　海賊の話を聞いて、レンギル船長が唸る。

			「国主が世代交代して混乱しているとは聞いていましたが……。まさか民が逃げ出す程に荒れているとは。重税というのは、国民すべてに課せられているのですか？」

			「あ、ああ。先代王から王太子に王が変わったら、税が倍だぞ？　しかも、突発的によく分からない税を考えて、無理やり徴収しやがるんだ」

			「それでよく反乱が起きませんね？」

			「けっ。軍が王太子の犬だからよ。武器を持って立ち上がったって、すぐに鎮圧されて終わりさ」

			　海賊は完全に開き直ったのか、その場で胡坐をかきながら悪態をついた。

			　まるで自分たちも被害者なんだと言いたげだが……。

			「だからと言って、逃げ出して海賊行為をするのは許されませんよ」

			「うるせぇ！　くそっ！　一の姫様があんなことにならなけりゃ……」

			「一の姫というのは何者だ？」

			「第一王女のセリメア姫様のことだよ！　俺たちみたいな貧乏人の味方だったんだ！　けど、ある日突然行方不明になっちまって」

			　第一王女は慈悲深い事で有名で、様々な弱者救済政策を実行に移していたらしい。貧民への炊き出しなどだけではなく、無料診察所の開設や、漁船の補修費用の補助など、多くの社会保障を充実させようとしていたんだとか。

			　しかし、現在の王が即位した直後に行方知れずとなっており、暗殺されたのではないかと言われているのだという。

			　実際、今の王によって社会保障費はほとんどが削られ、それらが軍事費に回されているようだ。

			「それにしても、これほどシードラン本国に近い場所で海賊行為などできるのですか？　取り締まりはどうなっているのです？」

			「海軍の奴らなんざ、金を握らせればどうとでもならぁ」

			「賄賂で海賊を見逃すほどに腐っていると言うのですか……」

			　あらかた聞きたいことは聞いたかな。こいつらが普段停泊している場所も聞いたが、そこに食料などはほとんどないという事だった。

			　とはいえ、食料が無いという言葉が本当であるとは、虚言の理で嘘を判別できる俺しか分からない。

			　その真偽を確かめるために、海賊たちが停泊地に利用している小島に向かう事となった。

			「そこに食料も水も無かったら？」

			「さて、どうしましょうかね……」

			　フランの質問に、レンギル船長が悩んだ顔をする。

			　住民が逃げ出す程に混乱している国に、果たして寄港してよいものかどうか考えているんだろう。

			　王子たちがいるがゆえに、その判断は非常に難しいものが求められる。

			「……航海を続けるには、食料が必要です」

			　最悪の場合、シードランへ向かう事を決意したらしかった。

			　襲って来た海賊たちは全員拘束してこちらの船に乗船させている。もしシードランに向かう事になった際、衛兵に突き出すためだ。

			　重税で逃げ出した話は確かに可哀想かもしれない。だがその後、海賊に成り下がったのはこいつらの選択だ。そして、こちらを襲ってきたのも事実である。同情の余地はなかった。

			　それに逃亡した国民を捕らえたという事になれば、シードラン政府に対して友好をアピールできる。レンギル船長は王子たちの安全を確保するために、やれることは何でもするつもりなんだろう。

			


			　一時間後。

			　海賊が拠点としていた小島で、レンギル船長たちが肩を落としていた。

			「食料はほとんどありませんでしたね」

			「やはり、シードラン海国へと向かう必要がありますか……」

			　食料はおろか、水さえ発見できなかったのだ。

			　そんな中、レンギル船長の部下が泡をくった様子で船長を呼びに来た。

			「せ、船長！　船影です！」

			「方角は？」

			「北！　シードラン方面からです！　かなりの大型艦なので、シードラン海軍の所属ではないかと思われます！」

			「そうですか……。出港準備を急がせなさい！　相手の出方が分からない以上、警戒は怠らないように！」

			「はっ！」

			　船員が慌ただしく去った後、船長が厳しい顔でフランに向き直る。

			「フランさんも、警戒をお願いします」

			　どうやら、これで助かったとは考えていないらしい。

			　シードラン海国の出方も分からないからな。

			　重税を課す政府の海軍ともなれば、何を言って来るかもわからない。確かに警戒は必要だろう。

			「ん」

			「くれぐれも。くれぐれもこちらから攻撃を仕かけるようなことはしないでくださいね？」

			「わかってる」

			「ならいいんですが」

			　短い付き合いでも、フランの好戦的な性格は理解できたらしい。

			　だが、さすがのフランだって国の軍隊相手に喧嘩ふっかけるような真似はしないさ。

			　いや、しないよな？

			「ん？」

			『なんでもない。とりあえず、防御優先で攻撃はしないでおこうな』

			「ん！　まかせておいて」

			『ウルシも分かってるな』

			「オン！」

			　その元気過ぎる返事が、妙に不安なんだが……。

			　いざとなったら俺が体を張って二人を止めよう。

			　そんなことを考えているうちに軍艦が島まで近づいてきた。

			　掲げる紋章は七つ首の海竜。シードランの所属で間違いないらしい。

			「さて、どんな相手ですかね」

			


			　海軍の船が現れてから二〇分後。

			「ですから、我らは海賊の一味などではないと言っているでしょう！」

			「言い逃れをするな！　海賊の寄港地を利用しておいて、海賊ではないだと？」

			「そうです。海賊を捕らえて、この場所を聞き出しただけです」

			「ふん、仲間を売って自分たちだけ助かろうとは、見苦しいな」

			　レンギル船長と軍艦の責任者が、同じような言い合いをずっとしている。

			　軍艦の責任者の男──ドワイトと名乗った小太りの、オークにちょっと似た艦長は、はなからこちらの言い分を聞く気が無いように見える。

			　最初はこちらを海賊だと思い込んでいるのかと思ったが、どうやら違うようだ。

			　明らかに意図的に、こちらを海賊にしたがっている。

			　レンギル船長が捕らえた海賊たちを引き渡しても、セリドが自分たちはフィリアース王国の要人だと上から目線で明かしても、その態度は変わらなかった。

			　不気味な薄気味悪い笑いを浮かべながら、レンギル船長の言い分を完全に無視する。

			　相手の出方が分からないので、王子たちがいるとは明かさないが、セリドは自身が貴族位であると説明はしているのだ。なのにドワイトは強硬な姿勢を崩そうとはしない。

			　レンギル船長は言外に賄賂を渡すと言ったんだが、それも無視だ。

			「海賊の言い訳など聞く耳もたん！　よしんば、貴様らがフィリアースの人間だった場合でも、領海侵犯である！」

			「な……！　我が船は、シードランへの渡航許可証があります！」

			「どうせ偽造だろう！」

			　やはり海賊扱いにして、拿だ捕ほしたがっているようだ。

			　だが、少々強引過ぎる気もする。いくらなんでも、貴族の乗っている船を不当に拿捕して金品を収奪してしまえば、後々様々な禍根を残す。

			　貴族だという話を嘘だと思い込んでいる？

			　それとも、貴族だろうが口封じしてしまえば良いと思っているんだろうか？　しかしそれはかなりの博打だ。地球では死人に口なしという言葉があったが、死霊魔術があるこの世界ではその言葉も怪しいものだ。フィリアース側が戻ってこない貴族を不審に思い、死霊を呼び出して真実を聞き出したら？　国際問題待ったなし。下手したら戦争だ。

			　それらが分からない程の馬鹿だという可能性もあるが……。

			　背後にどのような思惑があるのか分からない以上、できればここからさっさとおさらばして、シードランには近寄らない方向で話を進めたかった。

			　俺にとってはフランの身の安全が最も大事である。なので、ドワイトをここで切り捨てて、混乱の内に軍艦を攻撃したらどうかとも考えた。提督と言う割にはかなり弱く、戦闘も低レベルの剣術と風魔術を使えるだけだ。簡単に殺せるだろう。

			　国際問題？　知った事か！

			　そう思ったんだけど──無理でした。

			「動くな」

			「っ！」

			　ドワイトの隣にいた戦士風の男が原因だ。今はフランの真後ろにおり、背中に剣を突き付けていた。

			『なっ！　こいつ、何時の間に……？』　

			　くすんだ色の外套に、軽さを重視したカンフー服に似た黒い戦闘服という、一見するとごく普通の冒険者の格好をした男である。ドワイトの周囲を固める他の護衛戦士との違いは、槍ではなく剣を装備していることぐらいか。あと、赤銅色の肌をした戦士たちと違って、黄色人種に近い肌の色と顔立ちだ。

			　伸ばし放題の灰褐色の髪を適当に後ろ一つで括り、顔には無精髭に、眠そうな目。頬はこけたようにも見え、正直強そうには見えない。だが、それは外見だけであった。

			　俺たちは剣聖術のレベルをアップさせたことで、より他者の実力を感じることができるようになったが、この男からは特に危険な雰囲気を感じ取っていた。そのうだつの上がらない下級冒険者のような外見とは裏腹に、相当な実力者だろう。

			　強大な魔獣たちとの戦いを経験し、そこらの人間にそうそう負けはしないだろうと高をくくっていた。知らぬ間に驕りが出ていたんだろう。だが、完全に目が覚めた。頭から冷水をぶっかけられた気分だ。

			『フラン、絶対に手を出すなよ』

			（ん）

			　身に着けている装備も一見すると量産品のようだが、全てからかなり強い魔力が感じられた。魔獣の素材から作られた、魔力品なのだ。

			


			　　名称：ヴァルーザ　年齢：41歳

			　　種族：人間

			　　職業：閃剣士

			　　Lv：45／99

			　　生命：３０９　魔力：１３５　腕力：２１７　敏捷：２５１

			　　スキル：回避８、弓技２、弓術４、気配察知７、剣技10、剣術10、剣聖技２、剣聖術４、柔軟６、瞬発７、水泳６、水上歩行５、船上戦闘７、投擲５、登とう攀はん５、毒耐性４、反応速度上昇５、麻痺耐性５、気力操作、痛覚鈍化、反射神経

			　　固有スキル：閃剣

			　　称号：戦士長、殺人者

			　　装備：水魔鋼の長剣、海竜革の軍服、海竜革の戦靴、魔鯨の外套、水中呼吸の首輪、鷹の目の指輪

			


			　やはり相当な実力者だった。剣聖術まで持っている。

			　単純な破壊力であれば俺たちが勝っているだろう。しかし、経験の差では圧倒的に負けている。それゆえに、今の状況に追い込まれているのだ。油断した挙句、虚を突かれ、背後を取られてしまった。

			　魔獣とは違う、人としての強さだ。研鑽と、鍛錬と、経験を積み上げた結果、手に入れた強さだった。

			　さっきフランの背後を取ったのも、特殊な歩法やスキルのおかげではないだろう。ひたすらに練習することで普段の動きの無駄をなくし、力を瞬間瞬間に込めることで可能にした、予備動作を極限まで減らした動きだ。あの動きが男にとって当たり前であるがゆえに、緊張も不自然さもなく、俺たちは異変を感じて察知するのが遅れてしまったのだ。

			（……すごい）

			『フラン？』

			（全然反応できなかった。すごい）

			　フランは悔しがるどころか、男の動きに感心していた。凄いものは素直に凄いと感じたんだろう。

			　確かに、今の俺たちには絶対真似できない動きだしな。

			　それでも、俺の存在が知られていないこの状態なら抵抗しようと思えばできるだろう。

			　だが、これだけ経験の差を見せ付けられた上、相手には船上戦闘というスキルまである。しかもミドガルズオルムとの戦いで消耗したフランでは、勝てるとは言い切れなかった。

			　しかも、こいつに勝つためには全力で戦う必要がある。うん、確実に船は沈むだろうな。でも、手加減をして手こずれば、こちらは確実に海賊認定されてしまい、他の兵士によって王子たちは殺されてしまうかもしれない。

			　結局ここは大人しくするしかなさそうだった。

			　まあ、フランに危険があれば他のことなど捨て置いて暴れるつもりではあるが。

			「何があったのです？」

			「ああ、フルト殿下」

			　上の騒ぎを聞きつけたのだろう。

			　フルト王子がサルートを引き連れて上がって来てしまった。

			　厄介なことにならなければいいんだが。

			「実はシードランの軍艦と接触したのですが……」

			「おい！　何を話している！」

			　レンギル船長から事態の説明を受けるフルト王子を見たドワイトが、居丈高に怒鳴りつける。

			　それを聞いたサルートが、怒りの表情で言い返した。

			「貴様、その態度は何だ！　この方はフィリアース王国の王子、フルト殿下であらせられるぞ！」

			「ほう……王族が、国旗も掲げない船に乗っているというのか？」

			「航海中は目立たぬためにそうして欲しいと、雇い主である殿下から言われていたのです」

			「信じがたいが……。その子供がフィリアースの王族であると言うのなら、証拠でも見せてみるがいい」

			「これを見ろ！」

			　サルートが取り出したのは、小さな金属のカードだ。

			　どうもフィリアース王国の発行する特別な身分証であるらしい。

			　だが、ドワイトは気のない表情でそのカードを一瞥すると、馬鹿にするように鼻を鳴らす。

			「確かに本物に見えなくもないが……」

			「本物だ！」

			　この期に及んで疑うような口ぶりのドワイトに対して、気色ばむサルート。

			　俺はドワイトの目的が知りたくて虚言の理を使ってみたが、やはりドワイトはこの身分証が本物であると理解しているようだ。それでもこれだけ疑う演技をするという事は、明らかにこちらを挑発してるよな。

			　王子たちが出てきてしまったので、セリドは逆に王子の身分を利用しようと考えたらしい。

			「おい！　この船は我がフィリアースの王族が乗っているのだぞ！　これは外交問題である！」

			　偉そうにそう言い放った。

			　だが、ドワイトの態度は変わらない。

			「それはこちらの台詞だ。よしんばその言葉が本当だった場合、こちらは王族が来るなどという報告は受けていない。王族が許可も得ずに勝手に我が国の近海に立ち入ったとなれば、それは領海侵犯である」

			「ですから、渡航許可証はあると言ったでしょう！」

			「我が国とフィリアースは現在国交が一時停止状態だ。この船の渡航許可証があったとしても、それだけでそんな国の王族の渡航が許可されるか！」

			「い、一時停止？　確かに、新たな貿易比率などで交渉が難航しているが……」

			　セリドが呻く。どうやら王が代替わりしたことにより、両国の関係に微妙な変化があったらしい。今の王が本当に暗愚だとすれば、貿易などでも他国に色々と無理難題を吹っ掛けているのだろう。その王との交渉が終わっていない状態ならば、相当無理やりな論理ではあるが確かに国交が正常とは言えないかもしれない。

			「で、ですが、今回は緊急避難に当たるはずでしょう？」

			　海という場所は何が起きるか分からない。多くの船乗りにとって、突然の事故によって航海続行が困難となるという事態は他人事ではなかった。たとえ敵国の漁船であっても、捕えたり沈めたりせず助けの手を差し伸べるというのは暗黙の了解であるらしい。国民の多くが船乗りであるシードラン海国の人間が、その常識を知らない訳がなかった。

			「図々しいな」

			「私どもも、何もただで助けていただこうとは考えておりません。ルシール商会として、きっちりお礼はさせていただきますよ？　もちろん色は付けさせていただきますし、艦長殿にも十分謝礼はさせていただきますので」

			「ほう？」

			　レンギル船長の言葉にドワイトの目がきらりと光る。

			　これは上手くいったか？　だが、ドワイトの言葉は予想外のものだった。

			「今のは明らかな買収だな？」

			「は？」

			「栄えあるシードラン海国の提督に向かって、よもや賄賂をチラつかせるとは……。これは重大な犯罪である！」

			「お、おまちください！　今のは単に、お礼をさせていただくと申し上げただけです！」

			　レンギル船長はそう言うしかない。まあ、完全に賄賂を渡すから見逃してほしいという意味だったとは思うが、明確には言ってないしね？

			　それでも、ドワイトはニヤニヤとした表情で、部下に命令する。

			「こいつらを捕らえろ！　抵抗するなら斬って構わん！　たとえ、相手が何者であろうともな」

			　シードランの兵隊たちが一斉に剣を抜き、こちらの船の乗り込んで来た。

			　そして、腕を捕まれたフィリアースの兵士が振りほどこうとすると、ヴァルーザがその兵士をいきなり斬り捨てたのだった。

			　あまりにも速過ぎて、フラン以外には見えていなかっただろう。

			　それ程速く、そして躊躇のない一振りだった。この男は誰を切るのにも躊躇いが無いだろう。例え、フィリアースの王族と名乗った少年少女であっても。

			　ヴァルーザの圧倒的な強さと、先程までのうだつの上がらない地味な表情からは想像もできない冷徹な目に恐怖を感じたのか、誰もが口をつぐんでその場に立ち尽くしてしまう。その威圧感の中でも動けるのはフランと、フルト王子だけであった。

			　王族ゆえのプライドか、豪胆な血筋なのか。フルト王子は一人ヴァルーザに食ってかかってしまったのだ。

			「何をする！」

			「抵抗すれば斬ると言ったはずだ」

			「だ、だからといって、いきなり剣を振ることはないだろう！」

			「それで？」

			「お前は──」

			　王子がさらに何かを言おうとするのを見て、ヴァルーザは冷めた目で再び剣の柄に手をかけた。

			　まずい、止めなくては。

			　だが、フランが間に入る前に、レンギル船長の叫び声が甲板に響いていた。

			「わかりました！　そちらに従います！　身柄を預けますので、これ以上はお許しください！」

			　王子が斬られると理解したのだろう。

			　レンギル船長が両手を上げて、ドワイトに対して降伏を申し入れた。

			「最初からそうしておれば、無駄に人が死なずに済んだのにな？　まあいい。港につくまで大人しくしていろよ？」

			「いいですか皆さん。絶対に逆らわないように。フランさんも」

			「ん」

			「セリド殿もよろしいですね？」

			「くそ！　分かっておる！」

			「良い心がけだ。だが、そちらの騎士は納得していないようだが？」

			「サルート殿！　ここは堪えてください」

			「……」

			　サルートも逆らうつもりはなかったのだろう。だが、王子が兵士に連れて行かれそうになり、思わず剣の柄に手がかかってしまったようだ。

			「サルート、ここで争って血が流れることは本意ではない。ここは大人しく捕まろう」

			「はっ……。分かりました」

			　フルト王子の命令だからか、やけにあっさりと従ったな。

			「子供も多く乗っている。彼らに乱暴しないでほしい」

			「まあ、大人しく捕らえられるのであれば、考えてやらんでもない」

			　縄や手錠の類はかけられないようなので、いきなり奴隷にされるような事態にはならないだろう。当然、最悪の事態を想定して警戒だけはするけどね。とりあえずここは従っておこう。

			　その後、レンギル船長らとともに、フランは軍艦の中へと連れて行かれた。

			　船員たちや王子様たちを含めた全員で、一つの大部屋に押し込まれる。普通は反乱を警戒して、もっと小分けにして閉じ込めると思うんだが……。

			　だが、ドワイトがなぜ全員を一緒にまとめたのか分かった。部屋の入り口などをシードランの兵士が固めているのだが、その中にヴァルーザがいたのだ。

			　多少の抵抗ならあっさりと鎮圧できるということなんだろう。

			　それに、これだけ囲まれていては脱走や反乱の計画も立てられない。むしろフランたちを安全に閉じ込めておける方法だった。

			　俺はこっそりとヴァルーザを観察する。すると、ヴァルーザもフランを見ていた。

			　向こうも、フランが実力者であると分かっているのだ。

			　感情の読めない表情で、フランをジッと見つめている。まあ、警戒されるよな。

			　目を付けられても厄介だ。フランはできるだけ大人しく、静かにさせよう。

			　ヴァルーザには殺人者なんていう物騒な称号もあるしな。

			


			　二時間後。

			　軍艦の中がにわかに騒がしくなってきた。

			　どうやらシードラン海国に到着したらしい。

			「こちらへ来い」

			　部屋にいたフランたちは、ヴァルーザに先導されて軍艦の甲板に移動させられる。

			　そこから見えるのは、巨大な港であった。

			　灰色の武骨な石で組み上げられた、無駄な装飾を極限まで削ぎ落した質実剛健の造りをしている。

			　停泊しているのは、大きな軍艦ばかりだ。

			　どうやら軍港であるらしい。

			　そこにやってきたのがドワイトである。

			「これからフィリアースの人間だけに話を聞かせてもらう」

			「分かりました」

			　相変わらずニヤニヤと薄気味悪い笑みを浮かべているな。

			「どこに連れて行かれるのだ？」

			　サルートが護衛としての責任感からか、緊張した面持ちでドワイトに尋ねる。

			　このまま牢獄にでも連れて行かれては最悪だからな。

			「身分証の確認が取れるまでは、一応貴族として扱えと言われている」

			　王子たちは貴族用の取調室に連れて行くと説明された。

			　貴賓扱いとはならないようだが、少なくともいきなり投獄とはならないだろう。

			　心細くはあるが、これで王子さまたちが交渉に成功してくれれば、フランや船員たちも解放されるはずであった。

			　甲板には船員やフィリアースの兵士、そして子供だけが残されている。

			　この後どうなるかと思っていたら、兵士たちがこちらへ来いと命令して来た。

			　シードランに良い印象を持っていないせいか、兵士まで傲慢に見えるな。いや、実際に命令口調で、態度も悪かった。

			　そんな兵士に先導されて、皆でゾロゾロと移動する。

			　どこか控室にでも連れて行かれるのだろうか？　そんな事を考えていたら、兵士は港脇にある建物に入っていった。

			　石造りの重厚な建物だ。

			　多分、兵士の詰め所だろう。そこまで大きくはなさそうだが、ここにフランたちを収容するのか？　そんなに部屋数も多くはなさそうだが。

			　だが、俺の考えが甘かった。

			　ここは常識では測れない腐敗国家だったのだ。もっと考えるべきだった。

			　兵士はフランたちを地下へと連れて行く。確かにたくさんの部屋はあった。鉄格子で仕切られた薄汚れた牢獄が。

			「ここに入れ」

			「な、何だここは！」

			「牢屋じゃないか！　俺たちは犯罪者じゃないぞ！」

			　当然、船員たちが抗議をする。だが、兵士たちの態度は取り付く島もなかった。

			「うるさい！　貴様ら逆らうのか？」

			「逆らった場合、斬って良いと許可が出ている。それ以上騒ぐようなら、命はないと思え」

			「殺されたいか？」

			「くそぅ」

			　先程、仲間が殺された場面を見ている。その船員にも向こうの言葉が本気であると分かっているのだろう。四方から槍を突き付けられ、それ以上逆らうことができなかった。

			「ふん、最初から大人しくしておけ馬鹿どもが！」

			「次はないと思え！」

			「がっ！　がはっ！」

			　船員が思い切り殴られ、倒れたところにもう一人の兵士が蹴りを入れる。それを見て他の船員たちの敵意が急速に消えた。向こうがこちらをどう扱うつもりなのか、理解したのだ。

			「武器を出せ」

			　当然のことながら、武装解除させられる。

			　やばい、完全に俺は目立っているだろう。何せ、見ただけで凄い剣だって分かるしね！

			　今更姿を隠すことはできない。

			『フラン、逃げよう。今なら転移で逃げられる』

			（ダメ）

			『だが、このままだと牢屋に……！』

			（でも、フルトとサティアたちを見捨てて、自分だけ逃げられない）

			『でもだな……』

			（とにかく、ダメ）

			　フランの覚悟を覆すのは難しそうだった。

			　それに、ここで空間跳躍して逃げても、島国であるシードランから逃げる方法がない。

			　途中で受けた説明から考えると、シードラン海国の本島は、かなり狭い島だと思われた。その限られた範囲の中でずっと逃げ回るのも難しいだろう。

			　牢屋をじっくりと観察するが、特に魔術的な細工はない。これなら脱出しようと思えばいつでも逃げられるか……。

			　仕方ない、一度フランと離れ離れになってしまうが、大人しく兵士に回収されておこう。

			『フラン、無茶するなよ？』

			（へいき）

			『ウルシはフランのそばにいろ』

			（オン！）

			　ウルシはすでに影の中に隠れているが、そのままフランを守るように指示した。

			『あと、できるだけ魔術は使うな。単なる剣士と思わせておけ』

			　フランに注意事項を伝えていたら、兵士がフランの前に立ちはだかった。

			「おい、その剣を渡せ」

			　偉そうにしやがって。だが、後ろではヴァルーザが見ている。この男はどんな時でもフランが視界に入るように位置取りをしていた。かなり警戒されているな。

			「ん」

			　フランが素直に俺を手渡す。

			「ほう。良い剣じゃないか……ヴァルーザ様、見てください」

			「ああ」

			　ヴァルーザの野郎も感情を読ませない冷徹な瞳で、俺の事をじっくりと見ているな。なんか生きた心地がしないんだけど。

			　だがさすがの腕利きでも、俺の事を見抜くことはできなかったらしい。

			　結局、他の剣などと一緒に保管庫にぶち込まれることとなった。

			　良かった。魔道具の力を封じるような事をされたら、その場で逃げ出すしかなかったからな。これで、色々とこっそり動ける。

			　兵士たちが後で俺をちょろまかす算段を話し合っていたので、それまでにはフランの所に戻りたいところだな。

		

	
		
			第三章　脱獄と出会い

			　


			　保管庫に放置されてから五分。

			　スキルで周辺に誰の気配も無くなったことを確認した俺は、静かに行動を開始した。

			『フラン、聞こえるか？』

			（ん。聞こえる）

			　幸い牢獄からそれ程離れていないため、フランの装備者登録は解除されていない。そのおかげでフランとのスキル共有は有効なままだし、離れた場所からフランの居場所を感じることができた。

			　ピンポイントで念話を届けることも可能だ。

			　集中すれば、空間跳躍でフランの元に戻ることも可能だろう。

			『どうだ？　異変はないか？』

			（ん。こっちは平気）

			『そうか……。俺はもう少し暗くなってから戻る。あと一時間もしないで完全に日が落ちるだろうし』

			（わかった）

			『その前に、俺はちょっとこの建物を調べてみるよ』

			（気を付けて）

			『おう。そっちもな』

			（ん）

			　という事で、俺は保管庫の扉に付けられたのぞき窓からこっそりと抜け出した。

			　静かに慎重にひっそりと行動せねば。勝手に動くところを目撃されるわけにはいかないからな。

			『この角の向こうが牢獄だな』

			　こっそりと角からフランたちの捕らえられている牢獄をうかがうと、船員たちは六つの牢獄に分けて囚われているようだ。その鉄格子の前を、一人の兵士が巡回しているのが見える。鑑定してみると、かなり弱かった。下っ端なのかもしれない。

			　最も警戒すべき相手、ヴァルーザはいなかった。

			　あれならフランが危険に陥ることもないだろう。あの兵士が何かしようとしても、フランに触れる事さえできないからな。

			　でも、ああいう奴に限って悪知恵は働くのだ。他の捕虜たちを人質にして、フランに言う事を聞かせようとするかもしれん。

			「へっへっへ。少々幼いが、美少女じゃねーか。おい、そこの獣人の小娘、こっちこい」

			「いや」

			「何？　逆らうのか？　こいつらを殺されたくなければこっちに来い！」

			「む」

			「くっくっく。どうした？　何なら、そこでストリップしてくれてもいいんだぜ？」

			「わかった……」

			「ひゃひゃ、良い脱ぎっぷりだね～！」

			「くっ……ころせ」

			　なんてことになるかもしれん。

			　けしからん！　非常にけしからんよ！

			　そんな奴は色々とねじ切って地獄の苦しみを与えた後に、この世のありとあらゆる苦痛を与えてやる！　殺す程度じゃ済まさん！

			　まあ、あの程度の兵士だったら、気づかない間にフランに意識を刈り取られて終わりだけどね。

			　で、交代に来た同僚に見つかって、後はうやむやだ。

			　まさか牢の中にいる人間に攻撃されたとは思わんだろうしね。

			『さてと、馬鹿な妄想はここまでにして、まずは表以外に入り口があるかを調べるか』

			　裏口でもあれば、脱出する時に利用できる。

			　そう思いながら、俺はスニークミッションを開始した。

			　兵士たちにやる気がないのか、人手が足りていないのか、牢屋の前以外に巡回なんぞいなかったので動きたい放題だったが。

			　詰め所の構造はある程度把握した。やはり裏口もあるな。

			　兵士は十人にも満たないし、実力も大したことはない。

			　ヴァルーザが戻ってこなければ簡単に制圧できるだろう。

			　偵察を終えた俺は一旦保管庫に戻ることにした。

			　そのまま夜を待ち、再びフランに連絡を取る。

			『フラン、そっちの様子はどうだ？』

			（皆落ち着いてきた）

			『そうか』

			（メイドさんがフナムシを見て驚いただけ）

			　おおう。それはご愁傷様ですメイドさん。

			　にしても、フナムシか。足も多いしカサカサ動くし、意外とキモイんだよね。こう、見てるだけでゾワッとする気持ち悪さがある。

			『フランは大丈夫だったか？　フナムシ、怖くないか？』

			（怖い？　なんで？）

			　そう言えばフランは、そっち系大丈夫ガールだった。

			　見るどころか、食べるのもいけるからね。フナムシ程度、全く気にならないらしい。

			『まあ、大丈夫ならいいんだ。それよりも朗報だ。軽くこの建物を見て回ったが、逃げようと思えば簡単に逃げられそうだぞ』

			（それは良い情報）

			『ああ。とりあえず、今から戻る』

			　そして俺は、フランの元に帰還するために行動を開始した。

			『小さくなって行くか』

			　形態変形スキルを使って限界まで自らを小型化させ、他の人間に見られないように気配も消す。

			　すでに周囲は闇に包まれ、今の俺を発見できる奴はそうそういないだろうし、よしんば見つかったとしても今なら虫か何かにしか思われないだろう。それこそフナムシに思われるかもな。

			　牢の前まではあっさりと到達する。

			『さてと、あとはフランの所に戻るだけなんだが……』

			　ミドガルズオルムとの戦いでフランが剣を操る姿を皆は見ているので、俺が戻って来てもその力のおかげだと言い訳できるかもしれない。ただ、どこで情報が洩れるかもわからないし、できればこっそりと戻りたいところだ。

			　俺は天井スレスレの辺りを飛び、牢の格子をすり抜ける。

			　そして、一気に急降下してフランの手の中へと戻った。

			　よしよし、誰にも気づかれてはいないようだな。

			（おかえり）

			『おう。ただ、もうそんなに長く小さくなってられん』

			（どうする？）

			『ウルシの影の中に入っておこう。頼む』

			（オン！）

			　ウルシは、装備品や咥えている物も一緒に影の中に持ち込むことができる。

			　他の人から死角になるような位置で影から顔だけを出したウルシに咥えられて、俺は一緒に影の中に入った。

			『あ、あんまり強く噛むなって』

			（ホン）

			『ちょ、涎が！』

			　我慢だ。我慢するんだ俺！

			　涎まみれになるのを我慢しつつ、ウルシの影に一緒に入り込む。

			『ほほー。これは面白いな』

			　不思議な感覚だった。

			　イメージ的には、真っ暗な海中？　そんな感じだ。

			　多分、ウルシの魔力で作った疑似的な異空間なんだろう。広さは、ウルシの体の表面から三〇センチくらいだ。その中であれば、動くこともできる。

			　早速、元の姿に戻った俺は、フランに念話を飛ばしてみた。

			『フラン、聞こえるか？』

			「──」

			　ダメだ、フランに念話が通じない。

			　影の中は現実と隔絶されているようだった。

			　だが、そこは出入り自由なウルシだ。時には影の中から攻撃もするわけで、現実空間と繋げることもお手の物であるらしい。

			「オン！」

			　ウルシが一鳴きすると、小さなブラックホールのような物が俺の目の前に現れた。そこから外の景色がうっすらと見えるし、声も聞こえるようになった。それでいて向こうからはこちらが見えないらしい。

			　魔力感知などを持っていない限り、絶対に発見できないだろう。

			　これは便利だ。そして卑怯だな。

			『フラン？』

			（師匠？）

			　やはりこの状態なら念話も通じるか。

			『ウルシ、グッジョブ』

			「オン！」

			『影の中からでも念話が通じるかの実験だ』

			（だいじょぶ。通じる）

			『ああ、このまま少し様子を見よう』

			（ん）

			　そんな話をしていたら、地下に誰かが下りてくる気配があった。

			　そして、牢獄の前に立ち止まる。

			　ドワイトだ。後ろには部下らしき兵士もいる。

			　交渉に進展があったのかとも思ったが、どうも違うらしい。

			「サルートという騎士の部下は出ろ」

			「どういうことですか？」

			「交渉がまとまったんじゃないのか？」

			　レンギル船長や船員たちは、解放されると期待していたんだろう。それが、期待と違う展開なので思わず疑問の声を上げてしまったらしい。

			「おい、連れて行け」

			「はい。こっちに来い」

			　ドワイトが部下に命じて、サルートの部下を連行させる。だが、自分だけはその場に残り、こちらに向き直った。

			　その顔は嫌らしく歪んでいる。

			　何というか、虐められっ子を前にした虐めっ子の表情を何倍も醜くしたような表情と言えば良いだろうか。とにかく、碌なことを考えていないことは確かだ。

			「交渉がまとまったかどうか、だったな？」

			「あ、ああ。解放されるんじゃないのか？」

			「確かに交渉はまとまりそうだぞ？　フィリアースの王族と貴族は解放だ」

			「わ、我々は？」

			「奴らを解放する代わりに、貴様らはここで奴隷落ちだ」

			「ど、どういうことだ？」

			「くっくっく。王子も王女も、他の奴らはどうなっても良いから、自分たちは解放しろとうるさくてなぁ」

			　ドワイトがそう言って邪悪な笑みを浮かべた。

			　船員たちは主に売られたと聞かされ、絶望の表情を浮かべている。

			　うーん。どうも違和感があるな。どう考えても、あの王子様たちがそんなことを言うとは思えない。

			「お前らを奴隷にしてこちらでこき使う代わりに、フィリアースの貴族共は解放することになった。貴様らは奴らに売られたんだよ！」

			「そ、そんなぁ！」

			「良かったな。貴様らは明日にはめでたく奴隷だ！　ぎゃはははは！」

			　嘆く船員に対して、下品な笑いを投げかけているドワイトに虚言の理を使ってみる。すると、王子様がフランたちを売ったというのは完全に嘘だった。

			　ただ、ここで嘘だと指摘することはできない。

			　俺たちが嘘を判別できるとばれてしまうからな。

			　それに、明日には奴隷にするという部分は本当だった。そこまで本当の事なのに、わざわざ嘘をつく理由がわからんな。いや、こいつは真性のクズっぽいし、単にフランたちが絶望する顔を見たいだけかもしれんが。

			『フラン、理由は分からんが、ドワイトは嘘をついてる』

			（王子は私たちを売ってない？）

			『ああ、ただ。奴隷に落とすつもりなのは本当だ』

			　とっとと逃げる算段を考えないとな。

			　牢屋から脱出するだけなら簡単だが、その後どうやってこの国を脱出するかだ。

			　船員もいるから、船を奪えば動かすことはできるかもしれん。だが、逃げ切れるかどうかは分からない。追いつかれて砲撃戦にでもなれば、確実に沈められるしな。

			「残った時間を嘆いて過ごすがいい！　くはははは！」

			　ドワイトはそのまま高笑いをしながら去っていった。

			　残されたのは、絶望に打ちひしがれる船員たちと、フィリアースの兵士たちだ。

			「お、俺たちは見捨てられたのか」

			「ううぅ」

			　そんな彼らに声をかけたのはフランであった。

			「フルトとサティアが皆を見捨てるとは思えない」

			「で、でも……」

			「あいつはきっと嘘をついてる」

			「な、なんでそんなことが分かるんだよ」

			「そ、そりゃあ、フルト殿下とサティア殿下はお優しい方々だ」

			「でも、自分たちが助かるためだったら、いくらでも見捨てるに決まってる！」

			　彼らは口ではそう言いつつも、その眼にはどこかすがるような色があった。

			　本当はフランの言葉を信じたいのだろうが、一度希望を抱いてから再び絶望に叩き落とされることを怖れているのだ。

			「冒険者の勘」

			『フラン、もっと言い方があるんじゃないか？』

			　嘘をついている人間特有の気配がしたとかなんとか。さすがに勘だけで信じないだろ。

			「……そうか」

			「なるほど……」

			　おいおい、信じてるんだけど。驚いたが、フランがかなり強い冒険者であることは全員が知っている。何せ、あのミドガルズオルムを一人で撃退したのだ。その冒険者の勘を、気のせいだと笑い飛ばせるものはこの中にいなかった。

			　高位の冒険者というのはそれだけ人間離れしているというのが、この世界の常識なのだ。

			　それに海の男たちにとっても、勘というあやふやな物が時に何よりも重要であるという事を、経験則として理解できている。

			　そんな中、レンギル船長が皆を安心させるように、頷いた。

			「私はフランさんを信じます」

			　すると、全員が船長に続いて信じると言い始めたではないか。

			「そ、そうだよな。あの殿下が、俺たちを見捨てるわけがないよな」

			「そうそう」

			「ああ、あんな野郎の言葉、嘘に決まってるよ」

			　よしよし、何とか落ち着いたようだ。レンギル船長もホッとしたように頷いている。

			　下手に騒いで見張りを強化されたりしたら、逃げ出しづらくなるからな。

			　見張りの兵士もいるし、結局それ以上の相談はできず、フランたちはじっと待つしかなかった。

			　ただ、ある程度の作戦は考えている。

			　まず、俺が抜け出し、手ごろなサイズの無人の船を次元収納で頂いて来ておく。

			　そして、脱出後に皆でその船に乗って逃げる訳だ。

			　まあ、問題は山積みだけどね。

			　まず、都合よく船はあるか。あったとしても、俺にはその船が何人で動かして、足が速いか遅いかが分からない。鈍足の船じゃ、すぐに追いつかれるだろう。

			　それに船が一隻消えるのだ、すぐに騒ぎが起きるはずだ。

			　できるだけ軍艦は狙わないつもりだが、小さな漁船じゃ話にならない。ある程度大きい船となれば気づかれるのも早いだろうし、騒ぎも大きくなる。

			　また、王子様たちをどうするかも問題だ。

			　自力で交渉しているだろうし、さすがに奴隷にはされないと思うが……。

			　フランたちが逃げ出すことで、立場が悪くなることは考えられる。それに彼らを置いて逃げることを、フランを含めた皆が納得するとも思えない。

			　そうなると王子様たちを探しに行かなくちゃならないんだが、あまりにも離れ過ぎるとフランとの装備者登録が外れてしまう。それだけは、何があっても絶対にするつもりはない。そこだけは譲れないのだ。

			　さっき回収された時も、もし遠くまで運ばれるようだったらスキルを使ってこっそり逃げ出すつもりだった。

			　そして、何らかの方法で王子様たちを発見したとして、どうやって連れてくる？　スキルで生み出した分体じゃ胡散臭過ぎるし、俺がインテリジェンス・ウェポンだということをばらすつもりもない。

			　皆を連れての脱出前にフランだけ抜け出して迎えに行くとしても、王子様たちがそれを了承するとも限らない。自分たちが逃げ出したら、下手すれば国際問題だからね。

			　という事で、皆で逃げ出すには様々な問題があるのだった。

			　逃げ出すための作戦を皆にこっそり伝えるのは念話を使えば良い。だが、いきなり念話で話しかけられて、全く何の反応も見せないというのは無理がある。色々と相談するうちに、看守に訝しく思われる恐れもあった。

			　結局、何をするにも夜を待たなくてはいけなかった。

			　今はじっと待つことしかできないのだ。

			


			　夜半。

			　牢屋内の空気が悪くなってきたな。

			　食事も与えられぬまま、狭い牢に押し込まれ、救われる確証もない。

			　皆の焦燥は増していくばかりであった。

			　誰もがイライラとし始めているのが分かる。

			　まだ怒鳴り合ったり、喧嘩を始めるような者たちはいないが、いつ爆発してもおかしくはなかった。

			　すでに談笑などしなくなって久しい。

			　そんな、まるでお通夜みたいな雰囲気の中、何やら階段を下りてくる足音が聞こえた。

			「あ？　もう交代か？」

			　見張りの兵士は交代役が来たと思ったようだ。

			　だが、俺は違和感を覚える

			　下りてくる人間の足音が妙に速い。まるで走ってるかのようだ。

			　いや、実際に誰かが階段を駆け下りて来た。

			　現れたのは、黒い外套で頭から足までをスッポリと覆った、長身の人物であった。顔は見えず、怪しさ満載だな。

			　しかも、そのまま見張りの兵士に殴りかかったではないか。

			「がっ……！」

			　頭を強打された兵士は、叫び声を上げる間もなく昏倒した。

			「ええ？」

			「なっ？」

			　牢の中にいる者たちも、驚きのあまり声を上げる。

			　冷静なのはフランくらいだろう。

			　だが、彼らの気持ちも分かる。

			　目の前で起こったいきなりの凶行。しかもその行動の主が、女性だったのだ。

			　外套を着こんでいるせいで見え辛いが、体の凹凸はある程度分かる。確実に女性であった。

			　身長は一七〇センチ強。一八〇はいってない。外套の隙間からのぞく肌は、この国の国民らしく赤銅色だ。髪の色は見えないな。

			　何者だ？　味方？　いや、まだそうとも言い切れない。何が目的かもわからないからな。

			　敵の敵であることは確かなようだが……。

			　それと、兵士の意識を一撃で刈り取ったその腕前も中々だ。

			


			　　名称：ミリアム・シードラン　年齢：20歳

			　　種族：人間

			　　職業：矛闘士

			　　Lv：28／99

			　　命：１７７　魔力：１１１　腕力：１２３　敏捷：１５３

			　　スキル：強者察知５、呼吸３、指揮３、蹴脚術３、水泳７、水上歩行２、船上戦闘４、釣り２、毒耐性４、平衡感覚５、矛技５、矛術８、気力操作

			　　称号：王女

			　　装備：一角鮫の矛、海竜革の鎧、青鯨革のサンダル、隠密の外套、水耐性の指輪、腕力増強の腕輪

			


			　咄嗟に鑑定してしまったが、まあまあの腕だな。ランクＤ冒険者と同程度の実力はあると思う。

			　ただ、それ以外に見過ごせない部分が多過ぎる。

			　王女の称号だと？　名前にもシードランと入っているし、間違いないだろう。

			　だが、だとするとこんな事をする理由が分からない。自国の兵士を殴り倒す理由は何だ？

			　邪魔だったとしても、普通に命令すりゃあいいと思うんだが……。

			（師匠、味方？）

			『分からん。この国の王女だっていうのは確かだと思うが……』

			　色々と考えているうちに女性が牢に近寄って来た。

			　そして、最も年かさの船員に話しかける。

			「お前らは、フィリアースの王族の関係者たちだな？」

			「あ、ああ。そうだが」

			「そうか。私はお前たちを救い出しに来た」

			「え？」

			「牢を開けてやるから、ついてこい」

			　それは突然の申し出だった。皆、言葉の意味が理解できず、キョトンとしている。

			「ちょっと待ってくれ、どういうことだ？」

			「脱獄の手引きをしてやると言ってるのだ」

			「な、なんでそんな……」

			　まあ、素性の分からない相手にいきなりそう言われても、戸惑うのは仕方ない。

			　というか俺たちだって戸惑っている。この女の真意は何だ？　王族がこんなことをする理由が分からないんだが。

			「これを使え」

			　女が腰にかけていた牢獄の鍵を投げて寄越す。そして、迷う船員たちに向かって女が衝撃的な言葉を口にした。

			「お前らは、このまま行けば奴隷にされて売り払われるぞ」

			「は？」

			「えっと？」

			　皆、何を言われたのか理解できない。

			　そして、言葉の意味を飲み込んだ後は、驚いた顔で女に聞き返した。

			「ど、どういうことですか？」

			「そのままの意味だ。お前らがこのまま牢に留まっても、解放されることなく奴隷に落とされ、売り払われると言っている」

			　自信満々な女の態度に、船員たちが不安げな表情で顔を見合わせた。

			　嘘を言っているようには見えないんだろう。

			　レンギル船長が代表して、女性に聞き返す。

			「そ、それは本当、ですか？」

			「ああ。確実に」

			「で、ですが、我らが脱獄などしては、殿下たちに迷惑が……」

			「ならば、このまま奴隷になるのか？」

			「し、しかし！」

			「時間がないのだ。早く決めろ。私と一緒に来れば、フィリアースの王族を救い出すことができるかもしれんぞ？」

			「そ、それはどういうことですか？」

			「詳しい話は後だ。逃げないと言うのであれば私はこのまま行く」

			　船員たちが困惑しつつ、再度顔を見合わせている。

			　やはり逃げ出す踏ん切りがつかないらしい。

			　ここで脱獄すれば完璧に犯罪者だからな。王子たちにも迷惑がかかるかもしれない。そもそも相手の正体も目的も分からないのだ。悩むのは当然だった。

			　俺たちも、これだけではさすがに判断できん。

			　仕方がない、少しこの女から情報を引き出すか。

			『フラン。ちょっと話を聞きたい』

			（わかった）

			　さて、フランの言葉にどう返してくるか？

			「なんでわたしたちを助ける？」

			「それが我が主の意思だからだ」

			　主ね。王女の主っていったら、普通は王なんだけど。

			「それは誰？」

			「言えん」

			「わたしたちを逃がして得をする相手……王様？」

			「な、なに？　どうしてそうなる！」

			　まあ、鑑定で知った情報を元にしているわけだが、できれば鑑定持ちだという事はばらしたくない。

			　なので、適当に誤魔化すしかないな。

			「わたしたちが逃げたら、得をする」

			「だから、なぜそうなる！　王がなぜ得をするのだ！」

			（師匠？）

			『えーと、ちょっと待てよ？』

			　フルトたちのフィリアース王国とこの国は、貿易の関税などについて揉めているらしい。ならば、その交渉の材料にするつもりなのではなかろうか？　王子の配下の者たちが脱獄したという不祥事は、十分な交渉のカードになる。しかも捕らえて人質にすれば、再度フルトたちへの手札にもなるだろう。

			　あれ、誤魔化すために適当に考えたことをフランに言わせてみたけど、結構信憑性がある？

			　フランの迷推理を聞いた牢の中の人間たちは、騒然とした雰囲気になった。まあ、罠かもしれないんだからしょうがないけど。

			　あまり騒ぐと外から人が来るぞ。

			　ミリアムはフランの指摘に顔を引きつらせている。もしかして正解？　図星をついちゃった？

			　だが、どうも違っていたらしい。

			「わ、私が王に──あんな愚兄に仕えているわけがないだろう！　私の主はただ一人、セリメア姉上だけだ！」

			　この言葉に嘘はなかった。

			　つまり、セリメアという王族がもう一人いて、そいつに仕えているってことか。口ぶりからして、現王と対立しているようだな。いや、そう言えば海賊が話していた王に暗殺されたと言われている第一王女が、セリメアという名前だったか？

			「何が目的で私たちを助ける？」

			「目的はフィリアースの王族を助け出すこと。そのために、協力者が少しでも必要だ」

			「フルトとサティアを助ける？　何で？」

			　捕虜になっているフランたちが危険というのは分かる。なにせ奴隷にされそうになっているわけだしな。

			　だが、王子たちの方は、シードランとの交渉でどうにかなるはずじゃないのか？　いくら暗愚であっても、他国の王族を粗雑には扱わないと思うんだが。

			「このまま行けば、フィリアースの王族は絶対に解放されんぞ。騙されているからな」

			　どうやら、俺の想像以上の愚王であるらしかった。

			　まあ、王の話は後で聞けばいい。

			　とにかく、ミリアムはここまで本当に何の嘘もついていなかった。フルト王子たちを助け出そうとしているという事も、王子たちが騙されているというのも本当のようだ。

			「騙されてる？　なんで？」

			「それは──むっ！」

			　不意にミリアムが背後を振り返った。俺たちにもその理由は分かっている。

			　階段の上で僅かに人の気配がしたのだ。モタモタしていたら侵入に気づかれてしまうかもしれない。

			「時間がない！　早く決めろ！」

			「どうしよう。フ、フランさんはどう思います！」

			　レンギル船長を含めた船員たちが、フランをすがるような目で見ていた。彼らにも判断が付かないのだろう。

			　そして、一番の実力者であるフランを自然と頼りにしてしまったようだ。

			（師匠、ついて行くよ？）

			『ああ、それでいい。ミリアムは信用できそうだし、どうせ脱獄するつもりだったんだ』

			「ん。わたしはついていく」

			　皆が固唾を飲んで見守る中、フランは静かに頷いた。

			「そうか。他の奴らはどうする？」

			「……私も一緒に行きます」

			「俺もだ！」

			「ど、奴隷になるくらいだったら」

			　結局、全員がフランと共に行くことにしたようだ。子供たちも一緒である。まあ、彼らの場合は嫌と言ってもフランが連れて行っただろうが。

			『俺たちはもうしばらく影の中だな』

			（オン）

			　鍵を使って牢屋から出たフランたちを、ミリアムが先導して歩き出す。

			「こっちだ」

			　ミリアムは階段を上ることなく、そのまま地下を奥へと進んでいった。

			「に、逃げるんじゃないのか？」

			「いいから着いて来い」

			　心配げな船員たちを尻目に、ミリアムはドンドン奥へと入っていく。

			　そして、ある無人の牢屋の前で足を止めた。

			「ここだな。少し待て」

			　そう言って、牢屋の鍵を開けて中に入る。ミリアムはそのまま何やら壁を触り始めた。

			　これはもしかして、定番のアレだろうか？

			　ちょっと期待しながら見ていたら、いきなり壁がガコンと音を立ててスライドした。

			「王族だけが知っている隠し通路だ」

			　キター！　地下牢でお約束と言ったら、牢の奥にある隠し通路だよね！

			　いやー、良い物見たわ～。一瞬、事態を忘れて興奮してしまったよ。

			「いいの？」

			「何がだ？」

			「この道を知ってる人間が手引きしたって、すぐばれる」

			　現王に逆らう王族が何人いるかは分からんが、確実にミリアムたちも疑われるはずだ。

			「構わん」

			　だが、それも織り込み済みなのか、ミリアムは特に慌てることなく狭い通路に入っていった。

			　左右の壁も狭いし、天井も低い。フランは普通に歩けるけど、他の人たちは腰を屈めないと歩けない程である。しかも真っ暗なため、前の人間の背を見失わないように歩いていくしかなかった。

			「こっちだ」

			　かなりの下り坂だな。地下からさらに深く潜る通路の先がどうなっているのか、ちょっと心配になってしまうが、ミリアムは途中の分かれ道なども迷わず進んでいく。

			　そのまま三〇分程、真っ暗な地下道を手探りで歩いていくとようやく終着点へとたどり着いた。

			　一見すると行き止まりだが、よく見れば取っ手のような物がくっついている。

			　ミリアムがその取っ手を捻ると、その先は先程までいた地下牢のような場所になっていた。

			「どこかの地下室？」

			「足元が悪いゆえ、気を付けろ」

			「ん」

			　再び歩き出すミリアムについて行く。やはりどこかの建物の地下室だったらしい。

			　階段を上がって外に出ると分かったが、林の中にポツンと佇む、崩れかけの修道院であった。

			　まあ、隠し通路の出口としてはよくあるパターンかな。

			「お待ちしておりました」

			　外で待っていたのは、小柄な女性戦士だ。

			「カーラか。首尾はどうなっている」

			「はっ。他の出入り口も開放済みです。複数の人間が通ったような工作も完了しました」

			　なるほど。追跡されることを考え、痕跡を隠すんじゃなく、他の隠し通路の出入り口にも痕跡を残すことで追跡をかわそうってことか。上手い手だ。

			「よし、ではこちらだ」

			　それでもまだ追跡される可能性は残っているからか、ミリアムが緊張を解くことなく、さらに皆を先導して歩き始めた。

			　緩んでいた船員たちの雰囲気も、ミリアムの厳しい顔を見て再び引き締められたようだ。さすが王族。やはり人に対する影響力のような物があるらしい。こういう所はフルトやサティアに似ているかもしれないな。

			　ミリアムに連れられて林を抜けた先は、何の変哲もない住宅街だった。

			　そこでミリアムが用意していた三台の馬車に乗るように指示される。かなり狭いが、そこは仕方ない。皆で肩を寄せ合いながら、何とか乗り込んだ。

			　このままさらに三〇分程かかるらしい。しかし辺りに人の姿がないとはいえ、夜中に三台の馬車が連なって進むのは怪しくないか？　巡回の兵士などに発見されたら、絶対に不審に思われると思うんだが。

			　だが、ミリアムはその対策も万全だった。

			　巡回兵に賄賂を渡してルートを変更させてあるらしい。

			　腐った国ばんざい！　いや、国が腐ってなければそもそも捕まることもなかったか。やっぱり腐敗した政治はいかんよ。絶対に許してはいけないのだ！

			　そのまま馬車は誰にも誰何すいかされることなく粛々と歩を進め、木造住宅ばかりが建ち並ぶちょっと汚めの住宅街へと到着していた。

			　いや、オブラートに包んではみたものの、確実にスラム街だよな？　木でできたボロボロの小屋が、隙間なくみっちりと並んでいる。

			　匂いも、フランが顔をしかめる程度には臭いらしい。

			　身を隠すには悪くないのかもしれんが、ミリアムは姉王女に仕えてるんだよな？　こんな場所に王族がいるのか？

			　そう疑問に思っているうちに、フランたちはスラムのさらに奥、裏の裏へと案内された。

			　途中でスラムの住人と思しき人間たちに目撃されたが、大丈夫なのか？　俺の勝手なイメージだけど、こういった場所の人たちって、権力者に情報を売ったりしそうなんだけど。

			　だがミリアムは多少見られても問題ないと笑う。

			　今までも王側の手入れがあったようだが、自分たちの隠れ家が見つかったことは一度もないそうだ。

			　まあ、そこまで自信があるなら信じるけどさ。

			　そうやってたどり着いたのは、スラムの裏道に佇む小さな家だ。

			　メッチャ小さかった。王族がいるとかの前に、全員が入れるかも疑問である。

			　あれ？　信じていいのか？

			「入れ」

			「ん」

			　やはり中も狭い。多分、一〇畳くらいしかないだろう。全員が立ったまま、乗車率二〇〇パーセントの満員電車並みに密着すればギリギリ入れるかもしれないが……。

			　匿ってくれるだけでも有り難いんだけどさ、さすがにこの小屋に全員を押し込もうっていうのは酷いんじゃないか？

			　そう思っていたら奥に隠し扉があり、さらに部屋があった。

			　良かった、ここでギュウギュウづめのまま押し込められる訳じゃなかった。

			　隠し部屋はそれなりに広く、フランたち全員が寝転がったとしてもまだ余裕があるだろう。

			「ここまで来ればとりあえず大丈夫なはずだ」

			　ようやく安心したのか、ミリアムの表情が初めて和らいだ。そして、全身を覆っていた外套を脱ぎ去る。

			　外套の下から現れたのは、精悍な顔立ちと、ベリーショートに刈り込んだやや灰色がかった赤い髪の美女だった。

			　身に着けているのはワインレッドを基調とした革鎧である。一見すると軽装に見えるが、ヴァルーザの鎧と同じで海竜の皮を使っており、そこら辺の金属鎧よりも余程丈夫だった。かなり高価な装備だろう。

			　ただ、全く王族には見えないな。

			　少なくともお姫様には見えない。ちょっと男勝りな姉御系中堅冒険者と言われた方が、余程しっくりくる。

			「これからすぐに我が主に会ってもらう」

			「ええ？　今からですか？」

			「そうだ」

			「王族の方なんですよね？」

			「ああ。そうだ。とはいえ、さすがに全員は連れていけん。五人程を選べ」

			　ミリアムにそう言われると、皆が視線を交わし合った。

			　誰もが「自分は行きたくない」、そう思っているのは確かだ。

			　道中でミリアムには多少は慣れたが、初見の王族に謁見するなど絶対に遠慮したいのだろう。

			「ああ、そちらの少女は一緒に来てもらうぞ」

			「ん？　わたし？」

			　ミリアムが指名したのはフランだ。

			「腕も立つようだし、大人たちにも妙に頼りにされているようだ。それに、聡明さも持ち合わせている」

			　ほほう。フランの凄さを理解するとは、中々見る目があるじゃないか。

			「わかった」

			「私も行きましょう」

			　レンギル船長も当然だな。

			「残りの者はどうするのだ？」

			「えーっとですね……」

			「どうするって、どうしよう……」

			　フランとレンギル船長以外の者たちが牽制しあって、中々メンバーが決まらない。

			　すると、ミリアムが少し苛立ったように皆を急かした。牢屋でも思ったけど、結構せっかちだよね。

			「とっとと決めろ！」

			「は、はいー！」

			「今決めますから！」

			　船員は船長が副船長を指名してすぐに決まったのだが、フィリアース側の人間は偉い者が残っておらず、なかなか決まらない。

			　残った者たちが押し付け合った結果、最終的には年配の兵士とメイドさんが一人ずつ、生贄に決まったのだった。いやー、後々にしこりが残らなければいいけど。それくらい醜い押しつけ合いだったね。

			「ではこちらだ」

			　その顔ぶれを確認すると、ミリアムが部屋の隅の壁をゴソゴソといじり出す。

			　ここは隠し部屋だが、奥にはさらに隠し扉が存在しているらしい。

			　開いた隠し扉から続く狭い通路を進んでいく。この通路もさらにいくつかに分岐しており、地下にこういった隠し通路が張り巡らされているようだ。

			「すごい。隠し部屋がいっぱい」

			「そうだろう？　ここは、先代の王が造らせた緊急用の隠れ家なのだ。詳しい資料が失われてしまっており、偶然写しを見つけ出した私と姉上しか全容は分かっていない」

			　なるほどね。つまり、現王なども知らない隠れ家ってことか。

			　ミリアムは迷う様子もなくズンズンと進んでいく。そして、その奥にはやはり小さい小部屋が存在していた。さすがに王族が作った隠れ家なだけあって厳重だな。

			「姉上、ただいま戻りました」

			「ミリアム、無事だったのね。よかった」

			　部屋の中にいたのは二〇代半ばの美しい女性だった。

			　髪は紫がかった銀色のストレートロングで、長い前髪を額で綺麗に分けている。髪の色と同じ銀の額飾りが上品さを醸し出しているな。

			　瞳も紫だ。猫を思わせるミリアムのアーモンド形の釣り目と違って、こちらは少し垂れていて柔和さと穏やかさを感じさせてくれる。

			　身長は一六〇センチ半ば程だろうか。女性としては高い方かもしれない。まあ、ミリアムよりはかなり低いのだが。

			　ミリアムとは何から何まで似ていないが、肌の色だけはシードランの民らしく、赤銅色をしている。ただ、温室育ちなのか、海でさらに焼けていると思われるミリアムたちと違って、色は大分薄かった。何というか、日に焼けた日本人程度の色合いである。

			　服装は結構薄手な上に、派手だ。白と青を基調にした、細部に装飾の施されたドレスアーマーである。一見するとセーラー服チックでもあった。ただ、こちらもミリアムの鎧と同じく海竜の革が使われており、その軽さに反して防御力は十分である。

			　スキルを見ると剣術スキルもあるし、お飾りではないようだな。鎧も派手なだけではなく、きっちり動きやすさを考えて作られているのが分かる。そのせいでノースリーブにミニスカートという、王族が身に着けるには少々薄手過ぎる格好をしているようだ。温暖な気候な上、海に面しているし、重装備よりもこういった軽装備の方が好まれるんだろう。

			　普通に女戦士にしか見えないミリアムと違って、こちらは一目で高貴な身分であると分かる。その程度には気品が感じられた。

			　名前はセリメア・ヴェルメリオ・シードラン。

			　彼女がミリアムの姉であり主で間違いないようであった。

			「心配したのよ？」

			「なに、夜陰に紛れて潜入するだけですから、危険なことなどありませぬ」

			「あなたは昔からやんちゃだから……。前にも王宮の番犬に喧嘩を挑んで──」

			「そ、それは昔の話です！」

			「でも、その後、馬に乗ろうとして──」

			「あああああ、姉上！」

			　兵士の詰め所に潜入して見張りを殴り倒し、三〇人以上の人間を脱獄させるのがやんちゃの一言で済むのか？　大らかなのか、危険性を理解していないのか。それとも妹を信頼しているのか。その全てなのか。まあ、悪い人物ではなさそうだった。

			「ごほん。無駄話は後にして、とりあえずこの者たちを紹介させていただいてよろしいでしょうか？」

			　ミリアムが咳払いをして姉の話を中断させる。姉に幼い時のやんちゃ話を暴露されて恥ずかしかったのか、頬が少し赤い。

			「あらあら、私ったらつい。呼んでおいてごめんなさいね？」

			「ん。へいき」

			　フランは相手が誰でも平常運転だね。それがフランの魅力なんだが……。少しは気にして欲しいなーとも思う訳です。

			　レンギル船長たちは、王族に対するフランの態度を見て顔を真っ青にして震えている。

			　俺はセリメアの顔色を窺ったが、そこに怒りの色はなかった。むしろ可愛いものを見る目でフランを見つめている。大らか系の人で助かったぜ。

			「ふふ、ありがとう」

			　だが、隣にいるミリアムはお冠である。

			「お前！　この方をどなたと心得る！」

			　先の副将軍様のお供みたいな台詞で怒られた。しかし、セリメアがかばってくれる。

			「こんな子供の言葉に、そんな過敏に反応してどうするのです」

			「しかしですね！」

			「この子は外国の子なのでしょう？　だったら私なんて初めて会ったお姉さんなのよ？」

			「事前に王族であると伝えてあります！」

			「王族と言ったって、悪所に隠れ潜む情けない王族だわ。それに、血筋を誇って他者を蔑ろにするのは兄と同じ態度よ？」

			「ぐっ……」

			　うーん。王族としては失格なんだろうが、俺は好きだね！　なんかフルト王子とサティア王女に似ている気がする。仲良くなれるんじゃないかね。

			　ミリアムもこんなセリメア王女だからこそ慕っているのだろうし、本人から構わないと言われては、これ以上反論もできないようだ。諦めた様子で軽いため息をつくのだった。

			「はぁ……。仕方ないですね」

			「ふふ。ありがとうミリアム」

			　良かった、いらぬ騒動は起きなそうだ。

			「ただ、子供とおっしゃいましたが、この娘は私より強いと思われます」

			「あら？　ミリアムより？」

			「はっ。少なくともレベルは上でしょう。それに、身のこなしからも、かなりの腕前だと思われます。正面から戦って、勝てるかどうか……」

			　そう言えばミリアムは強者察知のスキルを持っていたな。フランの強さを冷静に分析していたらしい。勝てないと言わず、勝てるかどうか分からないと言うところに、戦士としての自負を感じさせるな。

			「貴女凄いのねぇ」

			　セリメアはミリアムに対して余程の信頼を寄せているのか、その言葉を全く疑っていない。普通、こんな子供が戦士であるミリアムよりも強いと言われて、簡単に信じる訳はないと思うんだがな。感心した様子で、フランを見つめていた。

			「ん」

			「よい戦力になるでしょう」

			　戦力ね。王子たちを助け出すとか言ってたけど、穏便な手段を使うつもりじゃなさそうだ。

			　正直、政治闘争に巻き込まれるのは勘弁したいんだが……。助けられたのは確かだし、このまま礼を言って出て行くというのは流石に虫が良すぎるだろう。

			　何よりフランが承知しないはずだ。

			「フルトとサティアが騙されてるって言われた」

			　自ら積極的にそんなことを聞いているくらいだからな。

			「そのことね……」

			「本当なの？」

			「ええ。間違いないわ」

			　フランの問いかけに、セリメアは真剣な表情で頷いた。

			「貴方たちはこの国の状況をどこまで知ってるかしら？」

			「王様が馬鹿に交代して、酷いことになっている」

			「ふふ。的確な答えだわ。でも、もう少しだけ詳しく説明させてね？」

			「ん」

			「あ、そう言えば自己紹介もまだだったわね？　呼んでおいてごめんなさい。私の名前はセリメア・ヴェルメリオ・シードラン。この国の第一王女よ。あなたのお名前は？」

			「フラン。黒猫族の冒険者」

			「フラン、よろしくね？」

			「ん」

			　フランの後に続いて、それまでずっと青い顔で黙っていた船長たちも口を開く。名前だけしか言わなかったが、仕方ないだろう。メチャクチャ緊張しているようだし、その状態で名乗れただけでも頑張ったよおっちゃんたち。

			　最初はフランだけに喋らせることに心苦しさを感じていたようだが、もう開き直ったらしい。話はフランに全部任せて、黙っている作戦を取ることにしたようだ。まあいいんだけどさ。それでいいのか大人たち。

			「では、改めて名乗ろう。私はミリアム・シードラン。一応、第二王女と言う事になる」

			　全然似てないな。というか王女なのになんでこんなに強いんだ？

			　フランもそう思ったらしく、口を開く。

			「王女なのに、戦士？」

			「王女と言っても妾腹の生まれだからな。そもそも貴族らしいことなど昔から得意ではないのだ。戦士団の訓練に混ざっている方が余程楽しい」

			「私がお茶に誘っても、剣を振っていた方が楽しそうだったものね」

			「う、それは仕方ないではないですか。そもそも、私は王女と言っているものの、継承権は有りませんし」

			「でも、もう少しお淑やかでもいいのではない？」

			「そちらは姉上に任せます。姉上の剣となり、姉上の補佐をしていくことこそ、我が道と思っておりますので。ゆえに鍛錬は欠かせません」

			　嫡子と庶子という関係らしいが、仲は良好であるようだ。にしても、王の後を継いだ長男がいるんだよな？　ミリアムはそっちとは仲が悪いらしいが、どうしてだ？

			　フランがそのことについて尋ねると、セリメアよりも先にミリアムが渋い顔で言い放った。

			「愚か者だからだ」

			　言いたいことは何となく分かるが、あまりにも簡潔過ぎるな。

			　そんなミリアムの言葉を補ってくれたのがセリメアだ。

			「兄は自分の血筋を誇っておいでだから。昔からミリアムには辛く当たっていたわ」

			「それも確かにありますが、私は別段私怨のために姉上に従っている訳ではありません。奴のような、粗暴で阿呆で陰険な、選民意識に凝り固まった愚物には王座は相応しくないと思ったからこそ、姉上に従っているのです」

			　すごい言い様だが、国の現状を考えれば当たっているのかもしれないな。

			　今の言い方だと昔からその性格だったんだろ？　幼い妹にまでこいつは王の器じゃないと見限られるような人間が、よく王座に就けたな。

			　フランが聞いてみると、ミリアムは渋い顔になる。セリメアも微かに眉をしかめているな。当然、二人にとっても不本意なことであるんだろう。

			「そうね、では、その辺からお話しさせてもらおうかしら」

			　やはり、王座という物はそこまで単純なものではないらしい。

			「まず兄が王になった一つ目の理由として、嫡男ということがあるわ。当然のことだけど」

			「ふん。生まれの順番などという下らぬ事に拘る奴らが多過ぎるのです」

			　おいおい、庶子とはいえ王女が言っていいのか？

			「それに、自己中心的ですぐに暴力を振るう、民の事を苦しめるどうしようもない兄だけど、優秀な部分がない事もないのよ？」

			　セリメアも結構言うね。

			「スアレス兄様は、国でもトップクラスの戦士なの」

			「……悔しいですが、奴には私でも勝てません」

			　ほほう。それはかなり強いな。

			「そんな兄だから、戴冠前には国民の中にも支持者がいたの」

			「まあ、今やゼロですが」

			「強いと王様になれるの？」

			「うちの国ではね」

			　フランの質問にセリメアが答えてくれる。

			「シードランの成り立ちは、ちょっと変わっているから……」

			　セリメアがシードランの建国話を語り出す。

			「シードランを建国したのはね、海賊なのよ」

			「海賊？　海賊が国を作ったの？」

			「ええ、このシードラン本島を拠点に暴れ回っていた大海賊団が元となっているのよ。王家は、その時の大船長の子孫なの。すごいでしょう？」

			　セリメアがドヤ顔で、自分たちが海賊の子孫なのだと語る。普通、先祖が犯罪者だっていうのは隠したがるものなんじゃないか？　だが、セリメアもミリアムもどこか自慢げだ。恥ずかしがるどころか誇りに思ってさえいるようだった。

			　詳しく話を聞くと、大海賊団はそこまで残虐な行為をせず、海洋資源の発掘や、商船の強制的な護衛などで生計を立てていたらしい。そして、その合間に評判の悪い軍事国家の軍船を襲ったり、非道な行いをする敵対海賊を滅ぼして物資の接収を行っていたようだ。

			　自由と冒険と仲間を愛する、海の荒くれ者たち。そんなイメージがピッタリの海賊たちだな。略奪なども行ったので善人とは言えないみたいだが。

			　少なくとも地球の漫画で描かれたら、主人公の味方側で登場しそうな感じだった。

			　まあ子孫が語る話だからどこまで正確かは分からないけど。こういう歴史の話なんて記す側の都合でどうにでもなる。下手したら侵略行為が正当化され、正義の行いだった等と書かれていることもあるのだ。

			　さすがにそんな事をわざわざ言わないけど。この国の人間たちが、先祖である海賊団を尊敬していることは分かった。

			「国民も、その海賊団の船員の子孫たちなの」

			「それゆえ、我が国では今でも武の力が尊ばれるのだ」

			　国民の間に海賊っぽい気風が残っているらしい。そして、いかにも海賊の船長っぽい、馬鹿で粗暴だけど強い。そんな王太子はある程度の人気があったということのようだ。

			　酷い悪政を敷いたせいで、その人気も地に落ちているようだが。

			「そんな国だからな。元来、軍部の力が強いのだ」

			「そして、軍人の中には未だに兄の支持者が多いのよ。兄が王になってから軍事費も倍増したし」

			「その分、税は倍、福祉などの予算の一切が削られましたが」

			「今も残っている軍人のほとんどがスアレス兄様の下で甘い汁を吸っているのだもの、仕方ないわ」

			「全く、嘆かわしい！　国を守るべき軍人が、民を苦しめてどうするというのだ！」

			　国民に重税を課して国を混乱させる暗愚のくせに、戦闘力高めで軍人の支持を集めている？

			　それってなんていうＤＱＮ？　どう考えても最悪の組み合わせだろう。軍事独裁政権の誕生じゃないか？

			「兄に反対意見を言う遺族は大半が粛清され、残った者は兄に従順な者たちだけです」

			　すでに独裁始まってました。

			「それに、将軍職にあったユリウス叔父上も兄の支持に回ってしまったのですよ」

			「あの男の野心は明確。明らかに愚兄を傀かい儡らいにするつもりでしょう」

			「まあ、兄は自分の欲望を満たせていれば操縦しやすいから。実際、現政権がギリギリのところでもっているのは、半分はユリウス叔父上のおかげよ。将軍よりは、官僚向きの人だから。兄上は気づいていないでしょうけど」

			　なるほど。先王の弟で、将軍でもある叔父が後見についているわけね。それは支持者としては大きいだろう。

			　それにしても王の名前がスアレスで、叔父の名前がユリウスって言ったよな？　それって、闇奴隷商のアジトで見つけた、賄賂を受け取った人間の一覧表に載ってた名前じゃないか？　シードランの関係者だし、間違いないと思うが……。大物どころか王族だったとは。

			　実際、フランたちは奴隷にされるところだったわけだし、俺たちの想像以上に現政権の闇は深いのかもしれん。

			「そんな兄なのだけど、最近レイドス王国の使者と頻繁に会っているらしいの」

			「レイドス王国？」

			　セリメアの説明の中に含まれていた無視できない言葉に、フランがピクリと震えた。

			　レイドス王国か。よくよく縁があるな。しかも間接的に。

			　アレッサの街では、ダンジョンを狙う仮想敵国として名前が挙がっていた。実際、アレッサがあるクランゼル王国に侵略戦争を仕かけてきた過去もあるらしい。ギルドの受付のネルや、ランクＡ冒険者のアマンダも注意すべき相手と言っていたな。

			　その後、天空のダンジョンで手に入れたリッチの日記の中にも、その名が出て来た。浮遊島に軍事施設を作り上げ、人を人とも思わない人体実験を行った非道な国家として。そして、彼が滅ぼそうと狙っていた仇として。

			　レイドス王国に対する俺たちの印象はかなり悪い。自国の利益のために他国を侵略し、陰でコソコソと陰謀を仕かける悪の国家。そんなイメージだ。

			　ここでもその名を聞くことになるとはな。

			「ろくな話じゃない」

			「あら、レイドス王国の事はご存じなのね？」

			「ん。人に迷惑ばかりかける酷い国」

			　フランもそう思っていたか。まあ、俺たちにとったらそうだな。国の運営は綺麗事だけじゃできないとは言うが、さすがにあくどい事をやり過ぎている。

			「ふははは。言うじゃないか。確かに、近隣に侵略戦争を仕かけてばかりいる迷惑な国だな」

			「我が国にとっては特に」

			　どうやらシードラン海国も、レイドス王国には迷惑しているらしい。

			「海軍戦力では我が国が圧倒的に勝っているため、侵略されたことはないのだが……」

			　へえ？　大国であるレイドス王国相手に、海軍戦力で圧倒的に勝っていると言い切れる自信は凄いな。いくら元海賊たちの住む国家とはいえ、そこまで強いのか？

			「関税だの寄港料だのと言っては、シードランの国力を削ごうとしてくるのよねぇ」

			　セリメアが手を頬に当ててため息をつく。

			「レイドスのハイエナ共は、我が国とその海軍戦力を傘下に収めようと、虎視眈々と狙っていますからな」

			「北方航路を使う際に、レイドス王国の港を使わないわけにはいかないし、手を切れないのよね」

			　セリメアとミリアムが、揃って盛大なため息をつく。

			　個人的にはレイドスを嫌いでも、政治が絡んでくると単なる好き嫌いだけで付き合いを決められないからな。頭が痛いんだろう。

			「兄はレイドス王国に我が国の海軍戦力を提供し、自分はレイドスの公爵位やシードランの総督の地位を得るつもりなのよ。そして、ゆくゆくはその功績を背景にしてレイドス本国の国政に食い込もうというのでしょう……」

			「馬鹿げた妄想です。レイドスのような大国相手に、あの愚兄の稚拙な思惑が通用するわけがない」

			「そうね。私もそう思うわ」

			「海軍を使い潰されて、そのうちレイドスの属国に。もしくは完全に支配下に置かれるのがオチでしょう。愚兄は名目上は下に付くが、実際は対等な軍事同盟だなどとうそぶいていたようですが」

			「あの大国が、小国であるシードラン相手にそこまで譲歩する訳がないわ。水竜艦を取り上げられたら最後、あっと言う間にレイドスの支配下に置かれることは確実でしょう。そうなれば、シードラン海国は終わりね」

			「彼の国は支配地域に重税を課し、奴隷の如く扱う事で有名ですからな」

			　やはり碌でもない国だった。それにしても、何を取り上げるって言った？　水竜艦？　名前を聞くだけで、俺の厨二心が刺激されまくりなんだけど。俺はフランにその単語について質問してもらう事にした。

			「ねえ、すいりゅうかん？　て何？」

			「そうか、他国人には知られていないか」

			「水竜艦はシードラン海国の秘密兵器よ」

			「おお、秘密兵器。かっこいい」

			　確かに！　秘密兵器・水竜艦。やべー、メチャクチャかっこいい！

			「ふふん。そうでしょう？　実際に、すっごく強くて、格好いいのよ？」

			「ほほう」

			「水竜艦はその名の通り、水竜に牽引された巨大戦艦だ。通常の船の三倍の速度で航行し、水竜の攻撃力を以ってどんな船も一撃で沈める」

			　モンスターをテイムして船を引かせるという方法は昔から試みられているらしい。だが、脅威度Ｂの水竜をテイムすることに成功したのは、後にも先にもシードランの初代国王だけなんだとか。

			「世界にたった四隻だけの水竜艦だが、我が国はその四隻の力を以って大国の大艦隊と渡り合い、独立を保ってきたのだ」

			「脅威度Ｂ？」

			「ああ、凄いだろう？」

			　凄いなんてもんじゃない。脅威度Ｂといったら、単体で国を亡ぼせるレベルの魔獣だぞ？　それが四体？　そりゃあ、最強の海洋国家と名乗ることを許されるな。

			「四隻はそれぞれ、愚兄、叔父、従兄、セリメア姉上に譲渡されている。水竜は初代の血筋、しかも主と登録された者しか動かすことができない。それゆえ、姉上の水竜艦は、王宮の水竜艦専用の港に留め置かれたままとなっているのだ」

			「ああ、私のウォルネイト……。寂しがってないかしら」

			　水竜の名前はウォルネイトと言うらしい。しかし、セリメアの水竜艦は取り上げられてしまっているようだった。

			　動かすにはセリメアがウォルネイトの元に向かわねばならないらしく、戦力には数えられないんだとか。セリメアが生きている限り相手もウォルネイトを使役することはできないので、敵に使われる心配もないそうだが。

			「愚兄は王位についてからずっと、レイドスと同盟を結ぼうと交渉を続けてきた。そして、その見返りに水竜艦を要求されている」

			「でも、さすがの兄でも、水竜艦だけは手放す気がなかったわ。当然だけど」

			「そんな中で、フィリアースの王族が飛び込んできてしまった」

			　お、ようやくその話にたどり着いたか。まあ、途中で話の腰を折ったのは俺たちだけどね。

			　だって、水竜艦なんて単語を聞いて、黙っていられるわけがないのだ。

			「どうしてサティアとフルトが騙されなきゃいけない？」

			「うむ、それはフィリアース王国がレイドス王国と敵対しているからだな」

			「フィリアースは我が国に匹敵する小国ですけど、所有する神剣のおかげで長年のレイドス王国の侵略を食い止めてきた歴史がある。またレイドス王国と不倶戴天の敵であるクランゼル王国とは軍事同盟を結んでいるわ」

			「いわば、レイドス王国にとってはフィリアースの王族というのは、自分たちの南進を阻む目の上の瘤のようなものなのだ。それを捕らえて引き渡したとなれば？」

			　レイドス王国からの心象はすこぶる良くなるだろうな。

			　取り入るためには、恰好の材料だ。

			「じゃあ、フルトとサティアはレイドス王国に引き渡される？」

			「このままではそうなるだろうな。愚兄にとったら、ちょうど良い貢物が向こうから飛び込んで来たようなものなのだろう。お前らはドワイトに捕らえられたと言っていたな？」

			「ん。ニヤケ野郎」

			「そのニヤケ野郎は、賄賂だけで提督までのし上がった人間だが、兄の腹心の一人であることは間違いない。また、目端だけは利くので、お前たちを見てすぐに利用できると考えたんだろう。発見された相手が最悪だったな」

			　だからあれほど捕縛することに拘ったんだな。王族扱いしてしまえば、フルトたちを賓客として遇さなくてはならず、行動の自由も与えなくてはならない。

			　だが捕虜扱いということになれば行動を制限してもおかしくはないし、交渉が纏まるまでは大人しくしていようと考えるはずだ。少なくとも、フルトたちを騙すにはそちらの方が都合が良いはずだった。

			「私たちは、絶対にそれを阻止したい。フィリアースの王族をレイドスに売ったとなれば、彼の国との敵対は避けられない。神剣を持つ、恐ろしい国と。そうなっては、レイドス王国と手を組むしかなくなってしまうわ」

			「なるほど」

			　フィリアース王国とクランゼル王国が同盟を結んでいるんだよな？

			　だとすれば、フィリアースと敵対すれば、クランゼル王国とも敵対する事にもなりかねない。

			　それに対抗するためには？

			　その二国と敵対するレイドス王国と連携するしかない。両者の関係はぐっと近いものとなるだろう。

			「それに、問題は軍事的なことだけではないのだ」

			「シードランは見ての通り群島国家だから、耕作地が少ないの。絶対に食料を輸入する必要がある。今はクランゼルやレイドス、フィリアース等から輸入しているけど……」

			　クランゼル王国と敵対したら、レイドス王国からの輸入に頼る比率が大幅に上昇するだろうな。

			　軍事的にも経済的にも、食糧事情的にも、レイドス王国の影響力は絶大なものになる。そうなったら属国、植民地ルート一直線だろう。

			「フィリアースの王族はすでに兄の手の内にいる。そして、レイドスの使者も以前から王宮に滞在しているわ」

			「上位者面して、兄に色々と注文を付けているらしいですな」

			　つまり、そいつとはすでにフィリアースの王族を引き渡すという密約が交わされていると考えた方が良いだろう。

			「そのレイドスの使者がフィリアースの王族を連れて、レイドス本国に向かう前になんとかせねばならん」

			「だから、貴方たちにも協力してほしいの」

			　長い話だったが、大まかには理解した。

			　つまり、レイドス本国に引き渡される前に、フルト王子たちをセリメアたちの兄であるスアレス王から奪還するってことだな。

			「でも、フルトたちを助けても、また捕まったら意味がない」

			「そこは任せてもらおう。我らにも僅かだが協力者もいる。責任をもって、国外へ脱出させるさ」

			　ここまでの話で、セリメアたちは一切の嘘をついていない。彼女たちが語ったことは全てが真実だった。だとすれば、手伝うしかないだろう。俺たちだけで動いたって、フルトやサティアを助け出せるとは思えないのだ。

			「わかった」

			　フランの顔もやる気に満ちているしね。

			「わ、我らにできる事があれば何なりとお申し付けください」

			「フルト殿下とサティア殿下を救うためであれば、この命惜しくありません」

			　フィリアースに仕える二人は当然そう言うよな。

			　すると、今まで完全に空気だった、レンギル船長が意を決した顔で口を開いた。

			「我らも、当然協力します」

			「ほう。いいのか？　フィリアースの人間という訳ではないのだろう？」

			「はい。ですが、私たちはフルト様とサティア様をバルボラへと送り届けるという依頼を承りました。たとえ、どんな状況になっても、依頼を放り出すことはできません。それが、我らルシール商会の理念でありますから」

			「そうか、ではそなたらもよろしく頼む」

			「はい。それと、脱出するときに一緒に脱出させてもらえればありがたいですね」

			「うふふ。さすが商人さんですね。抜け目が無い」

			「私は商人でもあり、船長でもありますから。船員たちの安全を守る義務があります」

			「分かっている。無論、手を貸してもらえるのであれば、こちらもそれに報いよう」

			　なんら確証のある約束ではないが、レンギル船長たちはミリアムの言葉にホッとしたように頷いた。

			　一応善人のようだし、嘘ではないと思ったのか。それとも、短い間にミリアムたちを余程信頼したのか。

			　ともかく、これで全員がセリメアたちに協力することが決定した。

			「子供たちはここで匿ってくれる？」

			「勿論だ。幼子たちにまで危険な真似はさせられんからな」

			「私と一緒にいてもらうから、安心して？」

			　フランは幼子じゃないのかと思ったが、ミリアムにとったら自分よりも強い一人前の戦士扱いのようだった。セリメアは──よく分からんが、話したことで単なる子供じゃないと思ったのかもしれないな。

			「現在、配下の者が王宮内の協力者と繋ぎをとっている。動くのは明日以降になるだろう。部屋を用意するゆえ、今日はしっかりと休んでくれ。個室とはいかんが」

			『そうだ、あの書類はセリメアたちに預けた方が良いかもな』

			（書類？）

			『闇奴隷商人のアジトで見つけた書類だよ。セリメアたちなら、有効に使えるかもしれない』

			（なるほど）

			　俺たちが持っていても、あまり意味がないからね。

			　ということで、スアレスやユリウスといった名前が並んだ賄賂の証拠書類は、全てセリメアに渡してしまう事にした。

			　二人とも、渡された書類を見て驚いているな。

			「まさか、奴らがここまで腐っていたとは……」

			「酷い。しかもこちらの書類を見て」

			「なっ。スラムの住民を奴隷にするための計画書ではないですか！」

			「許せないわね」

			「やはり、レイドス王国が奴隷を大量に欲しているという話は本当のようです」

			「シードランの海軍戦力だけではなく、国民も狙っているという事ね」

			　ずっとニコニコと笑っていたセリメアが、鋭い視線で書類に目を通している。

			　思わずフランが身構えかけたほどの迫力だ。それだけ怒っているという事なんだろう。

			「この書類、本当に私たちに預けてもらえるのね？」

			「ん」

			「ありがとう。絶対に無駄にはしないわ」

			　セリメアは何かを決意した表情で、深く頷くのだった。

			


			　その後、ミリアムの部下に案内されたのは、また別の隠し通路であった。

			　しばらく案内役について行くと、何やら階段を下りて、また上る。どうも、今までいた小屋とは別の小屋に連れて来られたらしい。

			「他の者たちはすでにこちらへ移って来ている。君の部屋はそこだ」

			「ん」

			　こちらの小屋には部屋が複数あるのか。

			「何かあれば、入り口の者に声をかけて欲しい。絶対に、一人で外に出るような真似はしないこと」

			　それは当然だろう。俺たちがそこらを出歩いたら、あっと言う間にこの場所がばれるだろうしな。

			（ウルシはどうする？）

			『うーん。済まんが、しばらくは隠れててもらった方が良いだろう』

			（クゥン！）

			『まあ、そう情けない声出すなよ。あれだよ、秘密兵器は秘密にしてこそ秘密兵器だろ？』

			（おお！　秘密兵器。水竜艦と一緒）

			『そうだ、ウルシは俺たちにとっての最強の秘密兵器だからな』

			（かっこいい）

			（オンオン！）

			　ふう。なんとか誤魔化せたか。

			　いや、誤魔化したって言うと語弊があるな。実際、ウルシは秘密兵器だし。だからこそ、その存在はできるだけ隠しておきたい。

			　船員やフィリアースの人間には知られてしまっているが、どこにいるかまでは分からないはずだ。ましてやフランの影に隠れているなどとは思わないだろう。もし尋ねられたら、召喚獣だから呼ばないと来ないとでも言っておけばいい。

			　セリメアとミリアムの事は信用しているが、彼女たちの周囲の人間すべてを無条件で信じている訳ではないのだ。スアレス王側からのスパイや裏切り者がいるかもしれないし、セリメアたちのためにフランたちを使い潰そうとする配下がいる可能性だってある。

			　なので、できればこちらから情報を明かすことはしたくなかった。

			「あと、お前らが取り上げられた武具類は全て回収してきている。そこに置いてあるから、自分の装備を回収してくれ」

			　案内役の戦士が指し示す先には、剣や槍がまとめて床に置いてあった。

			　よし、俺もようやくフランの元に戻れるという訳だな。

			　まあ、俺のような美麗で気品あふれる剣が、この辺の量産品に混じっていて誰も気づかなかったのかという話になるが、そこは混ざっていたのだという事で押し通そう。

			　他の奴らだって自分の武器しか探してないだろうし、多少は疑問に思うかもしれないが、確証はないはずだ。

			　次元収納を使えるということもウルシの情報と一緒で、できるだけ内緒にしておきたいからな。

			　こっそりとウルシの影から這い出た俺は、そのままフランの背中に納まる。

			　いつもの定位置だな。安心するぜ。

			『ふう』

			「ふう」

			『ん？　どうしたフラン？』

			（ん。師匠がいないと落ち着かなかった。やっと戻って来てくれたから、よかった）

			『はは！　俺もだよ。もうフランの背中じゃないと落ち着かないみたいだ』

			（似た者同士？）

			『いや、どうだろう？』

			　似た者同士って言うのか？　他になんと言えば良いのかもわからんけど。

			『まあ、そうなのかもな』

			「ん！」

			　さて、この後どうしよう。だってやることないんだよな。

			　外には出れないし。

			　いや、俺とウルシならこっそりと偵察に出てるだろうが、今はフランと離れたくはなかった。過保護と笑うなら笑えばいい！　こんなよく分からない場所に、フランを残してなどいけるか！　せめて今夜だけは、フランから離れたくはなった。

			『今日のところは大人しく眠っておこう』

			「ん」

			　フランは軽く頷き、案内役から示された部屋へと向かう。

			「あ、フラン！」

			「だいじょうぶだった？」

			「どっか連れてかれたっていうからさ」

			　そこは子供部屋になっていた。部屋の中には、フルト王子たちと一緒に助け出した三人の子供たちと、フィリアースのメイドさんがいた。彼女は子供たちの世話係って事なんだろう。子供好きなようで、船の中でも積極的に子供の世話をかって出てくれていたので覚えている。

			　皆がベッドから立ち上がってフランを出迎えてくれた。

			　自分たちだって見知らぬ場所に連れて来られて不安なはずなのに、逆にフランを気遣ってくれている。

			「だいじょうぶ」

			「そっか、良かったぜ」

			「フランは強いから大丈夫っていっただろ？」

			「うん。そうだ、ウルシちゃんは？」

			　そう言えば子供たちはウルシを気に入ってたな。

			「今は他のところにいる」

			「そっかー」

			　悲しそうに俯いてしまう女の子。やばい、これは泣かれる？

			　そう思って焦っていたら、何やらググ～ッという謎の音が部屋に響いた。

			　子供たちもびっくりした顔で、キョロキョロと周囲を見回している。ま、そのおかげで女の子の涙も引っ込んだみたいだけどね。

			　にしても何だ、今の熊の唸り声みたいな下品な音は？

			　そう思ったら、フランがお腹を擦っている。

			「お腹減った」

			　おっと、今聞こえた可愛らしい音は、フランの腹が鳴った音だったらしい。

			　よく思い返してみれば、まるで子犬の鳴き声みたいに可愛い音だったかもしれない。誰だ、熊の唸り声とか言ったのは！

			　ク～クル～キュ～。

			　すると、それが呼び水になったのか、他の子供たちからも可愛い音が聞こえたのだった。

			　考えてみたら、昨日の昼間から何も食べていない。

			「食事は？」

			「先程、堅パンとお水を頂きました」

			「それだけ？」

			「このスラムで食事を用意するのは大変なので、明日の朝食までは我慢してほしいと」

			　なるほどな。

			　温かい食事を用意しようと思えば、煮炊きをしなくてはならないし、さすがに深夜に食事は用意できないようだ。

			（師匠）

			『ああ、子供が腹を空かせてるのはいけないな』

			　お腹を押さえて悲しそうな顔をしている子供たちの姿は、どこか出会った頃のフランに重なった。

			　見てしまったら、どうしても放っておけない。

			　フラン自身も、孤児である彼らがひもじい思いをしているのは見過ごせないんだろう。自分が近い境遇であったがゆえに。

			　俺たちは次元収納から料理を出して、子供たちに食べさせることにした。

			　あまり匂いが強いと外にいる人にばれそうなので、ここはサンドイッチにしておこう。

			　ジュースもサービスだ。

			「ええ？　これは？」

			「しっ。内緒ね」

			「い、いいのか？」

			「ん」

			「やった。ありがとう」

			「お姉さんも」

			「私も良いんですか？」

			「ん。他の人には内緒」

			　目の前で子供たちだけに食べ物を上げるのはさすがに可哀想なので、メイドさんにも渡しておいた。まあ、口止め料でもあるが。

			　他の部屋の大人たちには、明日の朝まで我慢してもらいましょう。

			　子供たちは余程お腹が減っていたのか、サンドイッチにかぶりついた。

			　お姉さんも、上品に、それでいてかなりの速度でサンドイッチを腹に収めていく。

			　まあ、フランが一番早いんだけどね。

			「うめえ！」

			「こら！　声が大きいぞ！　フランが内緒で出してくれたんだからな」

			「ご、ごめん」

			「こっちのジュースも美味しいね」

			「確かに。このサンドイッチ、今まで食べた中で一番美味しいかも」

			　王族に仕えているだけあってメイドさんは結構舌が肥えているらしいが、サンドイッチの美味しさに驚いている。

			　そりゃあ、俺の自信作だからな。

			　魔獣の肉のカツサンドに、魔獣肉を使ったハムサンド。あとは魔鳥の卵を使ったタマゴサンドだな。勿論、マヨソースは手作りだ。

			　ジュースは、桃に似た味の果物と、パイナップルに似た味の果物の搾り汁を混ぜた爽やか系のミックスジュースである。これで美味しくない訳がないのだ。

			　サンドイッチを腹いっぱい食べた子供たちは、安心したのも相まってウトウトし始めた。

			　フランも眼をショボショボさせているな。

			　いつもなら眠っている時間だし、仕方ないが。

			


			

			


			「あらあら。皆、ベッドで眠りなさい。フランさんも」

			「はーい」

			「ん」

			　この狭い隠れ家にベッドが十分にあるはずもなく、この部屋には三つしか置いていない。

			　一つはメイドのお姉さん。一つは少年二人。もう一つをフランと少女が使う形だった。

			　そう言えば、フランが他人と一緒に眠るのは初めてだが、大丈夫か？

			『寝れるか？』

			（問題ない。奴隷だったときは、みんなでくっついて寝てた）

			『そうなのか』

			（ん。そうしないと、寒くて死ぬから）

			　おおう。俺の想像を超える解答だった。

			『そ、そうか。じゃあ平気だな』

			（ん。お休み師匠）

			『お休み。見張りは俺に任せて、今日はぐっすり眠れ』

			（あり……がと……）

			　もう眠りに落ちたらしい。相変わらず一瞬だな。

			　寝る子は育つ。どこでも素早く寝れるのは長所だと思うね。

			『ウルシは影の中で寝れるか？』

			（オン！）

			　どうやら眠れるらしい。さすがダークネスウルフ。眠りながら魔術を維持できるとは。

			（グーグー）

			『ウルシも速！』

			　仕方ない。俺はこのまま不寝番だ。

			　今日は周りに人もいるから動いたりもできんし、一人しりとりでもしながら時間を潰そう。

		

	
		
			第四章　裏切りと真実

			　


			　フランたちが脱獄してから一夜が明けた。

			　今頃、あの詰め所は大騒ぎだろうな。

			　なにせ三〇人近い捕虜が逃げ出したわけだし。捜索もされているだろう。

			　そいつらの目を欺けるかどうかは、ミリアムたちが施していた工作次第だ。

			　見たところミリアムの部下たちが焦っている様子もないので、多分ここがバレるような事態にはなっていないらしい。

			「待たせたな。朝食だ」

			「ん」

			　昨夜、この部屋に案内してくれた案内役が、手ずからワゴンを運んできた。

			　狭いこの隠れ家に食堂なんて物がある訳もないし、部屋で食べろってことなんだろう。

			　朝食はパンが一つと、魚のスープ。さらに蒸し焼きにした貝が山盛りに詰んであった。なかなかのサイズの牡蠣だ。

			　ただ、見事に野菜が無いな。

			　セリメアたちも島国のシードランだと新鮮な野菜は貴重品だと言っていたし、仕方ないが。

			　むしろ子供たちは喜んでいるしね。

			　牡蠣って好き嫌いがあると思うんだが、子供たちは美味い美味いと良い笑顔で牡蠣にかぶりついている。さすが元浮浪児たちだ。メチャクチャ逞しい。

			　興味本位で今までは何を食べていたのか尋ねてみると、冒険者ギルドで廃棄される食用に向かない激マズの肉や、磯で穫れる生き物を食べていたらしい。貝やヒトデ、それすら穫れなかった場合は、フナムシを食べたこともあると言っていた。全く美味しくないそうだが、生きるためには仕方ないらしい。

			「フナムシ……」

			　フ、フランさん？　何考え込んでるの？　俺は絶対に許しませんよ！　美味しい物食べさせてるでしょ！

			　部屋での食事はフランにとってはむしろ都合が良かった。

			　正直言ってフランはこれだけじゃ絶対に足りないし、次元収納から大量の料理を取り出してすでに食べ始めていた。

			　部屋の中なら、すでに知られている子供たちとメイドさんだけにしか見られない。昨日のサンドイッチとジュースを大分気に入ったらしいし、口止めで渡しておけばバラされる心配もないだろう。

			「これ」

			「またいいの？」

			「ん」

			「やった！」

			「俺これー」

			「私もよろしいんですか？」

			「ジュースもある」

			　昨夜と同じサンドイッチとジュースだが、皆喜んでいる。

			「他の人には内緒」

			「オッケー！」

			「まかせろ」

			「絶対に言わないよ」

			「もちろんです！」

			「ん。黙っててくれたら、また出す」

			「おおー！」

			「わかったよ！　誰にも言わねーぜ」

			「うん！」

			「私も、誓います！」

			　メイドのお姉さんのテンションが子供たちと同じなんだが……。

			　絶対に黙っていてくれそうだからいいけどさ。

			　ただ、ご飯をあげなかった時が怖そうなので、絶対に忘れないようにしないといけないだろう。食べ物の恨みは恐ろしいのだ。

			　そうやって皆で食事を済ませたあと、本格的にやることが無かった。

			　何せ、隠れ家に隠れ潜んでいるわけだし。

			　外には出れない。いや、出れるけどフランを置いていくことになるし、日中に俺だけで行動するのも危険な気がする。どこで見られるか分からないのだ。

			　分体を作って偵察することもちょっと考えたけど、それで目立ったらスラムの人々に怪しまれる可能性もあるだろう。迂闊な真似はできそうもなかった。

			　フランは子供たちと一緒にゲームに興じている。

			　こっちの世界にもオセロがあったんだな。

			　異世界転生モノで鉄板の、地球産のゲームを広めてお金を稼ごう作戦は始まる前に潰されてしまったようだ。

			　チェスや将棋に関しても似たゲームは存在しているので、今更違うルールのゲームが受け入れられるとも思えない。囲碁は俺がルールを知らない。双六は全く同じものがある。

			『うーん、侮りがたし異世界』

			　まあ、魔術があるおかげで科学技術の発展が遅れている＝遊戯の発展が阻害される、わけではないよな。

			　調味料も色々存在しているし、料理も結構レベルが高い。むしろ魔獣素材や料理スキルのおかげで、シンプルな料理は地球よりも美味しいことがある程だ。揚げ物は少ないみたいだが、単純に食用油が貴重品なせいだろう。

			　一見、中世風の文化度に見えるが、成熟度はもっと高いのだった。

			「むむ」

			「へっへー、俺の勝ち！」

			　フランがオセロで負けたようだ。というか、フランめっちゃ弱い。

			　どうやったらあんなボロ負けできるんだろう。フランの黒石が一つもなく、盤面が真っ白だった。

			「もう一回」

			「ダメ！　次は私の番！」

			「むぅ」

			　それでもフランは楽し気にオセロで遊んでいる。友人と遊ぶという事自体が楽しくて仕方がないようだ。

			　ここに大人が口を挟むのは野暮ってもんだ。オセロの鬼と呼ばれた俺の実力を見せるのはまたの機会にしておこう。

			　まあ、メイドさんは子供たちに混じって遊んでいるけど。そして、容赦なくオセロで勝ちまくっているけど。あれはまあ、子供に合わせて遊んでやっているんだろう。

			　仕方ないので、俺はスキルの訓練をすることにした。

			　潜在能力解放で一時的に力を増したアナウンスさんによって、俺のスキルは大幅に最適化され、上位スキルに統合されて進化している。

			　正直、全てを把握しきれてはいないだろう。

			　アナウンスさんはすでに元の、必要な事項を告げるだけの存在に戻ってしまっているし、詳しい事を聞くことはできない。

			　自分で色々と実験して、試すしかなかった。

			　死者のダンジョンを攻略した後、ジャンの研究所でスキル確認を行ったが、まだまだ足りていないのだ。

			『目立たず練習ができるスキルとなると……』

			　気配察知や危機察知などの察知系スキルが統合された全方位察知。

			　魔力感知や罠感知などの感知系スキルが統合された全存在感知。

			　この辺が訓練しやすいかな。

			　どちらも似た系統ではあるが察知は常時発動しているパッシブスキル、感知は自分で意識しなくては発動しないアクティブスキルである。とはいえ、察知も意識して使えば自動で発動している時よりも精度を大幅に上げられるので、練習しておいて損はない。

			　この二つ以外に練習をしておきたいのが、水泳や水流操作などの水に関係したスキルが統合された操水。気流操作や空中跳躍などの風系統が統合された操風。毒吸収や毒生成の毒関連のスキルが統合された操毒だ。

			　この三つに関しては、現在は全く使いこなせていないと言えた。

			　統合される前の使い方はできる。例えば操風を使っての空中跳躍の再現や、操水を使っての水弾発射の再現だ。

			　ただ、専用スキルではなくなってしまったせいで、今までよりも魔力や集中力が必要になってしまい、正直劣化していると言っても過言ではなかった。

			　だが、それだけではないはずなのだ。

			　これらのスキルはその名の通り、水や風をもっと自由に操ることができるはずだった。

			　より使用の幅が広がっているはずだ。

			　だが俺の想像力やイメージが不足しているせいで、新たな使い方の模索が暗礁に乗り上げてしまっている。

			　そこで俺は、操水の新たな能力を模索してみることにした。

			　実は以前からあることができないかと考えていたのだ。それは水を振動させるという使い方だった。

			　なぜそんなことをしたいのかと言えば、攻撃に応用できるのではないかと考えたのである。

			　ゴーレムやアンデットでない限り、魔獣にも体液が存在する。人間に関しては言わずもがなだろう。

			　それを遠距離から振動させることができたら？

			　脳震盪を起こしたりできるのではなかろうか？

			　操水のスキルを見た時に、真っ先に思いついたのがそれだった。

			　まあ、前世で読んだ漫画の受け売りではあるが。ただ、体内で強力な振動が発生するというのは、中々防ぎようがない攻撃方法だと思う。

			　俺の稚拙なイメージだが、もし体の中で強力なマッサージ器がブルブルと震え出したら？　戦闘どころではないと思う。

			　脳震盪を起こせなくとも、嫌がらせには使えるはずだ。

			　という事で、俺は部屋の隅に置いてある水差しに対して操水を使ってみる。

			『振動──振動──』

			　イメージを思い描き、スキルを発動した。

			　カタッ！

			　一瞬、水差しが振動する。だが失敗だ。

			　俺はもっと細かい、陶器製の水差しがキィーンと高鳴りするような振動をイメージしていたのだ。

			『もっと細かく、強く──』

			　再度、操水を念じてみる。

			　今度もカタカタッ！　と水差しが振動するが、これも失敗だった。

			　さっきよりも動いたが、今度の方がより失敗だった。

			　振動ではなく単に中に入った水が大きく動いてしまっただけだったのだ。

			『難しいな……』

			　やはり一朝一夕では上手くいかないようだ。

			　しかも子供たちが水差しに注目してしまった。

			「ねえ、今何か音しなかった？」

			「やっぱり？　俺もそう思う」

			「水差しの辺りだと思うけど……」

			「鼠でもいるのではないですか？」

			　ナイスメイドさん。でも、これ以上の操水の訓練は難しそうだ。

			　仕方ないので、操風の訓練に切り替えることにする。

			『新しい事を試すよりも、今までやれてたことを、より完璧に熟せるように練習した方いいかもな』

			　まだ応用ではなく、基礎固めをする段階なのだと悟った。

			　やることはより地味だ。

			　目の前の空気を対象に、操風に集中する。

			　そして空気を圧縮していった。

			　子供たちには見えていないだろうが、全存在感知によって僅かに気流を見ることができる俺には、圧縮された空気の塊をしっかりと確認できている。

			　イメージ通りに圧縮できたことを確認できたら、今度はゆっくりと空気の塊を解いていく。

			　単に圧縮を解除するだけだと、破裂音が響いて子供たちに不審に思われるからね。

			　ゆっくり圧縮して、ゆっくり解く。

			　それを少しずつ圧縮率を高めながら、繰り返していった。

			　訓練を続けるうちに、使い方が分かって来た気がする。

			　より高密度に圧縮しても、魔力の消費が減ってきたのだ。

			　スキルのレベルが上がった訳じゃないんだが、単純にスキルの習熟度が上がって来たんだろう。

			『よしよし、お次は全存在感知を訓練だ』

			　全存在感知というのは、なかなかに扱いが難しいスキルだ。性能は普通の感知スキルを大きく超えている。なにせ全存在を感知できるのだ。デタラメな性能だろう。

			　だが、俺が使いこなせているかというとそれは疑問だった。

			　そもそも、ありとあらゆるものを感知したとして、それらの結果を全て感じ取れてしまったら、むしろ何も分からなくなる。何せ、普通の人間にはそこまでの情報を全て処理する能力などないからな。俺にしたって、そうだ。

			　子供たちを助けに行ったとき、音を拾おうとして苦労したのもそのせいだった。

			　だからこそ、普通では必要としない情報は明確に提示されないようになっているのだと思う。スキルに備わった特性なのか、俺が無意識に行っているのかは分からんけどな。

			　だが、それでは真の意味でこのスキルを使いこなしているとは言えないと思う。ありとあらゆるものを感知した結果、その時点で最も必要な情報を無意識に読み取れるくらいにならなくては。

			　という事で、訓練だ！

			　さっき操風の訓練中に閃いたのが、気流を感じ取れないかということだった。

			　気流視覚や振動感知の応用で、周囲の空気の流れを感じ取って、状況を正確に読み取るのだ。それができれば暗闇でも役立つし、背後からの奇襲にも対応できるようになるだろう。

			　とりあえず、視覚を閉じて意識を集中させてみる。

			　まずは、子供たちの動きを読み取ってみよう。

			　すぐそばにいる相手の動きを感じ取れないのでは、お話にならんからね。

			　パチンパチンという、オセロの駒をひっくり返す音だけが響いている。

			　部屋全体の空気を把握し、その流れを感じ取ろうと意識する。すると、朧げに周辺の状況を掴むことができた。

			　人がいるという事は分かる。

			　だがそれが誰なのか、どれくらいの大きさなのか、何をしているか。そういった細かい情報までは読み取れなかった。微かに動くのは分かるんだが……。

			　正直、これだったら気配察知を使った方が何倍もましだ。わざわざ気流を読む必要はない。

			『うーむ、やはりまだまだ修行が必要だな』

			　俺はその後、ひたすらスキルの修行を続けたのであった。

			　スキルの練習を止めたのは、事態に動きがあったためだ。

			　フランたちは昼食後も飽きずにひたすらオセロを続けていたのだが、そこに一人の戦士がやって来た。フランを呼びに来たらしい。

			「えー、黒猫族のフラン。いるか？」

			「ん」

			「姫様方がお呼びだ」

			「わかった」

			　立ち上がったフランは、不安げな子供たちに軽く微笑む。

			「行ってくる」

			「な、なあ。ちゃんと戻って来いよ？」

			「フランちゃん、気を付けてね？」

			「あの、頑張って」

			「ありがと」

			　子供たちがオセロをやっていたのは、きっと不安を紛らわせるためだ。フランはそれを分かっていて、付き合ってあげていのだろう。まあ、自分が楽しかっただけという可能性もあるが、それだけじゃないはずだ。多分。

			　だいたい、フランが俺以外にこんなに優しい顔をするのは初めて見た。

			　フランにとって子供たちは友人で、守るべき相手という認識なのかもな。フランにはもっと他者との触れ合いが必要だと思っていたからこれは良い傾向だ。もっともっと色々な人と関わって、他人に興味を持ってもらいたいね。

			「いこう」

			「ああ」

			　フランが待っていてくれた案内役に軽く頭を下げると、彼女は軽く苦笑して歩き出す。

			　案内役にも子供たちの不安が分かっているようだ。下手に泣かれたり、騒がれることに比べたら、待たされるくらいどうってことないのだろう。

			「こちらだ」

			　案内されたのは、昨日セリメアを紹介された部屋だった。

			「もう来てくれたのね」

			「よく来たな」

			　部屋にはセリメアとミリアム。それと、昨日脱獄した際にも見た、カーラという名前のセリメアの部下の女性戦士がいた。

			　他には誰もいない。

			「わたしだけ？」

			「ああ、フィリアースの関係者たちの中で、お前が一番強いからな。最初に作戦を話しておこうと思ったのだ」

			　なるほどね。まあ、フラン以外に戦力になりそうなのは兵士さんたちくらいだが、メチャクチャ強いわけじゃないからね。船員たちも力仕事で鍛えられているが、戦闘職という訳ではないし。

			「王宮内の協力者と連絡を取り、作戦を立てた」

			　ミリアムが説明を始める。

			　こういう時はミリアムが主導であるらしい。

			　セリメアはそれを黙って聞いているだけだ。丸投げというよりは、できることできないことをキッチリと理解し、適材適所を心得ているんだろうな。

			「新たな協力者もできたゆえ、かなり成功率は高いと思っている」

			「新たな協力者？」

			「ああ、フィリアースの王子たちの護衛の男性だ」

			「サルート？」

			「そうだ」

			　それは確かに心強い協力者だ。

			　サルートであれば、かなりの戦力だし、王子たちもきっちり守るだろう。

			「王子たちは現在、離宮で遇されているらしい」

			「捕まっているんじゃないの？」

			「うむ。事実上は軟禁だが、拘束されて牢に入れられているわけではないようだな」

			　一応、王族だからか？

			　だが、そうではないらしい。

			「多分だが、フィリアース王家の噂を気にしているんだろう」

			「噂？」

			「知らないか？　フィリアース王家の者は神剣の守護を得ており、その身を害そうとすると罰を受けるというものだ」

			　罰って……。本気で信じてるのか？

			　そう思ったが、フランもセリメアもミリアムもカーラも、この部屋にいる全員が真剣な顔だ。

			　マジで罰というものを信じているらしい。

			　考えてみたら、魔術やスキルがあって、神の存在が信じられている世界だ。俺も出会ったことはないけど、神様がいてもおかしくはないと思う。

			　となると、神剣が実際に神秘的な不思議パワーを秘めていて、敵対者に罰を与えるという話に信憑性が出てくる。

			　実際、フィリアース王国の神剣にまつわる逸話は一部では知られているらしい。

			「どんな話なの？」

			「フィリアースの神剣がどんな剣かというのは知っているか？」

			「知らない」

			「そうか。フィリアースに伝わる神剣の名は、魔王剣ディアボロス。話によると、悪魔を使役する能力があるそうだ」

			「悪魔？　あの悪魔？」

			「どの悪魔のことを言っているのかは分からんが……」

			「ダンジョンにいる」

			「ああ、その悪魔だ」

			　まじか。悪魔を使役する能力？　それってかなりヤバくないか？　だって、俺たちがアレッサのゴブリンダンジョンで戦った悪魔は、脅威度Ｂだった。

			　以前聞いた話を信じるならば、脅威度Ｂは単体で小国を亡ぼせる力があるらしい。

			　まあ、あの時の悪魔はかなり制限があり、実際は脅威度ＣかＤ程度の強さしかなかったが。

			　ただ、本当にそんな悪魔を従えられるとしたら、かなり強力な力だと言えるだろう。

			（なんで、小国のまま？）

			　そう、フランが言ったようにフィリアース王国が小国なのがおかしい程に。

			『無制限に使役できるわけじゃないんだろ』

			（なるほど）

			　数か時間か、何か制限があるはずだ。悪魔を何百も呼び出して長時間使役できたら、大陸制覇くらいできそうだからな。

			　ただ、防衛戦をするには十分なのだろう。

			「悪魔と言うものがそもそも謎に満ちた存在だわ」

			「研究している人間もいるそうだが、ほとんど何も分かっていないらしい」

			　ダンジョン固有種っていうくらいだ。ダンジョンに潜らない限り、出会うことはないんだろう。

			　そりゃあ、研究も進まないはずだ。

			「我々もそこまで詳しくは知らないが、フィリアースの王族を害すると、悪魔に襲われるとか、呪われると言った話があってな」

			「兄はそれを怖れているのだと思うわ」

			　だから表立って拘束するような真似はしないのか。悪魔という存在が謎に満ちているがゆえに、噂が本当かどうかも判断できないしな。

			「王宮ではなく離宮で持て成しているのも、悪魔が怖いからじゃないかしら？　近くに置いておきたくないのだと思うわ」

			「でも、騙してレイドス王国に引き渡したらいっしょ」

			「我らも正直そう思うが……。そこはギリギリ大丈夫だと考えたか」

			「もしくは、レイドスからの見返りに釣られたかでしょうね」

			　そもそも、害したらっていうのがアバウト過ぎるのだ。

			　今回のことだって、騙した時点でアウトな気もするが、直接的に害したわけではないのでセーフな気もする。もっと言えば、直接フィリアースの王族に攻撃した人間という意味なのか、裏で命令を下した人間を含むのか。

			　どうにでも解釈できる上、本当に罰があるかもわからない。

			「まあ、その噂を怖れ、フィリアースの王子たち一行は、離宮内である程度の自由が与えられているらしい」

			「レイドスに引き渡す直前までは、騙し続けようという事なんでしょうね」

			「そのおかげで、サルート殿とも繋ぎがとれたのだがな」

			　救出時、サルートが内部から手引きしてくれる手筈らしい。

			　監視は付いているだろうが、王子たちを誘導したり、侵入経路の鍵を開放する程度はできるそうだ。

			「決行は今夜。サルート殿の手引きで離宮へと忍び込み、王子たちを救出する。お前にも参加してもらいたい。隠密行動を基本とするが、万が一戦闘になった際にお前ほどの戦士がいてくれるのは心強いからな」

			「まかせて」

			「ああ、よろしく頼む」

			


			　そしてあっと言う間に深夜。

			　草木も眠る丑三つ時だ。

			　フランはミリアムたちと共に、王宮のそばに広がる貴族街にいた。正確には、貴族街の東の端にある屋敷の中庭だ。

			　ここは、スアレス王に粛清された下級貴族の屋敷だったらしく、今は無人のまま放置されているらしい。貴族街にはこういった無人の屋敷がかなりの数あるんだとか。

			　その中でも、特に警備兵の警戒が薄い屋敷をひっそりと利用しているらしかった。

			「では、この五人が潜入組。残りの者たちは退路の確保だ」

			　屋敷の中庭で、最終的な作戦を確認する。

			　ミリアムと一緒に王子たちの救出に向かうのが、フラン、カーラとバイクというミリアムの部下の戦士が二人。そして、サルートとの顔つなぎでフィリアース兵士が一人であった。

			　ヨースと名乗った兵士だけ戦闘力が低いが、そこは仕方がない。フルト王子とサティア王女はフランの事を信じてくれるかもしれないが、他の奴らはフランの言葉だけでは信じてくれない可能性の方が高いだろう。どうしても、フィリアースの人間たちを信用させるためには、関係者を連れて行く必要があった。

			　本当は王子たちの身の世話をしている侍女の方がいいんだけどな。

			　王族の侍女さんたちは下級貴族の出身だったのだ。平民である兵士よりも、フィリアース王国の人間に対する説得力はあるだろう。

			　ただ、さすがに潜入ミッションに足手まといは連れて行けなかった。

			　それ以外は、セリメアの部下である戦士たちだ。元々セリメアの近衛兵だった者たちの多くが、今でもセリメアに仕えているらしい。

			　中にはセリメアを裏切ったふりをして王宮に潜入している者や、身分を偽り漁師をしている者もいるんだとか。セリメアには意外と支援者が多いようだな。

			「別動隊の陽動を合図に離宮に潜入。そのままサルート殿により開錠された裏口を利用してフィリアース王国の関係者を救い出す」

			「はっ」

			「分かっております」

			「ん」

			「が、頑張ります」

			　兵士のヨースだけは頼りない感じだが、そこは皆で助けるしかないな。俺も陰ながらこっそりとフォローしてやろう。

			「その後はこの屋敷の地下通路を使い、救出対象をセリメア姉上のいる隠れ家へとお連れする」

			　作戦の細部はすでに隠れ家で説明を受けている。今はあくまでも最終確認の最中だった。

			　まあ散々確認をしたので、フランに必要はないんだが……。

			　ミリアムの目的は、緊張しっぱなしのヨースを落ち着かせてやることだろう。

			　実際、この会話のおかげか、彼の体の強張りも解けて来たようだ。

			　ミリアムは一見がさつそうなんだが、ちゃんと気配りができるんだよね。

			　セリメアの補佐役だし、多くの戦士を束ねる立場にもある。それゆえ、人をよく見る癖が付いているんだろう。

			「地図を見れるのもこれが最後だ、もう一度よく確認しておけ」

			　ミリアムが広げたのは、王宮とその周辺の簡易地図だ。さらに、シードラン本島の地図である。

			　本来は機密の類ではあるが、ミリアムの判断によってフランたちにも開示されていた。

			　シードラン本島は、瓢箪を横にしたような形をしている。やや面積が広い東部は平地が多く、王宮や軍事施設、さらには貴族街が集中していた。

			　くびれ部分は南北共に一般の港になっており、その周辺には平民の住む住宅街が広がっている。

			　そして、固い岩盤に覆われた面積の小さい西部は居住にあまり向いていないので、低所得者や貧民が暮らしていた。僅かな居住可能エリアに身を寄せ合っているのだ。

			　特にスラム街は、高潮の被害に遭いやすいエリアであるらしい。居住放棄された場所なので、勝手に住んでも怒られないんだろう。

			　因みに、フランたちが脱獄の時に使った地下通路は、南東部の軍港から一般住宅街へと繋がるルートであった。

			　王宮は最も地盤の良い、東部の海沿いに建てられている。それだけではなく、敷地内には王族専用の停泊場が完備されており、さすが海洋国家といったところだろう。離宮はその王宮からやや北に行った場所にひっそりと立てられている。

			　王宮は政治と軍事を司る要塞。離宮は賓客をもてなすリゾート施設。そういった分担であるようだ。

			　フランたちが最初に向かうのは、離宮の裏手にある警備の薄い場所である。そこは壁が二重に張り巡らされており、警備兵が少ないらしい。

			　そこを越えて離宮の敷地内部に潜入する作戦だ。

			　そんな話をしていたら、遠くからカンカンという鐘の音のような音が聞こえてきた。

			　これは、兵士が応援を呼ぶ合図だ。

			　どうやら陽動部隊が作戦を開始したらしい。

			「来たな」

			　陽動の方法は単純で、ミリアムの部下たちが軍港を襲撃して、あえて大きな騒ぎを起こすというものだ。そして、応援が到着するまでに撤退する。

			　陽動が目的なので、無理をして戦い続ける必要はなかった。要はこちらの狙いが軍港だと思わせて、敵の注意を軍港に向けさせるのが狙いなのだ。

			　とは言え、撤退のタイミングを間違えれば陽動部隊は一網打尽にされてしまうだろう。かなり危険な作戦である。

			　こっそり忍び込むだけなら陽動などいらないのではないかと思ったのだが……。

			「フィリアースの王子たちをレイドスに渡すことは絶対に阻止せねばならん。だとすれば、万全を期するのは当然だ」

			　ミリアムにそう言われては、フランもそれ以上は何も言えない。

			　できるのは陽動隊の無事を祈る事だけだった。

			「では、所定の場所へ移動する」

			　そして、俺たちも行動を開始した。

			　確かに、離宮の裏手側には人の気配が少ないな。ただ、二重の壁というのが想像以上に高い。

			　これを登るのはかなり苦労するぞ。そもそも、ヨースが登れるとも思えないんだが。

			　すると、ミリアムが背負っていた背嚢から何かを取り出した。

			「それ、何？」

			「これはフック付きのロープだ。これで壁をよじ登る」

			　随分とアナログな方法だな。まあ、この壁には魔術を感知する結界があるらしいので、こういう方法が一番なのだろう。

			　ただ、ロープをかける前に、見張りをどうにかせねば。

			　幸い、壁の上には一人しか兵士がいない。あれを倒せば潜入可能だろう。

			「私がやる」

			「ああ頼む」

			　ミリアムがあっさりと攻撃の役目を譲ってくれた。

			　うーん、こういう所を見ると、ミリアムの王族としての高い資質のようなものを感じてしまうね。能力がある者を、年齢貴賤問わずに信頼できるのは、なかなかできる事じゃないのだ。

			（師匠、いくよ？）

			『おう、任せとけ』

			　軽いスキルは問題ないらしい。なので、フランに投擲された俺は念動を使って一気に加速した。闇夜を切り裂き、兵士に向かって突進する。そして、そのままの勢いで兵士の頭部を思い切り強打するのだった。

			　上からの命令で見張りをしているだけの兵士に罪はない。という事で、命までは奪っていなかった。とりあえず今回は気を失わせただけだ。

			　まあ、フランの安全が最優先だから、そんな余裕が無ければいくらでもキリングソードと化すけどね。

			　その後、ミリアムが投げたロープを軽く補助して、壁の出っ張りに引っかけてやった。あくまでも、念動でこっそりだが。

			「よし、まずは私から行く」

			「お気をつけて」

			「大丈夫だ。周辺の警戒を頼む」

			「はっ」

			　ミリアムがロープをつたって壁を登り始める。その動きはさすがに滑らかで、危なげがない。手助けをする必要もなさそうだった。

			　フランは言わずもがなだ。ミリアムが驚くほどの速さで壁を登り切ってしまう。

			　最大の懸念は兵士のヨースだったが、これはフランが解決した。ロープを体に巻き付けさせ、無理やり引っ張り上げたのだ。

			　これにはミリアムも驚きの表情をしている。剣術の腕が立ち、小柄で身のこなしが素早い事から、非力さを速さで補うタイプの戦士だと思っていたのだろう。それが、大の大人を一人で引っ張り上げたのだ。

			「す、すごいな」

			　そう呟いている。予想以上に、ミリアムからの評価が高まったらしい。

			「ひ、ひぃ……」

			　高所恐怖症の気のあるらしいヨースは、引き上げられた時には真っ青な顔をしていた。それでも悲鳴を上げなかったんだから、頑張ったじゃないか。最後に少しだけ漏れ出てしまったのはご愛嬌ということで見逃してやろう。

			　その間に、ミリアムは俺が気絶させた見張りを縛り上げていた。

			　ここまでは何の問題もなく来ている。

			　巡回の兵士が現れる前に、とっとと壁を越えてしまおう。

			　登るために利用したロープを使い壁の向こう側へと降りる。

			　そして再度壁登りだ。ヨースは本気で嫌そうな顔をしているが、諦めてもらおう。

			　覚悟を決める時間をあげたいが、今がチャンスだ。陽動が上手くいったおかげなのか、第二防壁に見張りがいなかった。

			　今を逃したら、また兵士を排除しなくてはならないからな。

			　急ぐしかない。

			「よし、行くぞ」

			「ん」

			「……ぃっ！」

			　ヨースの声にならない悲鳴を聞きながら、その体を引っ張り上げるフラン。その間も巡回の兵士が現れる事もなく、全員が無事に第二防壁を越えていた。

			　今俺たちがいるのが、離宮の敷地の端。フルト王子たちが捕らえられている本宮からは少し離れた場所である。賓客を持て成すための施設なだけあり、敷地もかなり広いらしい。

			「こっちだ」

			　ミリアムが皆を先導して歩き出す。

			　離宮は広い庭があり、木々も生い茂っているので隠密行動には案外適している。

			　日本人に分かりやすく言うと、皇居っぽい造りと言えば分かってくれるだろうか。自然の中に、様々な建物が点在しているのだ。

			　その中をミリアムを先頭に気配を殺して進むと、すぐにフルト王子たちが滞在しているという離宮本宮が見えて来た。

			　巡回兵に出くわすこともなく、驚くほど順調だ。

			「兵士がいないな……」

			　ミリアムの言う通り、離宮の周辺には兵士の姿がほとんどなかった。

			　数人の兵士が周回しているだけだ。一〇人もいないだろう。

			「陽動に兵力を割いたのかもしれやせんね」

			「ああ、警備がかなり手薄なようだ」

			「さっさと突入しちまいましょう」

			「そうだな」

			　ミリアムとバイクが話している。確かに、スキルで探ってみても離宮内の気配も少ない。本当に警備が手薄なようだな。

			「では行くぞ。裏口から侵入する」

			「ん」

			　草木を踏みしめながら、静かに移動を開始する。

			　ここからはより慎重に行動しなくてはならない。何せ、壁一枚隔てた向こう側に、離宮内を巡回している兵士がいるのだ。

			　フランたちは慎重に、静かに、そして気配を殺しながら裏口に向かった。

			「さて、あそこだな……」

			　裏口という呼称の通り、離宮の裏手に小さな扉がある。使用人たちの出入り口であるらしい。

			　ミリアムが静かに近づき、ドアの取っ手を引いてみる。すると、事前の計画通り鍵はかかっていなかった。サルートがきっちりと仕事をしてくれたようだな。

			　安全を確認したミリアムに手振りで指示され、フランたちも裏口に近づいていく。

			　そして裏口から離宮の中に入ると、見覚えのある男が立っていた。

			「ミリアム殿ですな？」

			　完全武装のサルートだ。

			「そちらはサルート殿ですね？」　

			「はっ。お待ちしておりました。ヨースもご苦労だったな」

			「いえ！」

			「ご案内します。こちらへどうぞ」

			「お願いします」

			　この後の流れとしては、王子たちと合流して共に離宮を脱出。その後、地下道を使ってスラムに逃げ込み、追跡をかわすという手筈になっている。

			　ミリアムたちも、フィリアースの人間と上手く合流ができて、少しだけ気が緩んだらしい。

			　顔をほころばせて、安堵の息を漏らしている。

			「後は王宮から上手く脱出できればいいんだが……」

			「ここまで来たんだ。上手くいくさ」

			「そうですな」

			　カーラとバイクもそんなやり取りをしていたのだが……。

			『フラン！』

			「ん！」

			　フランはその場で立ち止まると、剣を抜き放って構えた。そのまま気配を殺そうともせず、闘気を高め始める。警備兵に少しでも感覚の鋭い者がいたら、察知されるのも時間の問題だろう。

			「フ、フラン！　何をしている！」

			「ここに来て計画を台無しにするつもりか！」

			　その行動を見たミリアムたちが、小声で驚くという高等テクニックを披露してくれたが、フランの態度は変わらない。厳しい表情で、剣を構え続けていた。

			「フランよ、どうしたのだ？」

			　サルートたちも驚いた顔で足を止めてしまう。だが、フランには彼らに対して返事をする余裕はなかった。

			（師匠、誰かいる！）

			『ああ、この気配の消し方。相当な手練れだ』

			　俺たちは、通路の途中にある扉の向こうから、人間の気配を感じ取っていたのだ。

			　これだけ警戒するのには理由がある。

			　単に息を潜めているだけではなく、確実にスキルを使って気配を断っていたのだ。俺たちがいなければ、ミリアムは奇襲を受けていただろう。

			　明らかにこちらを待ち伏せしている。

			　フランはミリアムたちだけに聞こえる程度の小声で、警告を発した。

			「待ち伏せされてるかもしれない」

			「どういうことだフラン？」

			「敵など、どこに……」

			「おいおい、嘘言っちゃいけねーぜ」

			　カーラとバイクは疑いの眼差しをフランに向けているが、ミリアムだけは真剣な表情で頷く。

			「いや、フランは我らよりも強い。しかも感覚に優れた獣人族だ。フランにだけ感じ取れていても、おかしくはない」

			「しかし、待ち伏せされているという事は……。ありえません」

			「そうですぜ」

			　カーラたちが言いたいことも分かる。

			　このタイミングで待ち伏せられているという事は、こちらの作戦が全てばれているという事だからな。

			　ミリアムの仲間の中に裏切り者がいる可能性が高くなる。

			　俺はミリアムたちを観察してみた。本気で驚いているように見えるな。

			　いや、この中に裏切り者がいるとは限らないんだが、カーラやバイクはこの任務に自ら志願していた。ミリアムたちを罠に嵌めようと考えたら、実際に同行して罠に誘い込むのが最も手っ取り早い。可能性はゼロではないだろう。

			　ともかくこのまま進むのは危険だ。

			　フランは威圧を込めて、潜伏者たちを誰何する。

			「……出てこい」

			「ほう。やはり気づいたか」

			　フランの声に応え、通路の途中の扉が開く。

			　その中から現れたのは、見覚えのある黒衣の男性と、それに付き従う数人の戦士であった。

			　特に黒衣の男は、見ただけで冷や汗をかきそうな威圧感を放っている。

			　できれば、この場では絶対に出会いたくなかったぜ。相変わらずそこらの冒険者にしか見えない冴えない恰好をしている。だが、その身のこなしは紛れもなく達人のそれであった。

			「あ、あれは黒牙のヴァルーザ！　な、なぜここに！」

			　ミリアムもこの男を知っているらしい。

			　まあ、これだけ強ければ有名になるのは当然か。

			「知ってるの？」

			「勿論だ。我が国でも特に強い戦士だけが所属を許される最強の部隊、竜牙戦士団の団長だからな」

			　俺たちが思っていたよりも大物だったようだな。

			「シードランでも指折りの戦士たちだ」

			　そう、戦士たちなのだ。

			　厄介なことに、ヴァルーザが連れている男たちも、かなりの強さを備えていた。

			　フランやヴァルーザには敵わないが、一般兵では相手にならないだろう。

			　それが六人だ。

			　警備兵の数が随分と少ないと思ったが、少数精鋭だったらしい。

			「ええ？　嘘だろ……」

			「後ろの奴らも、竜牙戦士団だぞ！」

			　カーラとバイクも青い顔でヴァルーザたちを見つめていた。その顔は絶望の表情が浮かんでいる。

			　二人とも実力はそこそこでしかないからな。ヴァルーザたちが相手では荷が重いだろう。

			　サルートはヴァルーザたちの姿を見ると、大きな声で叫んだ。

			「くそっ！　侍従のセリド殿だ！　あの男が裏切ったに違いない！」

			「どういうことだサルート殿！」

			「あの戦士とセリド殿が話しているのを見たのです！」

			　サルートはヴァルーザを指差しながら歯ぎしりしている。

			　その顔は本当に悔しそうだ。

			「あの時は、また誰彼構わず文句を言っているのかと放っておいたが……」

			「あの侍従野郎か！　ムカつく奴だと思ってたけど、まさか裏切るなんて」

			　フィリアースの兵士であるヨースも、サルートの言葉を聞いて悔しそうに呟く。

			　裏切ったと瞬時に信じられてしまう所が、セリドの評価の低さを物語っているな。

			「ほほう。気づいたか。そうだ。我らに情報を提供してくれたのは、セリドという男だよ」

			　ヴァルーザもそう言ってニヤリと笑う。

			　その言葉を聞いたミリアムたちは、即座に撤退を決意したらしい。

			　作戦が筒抜けになっている状況で、フルト王子たちを連れたまま脱出できるはずがないからな。仕方ないだろう。

			『フラン、逃げるぞ！』

			（でも！）

			　フランは逡巡する様子を見せた。

			　離宮の中に王子たちの気配があるのが分かるのだ。諦めきれないのは分かる。

			　だが、これ以上ここには留まっていられない。

			　離宮の外からこちらに向かって来る兵士たちの気配があるのだ。

			「逃がさん」

			　当然のことながら、ヴァルーザたちが襲いかかって来た。

			　ヴァルーザがフランに、その部下二人がミリアム。カーラ、バイク、ヨース、サルートに一人ずつだ。

			　フランが一番強いと見破られているか！

			「くっ……」

			「やはり、良い腕をしているな」

			「そっちも」

			「くく」　

			　ガキンィガキィ！

			　激しい剣戟の音が響き渡る。

			　剣術のレベルはフランの方が上のはずなのに、ヴァルーザとはいい勝負だ。

			　戦闘経験の差や、襲撃した側と襲撃された側の精神的な優位の差などが、剣術レベルの差を埋めてしまっているんだろう。

			「ぎゃぁぁ！」

			「ヨース！」

			　ヨースが戦士に切り倒された。

			　腕の差を考えるとよく持った方かもしれない。

			（師匠！）

			『もう死んでる！　だめだ！　ヴァルーザに集中しろ！』

			　曲がりなりにもここまで一緒に頑張って来た仲間を殺され、フランの剣筋が一瞬だけ乱れてしまった。その隙を突かれて、一気にヴァルーザに押し込まれる。

			「ヨース、済まぬ」

			　逆に、直属の上司であるサルートは、不自然な程に冷静なままだ。

			『フラン、今はヴァルーザだ！』

			「ん……！」

			　フランもすぐに立て直したが、戦況はかなり不味い。

			　ヨースを倒したことで、相手の一人が自由に動けるようになってしまった。

			　ミリアムはさすがの腕前で、敵二人を相手に善戦しているが、カーラとバイクはギリギリだ。そこに加勢されたら、一気に倒されてしまうだろう。

			　サルートは相手を押しているが、瞬殺できる程の腕の差がある訳ではなさそうだ。

			　カーラたちはそのことを瞬時に悟ったらしい。さすがに戦士を名乗るだけあって、状況判断は的確なようだ。

			　そして、覚悟を決めた顔で叫んだ。

			「ミリアム様はお逃げください！」

			「ここは俺たちが食い止めます！」

			「私だけ逃げられるか！　それに、フィリアースの方々を救出せねば……」

			「いえ、こうなっては全員での脱出は不可能。ならば、貴女だけでも逃がさねば」

			　まずいな。時間がかかればかかる程にこちらに不利になっていく。

			　ここは俺たちがどうにかしないといけないんだが、中々難しい。

			　出し惜しみをしているわけではなく、狭過ぎて大技が使えないのだ。

			　すぐ隣でミリアムたちが戦っており、巻き込んでしまいかねなかった。

			　さらには、この離宮にはフルト王子たちがいる。

			　そちらを巻き込むような攻撃も慎まなくてはいけなかった。

			　フルト王子たちを傷つけてしまっては何のために救出に来たのか分からないし、例の噂の事もある。

			　味方だとはいえ、フランや俺が王子たちを巻き込むような攻撃をしてしまったら？

			　もしかしたら災いとやらが俺たちに降りかかってくるかもしれないのだ。

			「くそっ！　撤退だ！　カーラ、バイク殿！　フラン、サルートの撤退を援護しろ！」

			「逃がさん！」

			「くっ！」

			　撤退しようにも、ミリアムが三人に囲まれてしまった。

			　本格的に猶予が無くなって来たな。

			　だが、俺とフランだって、ただヴァルーザと斬り合っていたわけではない。

			　少しずつ移動しながら、撤退のタイミングを計っていたのだ。

			『今だ！』

			「ウルシ！」

			「ガルゥゥ！」

			「なっ、ぐあっ！」

			　フランは自らの立ち位置を調整しつつ、味方が自分より前に出ないように。それでいて全ての敵が自分よりも前にいるように。ヴァルーザの剣を防ぎながら位置取りを変えていた。

			　その一瞬のタイミングを逃さず、ウルシが影の中からヴァルーザに襲いかかったのだ。

			　さしものヴァルーザも、影からいきなり足首に噛み付かれるという経験はしたことがなかったらしい。

			　素早さ重視で小型化していたとはいえ、魔獣の一噛みである。鉄製のグリーブが砕ける音と共に、ヴァルーザの足首が砕ける音も聞こえていた。

			　だが、相手は達人の剣士。

			　これだけで勝ったと思うほど俺たちは相手を舐めてはいない。

			　俺はさらにダメ押しを加えるために、念動を発動させる。

			　対象は前方の空間全て。

			　ヴァルーザを含めた全ての敵が俺の念動に押され、たたらを踏んだ。その隙を逃さずフランが、ヴァルーザの剣を弾き飛ばす。

			「はぁぁ！」

			　さらに返す刀で首を狙ったが──。

			「甘い！」

			　ちっ。さすがの身のこなしだ。片足を砕かれていても、フランの攻撃を紙一重で避けやがった。

			　ヴァルーザの首に叩きこまれる予定だった俺の刀身は、その首筋に糸のような傷を付けただけであった。

			　だが、それで構わん。

			「ぐ……これは……」

			　魔毒牙を発動していたからな。

			　ヴァルーザの体が毒に侵され、生命力が減っていくのが確認できた。

			　奴は毒耐性と痛覚鈍化を持っているため、命を奪う程の効果は期待できないだろう。だが、倦怠感は確実にヴァルーザの動きを鈍らせるはずだった。

			『──ウィンド・ブロア！』

			「──ウィンド・アロー！」

			「ガルルルォ！」

			　そこに俺たちの魔術が襲いかかる。

			　ウィンド・ブロアは攻撃力が無いものの、前方に強風を吹かせて物を吹き飛ばす術である。こういう狭い場所では避けることの難しい術だった。さらに、強風で体勢を崩したヴァルーザたちにフランのウィンド・アローとウルシの闇魔術が襲いかかるという寸法である。

			　倒せなくとも、時間は稼げるだろう。

			「いまのうち！」

			「あ、ああ！　逃げるぞ！」

			「くっ、ヨース、すまん。安らかに眠れ」

			　サルートが沈痛な表情でヨースの遺体を振り返り、すぐに悲しみを振り払うように駆けだした。　

			　後ろに飛ばされながら、ヴァルーザがニヒルな笑みを浮かべている。

			「次は、差しで殺しおう」

			「これで一勝一敗。次はちゃんと勝つ」

			「くく」

			　そして、フランも皆を追って走り出した。

			　離宮の裏口から外に出ると、すでに多くの兵士がこちらに向かって来ているのが見える。

			　これはまごまごしていたらあっと言う間に包囲されてしまいそうだ。

			　もう離宮からは出たし、多少派手目の技を使ってもいいかな？

			『──フレイム・サーヴァント！』

			「──フレイム・サーヴァント！」

			「おお、これは！」

			「凄い。炎の精霊か？」

			　ミリアムたちが驚くのも無理はない。

			　俺たちが使ったのは、命令すれば自律的に行動する、炎の従者を作り出す術だったのだ。

			　三メートル近い巨躯に、全身を包む炎という、非常に勇壮な姿をしている。

			『離宮に被害が出ないように、兵士たちを相手に暴れろ』

			　俺の命令に従って、炎の従者たちが歩き出す。

			　これだけ見るとかなり強い術のようだが、実際はそこまで強力ではなかった。

			　まず、炎の従者たちの基本スペックが大したことないのだ。

			　結構魔力を込めているにもかかわらず、普通のオークと同程度の能力しかなかった。本当に見かけ倒しなのだ。

			　火炎を飛ばしたりもできるが、それをするのに自分の体を削らなくてはならず、継続して戦闘する能力も低い。

			　ただ、攻撃能力が期待外れなかわりに、防御力はそこそこ高かった。体が炎で構成されているだけあり、物理攻撃への耐性を持っているのだ。

			　これは後衛型の魔術師が、盾役として使うための術である。

			　なので、防御面に優れているのだった。

			　ただ、見た目が派手で目立つし、逃走時の囮としては中々悪くない。

			　俺たちの思惑通り、シードランの兵士たちが青い顔で炎の従者を囲んでいるのが見えた。

			　外見だけではどれほどの能力か分からないだろうし、精々警戒してくれれば有り難い。

			　まあ、ヴァルーザたちもフルト王子が死んだら困るだろうし、離宮のそばに出現した炎の魔神を放っておくようなことはしないだろう。

			「逃げる」

			「そ、そうだな。こっちだ」

			「お嬢ちゃん、すげーな」

			「魔術の腕も達人レベルとは、さすがランクＤ冒険者だ」

			　逃走しながら皆がフランの力を称賛してくれるが、フランの顔に喜びはなかった。

			「でも、王子たちは助けられなかった……」

			　やはり、友人を救えなかったことを後悔しているらしい。

			「落ち込むな。まだ失敗したと決まったわけではない」

			「そうだ。我らもまだ諦めてはいない。要は、レイドス王国に連れて行かれる前に助け出せばいいんだ。なあ、サルート殿」

			「ああ、我が命尽きようとも、必ず殿下たちを救ってみせよう」

			　ミリアムとサルートが慰めの言葉を口にする。

			　それを聞いて、フランも改めて決意したらしい。

			「ん。必ず助ける」

			『そうだな。それに、俺に少し作戦もある。期待しててくれ』

			（ん！　期待してる）

			『おう』

			　とはいえ、まずは離宮から無事に脱出しなくてはならない。

			　フランたちは時おり現れる警備兵たちを蹴散らしながら、離宮の表門へと急いだ。

			　最初は当初の予定通り、潜入して来た裏手から壁を越えて逃げるつもりだったのだが、作戦が漏れていたことを考えるとそこの守りはすでに固められているだろう。

			　だったら、裏をかいてやろうという事になり、表門へと向かう事にしたのだった。

			　普通だったら最も警備の厚いところだが、まさかこちらがそこを突破しようとするなどとは夢にも思っていないはずだ。だったら、油断している可能性も高かった。

			　サルートは反対していたんだが、結局はこの離宮の事を知り尽くしているミリアムに従う事にしたらしい。不安げな顔で後を付いてきている。

			「見えた！　あそこを抜ければ市街地だ！」

			「ん……誰かいる」

			「あれは……まさかグラディオか！」

			「誰？」

			「最低のクズだ！」

			　簡潔なんだが、全くわからん。

			　フランが首を傾げていると、カーラが補足してくれた。

			「セリメア様、ミリアム様の従兄だ。スアレス王の支援をしているユリウス将軍の息子だな。現在は海軍の将軍補佐をしている」

			　カーラによる説明を聞きつつ、殺気にも似た気配を発し始めたミリアムの顔色を窺ってみる。

			　ミリアムの顔は赤を通り越して、どす黒く染まっていた。

			　激情を押し殺そうとしているようだが、上手くいっているとは言い難い。

			「敵？」

			「そうだ！　奴は、敵だ！」

			　ミリアムはそう言い放ちながら、剣の柄に手をかけた。

			　かなりの因縁があるようだ。

			　グラディオという男を観察してみる。

			　戦士としては大したことがないな。ただ、その部下は整然とした隊列を組み、練度がかなり高そうだ。

			　向こうもこちらに気づいたのだろう。

			　大声で部下に命令を下す。

			「いたぞ！　反逆者ミリアムだ！　道理に逆らい、王に逆らう愚か者を捕らえろ！」

			「ちっ！　愚兄に与する腐れ外道が！　好き勝手言ってくれるな！」

			　どっちも言い過ぎな気もするが、頭に血が上っているのはミリアムの方だろう。

			　剣を抜き放つと、グラディオたちに斬りかかって行ってしまった。

			　因縁のある敵を目の前にして、抑えが利かなくなってしまったらしい。

			　カーラたちが止める間もなく、敵兵と斬り結んでいる。

			　対するグラディオという男は冷静だ。いや、憎々しげな表情はミリアムと同じなのだが、指揮官としては一枚上手であるようだ。

			「奴を捕らえた者は、恩賞が欲しいままだぞ！　者ども、奴を狩れ！　その首を上げろ！」

			　大声は、恩賞で部下のやる気を上げつつ、周辺の兵士を呼び寄せる意図もあるに違いない。

			　それでいて挑発されたミリアムは、グラディオを無視することができなくなっている。

			　そうして戦ううちに、いつの間にか包囲されているというオチだ。

			『ミリアムを冷静にさせないとまずいぞ』

			「ん」

			　案の定、離宮の外から新たな部隊が現れてしまった。

			「グラディオ殿、お手伝いいたしましょう」

			「ふん。ガルーディ殿か。狙うはミリアムの首だけで良い。他の者は捨て置け」

			「わかっておりますよ」

			　王家の血筋に連なるグラディオが殿を付けて呼ぶという事は、このガルーディという男はそれなりに地位がある奴なんだろう。

			　一体何者だ？

			　鑑定してみると、やはり戦闘力は大したことがない。鍛えてはいるが、そこらの兵士よりちょい強いくらいか？

			　ただ、称号やスキルはなかなかのものだ。

			　なかなかに──腐っている。

			　何せ職業が詐欺師。所持スキルは恫喝に虚言、暗殺、贋作、詐欺、鑑定妨害という、まっとうな人生を歩いていたら絶対にありえない構成になっていた。

			　しかも、称号はサディスト、快楽殺人者、闇奴隷商人である。

			　完全な黒。こいつがクズでなくて誰をクズと呼ぶのだというレベルのクズさ加減であった。

			　その部下らしき男たちもクズ界の精鋭揃いである。

			　殺人者、虐殺者、闇奴隷商人などが多数いた。

			　特に多いのが、誘拐犯と闇奴隷商人だろう。しかも、半分以上が闇の奴隷商売を生業にしているという青猫族だ。

			　一族の多くが青猫族に騙され、奴隷にされてしまった黒猫族であるフランにとっては、不倶戴天の敵だな。

			　これは、もしかして闇奴隷商人の組織に関係あるのだろうか。

			　いや、今はそんなことを考えている場合じゃなかった。

			　兵士たちがミリアムに殺到しようとしている。ここでミリアムを失う訳にはいかないのだ。

			「ミリアム！」

			「はぁぁ！　グラディオオォ！」

			　青猫族への怒りを押し殺し、フランが叫ぶ。

			　だが、ダメだ。

			　完全に頭に血が上り、グラディオたちしか見えていない。

			　現状でも十人以上に囲まれてピンチだというのに、グラディオが剣を抜いてミリアムに向かって歩みを進めて行くのが見えた。

			　無理やりにでもミリアム落ち着かせて、この場から連れ出さねば。

			『どうするか……！』

			　戦闘の間に割って入ったとしても、ミリアムが落ち着く保証はないし……。

			（わたしに任せて）

			『お、何か思いついたか？』

			「ん」

			　フランが自信満々の表情で頷く、これは任せてみてもいいかもしれない。

			『わかった、頼んだぞ』

			「ん。──」

			『あれ？　フランさん？』

			　フランが詠唱を始めたのは、俺もよく使う術だった。

			　ゴブリン戦などで、向かって来る相手をまとめて倒すには良い術なのだ。

			　ただ、その術をここで使っちゃう？

			　少なくとも、俺はここで使おうとは思わなかった。

			「──ファイヤ・ウォール！」

			「うわちゃちゃ！」

			「ぎゃぁ！」

			　突如出現した炎壁が、ミリアムと敵兵士たちを分断する。

			　敵兵たちの一部が燃えているのは良い。でも、ミリアムの外套にまで火が付いているんだけど！

			　確かに戦闘どころではなくなったし、敵とも引き離せたが。

			　無理やり過ぎないか？

			「──アクア・クリエイト。──ミドル・ヒール」

			　だが、フランは冷静に火を消してやり、火傷をヒールで回復させた。

			「な、何をするのだフラン！」

			「そ、そうだぞ！」

			　びしょ濡れのミリアムだけではなく、カーラも怒りの表情でフランに詰め寄る。だが、フランはいつも通りの口調でミリアムに聞き返した。

			「頭は冷えた？」

			「む」

			　自分が暴走していたのを自覚しているのか、フランにそう言われてミリアムが気まずそうな顔で黙ってしまう。

			　フランがわざと危険な術を使い、ミリアムの頭を冷静にさせようとしたと分かったのだ。

			　そう、フランがファイヤ・ウォールを使ったのは、ミリアムの頭を冷やすためだった。

			　決して、自分が憎き奴隷商人どもに斬りかかるのを我慢してるのに、ミリアムだけ好き勝手戦っていることに苛ついて、手っ取り早く済ませようとした訳ではないのだ。多分。

			「今は逃げるのが先決」

			「……すまん。そうだな」

			「に、逃がすか！　追え！」

			　おっと、炎の壁を迂回してガルーディの部下たちが襲いかかって来たな。

			　ファイヤ・ウォールを間近にして動きが止まっていたんだが、もう動き出したらしい。

			　まあ、戦闘力は大したことがないので、冷静さを取り戻したミリアムとフランを捕まえることはできないが。

			　その後、俺とフランの壁魔術を駆使して敵の追撃を防ぎながら逃走を続け、一人も欠けることなく離宮の表門を突破することに成功していた。

			　実はウルシも影から援護をしてくれている。文字通り、フランの影の中から魔術を放ったりしているのだ。全く予期しないところから魔術が飛んでくるせいで、敵兵たちは伏兵がいるのかと考えて混乱したり、逃げ出したりしていた。良い援護だ。

			「この後はどうする？」

			「町中を逃走し続けるのは危険だ。貴族街にある隠し通路を使うぞ」

			「平気なの？」

			　後をつけられたら隠れ家がばれないか？

			　だが、その心配は無用であるらしい。

			「大丈夫だ。この隠し通路は港までしか通っていないからな」

			　なんと、当初使う予定だった物とは違う隠し通路があるらしい。

			　そこも、元はセリメアの支持に回っていた貴族の所有物だったそうだ。

			　今は粛清されて家主はいないが、隠し通路などは残っている。しかも、スアレス王には知られていない可能性が高いらしい。

			「そこの屋敷だ！」

			　運よく、屋敷の周辺には兵士がいない。

			　俺たちはそのまま壁を乗り越えて敷地に入り込むと、裏口を破壊して屋敷内に侵入した。

			　数年間放置されているだけあって、中は荒れ放題だな。

			　何者かが勝手に入り込んだのか、土足の跡も目立つ。まあ、俺たちが人の事を言えた筋合いはないんだが。

			　ミリアムは迷うことなく屋敷の中を進み、暖炉の前で足を止めた。

			「この床の下のはずだ。ちょっと待て」

			　ミリアムが剣を梃のように使い、暖炉の前の床石を剥す。

			　するとその言葉通り、隠し通路へと続く階段が出現したのだった。

			　にしても、よく迷わずに探し出したな。

			「隠し通路、全部覚えてるの？」

			「当然だ。いざという時のために、知り得た情報は全て頭に叩きこんでいる」

			　え？　それってすごくない？　俺、無理なんだけど。

			　そう言えばフランたちを脱獄させたときも途中の別れ道で全く迷わなかったし、俺が思っている以上に頭が良かったらしい。戦闘能力が高い代わりに、お馬鹿ちゃんなのだとばかり思ってた。ごめんね。

			「私が先頭、殿はカーラだ。いくぞ」

			　先程は激高して先走ってしまったが、すでに冷静さは取り戻したようだ。カーラたちに静かに命令を飛ばしていた。

			　地下道を進みながら、気になったことを質問してみる。

			「あのガルーディって男は何者？」

			「奴か。奴はレイドス王国の使者だ」

			「あれが？」

			　まさかのレイドスの使者だった。

			　あんなのが正式に使者になれるって、レイドス王国大丈夫か？　いや、大丈夫じゃないから、周辺に戦争や謀略を仕かける、困った国認定されてるのか。

			　それに詐欺師の称号があったし、鑑定偽装のスキルも持っていた。

			　一見しただけじゃ奴の本性を見抜けないのかもしれない。

			「愚兄を扇動し、我が国を混乱させる元凶だ。なんでも、兄とレイドスとの交渉がまとまった際には、正式にシードラン駐在大使となるらしい。忌々しい事だ」

			　おいおい、それってかなりまずくないか？

			　あれがシードランで大きな権力を握ったら、クランゼル王国などで違法に捕まえた闇奴隷を、シードラン経由でレイドス王国へ流し放題になってしまう。

			（師匠）

			『ああ、言わなくても分かってるよ』

			（ん。あいつは私の敵）

			　ミリアムにとっての不倶戴天の敵が兄たちであるように、フランにとって絶対に許すことのできない敵こそが、闇奴隷商人だ。しかもガルーディはその組織に深く関係している人物であると思われた。フランにとっては逃すことができない相手だろう。

			『あいつを狙うのは良い。だが、一番大事なことは忘れてないな？』

			（わかってる。フルトたちの救出が最優先）

			『分かってるならいい』

			（ん。友達は絶対に助ける）

			『そうだな』

			　それさえ覚えてるなら、何も言わんさ。むしろ、そういう気持ちを持ってくれるのは嬉しいことだ。

			「必ずや、レイドスの魔の手が我が国に伸びることは阻止せねばならん」

			「ん。フルトたちは絶対に助ける」

			「私も全力で力をお貸ししましょう」

			「ああ、サルート殿もよろしく頼む」

			「お任せください」

			「そうだ、まだチャンスが完全になくなったわけではないのだ」

			　ミリアムの心も折れていないようだし、次こそは絶対に失敗しない。そのための作戦も色々と考えているからな。今度は俺たちが奴らを罠に嵌めてやる番だ。

			『さてと、そのためにもちょいと仕かけを頑張りますか──』

			　作戦成功のためには、事前の準備が大事なのだ。まずは、今からできることをしよう。というか、ここが最も重要かもしれないな。

			『フラン、いいか──』

			


			「ユリウス叔父。手筈通りに仕込めたか？」

			「はい。奴らは気づいていないでしょう」

			「くく。そうかそうか！　そうでなくては奴らをあえて逃がした甲斐がないというものだ！　裏切りを聞かせてやった時のミリアムの顔を見れなかったことが残念だな！」

			「全くです」

			「それで、セリドとやらはどうするんだ？　もう用済みなんだろう？　首を切って、魚の餌にでもしてしまうか？」

			「はい。今日中に処刑してしまう予定です」

			「くくく。憐れな男だ。自分が生贄とも知らず。だが、これで奴らも終わりだな」

			「セリメアの居場所もすぐに判明するでしょう」

			「だが、貴様の息子が少々予定と違う行動を取ったようだが？」

			「いえいえ、あれは仕込みをより完璧にするためのもの。様子見ですよ」

			「そうか？　奴は確かミリアムを殺したいほどに憎んでいたのではないか？　だとしたら、今回はチャンスだったと思うが」

			「まさかまさか。我々が殿下の思し召しに反するわけがございません」

			「……陛下と呼べ。貴様は確かに父の弟だが、あくまでも俺の下だという事を忘れるな」

			「……申し訳ありません。陛下」

			「ふん。次はないと思え」

			「はっ」

			「それで、奴らは現在はどこにいる？」

			「貴族の屋敷にあった地下通路を利用して、西へと向かっているようです。このまま行きますと……」

			「やはりスラムか？」

			「それしかないかと」

			「以前、徹底的に調べたはずだな？　その時は見つからなかったはずだが？」

			「申し訳ありません。スラムの者たちへの調教が足らなかったようです」

			「兵を向かわせろ。家探しをして、セリメアを燻りだせ。セリメアの命さえ奪えば、ウォルネイトの再契約も可能になる。そうすれば、全ての水竜艦が俺の配下だ」

			「スラムにはすでにドワイトに命じて兵士を向かわせております」

			「そうか。随分と早いな」

			「ははは、主のお言葉を賜る前に動くことができる者こそが、真なる忠臣でございますれば」

			「ふん。そう言う事にしておこうか。それにしてもスラムとはな。くくく、我が妹ながら、落ちたものだ。貧民共の中に混じって、地べたに這いつくばって暮らすくらいであれば、俺ならば死を選ぶな。王家の誇りはどこにやったか」

			「そうでございますな」

			「現在、スラムの住民はどれほどいるのだ？」

			「さて、正確なところは……。三〇〇〇人以上はいると思われますが」

			「税も払わぬ役立たずが三〇〇〇人か。やはりスラムの奴らは全員奴隷化して売り払ってしまうのがいいな。すでに奴隷狩りは始めているのだろう？」

			「はい。とりあえずガルーディ殿の要望に沿って、一〇〇名ほどを捕らえてあります。フィリアースの王子たちと一緒に、レイドスへと送ればよいでしょう」

			「ふはははは！　役立たず共でも、最後に俺の役に立つことができて喜んでいるだろうよ！」

			「まことでございますな」

			「それにしても、フィリアースの王族と一緒に捕らえた外国人ども、奴らを逃がしたのは痛い。レイドスは様々な人種を集めているらしいからな」

			「なに、セリメアが匿っているようですし、一緒に捕まえればよろしいでしょう」

			


			　二時間後。

			　道中はかなりの数の兵士が町を巡回しており、厳戒態勢になっている。

			　だが、こちらが五人と少人数な上、全員がある程度気配を殺せることから、なんとか発見されずにスラムまで戻ってこれていた。

			「では、サルート殿はこちらへどうぞ」

			「ああ、済まぬな。して、セリメア王女はいずこに。拝謁したいのであるが」

			「申し訳ない。姉上はここにはおりません。定期的に居場所を動かしておるのですよ」

			「なるほど。では、何時お会いできるかな？」

			「明日には必ず。それまでは少々窮屈で申し訳ありませんが……」

			「いや、それは構いません。殿下方の救出を手伝っていただけることについて、お礼を申し上げたかっただけですので」

			「律儀ですな」

			　ミリアムたちがサルートを賓客用の特別な部屋に案内している間、俺たちはカーラと共に一足早く子供たちの元へと戻ってきていた。部屋に入った途端、皆が笑顔で出迎えてくれる。

			「フラン、無事だったんだな！」

			「なんか、町で騒ぎ起きてるっているからさ」

			「心配してたんだよ？」

			「ありがと。私は大丈夫」

			「そっかー。それで、フルトたちはどこなんだ？　助けて来たんだろ？」

			「……ごめん」

			　その言葉に、フランは謝る事しかできなかった。絶対助け出してくると言って出て行ったのに、助けられなかったからな。忸じく怩じたる思いがあるんだろう。

			　フランのその言葉だけで、失敗したと理解したようだ。

			　子供たちは暗い表情で俯いてしまった。

			　だが、すぐに笑顔に戻って、フランを励ましてくれる。

			　本当にいい子たちだ。こういう友達は大事にせねば。

			　という事で、フランが無事戻って来て再会した記念のサンドイッチとジュースを子供たちに振る舞っておく。

			　かなりお腹が空いていたらしく、子供たちがガツガツとサンドイッチに食らいついているが、メイドさんだけは暗い顔だった。

			「……あの、フルト様とサティア様はご無事なのですか？」

			「まだへいき、なはず」

			「そうですか……」

			　そりゃあ、自分たちの主を救出に行ったはずなのに、失敗したと聞かされれば不安にもなるだろう。しかも、一緒に行ったヨースは帰ってこなかったわけだし。

			「大丈夫。ミリアムたちは諦めてない。わたしも」

			「本当ですか？」

			「ん」

			　それでも不安げな表情のままのメイドさんに、サンドイッチを差し出すフラン。

			　戸惑った様子の彼女の手に、皿を無理やり渡す。

			「あの……」

			「フルトたちが戻ってきたとき、お腹がペコペコじゃお世話できない」

			「……っ。そ、そうですね。そう、ですよね」

			「ん」

			「ありがとうございます」

			　メイドさんがぎこちないながらも笑みを浮かべて、フランに頭を下げた。

			「皆にも、配って来る」

			『フラン？』

			（師匠、他の人にも配っていいでしょ？）

			『……そうだな。腹が減っては戦はできんとも言うし。このあと、頑張ってもらわないといけないからな』

			「ん」

			　という事で、フランが他の部屋の人々を呼んで、次元収納から取り出した食事を配っていった。シチューやサンドイッチ、おにぎりだけではなく、大好物のカレーも大盤振る舞いだ。いつもなら、自分の取り分が減るから他の人に食べさせるのは嫌がるはずなのに、今日は自らカレー鍋を取り出して皆に勧めている。

			『フラン、カレーまで出しちゃっていいのか？　この人数で食べたら、結構な量になるけど』

			（いい）

			　フランはカレーに視線を固定したまま、コクリと頷いた。

			　未練がないわけではないらしい。

			　それでもやっぱり止めるとは言い出さなかった。

			『まあ、フランが良いなら構わないけど』

			（美味しい物を食べたら、すごく頑張れるから）

			『だからカレーか？』

			（ん）

			　フランにとって最高の御馳走＝カレーだからな。

			（師匠の料理はすっごく美味しい。師匠の料理を食べたら、なんでもできる）

			『いや、なんでもって言われるとすっごいハードル上がるんだけど』

			（わたしが頑張れるのは、師匠のご飯のおかげ。きっと、みんなも頑張れる）

			　そんな嬉しい事を言ってくれつつ、フランは配膳を続けた。

			　今日は陽動部隊へのサポートに人手を取られてしまっていて、満足な夕食が用意できなかったらしい。フランたちは途中で、塩辛いハムとチーズを挟んだ硬いパンと、乾燥させた魚の乾物を食べた。だが、こちらではもっと酷く、硬いパンに塩味の具なしスープだけだったようだ。そりゃあ、腹も減ってるよな。

			　皆、笑顔で美味しいと言いながら料理を食べている。

			　サルートを案内し終えて、こちらにやって来たミリアムたちも同じだ。

			　最初から出せって怒られないかと思ったが、むしろ感謝されてしまった。

			「このような貴重な物を我らのために提供してくれて、本当にありがたい」

			「はい。これで戦えますよ」

			「ほんとうですぜ」

			　食料で苦労している彼らからしたら、重要なスキルを明かしてまで食事を提供したフランには本気で感謝してくれているらしい。

			「ありがとう、フラン」

			　ミリアムとともにやって来たセリメアも、フランの用意したカレーライスを食べて、微笑んでいる。

			　セリメアは、自分だけ食べるわけにはいかないと言って、他の者と同じ食事しか摂っていなかったらしいし、お腹が空いているんだろう。

			　上品かつ丁寧に、そしてかなりの速さでカレーを平らげていった。

			「それにしても、本当に美味しいわ」

			「ん。カレーは最強」

			「この不思議な食べ物は、カレーというのね。王宮でも食べたことが無いわ」

			　王族が美味しいって言ってくれてるんだ。俺の料理って結構凄い？　まあ、料理スキルのおかげなんだが。

			「ん。師匠が作った至高の料理」

			「まあ、あなたの師匠が開発したの？」

			「そう」

			「凄いわねー」

			「師匠は世界一の師匠。どんなことでもできる」

			　いやー、フランに尊敬してもらえてるのは嬉しいんだけど、どんだけスーパーソードだと思われてるんだ。ハードルが上がり過ぎて、どんなお願いをされるのか怖いんだけど。

			　そりゃあ、フランのお願いだったらどんな事でも全力で叶えるつもりだけどね？　火鼠の皮とか、龍の首の玉とか言われても、さすがに無理だ。

			　いや、待てよ？　もしかしてこの世界なら手に入る？

			　火鼠とか龍はいるかもしれないし、宝石でできた木の枝とか、貝を生む鳥とかも探せば普通にありそうな気がする。

			　もしかしてかぐや姫って異世界人？　こっちの世界の人が何らかの理由で地球に渡ったとか？　だとするとあれは実話？

			（師匠、どうしたの？）

			『おっと。いや、何でもない。ちょっと考え事をしてただけだ」

			（王子たちを助ける作戦？）

			『ま、まあ、そうかな～』

			（おお。作戦、詳しく聞きたい）

			『まあ、いいけどね』

			　セリメアとミリアムに説明するのはフランにやってもらわないといけないんだし、フランには詳しく知ってもらう必要があるからな。

			　そして、俺はフランに作戦を説明した。

			『まずサルートに──』

			（なるほど。師匠天才）

			『いやいや──』

			　数分かけて、フランに作戦を理解してもらう。

			『どうだ？』

			（ん。それならきっとうまくいく）

			『だろ？　セリメアとミリアムにも説明しないといけないんだ。フラン、頼むぞ』

			（まかせて）

			　その後、フランによってセリメアたちに俺の作戦が伝えられ、驚きとともに承認を得たのであった。

			　ここに戻って来る道中で、すでにミリアムに少し説明をしていたというのと、仕込みの第一段階が終わっているという事が大きかったらしい。

			　セリメアもミリアムも決意の表情で、自分の役割をこなしてみせると意気込んでいた。

			


			　一時間後。

			　フランはセリメアたちの確保している隠れ家の一つで、数人の男性と会っていた。

			　彼らはミリアムの部下であり、今でもセリメアに忠誠を誓っている元近衛兵のリーダーでもある。それぞれ、近衛兵でも上の階級だったらしい。

			　全員、高身長で筋肉質。しかも顔がゴツくて怖いという、かなり押し出しが強めの外見をしている。まあ、これくらいじゃないと近衛兵にはなれないのかもしれないが、かなり頼もしいことは確かだった。

			「分かりました。その作戦、必ず遂行してみせましょう」

			「命に代えても、こなしてみせます。俺たちだけで、真正面から離宮を襲うなんざ、腕が鳴りますよ」

			「わたしも血が滾りますな！　一度、スアレス側の馬鹿どもと正面からやり合ってみたかったのですよ」

			　どんな会話をしても、任侠映画のワンシーンにしか見えんな。

			　そんな怖い顔をした彼らだが、セリメアに対する忠誠心は驚く程に高かった。

			　先程、陽動のために港襲撃を行った際に少なくない犠牲を出した上、ミリアムたちは作戦を失敗している。彼らの中には、怪我をして包帯を巻いている者もいた。

			　普通なら、文句の一つでも出ておかしくはない。

			　だが彼らは一様に、濁りのない真っすぐな瞳でミリアムを見つめている。一見するとガンを飛ばしているようにしか見えないが、それは強い信頼の眼差しだ。

			「皆、済まんな。本当は全てを説明してやりたいのだが……」

			「ミリアム様、お気遣いだけで結構です。情報というのは、知っている人間が少ない方が漏洩しづらい」

			「我らは情報を漏らすつもりはありませんが、万全を期すに越したことはありませんからな」

			「陽動でも囮でも、我らを好きに使い潰し下さい」

			「へっへっへ、何なら今からでもいけますぜ？　いつでも蜂起できるように、準備は万端ですから」

			「嬢ちゃん、ミリアム様を頼んだぜ」

			「前線は俺たちに任せな」

			　そう言って胸を張る。

			　彼らは普通であれば小娘と言っても良い年齢と外見のフランに対しても、一切疑いの表情を見せなかった。

			　勿論、彼らもそれなりに強いので、フランの強さをある程度感じ取っているというのもあるだろう。だがそれ以上に、ミリアムが信じているのであれば自分たちも信用するという想いが強いことは確かであった。

			「すまん。そしてありがとう」

			　感激に濡れた瞳で、ミリアムが部屋の皆を見回す。部下の言葉に感動しているようだな。

			「今回の作戦は、必ず成功させてみせる。また、力を貸してくれ」

			　ミリアムがそう言って、部下たちに頭を下げた直後だった。

			　ドンドンドンドン！

			「おい、開けろ！」

			　隠れ家の扉を、乱暴に叩く音が鳴り響く。

			　人が近づいて来ているのは分かっていたが、まさかこの小屋が目的だったとは思わなかった。

			　ドンドンドンドン！

			「犯罪者がこの辺に潜伏している可能性がある！」

			「やましい事がねーなら、この扉を開けろ！」

			　どうやらスアレスの魔の手がスラムにまで伸びて来たらしい。

			　裏切り者によってリークされたのだろう。

			　正確な場所が分からずとも、スラムという情報さえあればあとは虱潰しにしていけばいいからな。

			「ミリアム様たちはそちらの隠し部屋へ」

			「大丈夫か？」

			「平気ですよ。俺たちが何年このスラムで暮らしていると思ってるんです。もう慣れたもんですよ」

			「ささ、こちらへ」

			「済まん」

			　部下の一人に促され、フランたちは地下の隠し部屋に身を隠した。

			　硬い岩盤を手で掘って作った、本当に簡易的な部屋である。いや、部屋というのもおこがましい狭さだな。床下収納とか言った方が良いかもしれない。

			　天井も木の板を重ねただけで、本当にばれないか心配になる。隙間が結構あって、上の様子が丸見えだし。

			　これ、下をじっくり見られたらばれるんじゃなかろうか。一応現在は夜だし、大丈夫だとは思うんだけどね。

			　そんなやや大雑把な彼らだったが、こういった兵士たちの横暴な取り調べに慣れているというのも本当であるようだった。

			　ミリアムとフランが隠れたのを確認して、男性が静かに扉を開ける。

			　すると、もう一度扉を叩こうとしていた男が、突然開いた扉にぶつかりそうになり不機嫌な声を上げた。確実にタイミングを計って、わざとぶつかるようにしたよな？

			「い、いきなり開けるんじゃねー！」

			「すいやせんね」

			「おい、犯罪者がこの辺に隠れているという情報がある。中を改めさせてもらうぞ」

			「犯罪者なんかいませんよ」

			「それを決めるのは俺たちなんだよ！　どけ」

			　二人組の兵士が、男性を押しのけて家の中に踏み込んでくる。

			　その姿は犯罪者を探す警備兵というよりも、金目の物を物色するチンピラにしか見えなかった。実際、テーブルの上に置いてあった燭台を手にとり、「なんだ安物か。しけてやがんな」などと呟いている声が耳に入った。

			　確実にその呟きが聞こえていたはずなんだが、ミリアムの部下たちは一切怒る素振りを見せず、下手に出て部屋の中を全て見せている。

			　だが部屋を一通り見せた後、ミリアムの部下たちの態度が豹変した。それまでのヘコヘコとした姿が嘘のように、全員で兵士たちを囲んで、威圧し始めたのだ。腕を組み、ぶっとい上腕筋をこれ見よがしに見せつける。

			　実のところ、権力を笠に着て威張っているだけで、兵士たちの腕前は大したことがない。むしろ雑魚と言っても良かった。

			　それに比べて、こちらは体を鍛えたガタイの良い男が五人だ。その五人に鋭い目で睨まれ、兵士たちは完全にビビッてしまったらしい。もし襲いかかられたらどうなるか、想像してしまったんだろう。

			　最初は青い顔をしながらも何やら強がっていたんだが、すぐに小屋から退散していったのだった。

			「ははは。見たか、奴らの顔！」

			「だせーったらありゃしねーな！」

			「最近は兵士の質が下がり過ぎだろ。あの程度で臆するとはな」

			　いや、仕方ないんじゃないか？

			　だってこのおっさんたち、外見が完全にアウトロー系だもの。それも、武闘派組織の組長クラス？

			　そして、兵士たちは高卒ヤンキーのお兄ちゃんたちといったところだ。勝負になるはずがない。

			　むしろ「逃げてっ！」て言いそうになってしまったのだ。

			「ふむ、他の場所は大丈夫だろうか？」

			　ミリアムがそう呟く。

			　セリメアの隠れている場所は、隠し通路を通らなくては入れない場所なので、多分大丈夫だろう。ただ、脱獄仲間たちが隠れているあの小屋はスラムの奥まった場所に作られているものの、普通に出入りは可能な作りになっている。

			　兵士たちが目を付ける可能性はあった。

			　嫌な予感がしたのだろうか。フランがミリアムを急かして、小走りで隠れ家へと急いで戻ろうとする。そのせいで兵士に発見されそうになってしまったほどだ。

			　そして、フランの勘は当たってしまっていた。

			　今まさに、隠れ家の前に兵士たちがいたのだ。

			　咄嗟に物陰に隠れて様子を窺うと、兵士たちがドンドンと扉を叩いて、だみ声で開けろと怒鳴っているのが聞こえた。

			　無視してくれればいいんだが……。

			　だが、俺の祈りも虚しく、誰かが扉を開けてしまう。

			　明日には王子たち救出作戦が決行される。誰かができるだけ穏便に済まそうと考えて、兵士を小屋に招き入れてしまったのだろう。

			　このまま適当に調べて、それで満足して帰ってくれればいいが……。

			　こちらに不審感を抱かれたら不味い。いや、確実におかしいと思うだろう。

			　この狭い小屋に、三〇人以上の外国人がいるのだから。

			　昨日、大勢で脱獄した外国人たちがいるという情報を持っていれば、それと結びつけることは容易なはずだ。

			（どうする？　斬る？）

			『いや、ここからじゃ遠過ぎる。絶対に他の兵士に見つかるぞ』

			　どうするか悩んでいたら、兵士が再び出て来た。

			　結構早いぞ。もしかして何事もなく済んだのだろうか？

			　だが、その考えは甘かった。

			「いやー！　離して！」

			「うるせー！　こっちこい！」

			　なんと、兵士が少女を捕らえて出てきたのだ。

			　泣き叫ぶ少女の腕をつかみ、乱暴に歩かせている。

			「やめて！　やめてよぉ！」

			「黙れって言ってんだろうが！　このクソガキが！」

			「ぎゃっ！」

			　兵士が少女を殴りつけた瞬間、フランの全身から殺気が漏れ出した。　黒猫族を馬鹿にされた時でも、これほど怒ってはいなかっただろう。

			　そのドス黒い殺気が伝わったのだろう、隠れ家の前にいた兵士たちが、一斉にブルリと震え、周辺をキョロキョロと見回し始めた。

			　だが、すぐに気のせいだと思い、その興味は隠れ家に戻ったようだ。

			「おい！　あまり手荒に扱うなよ、売値が下がるだろ」

			「へっへっへ。別に構いやしねーだろ。中にはまだかなりの人数がいる。一人二人壊れたところで、かわんねーよ」

			「そりゃそうか。どうせ脱獄犯共は捕まれば死刑だしな。だったら、俺たちの役に立ってもらうか？」

			　男たちの会話を聞いて、恐怖のあまり号泣し始めた少女を、兵士が再び殴った。

			　今度は逆の頬を殴打され、可哀想にその場で蹲ってしまう。

			「ひひひ。そうそう。俺、一度でいいから子供をサンドバッグにしてみたかったんだよな」

			「ぎゃははは！　悪人だなお前！」

			「こりゃあ、ちょうどいいな？　おいサンドバッグ！　お前は今から俺のサンドバッグだ！　よかったな！」

			「じゃあ、俺は中にいた女を頂くかな？」

			「そうしろそうしろ！」

			　最低の会話だな。フランには聞かせたくなかった。

			　もう遅いけどね。

			　全部聞いて、怒りに身を震わせている。俺でもちょっと話しかけづらい程、今のフランの怒りは凄まじかった。激情のあまり、俺の柄にかける手がブルブルと大きく震えている。

			『フラン？』

			「────」

			『フラン！』

			「────」

			　ダメだ、俺の声にさえ反応できない程、怒り狂っている。返事がない代わりに、フランの口からはギリギリギリという、奥歯が噛みしめられる音だけが聞こえていた。

			　そして、フランが物陰から一気に飛び出す。

			　他の兵士たちが少女の泣き声を聞きつけて集まって来ているんだが、そんなことは完全に無視だ。

			　今のフランには泣いている少女と、その少女を殴った兵士たちしか見えていない。

			　全速力で兵士に駆け寄ったフランが、ゾッとするほど冷たい声で呟いた。

			「死ね」

			


			

			


			「あ──？」

			「ひぐぅ？」

			　フランが俺を二閃させた。手加減なしの、本気の斬撃だ。

			　僅か一瞬。瞬きする程の間に、成人男性二人分の人生が終了した。

			　一人目は脳天から唐竹割にされ、綺麗に体が左右に分かれている。二人目は頭が水平に輪切り状態だ。目と鼻の中間あたりで、綺麗に切断されていた。

			「──」

			　フランが俺を鞘に納めた直後、ゆっくりと倒れ始める男たち。

			　あまりにも速過ぎたため、自分が死んだことにさえ気づいていないだろう。

			「もう、だいじょぶ」

			「え？」

			　フランは少女を抱きかかえると、軽く跳んでその場を離れる。

			　そうしてフランが数メートル先に着地した時、男たちの死体が地面に倒れ伏し、体液で地面を汚すのだった。

			　少女が汚れないように、気を使ったんだろう。

			　何が起きているのか理解できていない少女にヒールをかけてやりながら、先程とは別人のように穏やかな表情で声をかけてやるフラン。

			「へいき？」

			「フラン、ちゃん？」

			「ん。遅くなってごめん」

			　フランがそう言って少女を優しく抱きしめる。すると、少女はその眼に大粒の涙を湛え、再び号泣し始めてしまった。だが、先程までの恐怖による涙ではなく、安堵による涙だ。

			「フランちゃん……！　うわーん！」

			「もう平気」

			「怖かったぁ！　怖かったよぉ！」

			「そうだね」

			「それに痛かったのぉ！」

			「ん」

			　フランにしがみ付いて大泣きする少女の声が聞こえたのだろう。隠れ家の中から少年たちが飛び出してきた。後を追って、メイドさんや、他の大人たちも一緒に出てくる。

			　これはまずいかもしれない。

			　少女の泣き声に引き寄せられたのは、彼らだけではないのだ。

			「こ、これは何だ！」

			「誰がやった！」

			　一〇人近い兵士たちが、仲間の死体を見て喚き出した。

			　中には、その場で吐き出す奴もいる。まあ、結構グロいからな。

			「き、貴様らがやったのか！」

			「おい、こいつ等ってもしかして例の！」

			「脱獄囚か！」

			　案の定、こちらの正体がばれてしまいそうだ。

			　しかも、兵士の数は増える一方である。

			　その中には、どう見ても一般の兵士ではない男がいた。

			　成金趣味丸出しの、金糸の刺繍がゴテゴテと施されたローブを着込んだ、贅肉ダルダルの、オーク似の小男だ。まさかこんな場所で再会するとはな。

			　そいつは、俺たちがシードランの騒ぎに巻き込まれる切っかけと言っても良い相手だった。そう、フランを奴隷にするとか抜かしやがったムカつく豚提督、ドワイトだ。

			「ドワイト様！」

			「おい、何を騒いでいる。セリメアとミリアムの居場所はつかめたのか？」

			「そ、それよりも我々の仲間が──」

			「うるさい。黙れ。使えん役立たずどもが。クズが何人死のうが知った事か」

			　少女に暴力を働いたスアレス派の兵士共がクズというのは同意するが、それにしても部下に対して言い過ぎじゃないか？　兵士たちが、相手を射殺せそうなほど鋭い目でドワイトを睨んでいる。だが、その罵詈雑言は止まらない。

			「これだから陸軍の人間は使えないんだ」

			「も、申し訳ありません」

			「奴隷として売れる分、スラムのゴミ共の方がまだ役に立つわ！」

			「……」

			「ふん。まあいい。せっかく捕まえた外国人奴隷に脱獄されたと聞いた時には腸が煮えくり返るかと思ったが、また私の前に現れるとはな。捕らえて、今度こそガルーディ殿に売り飛ばしてくれる。さぞかし高く買ってくれるだろう。その金を使い、フィリアースの王族を捕らえた功績も合わせれば、将軍の地位も夢ではないぞ！」

			　金を使いって、完全に将軍の地位を買う気満々だね。

			「それにしてもお前ら、よくセリメアやミリアムと一緒にいるな？　奴らはお前たちを見捨てたフィリアースの王族を助け出そうとしているのだぞ？」

			「お前の言う事なんか誰も信じない。フルトたちが家臣を見捨てるなんてありえない」

			「ふん、根拠のない自信だな。だが残念だったな。それは間違いだ。奴らは自分たちが助かるために、お前らを売ったんだよ！」

			「？　それは嘘」

			「ちっ。分からん奴だな。なぜそこまで自信がある？」

			「なんでお前みたいな豚の言葉を信じなきゃいけない？」

			「ぶ、豚だとぉ……！」

			　おっと、自分の容姿を気にしていたらしい。フランの言葉に顔を真っ赤にして怒っている。

			「あ、ごめんなさい」

			「何がごめんなさいだ！　今更謝っても許さんわ！　お前だけは奴隷にせず、なぶり殺してやる！」

			「誰もお前なんかに謝ってない。謝ったのは豚さんに」

			「は？」

			「お前なんかと一緒にしたら豚さんが可哀想。お前なんかオークモドキで十分」

			「き、きさっ、きさま！」

			　フランが多弁だ。つまり、それだけ怒ってらっしゃるという事。まあ、散々奴隷にするとか何とか言って、こちらを挑発してくれたからな。当然だろう。

			「オークモドキが人間の言葉を喋ってる。ビックリ」

			「もういい！　そうだよ！　嘘だよ！　お前らが絶望に震えながら奴隷に落とされる様を見て笑ってやろうと思っていたが、もうどうでもいいわ！　ここで全員拷問にかけて、絶望に叩き落としてやるからな！　おいお前ら、奴らをとっとと捕まえろ！　そして私の前に引きずって来い！」

			　捕まえられないから兵士共は困っているわけだが。

			　ドワイトにはそんな事関係ないらしい。口ごもる兵士を苛立った顔で怒鳴りつける。

			「猶予は、私がセリメアの首を取るまでだ。その前に、この脱獄犯共を全員捕らえておけ！　いいな！」

			「し、しかし我々だけでは……」

			「使えん奴らめ！　とっとと応援でも何でも呼んでこい！」

			「は、はい！」

			「それで、セリメアの居場所は分かったのか？」

			「ま、まだです。現在、虱潰しにしておりまして──」

			「もういい。貴様らの無能さがよく分かった。このような場所を人海戦術で調べたらどれだけ時間がかかると思う？　無駄なんだよ。もっと頭を使え！」

			「では、どうすれば良いのですか！」

			「こうするんだよ。おい、スラムのブタ共！　聞こえているのだろう？　いいか、今すぐセリメアを連れてこい！　さもなければ、スラムに火を放ち、住民もろとも焼き払ってくれる！」

			　風魔術を使って拡声しているらしく、ドワイトの声は恐ろしく大きかった。それこそ、スラム中に聞こえているだろう。

			「な、何を言われるのです！　そんなことできるはずがないでしょう！」

			　住人を攫って奴隷にするのは良くても、火付けは尻込みしてしまうらしい。俺的にはどっちも死刑なんだが、こいつらの中では一応差があるようだな。

			「何を言っているんだ貴様は？　こんなゴミ溜めを焼き払う事に何を躊躇する必要がある？　まあ、だが私も鬼ではない！　セリメアを引っ立ててくれば、焼き討ちは止めてやる！　さらに、セリメアを連れてくれば、賞金も出そうではないか！　生きたままで一〇〇万ゴルド！　首だけでも五〇万ゴルドだ！」

			　やばい。こいつ、部下への気遣いはできないくせに、スラムの住民の心理は的確に突きやがる！

			　いくら隠れ潜んでいると言っても、スラムの住人にセリメアの情報が全く漏れていない訳がない。

			　中にはそれなりに情報を知っている者もいるだろう。

			　それに、スラムの住人と言えばやはり金に困っている者が圧倒的に多い。そいつらに大金をチラつかせるやり方は、非常に有効だと思われた。

			　ドワイトがスラム中に響く声で叫んだ直後、大勢の人間が蠢く気配がある。

			　そして、すぐに俺たちは囲まれてしまった。もともと近くで様子を窺っていたのだろう。

			　隠れ家の周辺に、一〇〇人以上の人間が集まって来た。そして、息を殺してこちらを見つめているのが分かった。

			『まずいな……』

			（どうする、師匠？）

			『突破するしかない』

			　地下通路をバラすわけにはいかないので、それを使って逃げることはできない。となると、正面から兵士とスラムの住人たちを蹴散らして、突破するしかなかった。

			『フランだけなら問題ないが……』

			　他の仲間たちを護衛しながら突破するとなると、難易度が一気に跳ね上がる。

			　ノーマルモードが急にヘルモードになるようなものだ。

			「どうした！　見ているだけか？　ならば、セリメアの情報だけでもいいぞ！　高く買ってやる！」

			　ドワイトが再び叫んだ直後だった。

			「うるせぇ！　黙れ！」

			　どこからか怒号が響き、石がドワイトに投げつけられる。

			　それを皮切りに、四方八方から怒声と物がドワイトに向かって投げつけられ始めた。

			「な、何をする！　俺はシードラン海軍提督、ドワイト様だぞ！」

			「知るか！」

			「や、やめろ！　貴様らが捕まえるのはセリメアだ！　なぜ俺に逆らう！　殺されたいのか！」

			　ドワイトがこの期に及んでまだ上から目線で叫ぶが、投石は全く止まらなかった。

			　むしろこれだけ罵詈雑言を言い放って、他人が従うと思っていることが不思議だ。いや、今までは虐げられても逆らえず、スラムの住人たちは従順だったのかもしれない。だが、さすがに堪忍袋の緒が切れたってことなんだろう。

			「俺たちの住処を燃やす？　ふざけやがって！」

			「だいたい！　王女様がこんな場所にいるわけねーだろ！」

			「見当違いの事言いやがって！　誰が豚だ。お前みてーな本当の豚に、豚って言われる筋合いないんだよ！」

			「それに、スラムに隠れていたとしても、お前らなんかに渡すもんか！」

			「そうだ！　あの方だけが、俺たちに手を差し伸べて下さったんだ！」

			「帰れ帰れ！」

			　石だけではなく、木や、ゴミのような物も飛んできたな。

			「く、くそ！　おい小娘、こっちに──ごはっ！」

			　フランを人質にでもするつもりだったのだろうか。ドワイトが掴みかかってきたのだが、フランにあっさりと斬り捨てられていた。呆気ないものだな。まあ、自業自得だろう。とりあえず証拠隠滅のために、死体は収納しておく。どっかで捨てればいいしね。

			「おい、お嬢ちゃん。今のうちに行け！」

			「いいの？」

			「ああ、こっちのことは気にしなくていい。俺たちは、お前さんらの味方だ」

			「頑張れよ」

			「セリメア様をよろしくな！」

			「ミリアムちゃんも！」

			　どうやら、スラムの住人たちは最初からセリメアの味方だったらしい。

			　焦って先制攻撃しなくて本当に良かった。

			「あんたたち！　こっちに来な！」

			「ん？」

			「ほら、こっちだよ！」

			　フランたちを呼んでくれたのは、小柄なおばちゃんだ。

			「なに？」

			「これで汚れを拭きな」

			　おばちゃんが渡してくれたのは、水に濡らした布である。そして、フランに肩を抱かれる少女を指差す。

			　フランはそれを使って、助けた少女の顔を拭いてやった。

			「布は綺麗なの使ってるから、安心しておくれ」

			「ありがと」

			「いいってことよ。セリメア姫様への恩を、少しでも返したいだけなんだからね。ほら、あんたたちはもう行きな。王の犬どもは私らが追い返すから」

			「だいじょうぶ？　相手は兵士……」

			「はっはっは！　あんな愚王に従う腰巾着どもに負けるはずがないだろう。心配しなさんな」

			「ん。この布、後で返しに来る」

			「別にいいよ」

			「ううん。返しに来る。だから、またね？」

			「あっはっは、そうだね。またね」

			　フランは良い笑顔でサムズアップしているスラムの住人たちにペコリと頭を下げると、子供たちを連れて隠れ家に戻った。

			　扉を閉めて、外の様子をこっそり窺ってみる。

			　すでに、集まって来たスラムの住人たちの数は二〇〇を超えているだろう。しかも、ここ以外の場所からも、人が争う声が聞こえてくる。

			　いや、人が争うというか、スラムの住人が一方的に相手をボコボコにしている声というか、兵士たちの憐れな悲鳴ばかりが聞こえている。

			　そのまま息を潜めていると、床下の隠し通路の中から人の気配があった。

			「おい、大丈夫か？」

			　ミリアムとカーラだ。

			　ドワイトの叫び声を聞いて、慌てて様子を見に来たらしい。

			「ん、もうへいき」

			「もう、か。何があった？」

			　フランが二人に事態を説明する。言葉が足らない部分は子供たちが補足してくれた。

			「そうか、兵士を斬ったか」

			　ミリアムがそう呟き、考え込んでしまった。

			　子供を助けるためだったとはいえ、兵士を斬って争いを起こしたことを問題視されるか？　これで確実にスアレス側に目を付けられた。少なくとも、さらに兵士を送り込んでくるだろう。

			　フランも、ちょっとだけはっちゃけ過ぎたと分かっているのか、シュンとした顔でうつむいてしまった。

			「……ごめんなさい」

			「む、いや。謝るな。お前は何も悪いことはしていない。別に怒っていたわけじゃないぞ？」

			「でも」

			「良いのだ。セリメア姉上なら、絶対にお前を責めたりすまい」

			「私もそう思います」

			「大事を成すために、小事を切り捨てられぬからこそ、我らは戦っているのだからな」

			「ありがと」

			「私が考えていたのは、このまま放っておいたらスラムの者たちがこのまま王宮に雪崩れ込みかねんと思っただけだ」

			　あー、なるほどね。確かに、このまま暴動が大きくなれば、そのまま不満のままに蜂起するというのは十分に考えられた。

			　ただ、俺たちにとっては都合が良いともいえた。

			「計画を少し速めよう。我らの手勢だけで王宮に向かうつもりだったが──」

			　ミリアムがニヤリと笑う。

			「スラムの者たちの手を借りることができれば、一気に手勢が増える。あの愚兄の慌てふためく顔が見えるようだ」

			　ミリアムも俺と同じことを考えたらしい。

			「ん」

			「では早速交渉に行くとしよう」

		

	
		
			第五章　シードラン海国の王

			　


			　スラムでの騒ぎがあった日の昼頃。

			　フランの姿は民衆と共にあった。

			　二〇〇〇人以上の武装した市民たちが、王宮へ向かって歩を進めているのだ。

			　彼らの先頭に立つのはセリメアとミリアムである。周辺を護衛たちで固めてはいるが、最前線とも言える場所にその姿はあった。護衛の中にはサルートやフラン、カーラ、あとは外套で姿を覆い隠した人物などもいる。

			　この群衆のほとんどが、スラムの住人たちであった。

			　兵士たちを撃退したスラムの住人たちにセリメアとミリアムが頭を下げた結果、彼らは二つ返事で協力を約束してくれたのだ。

			　勿論、セリメアは相手がスアレス派の兵士であり、命の危険があるときちんと説明している。

			　だが、それでも彼らの決意は変わらなかった。

			「セリメア姫様のお役に立てるなら、このくらいなんてことないですわ」

			「以前不漁だった年に、セリメア様が与えて下さった施しが無かったら、儂は今生きておらんです」

			「母ちゃんが病気になった時、無料診療所で見てもらったんだ」

			　セリメアが前王時代に行っていた民を救済するための様々な施策が多くの人を救い、感謝されていた。

			　そして、その恩を少しでも返そうと、スラムの住人たちは立ち上がってくれたのだ。

			　詳しく話を聞いてみると、スラムの住民たちは最初からセリメアの居場所を知っていたらしい。知っていて、全員でセリメアの事を陰ながら見守り、匿ってくれていたのだ。そりゃあ、隠し通路などを使って巧妙に隠れているとはいえ、同じ場所に住んでいる人間にすら全く気づかれず、隠れ続けるなんて不可能だよな。

			　スラムの住民たちが一致団結して、セリメアの情報を外に漏らさないようにしてくれていたのだ。

			　セリメアとミリアムは知らなかったらしい。自分たちが上手に隠れられているのだと思っていたらしく、真実を聞かされて赤面していた。

			　まあ、自分たちだけの力で潜伏できているのだと思っていたら、実は周囲の人たちにこっそりと助けられていたのだ。そりゃあ、恥ずかしくもなるな。

			　スラムに溶け込んで暮らしていたセリメアの部下たちは知っていたらしいが、教えなかったらしい。セリメアがスラムの人間に迷惑をかけてしまうと気に病まないように。

			　本当に愛されているな。

			　善意と善意の温かい関係だ。

			　正直、王族としては善意だけで国は運営できないのかもしれない。だが、俺はセリメアたちが治める国が見たいと思ったし、フランも同じ気持ちらしい。

			　逆に、民から搾取する事しかせず、欲望のままに政を行うスアレスは、多くの人間から恨みを買っている。

			　スラムの人間が立ち上がった理由も、セリメアへの善意が八割、スアレスへの怒りが二割ってとこだろう。それに、スラムの人間だけではない。一般市民の中にも、こちらへの援助を申し出てくる人間が後を絶たなかった。

			　最初は二〇〇〇人だった群衆が、王宮に近づくにつれて、どんどん増えて行く。

			　すでに三〇〇〇人は超えているだろう。

			　因果は巡るというが、正にこういう状況を言うのかもしれない。

			　人に慈悲を与えれば善意が、人を苦しめれば悪意が、その人物に返って来るのだ。

			　そんなセリメアの軍勢に相対するのが、スアレスの命令で向かって来る兵士たち、およそ数三〇〇〇人だ。

			　少ないようにも思えるが、現状を考えると仕方ないだろう。

			　スアレスは王宮などの守りも固めなくてはいけないし、軍港などの守備を減らすわけにもいかない。

			　そうなると、即時動かせる兵士はこの程度になってしまうのだ。

			　まあそれでも、普通に考えればスアレス側に負けはない。

			　数が同等でもこちらは一般人。向こうは兵士。装備の質も軍勢の質も、スアレス側の方が圧倒的に上である。

			　セリメア軍に勝ち目があるはずもなかった。

			　普通に考えたら、であるが。

			「我らが有利だな」

			　ミリアムの言葉通り、戦いはセリメア側が有利に進んでいた。

			　それはこの国が元々海賊によって造られたという成り立ちが関係している。

			　ぶっちゃけて言えばシードランという国は、血の気の多い、喧嘩っ早い漁師ばかりの国なのだ。先祖の血が騒ぐのだろうか、彼らは短気で血の気が多い者ばかりだった。それでいて、日々の力仕事で鍛えられ、体はムキムキのマッチョメンだ。そんな奴らが、怒りに任せて突っ込んでくればかなりの迫力があったし、破壊力も抜群だった。

			　対してスアレス側の兵士たちは、練度も士気も低かった。上役たちが権力争いと賄賂集めに奔走し、日々の訓練などはあってないようなものである。住民からは嫌われ、給料も安い。それでやる気が出る訳もない。中にはあくどい事をして儲けるクズ野郎もいるが、大多数の兵士は食いっぱぐれがないし、楽だからという理由だけで惰性で軍に残っている者が多かった。

			　勢いと士気の差は容易に装備の差などひっくり返す。

			　結果として、セリメア軍が兵士たちを蹴散らす場面が増えていた。

			　ヴァルーザたち竜牙戦士団や、王宮の近衛兵のような精鋭部隊でも交じっていればまた違った結果になったのかもしれないが、この場にはいない。

			　そして、こちらには元近衛兵たちがいて、セリメアがいることで士気もうなぎ上りだ。

			　正面からぶつかっているうちは負けるはずがなかった。

			　いざとなればフランたちも出撃する予定だったが、この分では出る必要はなさそうだな。セリメアの護衛をしていよう。

			　そもそも、最初はセリメアは隠れ家で待っていてもらう予定だったのだ。

			　セリメアはこちらの総大将。その命さえ取られなければ、負けはないからな。

			　だが、どうしても皆と一緒に行くと言って聞かなかった。

			　民だけを戦わせて、自分だけが後ろでのうのうと待っていられないと。

			　ミリアムに説得してもらおうと思ったんだけど、無駄だった。むしろ、セリメアがそう言うのならばと、消極的に賛成するほどだった。まあ、ミリアムが反対しないのであれば、俺たちがどうこう言うこともできない。

			　それに、スラムに隠れていたとしても安全とは限らない。それこそドワイトが言い放ったように火でも付けられたら、逃げ場がないからな。裏切り者によって情報も漏れている。

			　だったら、近くで守った方が安全かもしれないと考えたのだ。

			「奴ら、逃げて行くぞ！」

			「ざまーみろ！」

			「追わなくていい！　我らの目的は、ここで兵士を殺すことではないからな！」

			　スアレス側の兵士があっと言う間に蹴散らされ、撤退していくのが見えた。

			　勢いのままにその後を追おうとする民衆を、ミリアムが大声で制止している。

			　それでも血の気の多い奴らが追って行ってしまったが。

			　まあ、大多数は言う事を聞いてくれているので大丈夫かな。

			「離宮へ向けて、進軍だ！」

			「「「おおー！」」」

			　ミリアムの声に応えて、民衆が再び進軍を開始する。

			　すでに住宅地を半分は過ぎただろう。

			　兵士の抵抗もほとんどなくなり、こちらの歩みを止めるものはなかった。

			　セリメアの姿を見てこちらへ合流する民衆の数は今も増え続けているし、士気は高まるばかりだ。

			　そんな中、フランが急に飛び出した。

			『フラン、どうした？』

			「ん。あれ」

			　フランが指差す先では、何やら数人の男が商店のような場所を囲んでいる。

			　近づいてみると、何をしているのか分かった。

			「おいババア、とっとと金出せよ」

			「ひ、ひぃ」

			　人が増えれば、こういう奴らもいる。集まってくる奴らには、一般市民に暴力を振るったりするな、破れば処罰すると伝えてはいるんだがな。

			　最初からこういう乱暴狼藉が目的だったのか、争いの雰囲気に当てられて魔が差したのか。数人の男たちが逃げ遅れた商店主を脅して、金を奪おうとしていた。商品と思われる食品を抱えたまま、店から出てくる男もいる。

			「なに見てんだ？」

			「おい、そいつ確か王女の部下だぞ」

			「はぁ？　このガキが？」

			　フランを値踏みするような目で見ている。フランに斬られた兵士たちにそっくりの嫌な目だ。

			「お婆さんを離して」

			「はぁ？　なに命令してやがるんだ？」

			「セリメアなら、こんなこと絶対に許さない」

			「俺たちは王女を助けてやってんだぞ？　無償でな！　だったら、この程度の事は目をつぶるさ！」

			「そうそう。何なら、お前にも分け前をやろうか？」

			　やはりやってること、言っていることはスアレス側の兵士と変わらないな。

			　こういう奴らは寧ろ邪魔だ。セリメアの名前に傷が付く。

			　フランも同じ考えだったらしい。

			「はぁっ！」

			「がはぁっ！」

			「ぐぼぉっ！」

			　目にもとまらぬ動きで男たちに近づくと、俺を抜きもせず拳で男二人を地に這いつくばらせた。

			　うーん、いいボディブローだ。完璧な角度でリバーを打たれた男たちは、その場で言葉も発せずに激痛に身をよじっている。

			　さらに残った二人も同様にワンパンで沈めたフランは、怯えた様子のお婆さんに優しく話しかけた。

			　フランの幼い外見が功を奏したのか、お婆さんはすぐに落ち着きを取り戻したようだ。

			　感謝するようにフランに頭を下げている。

			「ごめんね」

			「いんやー。お嬢ちゃんは悪くないよ。悪いのは、こういう悪い事をする奴らだで。セリメア姫様の名前が汚れるわい」

			　老体で戦いには参加できないものの、お婆さんもセリメアの支持者らしいな。

			「ありがと。今日はもうお店は閉めた方がいいとおもう」

			「ああ、そうするよ」

			「じゃあ」

			「あ、ちょっと待っておくれ。これ、持っていきんしゃい」

			「いいの？」

			「せめてものお礼だで」

			　お婆さんがくれたのは、粽ちまきのようなお団子だった。

			　フランはそれを両手で受け取ると、ぺこりと頭を下げて店を後にする。もちろん、男たちを引きずりながら。

			　そして、遠巻きに見ていた他の民衆の間を抜け、セリメアとミリアムの前に放りだす。

			「馬鹿を排除した」

			「うむ、よくやった！」

			「えらいわ～」

			「他にもいるかもしれない」

			「そうだな……。我らの蜂起を利用して、甘い汁を吸おうという馬鹿がこれだけなわけがないか」

			「ん」

			　ミリアムの言葉に、セリメアも表情を曇らせる。たぶん、自分のせいだと考えているんだろう。

			　その憂いに満ちたセリメアの顔を見て、ミリアムの眦めじりがつり上がった。

			　そのまま、ようやく痛みが引いてきて、立ち上がろうとしている男たちに近づいていく。

			「姫様よう、そいつをこっちに渡してくれよ！」

			「なぜだ？」

			「なぜ？　そいつが俺らに舐めた真似をしやがったからだよ！」

			「俺たちは、セリメア姫さんを助けるために集まった義勇兵だぜ？　そんな勇敢な俺たちに恥かかせやがったんだ、許せるわけがねえ！」

			「最初に乱暴狼藉を働いたのは貴様らだろう」

			　ミリアムの正論を、男たちが鼻で笑う。

			　そして、下卑た表情で言い訳をし始めた。

			「ははは。そりゃあ、そうですが、そこは分かってらっしゃるでしょう？」

			「そうそう。見返りも要求せずに、手伝おうって言ってるんですぜ？　ちったあ良い目をみても罰はあたらんでしょう？」

			「なあ、お前らもそう思うだろ？」

			　男たちは周辺の民衆に向かって大声でそんな事を言い出す始末だ。

			　ほとんどの市民は嫌悪と侮蔑の表情を浮かべているが、僅かに男たち同調するように頷いている者たちがいた。

			　強盗とまではいかなくても、火事場泥棒程度は許されると思っているのかもしれない。

			　これで男たちを処断しづらくなった。

			　男たちを罰すると言う事は、そういった乱取り行為を許さないと宣言することだからな。少なくない人間が離脱してしまうかもしれない。

			　もしかして、それを狙ってスアレス陣営から送り込まれて来たとか？　いや、それはないか。今回フランがこいつらをミリアムの前に引きずってきたのは偶然だしな。しかし厄介なことに違いはない。

			　だが、ミリアムの行動に迷いはなかった。

			「そうか……ふっ！」

			「いぎぃ──？」

			　ミリアムが背負っていた矛を勢いよく振り下ろした。刃の付いてない、石突側ではあるが。

			「ば、馬鹿な！　なにしやがるんだ！」

			　脳天を打たれて意識を失った仲間を見て、男たちが気色ばんだ様子で怒鳴る。

			「何をするだと？　民を傷つけようとしたクズを処断しただけだ。ほら！」

			「や、やめ──ぎいゃぁぁぁ！」

			　ミリアムが二人目の意識も刈り取る。命は奪っていないがあれはかなりの重傷だろう。一見冷静なようでいて、ミリアムも相当怒っているらしい。

			「ひっ！　やめ──」

			「だめだ。許さん。貴様もだ！」

			「ぐぼぉ！」

			「ふぎゃっ！」

			　ミリアムがあっという間に四人の男たち全員を地面に這わせた。

			　突然の出来事に驚いたのか、周囲の人々の喧騒が静寂にかわる。そして、息を殺してミリアムを見つめていた。たとえ悪人だったとしても、容赦なく仲間だった人間を叩きのめしたのだ。民衆には、冷酷非情な人間に見えてしまっていても不思議ではない。

			　俺はセリメアを見た。

			　箱入りお嬢様のセリメアには、目の前で人が傷つくシーンはきつ過ぎるのではないかと思ったのだ。

			　だが、セリメアの顔に怯えや恐怖の色は一切なかった。

			　それどころか、何やら決意を秘めた表情で前に進み出る。

			　そして、ミリアムを庇うような位置に立つと、臆することなく民衆を見回し、声を張り上げた。

			「聞いてください！　我らは決して己の私利私欲のために戦っているのではありません」

			　がなり立てることなく、それでいてよく通る声だ。

			「私たちが戦う理由、それは道理と正義を取り戻すこと。そんな我らが道理と正義に背くことは絶対にできません」

			　セリメアが身振り手振りで民衆に訴えかける度に、その紫銀の髪の毛がフワリと舞い、太陽光を受けて美しく煌めく。その様は、民衆の目を引き付けるには十分な効果があった。

			　聴覚と視覚、その二つをセリメアに掴まれた民衆は、熱を帯びた顔で彼女を見つめている。

			　民衆からはついさっきまでの騒然とした様子が一切消え、セリメアの言葉を聞き漏らすまいと耳を傾け始めているのが分かった。

			　完全に場の空気を掴んだな。

			「皆さん！　胸を張りましょう。胸を張って、我らの行いが正義であると、言いましょう」

			　セリメアの民衆に訴えかけるような表情と声色は、意図してのものではない。

			　それなのに、彼女の姿には人の心に訴えかける何かがあった。いや、意図していないからこそ、真摯に聞こえるのだろう。

			「皆さんはずっと虐げられてきました。ですから、きっと虐げられる者の気持ちが分かるはずです。だからこそ、虐げる側になってほしくはありません……」

			　民衆がセリメアの言葉を噛みしめ、理解しようとしているのが伝わってくる。

			　その気持ちは少し分かる。

			　俺のような、ちょっと斜に構えるタイプからしても、セリメアの言葉は素直に胸に入ってくるのだ。

			　そして、この人の言葉を理解したい、理解しなくてはと思わせてくれる。

			「人は善意だけで生きているわけではありません。残念ながら、彼らのように自分だけが良ければそれでいいと言う人もいるでしょう」

			　短い間に、セリメアは完全に民衆の心をつかんだな。

			　四人の男たちを見て悲し気に俯くセリメアを見て、多くの人間が同じように痛ましげな表情を浮かべている。意図せずして、セリメアの言葉や動作に強い共感を覚えている証拠だ。

			「ですが、我らはそんな人間の力を借りることを良しとしません。道理を求める我らが、道理を無視する者たちの力を借りて事を成すことは許されない」

			　紫銀の髪を振り乱し、額に汗をかきながら訴えるセリメアの姿は、最早神々しくさえあった。

			　歌劇に登場する聖女の一幕のようだ。

			　多くの民衆が彼女の言葉を聞きながらその場に跪いてしまった。

			　気持ちは分かるけどね。

			「もう一度言います！　胸を張りましょう！　最後に、誰に憚ることもなく、胸を張って正しい行いを成したと言えるような、そんな行動をしましょう！」

			　セリメアの突発的な演説が終わった直後だった。

			「「「「「ウオオオオオォォォォォォォォッ！」」」」」

			　地鳴りのような凄まじい歓声が民衆から上がった。

			　手を天に突き上げて叫ぶ民衆の顔には、晴れ晴れとした表情が浮かんでいる。

			　戦いへの恐怖や、王へ逆らう事への罪悪感。そう言った物が綺麗さっぱり吹き飛んだのだろう。

			　強い熱のようなものを感じることができた。

			　セリメアへの好意や、スアレスへの憎しみだけではない。これが自分たち自身の戦いなのだと、誇りのようなものを抱き始めているようだ。

			『さて、ここでダメ押しをしておくか』

			（ダメ押し？）

			『ああ』

			　セリメアの演説を聞いた後だとちょっと思う所はあるが、俺は汚い人間なので勝つためには卑怯な手を使う事に躊躇いはない。それに巻き込んでしまうフランには謝るしかないが。

			（へいき。わたしは冒険者。犯罪はしないけど、卑怯なことはオッケー）

			『くくく。そうだな』

			　そして、フランが民衆のざわめきが収まり始めて来たタイミングを狙って、口を開いた。

			「この四人。見覚えがある。スアレスの部下だったはず」

			　先程、こいつらがスアレスの部下ではないと俺は結論付けた。偶然であったと。だが、偶然だったとしても、そうしてしまえばいい。どうせ本当のことなど分かりはしないのだ。

			「なに、本当か？」

			「ん。間違いない」

			「聞いたか皆！　スアレスはこのような卑怯な手を使って、我らを混乱させようとしている！　卑怯な愚王の策略に惑わされるな！」

			「「「うおおおお！」」」

			　効果は覿面であった。セリメアの言葉で一致団結した民衆が、今度はスアレスへの怒りで戦意を高揚させていく。これで、余程の事が無いかぎり民衆が裏切ったり、怯えて逃げ出すような事はなくなっただろう。

			　ミリアムが静かに目礼をしてくる。どうやらこちらの意図を分かった上で乗っかってくれたらしい。セリメアのために、汚れを全て被る覚悟があるのだろう。本当に良いコンビだと思うな。

			「よし、進軍だ！」

			


			「ユリウス、反乱者どもの動きはどうなっている？」

			「はっ。予定通り、離宮を目指しているようです」

			「王宮の守りは十分なのだな？」

			「勿論です。さらに伏兵も配置し、一網打尽にする準備はできております」

			「ならばいい。事前に離宮を狙うと言う情報をこちらにリークしてそちらに守備を割かせ、途中で王宮を狙うように軍を反転させて俺の首を取る。なるほど、中々考えているな。上手くいくかもしれん。こちらに情報が漏れていなければな！」

			「そうですね。報告では、配下の者たちにも離宮へ進軍すると言っているそうです」

			「くくく。すでに裏切り者によって情報が洩れているとも知らず、ご苦労なことだ」

			「まったくですな。しかし、フィリアースの王子たちを離宮に入れたままでよろしいのですか？」

			「仕方なかろう。万が一王宮に潜んでいるセリメアのスパイと接触され、我らが騙していることがバレては、こちらの命が危うくなる」

			「レイドスのスパイからもたらされた例の情報ですか？　フィリアース王家の人間は、危機の際には悪魔を使役できるという」

			「真偽を確かめる術はないが……。ガルーディ殿は知らないようだったぞ？　なぜあの男はそんな情報を知っている？」

			「長年、スパイとしてフィリアースに潜り込んで得た情報だと言っておりましたな」

			「うむ……。嘘だと判断するのはリスクが高過ぎる。万が一、王宮で悪魔を解き放たれでもすれば、大被害だぞ」

			「そうですな。水竜も陸の上の悪魔に対しては有効な手段とはなりませんし」

			「そういう事だ。離宮は少数精鋭で固めているのだろう？」

			「はい。裏切る可能性のない、私の手勢を三〇人程配置し、フィリアースの人間に接触する者がいないか見張っております。また、現在不測の事態が起きており、離宮の中から出ないようにも伝えていますので、問題ないかと」

			「貴様の手勢というと、竜尾戦士団か？」

			「はい。数は少ないですが、竜牙戦士団とも互角以上の精鋭であると自負しております」

			「あと、セリドという男が消えたと聞いたが、消息は掴んだのか？」

			「申し訳ありません。ですが、左腕を失ったうえ、夜の海に落ちたという事です。もう生きてはいないかと」

			「ならばいい。どうせ、今日中に決着はつくのだ、生きていても構いはせんさ」

			


			　多くの民衆や、敵方を裏切った兵士たちが合流し、五〇〇〇人以上に膨れ上がったセリメア軍は遂に貴族街へと到達していた。

			　ここまでは散発的に戦闘はあったものの、全面衝突するには至っていない。

			　こちらの人数を見て、不利だと判断して逃げて行ってしまうのだ。

			　セリメアの首をとって手柄を上げようとする貴族が、屋敷の中から奇襲を仕かけてくることもあるが、民衆の壁を突破することはできなかった。

			　今の民は、それなりにしっかりとした武装をしている。

			　セリメアに協力的な武器商人などが提供してくれた装備と、兵士の詰所などから持ち出した装備があるからだ。

			　特に最前線に名乗りを上げた荒くれ船乗りたちの戦いぶりは圧倒的だった。

			　兵士たちが貧弱なボーヤに見えてしまうほどだ。この国って、兵士いる？　守る必要もなさそうだし、取り締まるのも無理そうなんだけど。

			　幾度かの戦いを経て、漁師から海賊にジョブチェンジを果たしてしまったようだ。

			　いや、実際に職業が変更された訳ではないのだが、そうとしか思えない程の荒々しさだった。

			　そうやって王宮にも離宮にも近づいてきた中で、サルートがミリアムに話しかけてくる。

			「いよいよですな」

			「ああ、そうだな。そなたには悪いが」

			「いえ、最終的に王子たちが助かればよいのですよ」

			「うむ。皆の者！　離宮はすぐそこだ！　決して王宮には向かわず、離宮を制圧しろ！　そして、囚われた人々を解放するのだ！」

			「「「おう！」」」

			「サルート殿、もう少しだぞ？」

			「はっ」

			　そして、そのまま歩みを進める事三〇分。

			　再びサルートがやって来た。

			「ミリアム殿、もう離宮は目の前ですな？」

			「うむ」

			「ミリアム殿？」

			「心配召されるな。これも作戦のうちよ」

			「はっ……」

			　納得いっていない顔で、再び下がる。まあ、それも当然だが。

			　わざとスアレス側に離宮が狙いだという情報をリークし、実際に離宮を目指す。だが、離宮に兵力を割いたスアレスたちの裏をかき、途中で軍勢を反転させて王宮を急襲。王の首を取り、この国を掌握するという作戦がサルートには伝えられている。

			　なのに、セリメアもミリアムも、未だに離宮を目指すルートをとっているのだから、不審に思っているのだろう。

			　さらに三〇分後。

			「ミリアム殿！　どうなされたのですかっ！」

			「何を怒っているのだサルート殿」

			「よ、予定と違うではないですか！」

			「それが、少々民の数が増え過ぎましてな。作戦を周知させるのに時間がかかってしまったのですよ」

			「な……それでは作戦はどうするのですか！」

			「うむ、仕方ないので王の首は諦めて、このまま離宮に攻め込もうと思う」

			「ふ、ふざけるな！」

			「何を怒っておられるのだ？　貴殿にとっても良い事だろう？　なにせ、先にフィリアースの王族の方々を救えるのだから」

			　フルト王子とサティア王女をもう少しで救出できるというのに、その顔はなぜか不安げな表情をしていた。

			「そ、それは、そうですねっ！」

			「そうそう。もっと喜んでくれ。まあ、これはこれで良かったのかもしれん。民衆に伝えていた離宮に向かうという嘘が、本当になったのだから」

			「ぐ。そうですな。はっはっは」

			　そんな会話をしてからさらに一時間後。

			　セリメア軍は驚くほどあっさりと離宮を制圧していた。

			　元々防衛用の施設ではないので、大軍を防ぐようにはできていなかったのだ。事前に準備していた木製の破城槌があれば、城門を破壊するのはすぐだった。

			　中にいた五〇人程の兵隊が放つ弓も、俺とフランの風魔術で防がれる。

			　突入後は多少強そうな戦士がいたのだが、ヴァルーザやその部下たちに比べたら雑魚みたいなものだった。いや、ステータスはそれなりだったんだけどね。フランと数合さえ切り結べる者がいなかったのだ。多分、魔法薬でステータスを上昇させた、見せかけの戦士たちだったのだろう。しかも、実践経験も足りずにスキルレベルも低かった。

			　これで偉そうに竜牙戦士団よりも強いとか言うんだから、笑う気さえ起きない。

			　フランなんて強敵と戦えると思ってちょっとウキウキだったんだぞ！　なのに雑魚ばかりだったので、途中からむっちゃ不機嫌だった。

			　なだめるのに苦労したのだ。

			「さて、ではフィリアースの王族方を救い出しに行こうか」

			「ん」

			「サルート殿、先頭をお願いする」

			「は？　なぜ私が……」

			「これだけの騒ぎだ。王子たちも何が起きているのか分からず、警戒しているだろう。であれば、顔見知りのお主が先頭でいてくれれば、無暗な争いは回避できる」

			「で、ですが」

			　そんなやり取りがあり、サルートが先頭を進み始めた。そのすぐ後ろにフランとウルシが続く。そう、すでにウルシは召喚しておいた。主に、その見た目の威圧感によってセリメアの護衛をするためだ。

			　離宮を進む俺たちの足に迷いはない。フランが気配察知で王子たちの居場所をすでに探り当てており、サルートに進む方角を指示しているからな。

			　そのまま離宮の中を進んでいくと、本宮のほぼ中心に位置している大きな部屋に突き当たった。

			　扉からして、メチャクチャ豪華だ。ちょっとお高めの結婚式場のドアとか、こんな感じだったかもしれない。俺には全く縁がなかったけどね！　上司のくそつまらない肩だけが凝る結婚式で、似た扉を見たことがあるのだ。

			「この中」

			「そ、そうか」

			「どうしたの？　開けて？」

			「うむ、失礼します！」

			　サルートが意を決した表情で扉を開く、すると中には目的の人物たちがいた。

			「サルート！　どこに行っていたんだ！」

			「探したのよ？」

			「いえ、その……」

			　別れた時と変わらない姿の、フルト王子とサティア王女。さらに数人のお付きの者たちだ。

			「うむ、フラン、そろそろいいだろう。作戦の総仕上げといこうではないか。行けるな？」

			「ん」

			　ミリアムが事前に取り決めていた合図を口にした瞬間、フランの目がスッと細められた。

			　そして、ミリアムがサルートにも声をかける。

			「おや？　サルート殿、少々待たれよ。背中に何かついているぞ」

			「背中にですか？」

			「フラン、取って差し上げろ」

			「わかった」

			　サルートが首を傾げながら、素直にフランに背を向けた瞬間だった。

			「なっ！　フラン、何をするか！」

			　フランが背中からいきなりサルートを羽交い絞めにすると、懐から何かを抜き取ったのだ。そして、サルートから取り上げた遠距離通話の魔道具を、ウルシに放り投げた。

			「ウルシ」

			「オン！」

			　ウルシはその魔道具を咥えたまま、影に潜ってしまう。案の定、影の中に入ってしまえば、魔道具の魔力は感じられなくなった。俺もウルシの影が完全に閉じた状態だと、念話ができなかったからな。これであの魔道具が常時会話をし続けるタイプだったとしても、役に立たなくなっただろう。

			「き、貴様……！」

			「随分とお怒りではないかサルート殿。いや、裏切り者と呼んだ方が良いかな？」

			　ミリアムの言葉を聞いて、サルートの顔が一瞬引きつる。

			「裏切り者？　誰の事だ？」

			「貴方の事だよ。サルート殿」

			「な、何を言っているのか分からんな……。唐突過ぎるのではないかね？」

			「この期に及んで言い逃れかな？」

			「言い逃れなど……。そもそも、何を根拠に私が裏切り者などと言うのだね？　これは我がフィリアース王国を侮辱している行為だぞ？」

			　おうおう、裏切った国の名前を盾にするとは、なりふり構わないね。

			　まあ俺たちがサルートの裏切りを知ったのは、最初に離宮に忍び込んできたときだけどね。あの時までは、サルートが味方だと信じ込んでいた。

			　サルートの裏切りを知ったのも、推理したとか、怪しさを見抜いたという格好良い理由ではなく、たまたまだ。あの時、セリメア陣営の誰かが裏切ったと分かった段階で、あの場にいた全員の言葉を虚言の理で判別し続けていたのである。裏切り者が潜入組にいるかどうかも分からなかったが、とりあえずという感じだった。

			　そして、サルートの発したセリドが裏切ったという言葉と、ヴァルーザのセリドが情報を漏らしたという言葉の嘘を、偶然知ったのである。

			　サルートはその後の会話も嘘だらけだった。殺されたヨースへの弔いの言葉も、王子たちを絶対に救い出すという決意の言葉も、全部だ。地下道で逃げる際にフランに色々と世間話を装って質問させた結果、サルートはレイドス王国のスパイであった。何らかの目的でフィリアース王国に潜り込んでいたのだろう。

			　そして、俺はそれを逆に利用できないかと考えた。サルートが遠距離の人間と会話ができる魔道具を隠し持っていることはすぐに分かったからな。

			　嘘の情報をスアレス側に流させ、その動きをこちらで操ろうと考えたのだが、上手くいったらしい。サルートが流した偽装情報を信じて、スアレスたちは王宮の守りを固めたのだ。

			　ミリアムには、離宮から逃げている最中には、すでにサルートの裏切りを伝えておいた。これは賭けだったが、念話で俺がミリアムに話しかけたのだ。勿論、剣という事は隠して。

			　じゃあ何と名乗ったのかと言うと、ウルシの振りをしておいた。いやー、片言でカクカクと喋るのはメッチャ疲れたよ。

			『オレ、ウルシ。フランサマノ、シモベ』

			　みたいな感じだ。

			　その場では、実はサルートが裏切っていること、通話の魔道具を持っているため重要な情報を与えないようにすることだけを伝えた。

			　あまり詳しい話をしても混乱するだろうと思ったからだ。

			　俺が片言で喋った甲斐もあってか、ミリアムは俺の言う事を信じてくれたようだった。

			　地下通路を抜けてスラムに戻った時に、何やかやと理由を付けて、セリメアの居場所をサルートに明かさなかったのだ。さらに、狭い部屋を宛がって、そのまま情報を遮断してくれていた。

			　俺たちが嘘を見破った理由はスキルのおかげにしておいた。非常に特殊なスキルで何時も使える訳じゃないけど、さっきはたまたま条件が揃ったのだと。ミリアムからは詳しく聞かれたが、さすがに全てを教えることはしなかった。この世界では強力なスキルは隠すのが常識であるため、教えたくないと言えばミリアムもそこまで強くは聞いてこなかったことも幸いだったな。

			「フルトとサティアを助けられたのに、全然嬉しそうに見えない。なんで？」

			「馬鹿なことを言うな！　喜んでおる！　言いがかりを……！」

			「サルートには、嘘の作戦を教えてた。その作戦がなぜかスアレスに漏れていて、王宮に兵士が集まってるみたいだけど、なぜ？」

			「わ、私が漏らしたとは限らないだろう！」

			　フランの言葉にサルートが焦ったように言い返す。

			「でも、知ってるのはセリメアとミリアムと私とサルートだけだよ？」

			「な……」

			　ようやく自分がきっちりと嵌められたと分かったのだろう。

			　サルートの顔色が怒りで真っ赤に染まる。

			　そして、今度は王子たちに訴え始めた。

			「殿下、奴らは何か勘違いをしているようですが、セリド殿がレイドス王国のスパイだったのです！」

			　いきなり始まった推理漫画の犯人逮捕回のような展開に、口を挟めず黙っていたフルト王子だったが、さすがにその言葉は流せなかったようだ。

			「セリドがスパイだった？　そう言うのかサルート」

			「はい！　そうです！　証拠もあります！」

			　嘘だな。証拠なんかない。まあ、セリドは死んでいると思い込んでいるのだろうし、いくらでもねつ造できると思っているんだろう。

			「フランたちは、なぜか私が裏切ったなどと……。もしかしたら、私と王子たちを反目させて、よからぬことを考えているのかもしれません。奴らの言葉にお気を付けを！　騙されてはいけません！　そうだ、レイドス王国のスパイだったセリドと、共謀していたに違いない！」

			　そんなことを言い出した。

			　ちっ、悪あがきを。

			　だがフランが説得をするまでもなく、フルト王子がその言葉を即座に切り捨てた。

			「セリドが私たちを裏切ることは有り得ない」

			「はっ……？　な、なぜ言い切れるのです？　あのセリドですよ？」

			「まあ、確かにセリドは口うるさいし、多少身分を気にするところもある。だがな、絶対にフィリアース王国を、そして我ら王家を裏切ってはいない」

			「どうして？」

			　自信満々の王子に、フランが聞き返す。信じているとかいうレベルではなく、確信している様子だったからだ。

			「詳しくは言えないが……。神剣の加護と思ってくれて構わない」

			「王家の者だけには分かるのです。セリドが裏切ってなどいないと」

			「それに、こっちはちゃんと証拠があるよ？」

			　フランがそう言った瞬間だった。

			「もう観念したらどうだ、サルート」

			　謎の男が外套を脱ぎさる。

			「な……」

			　サルートが目を見開いて、左手を失ったその男を見ていた。

			　顔からは血の気が引き、その驚愕度合いが伝わってくる。

			「セ、セリド！　生きていたのかっ！」

			　そう、外套の男は、一人で脱出して逃げて来たセリドだった。

			　船から連れ出された後、王子たちと引き離されて監禁されていたらしい。だが、その後、ヴァルーザによって殺されそうになったのだという。それでも力を振り絞って海へと逃げ込み、危機を脱したのだ。左腕を半ばから切り落とされた状態で冬の海へと落ちて、よく生きていたと感心していたんだが、先程の神剣の加護の話で納得した。多分、加護が何らかの働きをしたのだろう。

			　その後、身を隠すためにスラムへと逃げて来たセリドを、俺たちが保護したのである。タイミング的には、離宮から逃げ帰り、皆に料理を振る舞った後。俺の作戦をフランがセリメアたちに説明している時だった。

			　いやあ、覚えのある気配を感じた時には驚いたね。

			　セリドは相変わらずの高圧的な態度で、サルートに言い放つ。

			「誰が裏切っていると？」

			「き、貴様だ！　貴様が裏切っているんだ！」

			「では、証拠を見せてもらおう」

			「こ、ここにはない……」

			「──」

			「──」

			　皆の視線がサルートに突き刺さった。

			　この場に自分の味方がいないと理解したんだろう。視線を左右に彷徨わせていたのだが、すぐに観念したように項垂れてしまった。逃げられないと悟ったか？

			「サルート、大人しくしてくれれば、悪いようにはしないわ」

			　ちょ、サティア王女！　そんな無防備に近づいたら──！

			「動くな」

			　サルートはフラリと一歩踏み出したかと思うと、そのままサティア王女に襲いかかっていた。やっぱりこうなったか。阻止しようとはしたんだけどな……。

			　腰に差していたナイフをいつの間にか抜き放っており、あっ！　と思った時にはサティア王女の首筋にはナイフが突きつけられていた。

			　その全身からは、黒い漆黒の魔力が立ち昇っている。闇騎士の固有スキル、暗黒気を使っているのだ。生命力が半減しているが、その代わりに腕力や敏捷が大幅に上昇している。

			　まさかこんな一瞬で使用できる上、これほど強化されるとはな。間に合わなかったぜ。

			「こうなっては仕方ない！　もう茶番は終わりだ」

			「本当に、裏切り者だったのですね」

			「ふん、その通りだ。貴様らフィリアースのお人好し共は気づいていなかったようだがな！　おい、王子。こいつの中から契約書を取り出せ」

			「これはアイテム袋か？」

			　サルートが腰に付けていた革袋をフルト王子に投げつけた。王子の言う通り、魔力が感じられる。

			「奴隷の首輪も一緒に取り出せ。そして、契約書に自分の名前を書いてから、首輪を嵌めるんだ」

			「な……。おいサルート殿！　ふざけた真似は止めろ！」

			「そんな子供に、なんてひどい」

			　ミリアムとセリメアが口々に声を上げるが、サルートは取り合わない。

			「うるさい！　黙ってろ！　王子、サッサとしろ！　殺さなくても、甚いた振ぶることだってできるんだぞ？　目でも潰してやろうか？」

			　サルートがナイフを首筋から、サティアの眼球のすぐ前に持ってくる。

			　あれだけナイフがサティアに密着していると、迂闊な真似はできない。念動で弾こうにも、少し目算が狂うだけでサティアに大怪我を負わせてしまうだろう。

			「──分かった」

			　王子は静かに頷くと、契約書に自分の名前を書き込んだ。そして何の躊躇もなく、奴隷の首輪を自らの首に装着した。

			　気品のある金髪美少年の首に、太く巨大な首輪ががっちりと嵌まってしまっている。ちょっと特殊な性癖を持ったお姉さま方なら、鼻血を噴いて喜ぶ姿かもしれんな。まあ、そっちの趣味が一切ない俺には、ただただ痛ましくしか見えないが。

			「兄様……」

			　自らのせいで奴隷にされてしまった兄の姿を見て、サティアの目には涙が溜まっていく。

			「これで、いいだろう？」

			「まずはその契約書をこっちに持ってこい」

			「ほら。サティアを解放しろ」

			　だが、契約書を懐に仕舞い込んだサルートは、フルトのその言葉を笑い飛ばしやがった。

			「ふはははは！　嫌だよ！」

			「約束が違うぞ」

			「知るか！　だいたい、強大な力を得た私が、なぜ貴様らの言う事を聞かねばならん？」

			　強大な力？　フランも疑問に思ったようで、首を傾げる。

			　フルト王子は王族として戦闘教育も受けているようで、同世代だったら強い方だ。とは言えまだ一三歳の少年である。成人男性に比べたらステータスは低いし、スキルも一般兵士より少し上程度でしかない。

			　その王子を奴隷にしたところで、力を得たとはならないと思うが。

			「そうだ、力だよ！　おい、フルト、サティアと私以外を皆殺しにしろ！」

			　だが、サルートは自信満々でフルトに命じるのだった。

			『フラン、何が起きるか分からん。油断するなよ』

			（ん！）

			　フランは瞬きもせず、いつでも行動できるように腰を落とす。そして、セリメアを背後に庇いつつ、フルトとサルートを睨んだ。その手はすでに俺の手の柄にかかっている。

			「お前らは知らんかもしれないが、フィリアースの王族には神剣の加護が、つまり悪魔を使役する能力があるのだ！　厄介な能力だが、奴隷にしてしまえばこちらのものだ！　ふはははは」

			「……」

			　フィリアースの神剣の能力か！　たしか、悪魔を使役する力があると言っていたが、まさか神剣がなくても王族に悪魔を操る能力があるとは！

			　これは、本気でヤバいぞ。フルト王子を切るしかないか？　いや、フランが絶対に許すわけがない。

			『フラン、悪魔が出現した瞬間、最大火力で先制攻撃を加えるぞ！』

			（わかった）

			『どこから来る……！』

			（ん！）

			「……」

			「…………」

			「……何をしている？　おい、皆殺しにしろと言っているんだ！」

			「サティア、もういいぞ。この男に、これ以上の慈悲は必要ないようだ」

			「そうですか……。残念です」

			「なぜ言う事をきかない！　サインは間違いなくフルトの名前が記されている！　お前は俺の奴隷になったはずだ！」

			「お前が言っていた通り、我がフィリアースの王族には神剣の加護がある。悪魔の守りが備わっているのだ。そして、王族への危害を自動的に防ぎ、その元凶を自動的に排除する」

			「だ、だから何だ！」

			「なぜお前が排除されないと思う？　お前がやったことが、我らに宿る守護悪魔に危害と認知されていないからだ。つまり奴隷の首輪など、そもそも神剣の加護を得た私にとっては、鉄の首飾りと変わらん。ゆえにお前の命令を受け付けることもない」

			「な、なんだと……。ではダーズで捕えられたのはなぜだ！　お遊びだったとでもいうのか！」

			　そういえば、ダーズでは奴隷の首輪を嵌められてたな。だが恰好だけで、契約で縛られてはいなかったらしい。

			「あれは我らを捕まえようとしていた男たちが、他にも子供を捕らえているような事を言っていたのでな。わざと捕まったふりをして、子供たちを救い出そうとしていただけだ」

			「神剣の加護が、それほどの力を持っているとは……。悪魔を使役するだけではなかったのか……」

			「まあ、フランに助けられたので悪魔の力を振るうまでもなかったがな。そうか、あれはお前の差し金だったのか？　無駄な努力、ご苦労だったな？」

			　フルトの言葉を聞いたサルートは、激高したように叫び声を上げた。

			「くそぉぉぉ！」

			　そして、ナイフをサティア王女の目に突き入れる。

			　だが、その瞬間だった。

			　薄い光の膜のような物が出現し、ナイフを阻む。眼球の数ミリ手前で、ナイフの切先がピタリと止まっていた。サルートは怒りの表情でナイフに力を込めているが、その薄い光の膜をナイフが貫き通すことはできなかった。

			　これが悪魔の力なのだろうか？

			　さらに、サティアの真後ろから湧き出た黒い靄のような物が、サルートを弾き飛ばした。

			　よし、王女とサルートが離れたぞ！

			『フラン、ウルシ！　今のうちだ！』

			「ん！」

			　完全にサティアに気を取られているサルートの隙を見逃さず、フランが駆けた。

			「はぁぁ！」

			「くそっ！　やりおったな小娘ぇぇっ！」

			　サルートの右足が、フランによって斬り飛ばされる。さらに俺は念動を使ってサルートの腰に下げられた剣を弾き飛ばした。これで戦闘能力は奪えたはずだ。

			　だが、フランはサルートに追撃を仕かけず、サティアを抱き止める。

			　もう黒い靄のような物は見えないな。危機が去ったと判断して、引っ込んだのだろうか。

			「サティア、だいじょうぶ？」

			「フランさん……。ありがとうございます。大丈夫です」

			「ん。本当に？」

			「ふふ、ごめんなさい。ちょっと大丈夫じゃないです」

			　サティアはそう言って、サルートに視線を送った。

			　長年護衛として一緒に過ごした、信頼していた相手に裏切られ、殺されかけたのだ。普通の人間だったら、悲しまないわけがなかった。

			　肩を震わせながら瞳を濡らすサティア王女を、フランが優しく抱きしめた。そして、軽く背中を叩いてやる。

			「……あり、がとう……」

			「ん」

			　その間に、サルートはミリアムたちによって捕らえられていた。元々暗黒気の使用によって生命力が減っていたが、フランに足を切断されて、今では瀕死状態だ。そんなサルートに、ミリアムがポーションをぶっかけていた。下級のポーションで傷だけ塞いで、死んでしまわないようにしたのだろう。

			「セリド、サティアをお願い」

			「分かった。この度のこと、まことに感謝する」

			　頭を下げてくるセリド。少しの間一緒に過ごして分かったが、セリドは決して悪人ではなかった。ただ、王家や国の権威を重視するあまり、身分や見栄えを必要以上に気にしているのだ。世間体を気にしているといっても良いだろう。それも、自分のものではなく王家の世間体である。

			　フランや子供たちに対する態度は、血統を尊重する王家の侍従としては当たり前の物だ。というか、王子たちがそういった事にあまり頓着しない以上、セリドは高圧的な態度を崩してはいけないだろう。嫌われ者を演じることで、王家の威厳を守っているのだ。簡単にいってしまえば緩い王子たちに変わり、我々は偉いんだぞと周囲を威嚇しているのである。まあ、元々あの性格であるというのもあるだろう。それでも、幾ばくかの演技が含まれていることも確かである。

			「ん」

			　この後はサルートとお話の時間だ。

			　裏切ったとはいえ、長い間信頼していた相手だ。そんな人間が痛めつけられる様子をサティアには見せたくない。セリドも分かっているようで、サティアを慰めながら、別室へと連れて行った。

			　フルトは──まあいいだろう。王子で男だし。これも勉強という事で。何より、自身でこの場に残りたいと言っているしな。

			　そもそもその眼は据わっており、とてもではないが別室へ行けと言える雰囲気ではなかった。

			「さてサルート、色々聞きたいことがある。これまで共に過ごした誼よしみだ。素直に語るのであれば、命までは取らんぞ？」

			「……殺せ！」

			　ここまでは予想通りだ。この後、サルートがどこまで強がれるか、見ものだな。

			　そんなことを考えていたんだが……。

			「ひぎぃいいぃ！　ゆ、ゆるじてぐで～！」

			　一〇分ほどで、すぐに音を上げやがった。

			　だが、情けないとは言うまい。フルト王子がえげつないのだ。

			　ちょっと、口にするのも憚られるような、凄まじい拷問の数々であった。

			　途中でフランの目と耳を覆っちゃった程だ。剣を刺して回復魔法で治すというのを繰り返すなんて、別に酷くも何ともなかったのだ。

			　ヒントは、爪と眼球と針と、悪魔による痛みの増幅。

			　何だろう。長い歴史を持った国の、深い闇の一端を感じてしまった気がするぜ。

			「ほほう」

			　何を感心してるんだフラン！　ダメだからな！　あれを手本にしたら、絶対にダメだからな！　俺、フランがあんな風になったら泣いちゃうからな！

			　俺がフランに人の優しさを説いている間に、王子様はだいたいの情報を聞き出していた。

			「なるほど、そんなに前から……」

			　サルートはフィリアース王国に一〇年以上前からもぐりこんでいたらしい。それも、王族を奴隷にし、神剣を奪うという目的のためだけに。そのためにレイドス王国への定期報告以外は真面目に護衛騎士として働き、フィリアースの中枢へとゆっくりと入り込んで行ったのだ。なんと、他国からのスパイを捕らえたことも一度や二度ではないらしい。

			　気の長い話だな。ただ、神剣にはそれだけの価値があるってことなんだろう。

			　王子たちを奴隷としてダーズの町からレイドスへ送る計画が失敗したことで、計画の変更を余儀なくされたサルート。あの後侵入してきた暗殺者は、サルートが雇ったものだった。ただ、あれは暗殺を目的としておらず、最初から捕えるつもりだったようだ。最終的には様々な工作や裏切りの罪をセリドに被せるための、証言者として利用するつもりだったらしい。

			　ともかく、ダーズで失敗したサルートは、バルボラで王子たちを誘拐する計画を新たに立てる。だが、ミドガルズオルムと嵐のせいで、その計画も宙に浮いてしまった。サルートは本当に運がないな。

			　だが、これで諦めないのがさすがだ。ゴキブリ並みのしぶとさである。

			　サルートにとっての最大のピンチは海賊に遭遇した時であったらしい。いくら王子たちが悪魔を使役できても、船ごと大海原に沈められればさすがに命はないだろう。サルートの目的はあくまでも、生かした王子と王女を奴隷とし、レイドス王国へと連れていくことなのだから。また、海賊の捕虜になるのもダメだった。海賊に捕まったら、身代金の交渉の末にフィリアースに強制送還である。しかも、しばらくは国外に出ることはないだろう。できればそれも避けたい。

			　しかし、サルートはそのピンチをチャンスに変える方法を思いつく。それは王子と王女、そして自分は脱出艇に乗って逃げ出し、セリドなどの邪魔者は海賊船と相打ちにさせるというものだった。それも結局フランが海賊を捕まえたことで失敗に終わるのだが。こう聞くと、俺たちは知らぬ間にサルートの邪魔ばかりしていたらしい。

			　そして様々な不測の事態が重なり、船はシードランの軍艦に拿捕されることになった。

			　そこで同じレイドス人であり、階級的には遥かに上のガルーディがコンタクトを取って来たのだ。実はこの時までサルートは、シードラン海国にレイドスの手が伸びていることは知らなかったらしい。彼はスアレスたちをレイドス王国側へと完全に引き入れるため、シードラン海国の協力の元、フルト王子たちを騙してレイドス王国へと送るという作戦を提案してくる。要はスアレスたちを共犯にしてしまおうという事だった。これを最初に提案したのはドワイトであるらしい。

			　ドワイトはフルト王子たちを発見した時点で、この計画を立てていたようだ。ドワイトは奴隷を売り払う事に味を占めていたので、レイドスとシードランが蜜月になることを望んでいたらしい。

			　この計画、シードランとの窓口はガルーディであるため、一見するとサルートの功績が減ってしまうような気もする。むしろ、ガルーディに功績を奪われてさえいるだろう。だが、その事についてはどうでも良いらしかった。最終的にレイドス王国の利益になることが大事であって、個人の功績など気にならないのだと。

			　裏切り者の最低野郎だが、レイドス王国への忠誠心は本物だったみたいだ。もしかしたら洗脳されているのかもしれないが。まあ、フルト王子のスペシャル拷問メニューには、その忠誠心をもってしても耐えられなかったけどね。

			「フルト、へいき？」

			「うん？　大丈夫だ」

			「ん。お疲れ様」

			「私はフィリアースの王子。この程度の事で、折れてなどいられん」

			「……がんばれ」

			「ふふ。ありがとう」

			　フルトは王子はそう呟いて、寂しげに笑った。そうだよな、フルト王子だって、サルートの裏切りに何も思わない訳がないのだ。だが、今は強がっているんだろう。

			　フランがそんな心の機微を理解できるようになるなんて……。

			　フルト王子たちと出会ってから、凄く成長した気がする。戦闘力とかレベルの事ではなく、人間としてだ。

			　確かに強くなることも重要だけど、俺としてはこういう成長をしてくれる方がうれしいな。

			「フラン、フルト殿、この後どうするか、意見を聞きたい」

			　その後、一旦サルートをカーラたちに任せて、フランたちは今後の事を話し合った。

			　フルト王子たちを救出したが、もうそれでめでたしめでたしとはならない状況だ。

			　蜂起した民衆のためにも、落としどころを見つけなくてはならない。いや、落としどころと言うか、民を救うためには王を討つしか道が無くなったと言っても良いだろう。

			　ここで反乱を止めて逃げても、王は反乱に加担した者を絶対に許さないだろうからな。

			「我らも手助け致しますよ。これだけ騙されて、引き下がってはフィリアースの恥ですからね」

			「かたじけない。悪魔を使役するあなた方の力があれば、百人力だ」

			「いえ、そこまで期待されると、少々困ってしまいますね。私とサティアは、確かに悪魔の力を借りることができます。しかし、非常に限定的なのですよ。しかも、何度も使える訳でもない。私たちの力だけで、王の首を取るというのは難しいでしょう」

			「そうですか……」

			　やはりネックは、王宮にいる兵士たちだな。

			　彼らがいる限り、王の守りは鉄壁なのだ。

			　良い手はないか考えていると、フランがおもむろに口を開いた。

			「ねえ、サルートから取り上げた、遠距離通話の魔道具を使えば？」

			　そして、フランが作戦を語り出す。なるほど、確かに上手くいくかもしれない。

			　再度サルートに使い方を聞くと、これは常時通話が可能なわけではなく、魔力を流すことによって数十秒間だけ対となる魔道具を持った相手と会話ができるようになる道具だった。しかも有効範囲は一〇キロほどで、それ程万能な道具ではないらしい。

			　フランたちは、入念に次の作戦の打ち合わせをする。

			　そして遂に王宮への進軍を再開したのだった。勿論、離宮から出撃する民衆の戦闘に立つのは、セリメアとミリアムだ。

			「狙うのは手薄になっている軍港です！　皆、力を貸してください！」

			「「「うおおぉぉぉぉ！」」」

			


			　《ガルーディ殿。聞こえますか？　サルートです》

			「おお、サルート！　一体何があった！　奴らは王宮になど来なかったではないか！　スアレス王もお怒りだぞ！」

			　《申し訳ありません。どうやら、軍勢の数が増え過ぎてしまい、セリメアたちのいう事が伝わりきらなかったようです。そ、そのため作戦を変更して、そのまま離宮へと向かったという事でした》

			「くそっ、大事な作戦をそんな理由で変更するだと？　所詮は数だけの烏合の衆と言う事か」

			　《は、はい、それでご報告が。奴らは救い出したフィリアースの人間たちを連れて、軍港へと向かっております。全軍で軍港を落とし、船を接収してそのまま国外へ脱出すると》

			「何！　本当か？」

			　《じ、自分たちが乗る以外の船は全て焼き払うと話しておりました。そ、そして、フィリアース王国へ、亡命するつもりのようです》

			「わかった！　ただちにスアレス王に報告する！　ご苦労だったな！」

			


			　そんな会話が成されたのが、今から三〇分前の事だ。

			　ガルーディは余程焦っていたのか、サルートの声が所々震えているのにも気づかなかったな。

			　サルートが余計なことを言い出さないか後ろで威圧をかけていたんだが、一切そんな素振りを見せなかった。フルト王子の拷問を再び受けるのが本当に嫌なのだろう。

			　結局サルートは縛り上げて、セリドに任せて来た。もちろん、ミリアムの部下も数人付けてもらったので問題はないだろう。

			「さて、これでスアレスたちが王宮の兵士を軍港に向かわせてくれればいいのだが」

			「大丈夫でしょう。彼らにとって軍港は重要な拠点でしょうし、国力を維持するためにも軍艦を焼き払われることだけは絶対に阻止したいはずだ」

			「まあ、そうだな」

			「それに、王宮の守りをそのままにするのであれば構いません。その時は本当に軍港を占領してしまえばいいのですから」

			　ミリアムとフルト王子がそうやって話し合っている横で、フランはサティアと会話している。

			　お腹は空いていないかとか、そんなたわいもない話だ。

			　まだ暗い顔をしているサティアを気遣っているんだろう。

			　まあ、離宮での食事が凄まじく豪華だったという話を聞いて、フランが羨ましがっているわけだが。そして、サティアに慰められている。

			　おいおい、逆だろう。

			　いや、サティアの気は紛れているようだから、それでいいのか？

			　そうこうしているうちに目の前に王宮の姿が見える。

			　俺たちは今、軍勢から離れ、密かに王宮を目指していたのだ。

			　この後、王宮から兵士が軍港に向かったのを確認して、こっそり忍び込む予定である。

			　まずその第一段階として、兵士が減ってくれなくてはいけない訳だが──。

			「あれ、門が開いた」

			　フランが指差す方を見ると、確かに王宮の表門が開いている。そして、そこから兵士たちが吐き出されていくのが見えた。こちらの思惑通り、慌てて軍港を守りに出撃したらしい。王宮には五〇〇〇程の兵士がいたはずだが、ほとんどを出撃させたようだった。民衆に対抗するためには、数が必要だからな。

			　あの中にスアレスがいたら作戦が失敗するんだが、どうだ？

			　フランが尋ねると、どうやら今の軍勢の中にスアレスの姿はなかったらしい。

			「兄上の派手な鎧は、遠くからでも目立つから」

			「それに、近衛兵にも趣味の悪い金ぴかの鎧を着せておりますからな。あれがいれば、どれだけ遠くからでも見逃すわけがない」

			「ん。ならいい」

			　最初の予定通り王宮に忍び込んで、その首を頂くだけだ。

			　普通に考えたら王宮に忍び込むなんて無謀だが、こちらは王族が二人もいる。隠し通路や、緊急の隠し部屋もバッチリ分かっており、見つからずに忍び込むことは不可能ではなかった。

			「では、行くとしようか。愚兄の首を取る！」

			「ん」

			「そうね。行きましょう」

			「我らも微力ながらお手伝いいたします」

			「兄の言う通りです」

			　今気づいたけど、このパーティの王族率凄いな。フランとカーラとバイクをのぞいたら、残った四人は全員王族だ。半数以上って、有り得ないだろ。

			「こちらに、緊急脱出用の通路がある。それを使えば、かなり奥まで入り込める」

			「そのような大事な情報を、他国の人間である我らに教えてしまって良いのですか？」

			「構いません。今はそのような些事にかかずりあっている場合ではありませんから。私たちが遅れれば遅れる程、民の命が失われるのです」

			「失礼いたしました。貴女の気高いお心には脱帽するばかりです」

			　壁を操作していたミリアムが、脱出用の通路を発見したらしい。彼女が壁の石をグッと押し込むと、その横に小さな通路が出現していた。

			　ミリアムを先頭にその通路を進んでいくと、大きな広間の前に出る。赤い絨毯と、豪華なシャンデリアの吊るされた、なかなか威厳のある部屋だ。ここはすでに王宮の中枢部に近い場所であるらしい。

			「この先に謁見控室があり、その先の通路を抜ければ王の間だ」

			「行きましょう。兄なら必ず玉座にいるはずだわ」

			「自己顕示欲は人一倍の男ですからね。絶対にいるでしょう」

			　確かにこの先にある広い部屋には数人の人間の気配がある。だが謁見控室や、王の間の手前の通路にも人の気配が僅かにあった。しかもその内の一つには覚えがある。

			　これは離宮の時と同じで、少数精鋭の護衛だけは残したパターンかもな。

			　案の定、謁見控室に突入したミリアムたちは厳しい表情でその部屋にいた男を睨んでいた。

			「ヴァルーザ」

			「ほう。俺の名を覚えたのか？　光栄なことだ」

			　フランの呟きに、全く光栄に思っていなそうな声で、黒牙のヴァルーザが応えた。

			　そう、部屋の中にいたのは、シードラン海国最強の男だったのだ。

			「ここは私がやる。皆は先に行って」

			　俺もそれが良いと思う。フルトとサティアの加護は、今日はもうそこまで長時間使えないらしい。本当に奥の手という感じだ。

			　だとしたら、一か八かの力に頼るよりも、フランがきっちりと足止めする方が被害は少ないだろう。

			『ウルシはセリメアたちの護衛に付け』

			（おん！）

			「……だが……」

			　ミリアムは悩んでいるようだったが、セリメアが先に決断を下した。

			「分かりました。皆、行きますよ」

			「し、しかし！　相手はヴァルーザですよ！」

			「ミリアム、あなたは戦士の覚悟を踏みにじるの？」

			「……分かりました。すまんフラン。お前を信じきれなかった」

			「いい」

			「いや、ダメだ。戻ったら、美味い物を食わせてやる。私の好物をな。だから、生きてまた会おう」

			「美味しい物？」

			「その時までの秘密だ」

			「ん！　絶対に食べさせてもらう！」

			　そんな話をしている最中にも、俺はヴァルーザから注意を離さなかったんだが、そもそも仕かけてくる気がなさそうだった。

			「やる気は出たか？」　

			　それどころか真面目な顔でそんなことを聞いて来る始末だ。

			「ん」

			「なるほど。それは結構」

			　しかも奥の通路へ進むセリメアたちを止めようともしない。

			　良いのか？　その態度にフランも不審を抱いたらしい。

			「いいの？」

			「お前は奴らを行かせたかったんだろう？」

			「ん」

			「だったら別に構わんだろう？」

			「ん？　たしかにそうかも？」

			「くく。そもそも、俺がスアレスに協力しているのはその方が強い奴と戦えそうだったからだ。いつかこうやって、強者がスアレスの命を奪いに来ると思っていた」

			　こいつも戦闘狂だったか。強い奴と戦えるのなら、他はどうでもいいと言うタイプだ。

			　フランも似たところがあるので、よく分かるぞ。

			　こういう奴は、全力の相手と戦いたいんだ。

			　だから奇襲もしなかったし、フランの後こう顧この憂いを断つために、セリメアたちをあっさり通した。

			　すべては、フランが自分との戦いに集中できるようにするためだ。

			　だが、礼は言わない。

			　結局、全てはヴァルーザ自身の戦闘欲求を満たすためにやってることだからな。

			「さて、これで邪魔者はいなくなった。存分に殺し合おうか」

			「ん！」

			　そして、激しい戦闘が始まった。

			　最初は剣での斬り合いだ。

			「はぁぁ！」

			「はっはっはぁ！　やるな！」

			　互いに一撃必殺の刃を繰り出しながら、それでいて互いの剣は全く当たらない。

			　部屋の中に激しい剣戟の音が響き渡り、その度に高そうな調度品や家具類が破壊されて破片が飛び散った。

			　短時間で、部屋の中は凄まじい惨状だ。

			　竜巻でも通り抜けたか？

			　それでいて、フランとヴァルーザにはほとんど傷がない。

			　頬などに僅かな擦り傷があるだけだ。

			　しかも、この傷は互いの攻撃で直接傷ついたのではなく、飛び散った木片などがかすってできた傷だった。実質、ダメージはゼロだ。

			　剣術スキルではフランが上。経験と練度ではヴァルーザが上。

			　その結果、膠こう着ちゃく状態が生まれていた。

			「つぇいやぁぁぁっ！」

			「ふはは！」

			　ヴァルーザはテンションが上がると笑いが出るらしい。

			　最初に出会った時のようなニヒルな笑みではなく、鬼気迫る哄笑を上げ続けている。

			　そして、二人の殺し合いはより激しさを増していった。

			　だが、この戦いは次第にフランが有利になっていく。

			　それは、攻撃を避ける時の僅かな差がもたらしていた。

			　トップギアに入ったフランとヴァルーザの斬り合いではあるが、ダメージを負っているのはフランの方だろう。

			　ヴァルーザの剣の切先に切り裂かれ、小さな傷がつけられ始めた。

			　逆にヴァルーザはフランの剣を全て回避している。いや、回避させられている。

			　実は、フランがヴァルーザの攻撃を微かに食らっているのは、わざとなのだ。

			　致命傷にならない程度に回避し、逆にカウンターを繰り出していた。傷は瞬時に俺がヒールで回復しているので、全く問題はない。

			　そして、ヴァルーザはフランの攻撃を躱すしかなかった。以前に一回食らわせてやった、魔毒牙を警戒しているのだ。これだけ実力が拮抗している相手であれば、毒を一発受けただけで一気に戦況が傾くからな。

			　だが、無理な体勢で回避を続けている結果、次第にフランに押し込まれるようになっていた。

			「くははは！」

			　それでも哄笑は止まらないが。

			　だが、さすがにまずいと思ったらしい。

			　なんと手に持っていた剣をフランに投げつけると、後ろに下がって距離を取った。

			　この行動は予測していなかったため、剣を弾くのが精いっぱいだ。

			　だが、武器を失ってどうするつもりだ？

			　そう思ったんだが、ヴァルーザは腰のアイテム袋から新たな剣を抜き放った。

			　なるほど、ああやってアイテム袋に入れられると、鑑定には引っかからないのか。

			


			　　名称：魔剣・ソウルドレイン

			　　攻撃力：９００　保有魔力：３００　耐久値：３００

			　　魔力伝導率・A-

			　　スキル：触れた相手の力を吸収し、強化される

			


			　他者の力を吸収することで、ヴァルーザではなく剣自身が強化されるのらしい。

			　面白い能力だな。ちょっと俺に似てるか？

			「神級鍛冶師の弟子が打ったという、一級品の魔剣だ。これならお前の剣とも打ち合える！　はは！　第二ラウンドといこうか！」

			　魔剣を構えたヴァルーザが再び斬りかかって来る。

			　そして、再び激しい命の奪い合いが始まったのだった。

			


			


			


			「ユリウス叔父上。グラディオ。スアレス兄上はどこです？」

			「さて、どこでしょうな？　それにしても驚きましたぞ？　まさか少数の友を連れただけで王宮に乗り込んでくるとは。大胆なことですな」

			「頼もしい仲間が大勢いますから。もうあなた方は終わりです。大人しく投降してくださいませんか？」

			「さて、何が終わりなのか分かりませんな？　ここであなた方の首を上げれば今まで通りです。まさか反乱軍を当てにしているわけではありますまい？　烏合の衆など、兵士に蹴散らされて終わりでしょう。あなた方が死に、反乱を企てた身の程知らず共は処刑される。ほら、何も変わらない」

			「遠距離通話の方法があるのは、あなたたちだけではないのですよ？　フィリアース王国のフルト王子も、似た力があるそうです。王子がフィリアースの本国に連絡をしたら、先方は大変お怒りで、すぐにこちらへの協力を確約してくださいました。ご一緒にいた、クランゼル王国の大臣も、同意してくれたそうですよ？」

			「な……なんだと！　お、お前は反乱を成功させるために、他国の力を借りようと言うのか！　売国行為だぞ！」

			「あなた方に言われたくはありません。ですが、レイドス王国に支配されるよりは余程ましです。フィリアース王国、クランゼル王国とは、戦力の見返りの代わりに、現在の王によって不当に上げられた関税を前王の時代の物に戻すことで話が付いていますから」

			「……この売女が！　どちらにせよ、ここで貴様の首を上げれば、どうとでもなるわ！」

			「やってみてもらいましょう」

			「抜かせ！　王宮の奥で蝶よ花よと育てられたお前が、将軍職にある私に勝てると思うなよ！」

			「私も王族の一員。けじめは自らの手で付けてみせます」

			


			


			「父とセリメアも盛り上がっているじゃないか。こちらも何かお話でもするかい？」

			「ふん。黙れグラディオ。貴様などと話すことなど何もない」

			「酷い言い草じゃないか」

			「黙れと言った。貴様の口が開くだけで、私の耳と鼻が腐る」

			「……おい、言葉に気を付けろ。小娘。また犯されたいのか？」

			「ふざけたことを抜かさないでもらおうか？　誰が誰を犯した？　貴様の言う小娘を襲おうとして、玉を蹴り潰されて泣きながら逃げ出したの間違いだろう。あの時の貴様は本当に情けなかったな」

			「うるさい！　お前なんか、父の命令が無ければ手を出そうとするかよ！　なぶり殺してやるから覚悟しろよ！　昔からお前はぶち殺してやりたかったんだ！」

			「私もだよ。私に与えられるはずだった水竜艦が貴様などに与えられたと知った時の私の気持ちが分かるか？　あの時にあそこだけではなく、命を奪っておけばよかったと何度後悔したことか！」

			「実力さ！　だいたい、お前のような小娘に水竜艦が渡される方がおかしいんだ。お前なんか、王家の血が入ってなければ、体がデカイだけの木で偶くの坊のクセに！」

			「貴様こそ、父親の権力が無ければ単なる性犯罪者だろうが！　もういい！　どちらが上か、実力で分からせてやろう！」

			「それはこっちの台詞だ！　ミリアム！」

			


			


			


			「──ウィンド・アロー！」

			「はっはー！」

			『ウィンド・ブロア！』

			「無駄ぁ！」

			　フランとヴァルーザの戦いは、遠近織り交ぜての戦いに変わっていた。

			　王宮の中で火は使えないので、風魔術をメインに使うのだが、奴の魔剣に吸収されてしまう。

			　そして、吸収した魔力を逆に飛ばしてくるのだ。

			　やはり拮抗した戦いが続く。

			　しかし、突如として互いの均衡が崩れた。

			　思いもがけず、突然に。

			「がふぅ！」

			「ふははは！　どうしたどうした！」

			『何があった！』

			　いきなり、奴の剣が消えたかと思ったら、次の瞬間にはフランの肩口が切り裂かれていたのだ。

			　いや、何があったかは分かる。ヴァルーザの剣が俺たちでは見切れない程の神速で繰り出され、肩を斬られたのだ。

			『──ヒール！』

			「かははは！」

			「うぁ！」

			『──ヒール！　一旦離れろ！』

			「逃がさんよ！」

			「くっ！」

			　ヴァルーザの持つ固有スキル、閃剣だ！　その名の通り、超高速の斬撃を放つスキルである。しかし、消費が大きいため、連発はできないはずだった。勝負を決めるための必殺技に近いスキルなのだ。

			　だが、今のヴァルーザは剣戟の中に閃剣を織り交ぜる方法で、すでに五発も放っている。

			『あの魔剣か』

			　ヴァルーザの魔剣、ソウルドレインが吸収した魔力をヴァルーザは引き出して使えるんだろう。魔剣が魔力タンクとなっているのだ。

			　そんな所まで俺に似てやがるのか！

			「お前の魔剣はかなり強力な魔剣であるらしいな！　ソウルドレインがその剣と打ち合わされる度に、凄まじい魔力が流れ込んでくるのが分かるぞ！」

			　俺のせいか！　そういやあ、魔力の消費が速いと思っていんだが、まさか俺からも力を吸っているとは！

			「しっ！」

			「それはもう見た！　どうした！　動きが鈍って来たぞ！」

			「たぁぁ！」

			「甘い！」

			　やばい。確かにフランの動きが少し鈍って来た。それに、フランの攻撃パターンがヴァルーザに見切られ始めている。この辺りは、経験の差がモロに出てしまっているのだ。

			　切り結べば切り結ぶほど力を吸収され、剣の腕では向こうが一枚上手。魔術は魔剣に力を与えるだけ。そして、吸収した力で戦局はさらにヴァルーザへと傾いていく。

			『時間をかければかける程、向こうが有利になるぞ！』

			（ん……）

			　さて、どうするか……。

			　俺が次の一手を考えていると、不意に自分の内側から力が湧き上がるのが感じられた。

			『あれ？　なんだこれ？』

			　俺は何もしていない。

			　それなのに、刀身の内側から漆黒の魔力が立ち昇り始めるのが見えた。

			　その力はドンドンと出力を増しているようだ。

			　可視化したドス黒い魔力が、凄まじい勢いで刀身から迸る。

			『え、ちょ、何これ？　何これぇ！』

			（師匠？）

			『いや、俺じゃない！　俺は何もしてないんだけど！』

			「何だそれは……！」

			　ヴァルーザも距離を取って警戒している。

			　何が起きているんだ？

			　これが自分の意思で引き起こした現象だったら「俺すげー！」ってなるんだが、意図せずにこんな凄まじい力が放出されるのは恐怖でしかなかった。

			　以前、浮遊島で知らぬ間に発揮した、青い光とも違う。あれは俺とフラン、双方の力を良い方向に強化してくれるものだった。俺やフランが意図的に発揮した訳でもないし、戦闘に夢中で全然気付いてなかったわけだが。後でジャンたちに教えてもらって気づいたほどだ。

			　今、俺の刀身から発せられている黒い魔力も、俺たちが意図していないという点では同じである。ただ、こちらは明らかに不吉な雰囲気を放っていた。

			　放っておいたら、ヤバいんじゃないか？

			　そもそも、こんな圧倒的な力、どこから出ているのかわからない。

			（へいき？　師匠！）

			『フラン、一旦──』

			　一旦俺を手放して下がれと言おうとしたんだが、いきなり世界が静止した。フランもヴァルーザも動きが止まっている。いや、完全に止まっているのではなく、本当に数ミリずつ動いているな。静止と言うよりは、俺の時間が引き伸ばされ、思考だけが加速しているような状況らしい。時空魔術で加速した状態にも似ているが、こちらの方がより効果が高かった。

			『何が何だかわからん！』

			　漆黒の魔力が立ち昇る自分の刀身を見ながら、一体何が起きたのか探ろうとしていると、不意に誰かの声が聞こえた。

			『よお、久しぶりだな！』

			『その声……』

			　この世界に初めて来たときに聞いたあの声だ。潜在能力解放を使った時にも話したな。

			『月宴祭が近いおかげで多少の力が戻って来ているが、それでも会話ができるのは三分程度だ！　時間が惜しい！　とりあえず俺の話を聞け！』

			　その声から、かなりの焦りが伝わってくる。どうやら本当に何か緊急事態が起きているらしい。俺はとりあえずその話を聞くことにした。

			『わ、わかった』

			『緊急事態だ。今、お前の中のある重要な封印が急激に弱まってしまっている！』

			『封印って……。俺の中に何か封印されてるの？』

			『似たようなものだ！　とにかく、普通なら解けるはずがない封印なんだ！　だが、前回の潜在能力解放の余波で、あいつの力が弱まってしまった！』

			　あいつ？　アナウンスさんのことか？

			『そのせいで封印に僅かな綻びができてたんだ！　そして、その綻びから封印が弱まり始めた！　お前らが戦っている敵の持つ魔剣のせいだろう！』

			　なるほど、力を吸収されてるわけだし、封印とやらの力まで吸収されているってことか。

			『まあ、どうしてこうなっちまったかは今は良い。とにかく、一旦溢れ出しそうになっている力をどうにかしないと、暴走が始まっちまう！』

			『ぼ、暴走？』

			『ああ、この王宮ごと吹っ飛ぶぞ』

			『ちょ、それはまずい！』

			『分かってる。だから、この力を発散させる必要がある！』

			『ど、どうすりゃいい？』

			『一度、剣の主導権を俺に渡せ！』

			『潜在能力解放の時、アナウンスさんに渡した時みたいな感じか？』

			『そうだ！　少しの間で良い！』

			『わ、分かった。頼む！』

			『おうよ！』

			　そして、時間が元に戻る。

			『フラン、聞け！』

			（ん？　誰？　師匠じゃない！　それに師匠から凄い魔力！）

			『俺は師匠の友人みたいなものだ！　ちょっとまずい事態が起きて、ちょっとだけ師匠の中から話しかけている！』

			（？）

			『後で師匠に説明してもらえ！　時間がない！』

			　いや、そんな丸投げされても、俺だって説明する自信がないって！

			『とにかく、今からドデカイ攻撃を放つ。お前は障壁を全力で張って、巻き込まれないようにしろ！』

			（わかった）

			『よし、いい子だ！　じゃあ、行くぞ！』

			　謎の声がそう言った瞬間だった。

			　俺の狼の意匠がわずかに蠢き、そして、その部分からずるりと何かが這いだした。そのまま刀身に絡みつくと、蛇のように鎌首をもたげて、ヴァルーザを睥睨する。

			　それは人さえも丸のみにできるくらい巨大な狼の頭部を備えた、漆黒の何かだ。そして今の俺は、その漆黒の何かが刀身に巻きついた異様な姿をしている。

			「な、何だそれは……？　凄まじい魔力じゃないか！　奥の手か！　ふ、ふはは！」

			　ヴァルーザの顔が引きつって、上手く笑えていない。

			　まあそれも当然か。

			　ヴァルーザには魔力を感知する能力はないが、気配察知は優れている。

			　今の俺からは凄まじい気配が発せられているのだ。それこそ、力を解き放ったリッチに匹敵するほどの、圧倒的な存在感である。

			　人間が抗えるわけがなかった。むしろ、まだ立っていられるだけでも褒めてやりたい。

			『グルオオオォォォオォォォォ！』

			　漆黒の狼は一咆えすると、その巨大な咢をガパッと開く。

			　そして、その口から漆黒の閃光が溢れ出した。

			　見た目は黒いビームだな。部屋の中を閃光が染め上げる。

			　黒い光の束がヴァルーザを掠めるのが見えた。魔剣で防いだ瞬間、その体がピンボールのように後ろに吹き飛び、壁に背中から突っ込む。頑丈なはずの王宮の壁に、ヴァルーザの体がめり込んでしまうほどの衝撃だ。

			　黒ビームはそのまま王宮の壁を全てぶち抜き、彼方へと消えて行った。

			　凄まじい力の奔流により、部屋の中は壊滅状態である。障壁を張っていなかったら、爆風によってフランも無事じゃ済まなかっただろうな。

			　壁が綺麗に消滅し、外の風景が見えている。

			　その先では、軍港の脇で巨大な爆発が起きているのが見えた。海中で爆弾を爆発させても、あれ程の水柱は立つまい。海底火山が噴火したレベルの爆発じゃないか？　港に停泊していた軍艦のほとんどが転覆し、高波が兵士たちを飲み込んでいく。

			　ま、まあ、被害が出てるのはスアレス側にだけみたいだから、いいよね？

			　確かに今の攻撃が暴走していたら、俺もフランもただでは済まなかっただろう。

			『これで、なんとかなるだろう。封印の補強は任せてくれ。お前は今後も気にしなくていい』

			『そ、そうなのか？』

			『──あ、行く──ま──あお──』

			『あ、ちょっと待って！　せめてお名前を！』

			『──』

			　いつもこれだよ！　全く！

			　まあ、毎回助けられてるし、味方なのは確かだと思うんだが……。

			（師匠？）

			『フランか。怪我はないか？』

			（ん。大丈夫。今の人は？）

			『あ、後で説明してやるから。それよりも今はヴァルーザだ！』

			（わかった）

			　よし、時間稼ぎ成功！

			「お、恐ろしい、威力だったな。俺の魔剣が、こうだ」

			　瓦礫を押しのけてヴァルーザがフラフラと立ち上がる。やはり生きていたか。

			　だが、肝心の魔剣は刀身が消滅し、柄しか残っていない状態であった。

			　さらに、全身がボロボロだ。左手はあらぬ方向に曲がり、左目は見えていないだろう。

			「まだやる？」

			「当然だ。首だけになろうが、動ける限り俺は戦い続ける」

			　それでもその全身から溢れ出る闘志は微塵も衰えていない。さすが、シードラン一の戦士と言ったところか。

			「わかった」

			　フランもそれに応えるように、頷き返す。

			「行くぞ？」

			「ん」

			　ヴァルーザが目の前に落ちていた量産品の剣を手に取り、構えた。

			　フランも同様に俺を構える。

			「はぁぁぁ！」

			「かああああ！」

			　そして、勝負は一瞬だった。

			　フランの斬撃を折れた左腕で受け止めたヴァルーザは、持っていた剣を全力で突く。

			　カウンターに勝機を見出していたんだろう。だが、その切先は、フランの体に刺さる前に、目に見えぬ壁に阻まれて弾かれていた。

			　サティア王女の障壁を見て思いついた、圧縮空気の壁だ。もともと使えはしたんだが、魔力を全力で込めることによって、ヴァルーザ程の達人の攻撃でさえ弾ける強度を実現させたのだ。操風スキルの訓練をした成果である。

			　剣を弾かれ、大きく体勢を崩したヴァルーザの隙をフランは見逃さない。

			「はぁぁ！」

			　俺の刀身がヴァルーザの体の中にズブリと潜り込んだ。

			「が──はっ──」

			「私の勝ち」

			「そう、だな……。かはは、いい死合だったぞ……」

			「剣では負けた」

			「ふは！　し、あいに、勝って──いきて、いれば──かち、だ」

			「……ん」

			「おれは、まんぞく、だったぜ──」

			「わたしも」

			　そうして、ヴァルーザは満足そうな笑みを浮かべて、事切れたのだった。

			　本当に殺し合いが好きだったんだな。これだけ満足な笑みを浮かべられたら、恨み言も言えん。

			『フラン、なんかゴメンな。色々邪魔しちゃったし』

			「ううん。師匠のせいじゃない。わたしが強ければ、わたしだけの力で勝てた。師匠の手助けが無きゃ勝てなかったのは、わたしのせい。それに、わたしと師匠は一心同体。わたしたちの勝利」

			『そうか？』

			「ん！」

			


			　ヴァルーザを激戦の末に倒した俺たちは、先に進んだセリメアたちの援護に向かう事にした。

			　修理費など考えたくもない程、荒れ果てた状態になった謁見控室を出て、王の間に向かう。

			　すると、謁見控室から王の間に続く通路に見覚えのある顔があった。

			「フルト、サティア」

			　そこにいたのはフィリアースのフルトとサティアだ。

			　多分、ここにいた敵を食い止め、セリメアたちを先に行かせたのだろう。

			　この二人が鑑定通りの坊ちゃんお嬢ちゃんじゃないのはもう分かっている。

			　悪魔の力を使えば、大抵の相手には勝てるだろう。

			　それにしても、凄まじいが。

			　通路に転がる敵の状態は、惨劇と言う言葉がピッタリと当てはまる姿であった。

			　一〇人程の死体が転がっているのだが、死体の状態に一貫性がない。

			　脳天から股下までを縦に裂かれた死体。全身に細かい穴が無数に開いた死体。なぜか全身が絞った雑巾のように捻じれた死体。等々、そのどれもがまともな死に方をしていない。しかも、全員の顔が恐怖と痛みに歪んでいた。

			　戦闘と言うよりは、拷問が行われたと言う方が納得できる。

			　フルトとサティアには返り血一つ付いていないのも、二人の戦闘力の高さを表しているな。

			「フランさんですか。凄まじい魔力を感じましたが、大丈夫でしたか？」

			「問題ない」

			「うむ、フランの奥の手と言ったところか」

			「ん」

			　それ以上は聞かないでいてくれるようだ。自分たちも神剣の事を話すわけにはいかないのだろうし、力やスキルを隠すことの重要性を分かっているんだろう。

			『にしても、派手にやったな』

			「ん」

			　フランも敵兵の死体を見て、俺の言葉に同意する。

			「あの、フランさん……。これはその、私たちもやりたくてやっている訳じゃないんです」

			「サティア！」

			「だって、フランさんに敵を嬲って殺すのが好きな変態だなんて思われたら、私……」

			「はぁ……。仕方のない」

			　別にそんなこと思わないけどな。この死体はレイドス人のものだと分かっている。ガルーディという死者の死体もあるからな。目と口を限界まで開いた、中々に強烈な表情で死んでいるので、鑑定してみなければ分からなかったが。

			　これらを見た俺たちは、また情報を引き出すために拷問をしたのかと思っただけだ。

			「これはその、評判を維持するために、仕方なくやっているんです」

			「評判？」

			「冷酷非情で、王族に手を出したら容赦をしないという評判です」

			「なるほど」

			　そうか。そうやって、神剣を持った恐ろしい国だという風評を維持することで、抑止力にしているわけだ。そのためにも、敵は惨むごたらしく殺す必要があるんだろう。

			「だから、私たちの事、嫌いにならないでください」

			「だいじょぶ。サティアたちを嫌いになるなんてありえない」

			「本当に？」

			「ん。本当」

			「ありがとう！」

			　サティアがフランに抱き付いて喜びを表現する。フルト王子も、ちょっとだけホッとしているようだな。このツンデレさんめ！　まあ、フランは嫁にはやらないけどね！　もしフランに惚れたんなら、まずは悪魔抜きでも俺に勝てるぐらい強くなってもらわないと！

			


			

			


			「さて、セリメア殿の援護に向かうぞ」

			「ん」

			「そ、そうですね」

			「だが、我らはもう戦力にならないと思ってくれ。今日はこれ以上、守護の力を使う事は無理だ」

			「了解」

			　という事は、何かあっても俺たちで何とかするしかないってことか。

			　俺たちはフランを先頭に、王の間へと突入する。

			　王の間には離宮でも戦った竜尾戦士団とやらの死体が散乱していた。あの噛み痕などから見るに、ウルシが倒したのだろう。

			「セリメア、ミリアム、無事？」

			　そんな王の間では、今は二つの戦闘が繰り広げられていた。一つが、ミリアムとグラディオの戦いだ。こちらは今まさに、ミリアムの矛がグラディオの体を刺し貫いたところであった。

			「ぐは──」

			「わたしの、勝ちだグラディオ！」

			「くそぉ！　なぜだ！　私は、なぜおまえに勝てな──」

			　その言葉を最後に、グラディオが崩れ落ちる。

			　残りは、セリメアとユリウスだな。

			　と言うか、セリメアが直接戦うとは思わなかった。

			　その全身は傷だらけで、今にも倒れそうだ。だが、それでもセリメアは諦めることなく、ユリウスの剣を防ぎ続けていた。

			「グラディオ！　ちぃぃ！　役立たずが！　小娘一人始末できんのか！」

			「ふふ、ユリウス叔父上。そう言うあなたも、まだ小娘一人始末できていませんよ？」

			「調子に乗るな！　あの狼さえいなければ！」

			　そう言ってユリウスがチラリと壁際に視線を送る。そこには、ウルシがいつでも飛びかかれるような体勢で身構えていた。

			　配下の戦士を皆殺しにしたウルシに対して、強い恐怖を感じているらしい。その恐怖が、ユリウスの動きを雑にしているようだ。

			「あの子には、これは私の戦いだから、手出しをしないように言いましたよ？」

			「だからと言って、信用できるか！」

			　ユリウスと呼ばれた壮年の男性がそう叫ぶが、完全に捨て台詞にしか聞こえないな。

			　結局、実力でセリメアを仕留めきれなかっただけだろう。

			　将軍職に就いているという話だったが、凄まじく弱いのだ。完全に血筋で将軍になれた口だろう。さすがにセリメアよりも弱いことはないが、ウルシに気を取られ過ぎて、セリメアを攻めきれていないらしい。

			　フランたちが現れたことで、自分に勝ち目がない事を悟ったようだ。逃げ道を探すように、目が泳いでいる。だがフランとウルシに前後を挟まれ、逃げ場がないと理解する。

			「くそっ！　くそぉぉ！」

			　最後の悪あがきか、メチャクチャに剣を振り回しながら、セリメアに斬りかかる。

			　焦りのせいでその動きは今まで以上に隙だらけだった。

			　セリメアが完璧に受け止められる程に。そして、セリメアに剣を弾かれてしまったユリウスはその場で尻餅をついてしまう。そこに剣を突き付けられ、終わりだ。

			「俺の……負けだ」

			　そう呟き、ガックリと項垂れるしかなかった。

			「スアレス兄上はどこに行ったのです？」

			「軍港だよ」

			「なぜ？　あの軍勢に兄上はいなかったようですが」

			「そんなもの、言いくるめて地味な格好をさせれば、いくらでも誤魔化せる。今回は小舟でこっそりと軍港へ向かってもらったが。とにかく、水竜艦にさえたどり着いてしまえば烏合の衆如きどうとでもなるからな」

			　セリメアに負けたことが余程堪えているのか、素直に話して命だけは助かろうとしているのか、ユリウスは聞かれたことに素直に答えた。

			　彼らは、スアレス王とフルトたちを戦わせ、漁夫の利を狙っていたらしい。

			　スアレスを言いくるめ、水竜艦で反乱軍を鎮圧するように仕向ける。この時はセリメアたちとフルトたちが軍港に向かっていると思っていたはずだからな。邪魔者たちをぶつけ合わせて、共倒れを狙ったのだ。

			　そして、その間に自分たちはレイドス王国の使者と取引をする。自分たちの後ろ盾となってもらうように。

			　最終的に、ユリウスとグラディオの水竜艦で、スアレスたちかセリメアたちの生き残った方を排除すればシードラン海国は彼らのものである。

			「愚かなことを」

			「我とて王族だ……。王を目指して何が悪い！」

			　幼い頃から前王を憎み、虎視眈々と王座を狙っていたと言うから、気が長い事だな。何十年待ったんだ？　能力は低いし、人格的にも最悪の人間だが、そこだけは褒めてやってもいいかもしれない。

			「では、軍港へ向かいましょう。スアレス兄上を捕まえるまでは、我らの勝ではありませんから」

			「そうですね。かなり距離があります。急がなくては」

			「フルトと、サティアは休んでいた方が良い」

			「それはフランさんもでしょう？」

			「私は平気。冒険者だから」

			　フランはムンと力こぶを作って見せる。全く腕力がありそうに見えない、細腕だ。

			「わたしも、フルト王子とサティア王女を危険には晒したくありません」

			「確かに危険なんでしょうが……。ここまで来て仲間はずれはなしですよ」

			「そうです。私たちも一緒に行きます」

			　うーん。まあ、そう言うなら仕方ないな。

			「分かった。ウルシ」

			「オン！」

			「フルトとサティアを守ってあげて」

			　ウルシがフランの命令で、フルトたちの後ろに移動してお座りする。

			　それを見たセリメアが、手をパンと叩いて頷いている。

			「まあ、それなら安心ね」

			「オン！」

			「ふふ。さっきはありがとう。助かったわ」

			「オンオン！」

			　どうやら王の間での戦いで、セリメアたちとウルシの仲が大分縮まったらしい。セリメア王女がその細腕でウルシの顎を撫でる。すると、その顔がトローンと蕩けた。おお、一撫ででウルシを落とすとは！　セリメア、恐ろしい子！

			　まあ、サティアもセリメアも、ウルシを全く怖がっていないようで良かった。

			「こちょこちょ～」

			「ア、アフー」

			　おいおい、ちょっと顔がだらしなさ過ぎるぞ！　放送禁止ギリギリだ！

			「姉上、そろそろ参りましょう」

			「ああ、そうだったわね。皆、こちらへ」

			　ミリアムに促され、セリメアが歩き出す。その先は、王の間の出口ではない。玉座の裏側だ。

			　玉座の裏の壁を、ミリアムがいじっている。

			　これは既視感があるな。何度も見た気がする。

			　数秒後。

			　やはり隠し通路が出現していた。

			　その先は螺旋階段となっており、下へ下へと下っている。

			「行きましょう」

			　セリメアの後に付いて長い階段を下りきると、その先は不思議な光景が広がっていた。

			　半地下の、湖のような場所だ。だが、湖岸や天井がきっちりと整備されており、ここが人口湖であると理解できた。

			　こんな場所が王宮の地下にあるとは。

			　二十五メートルプールを何面というレベルではなく、東京ドーム二つぶんとか言った方が良いレベルの広さだろう。

			　その中に、巨大な船が停泊していた。

			　ドワイトの戦艦も大きいと思ったが、これはそれ以上の大きさだ。船体は金属の板で覆われ、甲板や舷側には大砲が並んでいる。それを見れば、これが戦うための船なのだと分かった。

			　しかもその壮麗さは比べ物にならない。船首の女神像は神殿に置いてある物と比べても勝るとも劣らない素晴らしい出来の彫像だし、船の縁などには樹を彫って精緻な彫刻が施されている。戦闘艦なのに、こんな装飾いる？　破壊される度に直していたら、コストが馬鹿にならないと思うんだが。

			「この船で、軍港に向かうつもりなのですか？」

			「ええ、そうです」

			「ですが、これを動かすとなると……」

			　フルトが口ごもるのも無理はない。これだけの巨大な船を動かそうと思ったら、熟練の船乗りが何人も必要だろう。素人ばかりのこの面子では、まともに出航できるかも怪しかった。

			「何かいる……！」

			『ああ』

			　実は、フランが黙っていたのには理由がある。水中に潜む何ものかの魔力を感じ取っていたのだ。

			　恐ろしい程の高密度の魔力だ。それこそ、脅威度は確実にＢ以上だろう。

			　それでも俺たちが逃げ出したり、騒いだりしなかったのは、その相手がこちらに一切の敵意を抱いていなかったからだ。殺気も闘気もなく、むしろ穏やかな気配が水中から発せられている。

			「フランさんは気づいたようね。紹介するわ」

			　セリメアが笑顔で湖岸に近づくと、水中の存在に向かって大きな声で呼びかけた。

			「出て来なさい！　ウォルネイト！」

			「クオオオオオォォォォオン！」

			　水面を割って現れたのは、巨大な竜であった。

			「おおー」

			「す、すごい！」

			「これが、水竜なの？」

			「ええ、そうよ。私の水竜、ウォルネイト」

			「クォオン！」

			「うふ、久しぶりね。元気で嬉しいわ」

			「クォクオン！」

			　薄赤い色の水竜が、その顔をセリメアに摺り寄せる。大丈夫なのか？　一番小さい牙だけでも、セリメアと同じくらい大きいんだが。

			　水竜と言うと、表面がツルツルの肌をしたプレシオサウルス型を思い描いていたんだが、想像とはかなり違っている。

			　フォルムこそプレシオサウルス風なのだが、ごつごつとした鱗がびっしりと全身を覆い、頭には鋭い角が生え、背中には翼が退化したと思しき巨大なヒレが生えていた。また、尾が非常に長く、手足はヒレと手の中間くらいだ。アシカの前足に似ているな。多分、地上でも活動できるだろう。

			「この子が船を曳いてくれますから、低速で進む程度の事はできます」

			「途中まではこれで行く。皆、すぐに乗り込んでくれ！」

			「ん」

			「わ、わかった」

			「だ、大丈夫よね？」

			　ミリアムに促されて乗り込んだ水竜艦だったが、その乗り心地は最高だった。

			　水竜は水を操る能力があり、水の抵抗を抑え、揺れや傾きを制御することさえできたのだ。

			　海は多少荒れていたんだが、ほとんど揺れなかった。

			　それでいてメチャクチャ速い。

			　地球のフェリー並みだろう。これで低速なのか？

			「水竜艦すごい」

			「ああ、噂ではきいていたが、ここまでとは。やはり、シードランと争うのは愚の骨頂だ」

			　フルト王子も甲板から海を見て、難しい顔で唸っている。

			　速くて、小回りが利き、水竜の攻撃力まで備えているのだ。そりゃあ、水竜艦が最強だよな。

			　この船が豪華に飾り付けられている理由もわかった。そもそも、攻撃されることを想定していないのだ。というよりも、敵の攻撃を全て避ける自信があるのだろう。むしろこうやって豪華さも見せることで、敵に存在を誇示して威圧感を与えているのだ。

			　王宮の地下港から軍港まではすぐだった。

			「見えたぞ！　軍港だ！」

			「でも、何かおかしくなくて？」

			　ミリアムが叫んで知らせてくれたのだが、望遠の魔道具を覗くセリメアが訝しげな声を上げる。何か問題が発生したか？

			「あれは……愚兄だ！　愚兄が、簀巻きにされているぞ！」

			「なんですって？」

			　ミリアムとセリメアが騒いでいる通り、軍港にいる民衆の中で、派手な鎧を着た大柄な男がロープでぐるぐる巻きにされて、逆さ吊りにされているのが見えた。あれって、大きな魚などを引っかけて運ぶための滑車だよな？　言っちゃ悪いが、遠目には間抜けなトドにしか見えん。

			　その脇には、無残な姿の水竜艦が係留されている。

			　形は今俺たちが乗っている水竜艦とほぼ同じだ。だが、その船体は半ばから砕け、マストも三本中二本が折れて無くなっている。その船を引くべき水竜も、なぜか気を失った状態で港にうち上げられていた。よくみると背中の一部がえぐり取られ、全身に擦り傷と火傷がある。背中で爆弾でも爆発したような惨状だな。

			「何があった……」

			　ミリアムが呆然と呟く。

			　うん。俺、ちょっと心当たりがある。

			　というか絶対に、さっき俺がぶっ放した黒いビームのせいだよね？

			　あの時は巨大な水柱と波に隠れて見えなかったけど、黒い光線が水竜に直撃したのだと思われた。謎の声は俺たちのことを実は色々と見ているようだし、まじで俺たちのために狙ってくれたのかもしれない。

			　さすがの水竜も、あの攻撃を食らっては一溜まりもなかったんだろう。むしろ大怪我を負っただけで生きているのが凄い。

			「姉上！　港へ急ぎましょう！」

			「ええ、そうね」

			　そうして水竜艦を軍港へ入港させると、大きな歓声が上がった。

			　この場所にいたのは、全員セリメアに従って立ち上がった、民衆たちだったのだ。

			　ミリアムが部下を探して事情を聴いているが、彼らが決死の覚悟で軍港に到着した頃には、すでに国王軍は壊滅的な状況だったらしい。半数以上が大爆発と、その爆発によって生じた波に飲まれて命を落としており、残った兵士も恐怖と混乱で全く統制がとれていなかったようだ。

			　そこに一気呵成に襲いかかり、兵士たちを捕虜とした民衆たちだったが、その前に有り得ないものが出現する。

			　海国の守り神とも言われる水竜艦と水竜が無残な姿で港にうち上げられ、その傍らに見た覚えのある顔の男が気を失って倒れていたのだ。

			「それが愚兄だったという訳か」

			「はっ、その通りであります！」

			　その後、民衆は怒りのままにスアレスを縛り上げ、ここに吊るしたのだと言う。なぜそんなことをしたのかと言えば、石をぶつけやすいようにであった。

			　俺たちが滑車から下に降ろした時には、全身が投石によって痣だらけで、顔も見違える程にはれ上がっていた。まあ、直接見たことはなかったので、ミリアムがそう言っていたのを聞いただけなんだが。

			　かなり傲慢で、他人に謝ったりするはずがないとも聞いていたんだが、助けられた時には涙ながらにお礼を言っていた。数千人の人間から罵声を浴びせられ、石を投げつけられ続ける時間は、スアレスという男の心を完全にへし折ったようだった。

			「は、はりがほぉ……。はりがほぉお！」

			　泣いて、ミリアムに頭を下げている。

			　何か、大ボスが全然知らないところで倒され、改心してしまったんだが。

			　あの黒ビームは俺が撃ったけど、実質俺じゃないし。

			　なんか微妙にスッキリしない。

			　そんな時、セリメアが民衆の前に進み出た。そして、ゆっくりと口を開く。

			「みなさん──」

			　その瞬間だった。

			　民衆のざわめきがピタッと止まり、静寂が場を支配する。

			「王は倒されました」

			　セリメアはそう言いながら、ミリアムの前へ歩いていく。

			「すでに、彼に加担していた者たちも、ミリアム将軍らの手で、排除されています」

			　セリメアがそう言ってミリアムの手を取り、称えるようにその手を上に持ち上げる。

			　すると、民衆からミリアムへの声援が飛ぶ。

			　女性人気が高いみたいだな。黄色い声援も多い。

			「また、我が国の危機に際して、フィリアースの王族の方々も、手を貸してくださいました。私の命が守られたのも、彼らのおかげなのです」

			　その言葉の後に、フルトとサティアが優雅に頭を下げる。

			　さすがに王族。メチャクチャ様になっているな。

			　民衆からも盛大な拍手が起きている。

			　これでフィリアースとの仲の良さも喧伝できたし、レイドス王国が入り込む余地なんか無くなるだろう。

			「さらに──」

			　今度はそう言ってフランに近づいて来た。明らかにその瞳はフランを見ている。

			　え？　もしかしてこの流れって──。

			　セリメアはそのままフランの前に来て、その肩をそっと抱く。

			　だが、フランは大きく首を横に振った。そして、手でバッテンを作る。

			「！」

			「目立つの嫌い」

			　その呟きを聞いたセリメアは、驚いたように目を見開く。彼女みたいに幼い頃から人に見られることに慣れている人間にとったら、信じられない事なのかもな。

			　だが、セリメアはフランの言葉を尊重してくれたようだ。

			　そのままフランの元からそっと離れる。

			「さらに、我が国の戦士たちも、その武勇をもって、我が道を切り開いてくれました」

			　カーラたち戦士団から勝かち鬨どきがあがり、それを聞いた民衆たちからも一際大きな歓声が上がる。

			『良かったのか？　明日から英雄だったのに』

			（いい。友達を助けただけだから）

			『そっか、そうだよな』

			（ん）

			　フランにとっては友達が優先で、国を救ったのはついでだったらしい。

			　うむ、フランらしい。

			「最後に──最も偉大な働きをした者たちに私からお礼を言わせてください」

			　もっとも偉大？　誰だ？　そんな声が民衆から上がる。

			　騒めきは収まらず、むしろ広がっていく。

			　だが、セリメアは自分の言葉が浸透するのを待つように、口を閉ざしたままだ。

			「誰なんだ？」

			「ミリアム様じゃないのか？」

			「でも──」

			　そんな姿に、民衆が少し焦れ始める。

			　その時だった。

			　セリメアがその場で深々と頭を下げたのだ。両手を膝に当て、腰を折り続けている。

			　その頭の先にいた男性に全員の視線が集まるが、彼は慌てた様子で手を振って否定している。

			「この感謝は、最も偉大な、シードランの民に。この国を救い、自分たちの力で王を捕らえてしまった、素晴らしきあなた方へ！」

			　頭を上げたセリメアがそう宣言した瞬間だった。

			　地鳴りのような、ドオオオオッ！　という歓声があがる。

			　民衆の誰もが拳を突き上げ、自分たちの勝利を讃え合っていた。

			　その喜びの大騒ぎは、とどまることを知らない。

			　そして、誰かがシードランの国家を皆で歌い始める。

			　陽気な歌だ。まるで海賊たちが船で歌っていそうな、海と空と仲間への賛歌。

			　この場にいる民衆の誰もが笑顔で、歌を歌い続けている。

			　セリメアもミリアムも、手を叩いていた。

			　フランも僅かに体を揺らし、穏やかな顔で歌を聞いているな。

			　歌は終わるどころか、周辺へと広がっていく。

			　いつしか港だけではなく、住宅街からも、貴族街からも、スラムからも、国中から人々の歌声が響き始めていた。

			　誰もが肩を組み、喜びの歌を高らかに歌い続ける。

			　それはまるで、この国のこれからの明るい未来を象徴しているかのようであった。

		

	
		
			エピローグ

			　


			　ハイエルフの歴史研究者、ウィロー・マグナス著、「海国記」より一部抜粋

			


			　三六二七年三月二九日

			


			　この日、第一王女と彼女に味方する民衆により、悪政によって民を虐げるスアレス王が打倒され、シードラン海国の歴史に新たな一ページが刻まれることとなった。

			　戦争というほど大きな戦いではなかっただろう。一日で決着のついた内乱だ。

			　それにしても、驚くべきは蜂起から終戦までの時間の短さだろう。一日と書いたが、実質は半日ほどであった。

			　革命軍が余程戦巧者だったのだろうか？　いや、調べてみた結果、そんなことはなかった。むしろ行き当たりばったりの行動も多く、そもそも決起した切っ掛けが偶発的な物であったようだ。

			　では、スアレス王側が余程間抜けだったのか？　これに関して、頷かざるを得ない。

			　革命当日、王を守るための兵士が明らかに少なかった。これが革命成功の大きな要因の一つであったが、その理由は何だったのか？　実は、スアレス王の課した重税によって民の多くが逃げ出し、海賊に身をやつす者が非常に増えていた。その海賊を取り締まるために、海兵の多くが忙殺されてしまっていたのだ。王宮には少数の戦士団と、シードラン本島の守備兵だけが残るだけであったらしい。

			　それでも数千の兵士が駐留していたはずだ。だが、彼らは蜂起した民衆に対してまともな抵抗さえできず、散々に蹴散らされてしまった。それほど弱かったのか？　それとも、革命軍が強かったのか？

			　結論からいうと、兵士たちは負けるべくして負けたとしかいえなかった。

			　確かにその武装は民兵を上回っていただろう。だが、士気の面では圧倒的に劣っていた。

			　そもそも、この時の国王側の兵士たちの多くは、権力者側について甘い汁を吸おうという者か、虐げられる側に回るくらいなら兵士でいる方がマシという、とてもではないが士気が高いとはいえない者たちが大半を占めていたのだ。気骨のある兵士は上官に逆らい、とうの昔に解雇されるか、自らの意思で軍を去っていたからだ。長い腐敗政治によって兵士の練度も低下しており、意気軒高な革命軍を相手に戦える状態ではなかった。

			　革命軍に抗しきれず、僅か一日で王宮が陥落してしまったのも当然の帰結といえよう。

			　さらに調査を続けると、様々な噂話も出てくる。

			　スアレス王の横暴に嫌気がさして、ほとんどの冒険者が国から出て行ってしまったという状況の中、セリメア王女に力を貸す冒険者がいたという話から、王城から光の柱が立ち昇ったという荒唐無稽な噂まで、様々だ。その中にはセリメア王女側が発信源と思われる噂も含まれていることから、特定の情報を覆い隠そうとした意図も見て取れる。革命は単純な力を以って行われた訳ではなく、その裏では様々な暗闘があったことも示唆しているといえよう。

			　王が捕らえられた後、速やかにセリメア王女の戴冠が行われた。その場にフィリアース王国の王族が居合わせていたという事実もあり、レイドス王国と敵対している彼の国の介入があったのではないかという憶測もできる。だが、明言されていない以上、それは推測の域を出なかった。

			　そんな謎の多い革命の中で、唯一確実なことは、セリメア王女の戴冠が多くの国民から歓喜を以って迎えられ、その後の政権の盤石さに一役買ったという事だろう。

			　民衆の後押しによって王座に就いたセリメア女王は、民に寄り添った政治を掲げ、前王によって荒廃したシードラン海国を、誰もが予想しえない凄まじい速さで復興させていくこととなる。

			　民への慈悲を以って政を行い、その恩に少しでも報いようと働く民たち。

			　腐敗した軍部や官僚は、セリメア女王の懐刀として知られるミリアム将軍によって排除され、民衆を搾取するために作られた様々な税や法は撤廃されていった。

			　革命時にセリメア女王に付き従った貧民たちは、そのまま兵士として採用され、国を守る要となっていく。

			　シードラン海国の長い歴史の中でも最も穏やかで、最も繁栄し、最も強かったといわれるセリメア女王の統治。その王としての道はこの日、民と共に喜びを分かち合ったその瞬間から始まったのかもしれない。

			


			


			「もうすぐ到着だぞ！」

			「おおー、もう？」

			「ああ、水竜艦の速さならこの程度は当たり前だ」

			「さすがは水竜艦だな」

			「ええ。本当に速いのですね」

			　シードラン海国での騒動が一段落したこの日。俺たちはミリアムの船に乗って、当初の目的地であったバルボラに向かって旅立っていた。

			　なんと、無理をすれば一日でシードランからバルボラに着くというのだから、凄いものだ。普通の船の一〇倍近い速さである。

			　まさか月宴祭に間に合うとは思ってもいなかったので、フルト王子たちも感動しているようだ。

			「水竜艦凄い」

			「だろう？　そうだろう？」

			　フランたちの言葉に、ミリアムが自慢げに胸を張る。

			　彼女は昨日の内に、セリメアによって正式な水竜の主として任命されていた。

			　なんでも、幼い頃からの夢だったんだとか。水竜艦の艦長にどれだけなりたかったのか、昨晩フランが散々聞かされたので、よーく分かっている。ミリアムが自分の好物だという島苺を、約束通り持ってきてくれたんだが、フランが食べる横で延々と水竜艦の話をしていた。余程嬉しかったんだろうな。その話の中でグラディオに奪われた云々と言っていたので、それがミリアムとグラディオの因縁だったのだろう。

			「うんうん、私の！　私のアキュースは素晴らしいな！」

			「クオオオ」

			「おーよしよし、可愛いやつめ！」

			　まあ、水竜と仲が良くて羨ましいですこと。

			「しかし、これでお前たちともお別れか……」

			　実はフランはシードランで騎士にならないかと散々勧誘されていた。

			　それを聞いたフルト王子とサティア王女が、シードランばかりずるい、フィリアースの騎士にならないかと迫って来るし、昨晩はそりゃあ大騒ぎだった。勿論、フランが残りたいと言えば、俺は従うつもりだったよ？　だが、フランは全ての仕官の話を断っていた。

			　フランは今回ヴァルーザと戦ったことで、より強さというものへの憧れを強くしたらしい。

			「力も技も、もっと修練が必要。まずはウルムットのダンジョン」

			　そんなことを言っていた。フランに宮仕えは無理だと思うし、正解だったと思うけどね。

			「また来る」

			「本当か？」

			「ん」

			「本当の本当だな？」

			「ん。友達に嘘はつかない」

			　フランにとったら、ミリアムも友達だったらしい。下手したらセリメアも友達認識かもしれん。

			　だが、ミリアムは出会った時のように、身分の差を持ち出して怒ったりしなかった。

			「友達か……。まあ、そうだな。友達だものな」

			「ん。だからまた絶対に来る」

			「ああ、待っているぞ」

			「ん」

			「あら、私たちはどうなんですか？」

			「友達」

			「うふふ。嬉しいわ。お兄様も嬉しそう」

			「む？　べ、別に嬉しくなど──」

			「今さら何を照れているのですか？」

			「照れてなどいない！」

			「ふふ」

			「ふははは。フルト殿もサティア殿には敵わんようだな！」

			　しかし、今回は友達がたくさんできたな。そのおかげで、人として凄く成長もしてくれた。

			　出来ればこの先も、今回みたいな出会いがたくさんあると良いんだが。

			（師匠）

			『なんだ？』

			（バルボラ、楽しみだね？）

			『そうだな。でっかい港らしいし。きっとおいしい物もたくさんあるぞ』

			（ん。それに、どんな人がいるか楽しみ）

			『お、言うね。でも、そうだよな。出会いっていうのは、大事だよな』

			　フランはやはり成長したな。食べ物や、モンスターとの出会いを楽しみにすることはあっても、人に興味を抱くことなんかなかったのだ。やはりこの国に来てよかった。

			　ただ、人に興味を持ったゆえに、別れがよりつらくなったのも確かだ。

			　昨晩はベッドで少し泣いていたのを俺は知っている。

			　でも、こういう出会いと別れが人を成長させるからな。フランにはもっともっと、色々な人と触れ合ってもらいたい。

			　あと、昨晩といえば、俺にはもう一つ大仕事が残っていた。謎の声についてフランへの説明をしなくてはならなかったのだ。だが、俺にだってあれが誰なのかは分かっていない。

			　聞かれても答えられる訳がなかった。

			　なので、俺の中には俺以外の何かが封じられているという事と、危険な何かが一緒に封印されているという事を説明し、納得してもらったのだった。いや、納得というか、それで勘弁してもらったという方が正しいか。

			　あと、今後も俺を使い続けるかどうかも、聞いておいた。中に何かヤバいモノが封印されている剣だぞ？　そんな剣、おちおち使っていられるか？　俺ならごめんだ。だが、そう言った瞬間、フランに殴られた。それはもう、俺の狼の意匠がちょっと凹んで、殴ったフランの拳から血が出てしまうほどの強さで。そして、真剣な顔で言われたのだった。

			


			「わたしは、師匠を信じてる。何があっても師匠を離さない。絶対に」

			『でもな……』

			「平気」

			『いや、でも……』

			「だいじょぶ。次師匠がおかしくなったら、わたしが止める。だから、師匠を止めることができるくらい、わたしを鍛えて？」

			　そう言って、フランは俺をキュッと抱きしめてくれた。

			　これでグダグダ言ってたら剣が廃る！

			『わかった。じゃあ、今後は今以上にビシビシいく。だから、今後ともよろしくな？』

			「ん！　大丈夫、わたしたちは最高のコンビ。きっと、何があっても平気」

			


			　そんな昨晩の会話を思い出してちょっとジーンとしていたら、ミリアムの声が甲板に響いた。

			「バルボラが見えたぞ！」

			「おおー、どこ？」

			「本当か？」

			「もう着いたのですね」

			　フランと王子たちが仲良く並んで、甲板の縁からミリアムが指差す方を凝視する。

			「あそこだ！」

			　ミリアムの視線の先にある半島に、町があるのが微かに見える。

			　確かに大きそうだ。あれがバルボラで間違いないだろう。

			　さて、今度はどんな冒険が待ち受けているのか。

			『うーん、ワクワクしてくるね！』

			（師匠も？）

			『フランもか？』

			（ん！）

			　やっぱフランが言う通り、俺たちは最高のコンビなのかもな！

		

	
		
			あとがき

			　


			　こんにちは、棚架ユウと申します。

			　初めましての方は少ないかと思いますが、もしいらしたらぜひ１、２巻もよろしくお願いします。

			　お久しぶりの方々も、半年ぶりとなってしまいました。

			　お待たせして申し訳ありません。

			　ただその分、今回は書き下ろしの部分が非常に多く、ネット掲載版をご覧の方でも新鮮な気持ちで読んでいただけるのではないかな～と思っています。

			　毎回となってしまいますが、やはり最後は感謝の言葉を。

			　三巻の出版を許して下さったマイクロマガジン社様と、難産に苦しむ作者を励ましてくださった編集のＩさん。おかげで何とか書き上げることができました。

			　最高のイラストを描いて下ったるろお様。あなた無くしてこの作品は有り得ません！

			　そして、出版、執筆に携わり、手助けをしてくださった全ての方々と、応援して下さる読者の方々。

			　本当に感謝しております。

			　コミカライズも始まり、さらに広がっていく「転生したら剣でした」の世界を、これからもよろしくお願い致します。

			　では、次は四巻でお会いしましょう。

			　最後まで読んでくださり、ありがとうございました。
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